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皇居の生物相

Ⅰ.植物相

小山博滋*･近田文弘*･土居祥允*･渡辺鼻之*･粕谷博之*

HiroshigeKoyama,FumihiroKonta,YoshimichiDoi,MasayukiWatanabe

andHiroyukiKashiwadani:FloraandFaunaortheImperialPalace,Tokyo･Ⅰ.Flora

は じ め に

武蔵野台地の東端に位置する皇居の地は江戸時代のはじめまでは海がせまり,周辺ではクロマツ林

のある美しい海岸風景が開けていたと云われている (皇居の植物,1989).現在の皇居周辺には超高

層ビルが建ち並び,もはや昔日の面影はしのぶべきもないが,皇居前広場に立って,濠の石垣越しに

見る緑の森は遠目には豊かな自然の残された森林に見える.この森が自然林であるか否かはともかく,

今日では大都市東京の中央に残された何物にも代え難い貴重な緑地である.

周辺環境が激変する中で,皇居の緑地を健全に維持管理するにはそれなりの工夫と努力が必要であ

ることは云うに及ばない.江戸時代の初期,吹上御苑を中心とした地域には徳川御三家などの屋敷が

あったが,明暦3(1657)年の大火災後,屋敷跡に庭園が造成された.その後,幾多の変遷があり,

昭和の初期からは昭和天皇,香淳皇后のゴルフ場として使用されていた.しかし,昭和天皇のご意向

により昭和 12年からは芝の手入れは行われなくなり,さらに昭和 14･15年ごろからは吹上御苑の庭

園的な管理も中止された.その結果,野生種が著しく繁殖して,最近では武蔵野の自然の様相をより

一層里するようになった (皇居の植物,1989).このように皇居の緑地は時間と共に変化している.

国立科学博物館では皇居吹上御苑を中心とする皇居の自然を生物相に焦点を当てて把捉するための

調査 ･研究を,1997年度から3ケ年計画で行ってきた.この調査の発端には,常々自然に深いご関

心とご配慮をお持ちでいらっしゃる今上陛下が,都心にありながら多数の種類の生息,生育する皇居

内の動植物相について,科学的に調査研究される必要があり,西暦2000年における皇居内の生物に

ついての正確な記録を残し,さらにその記録をもとに,その後の経年変化等を把捉するのが望ましい

とのお考えでいらっしゃった経緯がある.本書では植物部門に関する研究報告を取り纏めた.時と共

に変化し続ける皇居の自然について調査 ･研究することは,現時点における自然の姿を記録するだけ

でなく,今後の推移を理解する上でも重要な意義があると考える.願わくは10年後に再度本報告書

同様の調査 ･研究が実施され,その結果を2000年の報告と比較しつつ,激変する都市化の及ぼす影

響が皇居の森にどのような変化をもたらせるのかが明らかにされることを期待する.

調査は平成8年度小山博滋植物研究部長を代表として開始され,現在に至っている.調査参加者は

年度によって異なるが,調査手法やとりまとめの便宜を考慮して,参加者を維管束植物調査姓 (班長 :

近田文弘植物第一研究室長),菌類班 (班長 :土居祥党植物第二研究室長),コケ類,藻類および地衣

類調査班 (班長 :渡辺最之植物第三研究室長)の3班に分けた.年度毎の調査の概要は国立科学博物

*国立科学博物館植物研究部
3051)005つくば市天久保4-トl

DepartmentofBotany,NationalSciecneMuseum,Tokyo
Amakubo4-ト1,Tukllba,305-0005Japan
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館年報に記述されている.

提出された論文34編は,維管束植物班,コケ類,藻類および地衣類班,菌類班の順に編纂され,

末尾に本調査で記録された皇居産植物の全種を分類体系に従って配列し,皇居の植物相の全容が概観

できるようにした.

調査班の構成と研究成果の概要

1. 維管束植物班

この班には植物相と森林環境及び植生の更新と経年変化の調査研究が含まれる.

調査研究参加者と研究課題

近田文弘

秋山 忍

門田裕一

小山博滋

国府方吾郎

西川 肇

藤井寿生

工藤勝輝

伊藤忠夫

村井 宏

維管束植物相,森林環境,植生の更新と経年変化

維管束植物相

維管束植物相

リュウノウギクの核型

リュウノウギクの核型

森林環境,植生の更新と経年変化

森林環境,植生の更新と経年変化

森林環境,植生の更新と経年変化

森林環境

森林環境■

成果の概要

維管束植物相の調査研究では延べ 19回の採集を行い,標本450点の解析の結果,シダ植物 11科

27種 1変種,裸子植物6科 10種,双子葉植物,離弁花類66科225種3変種2品種,4栽培品,令

弁花類24科 85種,単子葉植物 15科80種2変種の存在を確認した (近田,秋山,門田).このうち

新たに植栽されたブナ,シナミザクラ,モリイバラを除く,ネコヤナギ,タシロラン,ナラガシワ,

ミズ,オッタチカタバミ,ウラゲエンコウカエデ,コヤブラン,クグスゲ,アオジュズスゲ,アイダ

クグの10種は 皇̀居の植物,1989'に記録されていない.タシロランは東京都では初めての記録で,

日本列島に於ける分布や,花粉の形態などが明らかにされた.また, 皇̀居の植物'に記録されてい

る種のうち,クワクサ,ナンバンカラムシ等55種が今回の調査では採集されなかった.これらの植

物の多くは日差しの強い環境下で生育する性質があるので,樹木が旺盛に繁茂して日差しが弱くなっ

た現在の樹林下では生育できなくなったものと考えられる.

栽培されている4株のリュウノウギクが染色体形態学の観点から調べられ,それぞれ別個体と判断

された (国府方,小山).

植生に関する方形区調査の結果,吹上御苑の大部分は常緑広葉樹林と落葉広葉樹林で覆われている

ことが明らかにされた (近田,西川,藤井,工藤,村井,伊藤).常緑広葉樹林は自然林に似た種構

成と構造を示したが,落葉広葉樹林は庭園に植えられた樹木からなる人工林であった.いずれの樹林

の土壌も,有効土層が深く,樹木の生育にとって好適な条件を備えている･皇居最寄りの気象庁で観

測された値に比べて,林内および土壌の湿度が高く,気温は低くかった.

林冠にほぼ70m2のギャップが生じた場所の観察結果から天然の更新が起こる可能性の高いことが

示唆された (近田,西川,藤井,村井,伊藤).

人工衛星ランドサットの熟センサーによる測定の結果,森林の光合成活力は10年前と比べて弱く

なっていることが明らかにされた (西川,近田,藤井,工藤).
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2. コケ類,藻類及び地衣類班

調査研究参加者と研究課題

樋口正信

古木達郎

渡辺箆之

田中次郎

桧山和世

井上 勲

中山 剛

南雲 保

長田敬五

出井雅彦

コマ-レク J.

ゴンチャロフA.

新山優子

大島海-

加藤季夫

野崎久義

粕谷博之

トール G.

辞類

苔類

藻類

シオグサ冒

シオグサ冒

鞭毛藻類

鞭毛藻類

珪藻綱

珪藻綱

珪藻綱

藍色植物門

クロロコックム目,ツヅミモ科

クロロコックム目,ツヅミモ科

クロロコックム冒

ユーグレナ植物門

オオヒゲマワリ冒

地衣植物門

地衣植物門

3

成果の概要

コケ類相の調査研究では延べ7回の採集を行い,標本349点の解析の結果,辞類21科53属77種,

苔類 16課 18属29種,ツノゴケ類 1科 1属 l種の存在を確認した.これまで都区内で一番種類数が

多かったのは国立科学博物館附属自然教育園の52種であり,これは皇居のコケ類相が都区内ではい

かに豊かであるかを示している.また,これまでの報告と比較して,都区内で皇居にのみ生育が確認

されている種は蘇類 14種,苔類9種の計23種であり,その内の蘇類 12種,苔類4種は今回の調査

で新たに確認されたものである (樋口･古木).藻類相の調査研究では延べ 10回の採集を行い,標本

152点の解析の結果,日本新産 11種を含む33種の藍藻類 (渡辺 ･コマ-レク),36属 156種の珪藻

類 (南雲･長田･出井),5種のシオグサ類 (松山･田中), 17属46種のクロロコックム目緑藻類なら

びに4属 12種のホシミドロ冒ツヅミモ科緑藻類 (ゴンチャロフ･新山 ･渡辺), 14日16科30属40

種の鞭毛藻類 (井上 ･中山),その他に紅藻類など18種 (渡辺)の存在を確認した.地衣類相の調査

研究では2回採集を行い,標本300点の解析の結果,日本新産3属,日本新産5種を含む19科25属,

57種の存在を確認した (相谷･トール).

3. 菌類班

菌類班は,本来の菌界に分類される菌類のほか,最近は偽菌類と呼ばれるようになったストラメノ

パイル界に分類される卵菌門や,原生生物界に含められる変形菌門･細胞性粘菌門の調査を担当した.

調査研究参加者と研究課題

阿部恭久

安藤勝彦

稲葉重樹

宇田川俊一

内山 茂

子嚢菌門クロサイワイタケ目

不完全菌類

水生菌類 ･接合菌門

子嚢菌門不整子嚢菌綱 ･不完全菌類他

冬虫夏草類 (子嚢菌門 ･不完全菌類)
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小野義隆 担子菌門サビキン冒

柿蔦 異 担子菌門サビキン目･クロボキン日

金子 繁 担子菌門サビキン冒 ･樹病菌類

栗原祐子 接合菌門

佐藤昭二 担子菌門サビキン冒

佐藤大樹 昆虫生菌類

田中栄爾 子嚢菌門バッカクキン目共生菌類

田中千尋 担子菌門ハラタケ冒イグチ属

津田盛也 イネ科植物寄生菌類

椿 啓介 不完全菌類･

土居祥克 子嚢菌門ボタンタケ冒

徳増征二 水生菌類 ･不完全菌類

長尾英幸 子嚢菌門チャワンタケ目

板田 仁 担子菌門ハラタケ型きのこ類

野村幸彦 子嚢菌門ウドンコカビ目

服部 力 担子菌門ヒダナシタケ目

吹春俊光 担子菌門ハラタケ冒 ･アンモニア菌

福田達雄 担子菌門サビキン巨

細央 剛 子嚢菌門ズキンタケ目

堀江義一 子嚢菌門不整子嚢菌綱 ･不完全菌類

前川二太郎 担子菌門ヒダナシタケ目コウヤクタケ科

萩原博光 変形菌門および細胞性粘菌門

山本幸憲 変形菌門

高橋和成 変形菌門

松本 淳 変形菌門

川上新一 細胞性粘菌門

出川洋介 変形菌門

成果の概要

卵菌門,ツボカビ門,接合菌門,子嚢菌門,担子菌門および不完全菌類の調査は,吹上御苑内を中

心として行った.吹上御苑以外では,水生菌や竹類寄生菌の調査のために中道港濠周辺で2回,また

竹類に寄生する菌類の調査のために吹上御苑外皇居内周辺で 1回の調査を行った.

菌類の外形による区分,すなわちキノコ ･カビ･コウボのうち,特にキノコは,短期間に発生し,

すぐに動物の餌 となるか,あるいは腐敗 して消滅するので,できる限 り現地調査を繰 り返 した.

1995-1999年度の間に延25回の調査を行い,約2,150点のキノコ類標本を採集 し,また,約300点の土壌

サンプル (1サンプル約50g)と白鳥堀および中道港濠の泡を含む水5サンプルを採取 し,菌株の分

離培養および胞子類の検出を試み,分類学的研究を行った.その結果,卵菌門の3日7属 11種 (柿

莱,徳増),ツボカビ門の 1属 1種 (土居),接合菌門の昆虫寄生菌3属 3種 (佐藤大樹),土壌菌類 1

属2種 (栗原,徳増),子嚢菌門では,コウジカビ目5属6種およびソルダリア冒3属 6種 (堀江),

ウドンコカビ目8属 38種 (野村),ジアポルテ目の 1新種 (金子),シトネタケ目の 1種およびクロ

サイワイタケ目5属 10種 (阿部,土居),ボタンタケ目5属 12種 (土居,安藤,椿),バッカクキン

目1属 l種 (土居,安藤,椿 ;津田同定),リチスマ目2属 3種,ズキンタケ目7属し10種およびチャ

ワンタケ目11属 12種 (以上長尾),ズキンタケ目1属 1種 (細矢),同日4属4種 (土居,安藤,椿 ;

細失同定),ヒステリウム目1属 1種およびドチデア目1属 1種 (土居,安藤,棒),担子菌門のサビ
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キン冒14属36種およびクロボキン目1属 1種 (柿蔦,小野,福田,佐藤昭二),キクラゲ目1属2

種およびシロキクラゲ目4属5種 (吹春,服部,小林,高橋,土居),ヒダナシタケ日日属 11種

(吹春,服部,小林,高橋,土居),同日27属47種 (服部,土居),同日コウヤクタケ科 10属 15種

(前川),ハラタケ目27属39種 (吹春,服部,小林,高橋,土居),同日19属21種 (根田,土居),

ニセショウロ目2属4種,ホコリタケ目5属 13種,ヒメノガステル冒1属2種,スッポンタケ目1

属 1種,チャダイゴケ目2属2種 (以上書見)が確認された.また,不完全菌類では,分生子果不完

全菌類 1属 1種 (土居,安藤,椿),糸状不完全菌類 19属27種 (土居,安藤,椿),虫生不完全菌類

1属 1種 (佐藤大樹),昆虫寄生シンネマ形成不完全菌類5属5種,土壌から分離される不完全菌類3

属 10種 (堀江),樹木寄生性不完全菌類2属5種 (金子)が確認された.

以上の本調査研究で明らかになった吹上御苑を中心とする皇居産菌類は368種,その中には1新種

(マテバシイの生葉に寄生する子嚢菌門の PhomatosporalithocarpiS.Kaneko,金子);日本新産8種

[卵菌門ミズカビ目のAchlyastellatadeBary,(稲葉 ･徳増);接合菌門ハエカビ目の日本新産属 ･

新産種 Amphoromorphasp.(佐藤大樹);子嚢菌門クロサイワイタケ目のBiscogniauxiacapnodes

(Berk.)Y.M.Yu&J.D.Rogersクロイタタケ (新称和名),creosphaeriasassajTras(Schw.:Fr.)Y.M.

Yu&J.D.Rogersヒイロミコブタケ (新称和名),シトネタケ目のDiatrypejlavovirens(Pers.:Fr.)Fr.

(阿部,土居),担子菌門ハラタケ目のGerronemaholochlorumミドリサカズキタケ (新称和名,根田･

土居),ヒダナシタケ目のPhanerochaetecorymbata(G.H.Cunningham)Burds.フクロナシマクカワ

タケ (新称和名,Maekawa,1997,Rep.TottoriMycol.Inst.35:29-38で報告,前川);Phlebiaacerina

peckミダレシワタケ (新称和名)(前川)];従来小笠原諸島のみから知られていたHyphodontia

boninensis(S.Ito良Imai)Maekawaオガサワラカミコウヤクタケ (前川)など興味疎い分布を示す4

檀 ;また,新たに和名を付した13種などが含まれる.その他,竹頼てんぐ巣病菌Aciculosporiumtake

が新宿主ギンメイチクに寄生すること(Tsudaetal,Bull.Natn.Sci.Mus.Tokyo,Ser.B.,23:25-34)

辛,ミズカビ目のOIpidiopsissp.が従来知られていなかった卵菌門の一種 Thraustothecaclavataの菌

糸中に寄生すること (稲葉 ･徳増),ボタンタケ目のHypocreachrysofulva(暫定種名)は,現在吹上

御苑の主としてマテバシイの枯木上に,また,自然教育園のスダジイの枯木上にごく普通に生え,他

の地域からは未発見である例 (土居,安藤,椿),吹上御苑産ヒダナシタケ目の種は,北半球の主に

温帯域に広く分布する25種,アジア温帯域に分布する7種,汎熱帯種8種,旧熱帯種5種などによっ

て構成されていること (服部 ･土居),などが明らかにされた.

皇居産変形菌門は,国立科学博物館所蔵標本により,昭和初期に61種3亜種が存在していたこと

が確認された.その内のFuligolicentiは日本新産で奉る (山本,萩原).今回1995-1999年の皇居の

変形菌の調査では,4回の調査を行い,おもに吹上御苑内で298点の標本が採集され,88種7亜種3

品種の存在が明らかになった.その内,53種は皇居新産である (山本ほか).

皇居産細胞性粘菌門については,今回は1回の調査を行い,採取した土壌サンプル50点 (1サン

プル約30g)から181株を分離し同定した結果,4種群 11種5variantsの存在が明らかになった.そ

の内の5variantsは現在検討中であるが,1variantは新種の可能性が高い (萩原 ･川上).
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皇居吹上御苑の維管束植物

近田文弘*･秋山 忍*･門田裕一*

FumihiroKonta*,ShinobuAkiyama*,andYuichiKadota*:Vascular

PlantsortheFukiageGardensinthelmperialPalace,Tokyo

は じ め に

｢皇居の植物｣(1989)は,昭和7年から平成元年にいたる長い期間に観察された植物の記録である

が,吹上御苑には長い間に消滅してしまう植物もあって,時間の経過とともに分布する植物が変化す

る様子が見られた.そこで,｢皇居の植物｣の出版以来ほぼ10年を目途に,現在時点での維管束植物

の分布状態を把握する調査を行った｡

調査方法と調査対象地域

調査方法は,維管束植物を対象として現地調査を実施して押し葉標本を作製し,それに基づいて植

物目録を作成するという植物相調査の通常の方法で行った.得られた標本は証拠標本として,国立科

学博物館維管束植物標本庫 (TNS)に収納した.調査対象地域は吹上御苑の北側で,吹上御苑の約

半分の面積をもつ地域である (図 1).調査対象地域をⅠからVまでの五つの区画に区分し,採集さ

れた標本の採集位置を示した.現地調査は1996年春から1998年冬までの3年間に本調査を行い,さ

らに1999年と2000年春に補足調査を行った.また,｢皇居の植物｣に引用されている地名が再現で

きる場合には,植物目録にその地名を記入するように努めた.それらの地名は図 1に示すとおりであ

る.標本の同定はサクラ属を川崎哲也氏に,スゲ属の一部を勝山輝男氏にお願いしたが,それ以外は

筆者らの責任で行った.

結 果

1. 概 要

調査対象地域は現在ではほぼ全域が森林で被われているが,かつてゴルフ場として利用されていた

広芝と呼ばれた芝生や,水田とされていた低地を庭園にした地域など様々な土地利用がなされてきた

歴史を反映し,植物の多様な生育環境を有している.また,1940年 (昭和 15年)頃から昭和天皇の

御意志により庭園的な管理を中止した経緯がある (生物学御研究所,1989).しかし,全く自然のま

まに放置されていた訳ではなく,風倒木の処理や殖えすぎた笹類の刈り払い等の地道な管理が庭園課

職員の手によって続けられている.そのため,調査対象地域が持つ元来の生育環境の多様性が一定程

度保持されてきたということができる.調査地域の区画ⅠからVはこのことを考慮して設定した.

調査区画Ⅰは,吹上大宮御所正門から右手へ乾門に至る,吹上御苑の外周に沿って鍵状に広がる常

緑広葉樹の多い森林と,その内側にある覆馬場跡と観保革周辺の園地から成る.区画ⅠⅠは滝兄の滝

とそこから流れる流れに沿った湿地である.区画ⅠⅠⅠは白鳥濠と駐春閣跡の園地から成り,ケヤキの

大木やクヌギの多い落葉広葉樹林で被われる.区画ⅠVは果樹園を含み,様々な樹種から成る森林で

被われる.区画Vは第二次世界大戦後に植栽されたクヌギ林とサクラ園を含み,この二つの間に常

緑広葉樹の多い深い森がある.

*3051)005つくば市天久保小ト1 国立科学博物館 植物研究部

DepartmentofBotany,NationalScienceMuseum,Tokyo
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これらの植物の中で,外部から持ち込んで植栽されたものは土地の環境に馴巣めず消滅したものと

考えられる.一方,上記の植物のうち野生と考えられるものについては,1)日差しの強い乾燥した

草地や環境が撹乱された明るい低山地等に生育する植物群と,2)水辺等の湿地で強い陽光の下に生

育する植物群に大別できる.ナンバンカラムシ,ホソアオゲイトウ,センニンソウ,マメダンバイナ

ズナ,モミジイチゴ,カワラケツメイ,ネコハギ,メダラ,リョウブ,ネナシカズラ,ムラサキ,セ

イヨウムラサキ,メハジキ,オミナエシ,オトコエシ,ブタクサ,ホウキギク,オオアレチノギクは

1)に属し,テッセン,ケキツネノボタン,ウマノアシガタ,タガラシなどは2)に属するといえる.

植生調査の結果からも明らかなように,現在の吹上御苑の植物の生育環境は陽光が弱く,土中も空中

も多湿である.かつて陽光が降り注いだ広芝はクヌギの林となり,林床はササヤ湿った暗い環境を好

むヤブミョウガが繁茂している.滝兄の滝からの流水のほとりは周囲からのびる樹木の枝に被われ,

半日陰の環境になっている.このように調査対象地域自身の環境変化が植物の消失の大きな原因となっ

ているものと考えられる.

現在の吹上御苑は森林化が進み,植物の生育環境としてはさらに弱光多湿の程度が強まると考えら

れる.この生育環境の下では,多様な植物の生育を期待することは次第に困難になっていくであろう.

強光乾燥の条件を好む植物の生育のためには,空間の確保と排水条件の改善が必要である.

2. 注目すべき植物

タシロラン EpIPogiumroseum(D.Don)Lindl.(ラン科)

タシロランは常緑樹林内に生育する腐生植物で,関東地方以西の本州,九州,そして琉球に分布が

知られるが,報告が極めて稀である.本州では,京都府 (村田,1988),静岡県 (杉本,1983),神奈

川県 (Tuyama,1967),九州では長崎県 (Makino,1906;田代,1967)からの報告がある.国立科学

博物館には,鹿児島県熊毛郡屋久島粟生 (土居祥允,TNS331060),長崎県松浦市 (永田 功,TNS

284808),京都府上京区京都御苑 (小寺隆司,TNS696834),京都市西京区仁和寺 (村田 源,TNS

653372),京都市宝ヶ池北西角 (田中 徹,TNS662741),静岡県引佐郡細江町 (黒沢美房,TNS

696833)の標本がある.したがって,吹上御苑はタシロランの分布の東限にあたる.なお,国外では

中国 (南部 ･台湾),インドシナ半島,インド,マレーシア,オーストラリアなどの広い地域に渡っ

て分布している (Tuyama,1967).

吹上御苑のタシロランは,1997年に天皇陛下御自身がその発生にお気付きになられたと伺ってい

る.同年7月には観涛亭の東南で,1)植生調査 A区から乾内門へ向かう歩道の左側と,2)観操事

と白鳥濠の間の観操亭前流れ左岸で数多くのタシロランの開花が観察された.その後,毎年タシロラ

ンの開花が観察されている.1999年7月6日に,上記 1)の場所で多数の開花個体が見出された (図

2-1).これらの開花個体は,長さ数十cmに切られて積み上げられた直径20-30cmのスダジイの幹

や枝が腐りかけている場所に生えていた.このタシロラン群落の両端 (図2-2)の花茎が密集してい

るところに40×60cmの方形調査区を設定し,その中の個体数,任意の個体の花茎の長さと着花数を

調べた.

図2-2の左端の調査区には22本の花茎があり,測定 した8本の花茎の長さは28--一16cm (平均

37.0cm),着花数は10-21個 (平均 14個)であった.右端の調査区では47本の花茎があり,測定

した12本の花茎の長さは29-60cm (平均45.5cm),着花数は10-34個 (平均 21個)であった.

この記録は,大きな個体の花茎が長さ40-50cmで20個内外の花が着く京都御所のタシロランとよ

く一致する (村田,1998).

本調査での生育状況から分かるように,タシロランは密集した群落を作る性質をもっている.この

ことはタシロランの地下部の形態的特徴と密接な関係があることが明らかになった.タシロランの地

下部は複雑に絡み合った肥厚したイモ状の根茎とそこから伸びる細い樹枝状の根茎から成っている.
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この根茎は地表の落ち葉が十分に腐 りきっていない粗腐植の中で発達し,土壌層には侵入しない (図

2-3).樹枝状の根茎はイモ状の根茎から伸び,所々に小さなイモ状の根茎が新たに発達してくる (図

2-A).イモ状の根茎は二股に分岐した形で密集し,そこからひも状の細い根茎を伸ばし先端にジャガ

イモのような楕円体状の根茎を着ける (図㌻5,右下).この根茎は長さ2-3.5cmのフットボール状

となり,花茎を伸ばす.花茎を伸ばした根茎は枯れる.タシロランはこのような根茎の性質をもつた

め,好適な環境条件下では密生する群落を形成することになる.吹上御苑の生育地は常緑樹林下で,

少し窪地となって湿っており,伐採されたスダジイの幹や枝,落ち葉などの捨て場になっている.こ

の環境がタシロランには好適であると考えられる.京都御所でも同様な環境に見られるという (相田,

1998).しかし,タシロランはさらに異なる環境でも生育できるようである.皇居では,調査範囲外

の御刀倉庫付近のスダジイのある芝生で花茎が高さ53cmで23個の花を着けた個体をはじめ20個体

のタシロランが見出された.京都では,仁和寺の塀の外のような落ち葉の堆積の少ない環境でも生育

するという (村田,1998).

タシロランの分類学的な検討はTuyama(1967)によってなされた.Tuyama(1967)は東南アジ

アからネパール,インド,そしてオーストラリアなどに分布する多くの種を比較検討し,それらをタ

シロランの l種に合一しな.本報告でもTuyama(1967)の扱いを支持するものである.タシロラン

の花の構造についてはTuyama(1967)と相田 (1998)に詳しい報告があり,吹上御苑のタシロラン

に基づいた結果はこれらの報告によく一致する.分布の東限に位置する吹上御苑のタシロランの生の

植物にもとづいて,ここでは子房の断面 (図2-6),唇弁の向軸側の斑点 (図2-7),種子の表面構造

(図2-8)を報告する.子房の断面は初めて観察された｡唇弁の向軸側の斑点は,村田 (1998)の記

述と一致する｡また,長径0.2mmほどの種子を走査型電子顕微鏡で観察したところ,表面に編み目

模様のあることが初めて明らかになった.

3. 維管束植物目録

凡 例

1･ 種子植物はMelchiorandWerdermann(1954)およびMelchior(1964)の体系,シダ植物はPichi

Sermalliの体系にもとづいて,科が配列され,各科の中で属名はアルファベット順に配列されてい

る.

2. 各種については,学名,和名,採集地区,証拠標本,ノートの順序で記されている.証拠標本に

ついては,膏,花,未熟な果実,熟した果実をつけるものをそれぞれ,youngfl.,fl.,youngfr.,

fr.と記した.それ以外のものは花も果実もない標本である.また,現地調査時に宮内庁庭園課より

植栽と指摘されたもの,及び吹上御苑の標高や緯度からみて野生とはみなせないものを ｢植栽｣と

付記した.

3. 採集地区は,吹上御苑の調査地区をⅠからVまでの5つの区画に分けて記されている.

Ⅰ:吹上御苑の外塀に沿って広がる常緑広葉樹の多い森林と,その内側にある覆馬場跡と観湊亭

周辺の園地の落葉広葉樹の多い森林

ⅠⅠ:滝兄の滝とそこから流れる流れに沿った水湿地

ⅠⅠⅠ:白鳥濠と駐春閣跡の園地から成り,ケヤキの大木やクヌギの多い落葉広葉樹林

ⅠⅤ:果樹園を含み,様々な樹種から成る森林

Ⅴ:クヌギ林及びサクラ園の落葉広葉樹林とこの二つの場所を繋ぐ地域の常緑広葉樹の多い森林
4.証拠標本は全て国立科学博物館標本庫 (TNS)に保管されている.

pteridophyta シダ植物門

Selaginellaceae イワヒバ科
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SelaginellaremotljToliaSpringクラマゴケ

∫(観藻亭),ⅠII:Konta17834(1996.7.30);Konta17897(1996･10･28);Konta&Akiyama276
(1997.4.21);Konta19268(1999.6.16)

Ophioglossaceae ハナヤスリ科

Botrychiumternatum(Thunb.)Sw.フユノハナワラビ

ⅠⅠⅠ:Konta19585(1997.10.22)

Equisetaceae トクサ科

EquisetumarvenseL.トクサ

Ⅴ:Konta皮Akiyama248(1997.4.14)

Osmundaceae ゼンマイ科

OsmundajaponicaThunb.ゼンマイ

II,IV:Konta&Akiyama25や(1997･4･14);Konta19313(1999･6･16)

Dennstaedtiaceae コバノイシカグマ科

Hypolepispunctata(Thunb.)Mett.exKuhnイワヒメワラビ

ⅠⅠⅠ,ⅠⅤ:Konta19587(1997.10.22);Konta19310(1999.6.16)

parkeriaceae ホウライシダ科

Coniogrammejaponica(Thunb.)Dielsイワガネソウ

II:Konta19288(1999.6.16)

pteridaceae イノモ トソウ科

pteridiumaquilinum(L.)Kuhnvar.latiusculum(Desv.)Und.ワラビ

Ⅰ(観爆亭),ⅠⅠⅠ:Konta17864(1996.7.30);Konta19285(1999.6.16)

pteriscreticaL.オオバノイノモ トソウ

ⅠⅠ(大滝口),IV(大本営跡):Konta17844(1996.7.30);Konta19290(1999.6.16)

Ptert'smultljidaPoir.イノモ トソウ

Ⅴ:Konta19353(1999.6.16)

Dryopteridaceae オシダ科

CyrtomiumjTalcatum(L f.)Preslオニヤブソテツ

ⅠⅠⅠ:Konta&Akiyama20049(2000.5.15)

CyrtomiumjTortuneiJ.Sm.var.fortuneiヤブソテツ

Ⅰ(観湊亭),IV:Konta&Akiyama343(1997.6.2);Konta19289(1999.6.16)
CyrtomiumjTortuneiJ.Sm.var.clivicola(Makino)Tagawaヤマヤブソテツ

Ⅰ(覆馬場跡):Konta17828(1996.7.30);Konta17973(1997.3.19)

Dryopteriserythrosora(Eaton)Kuntzeベニシダ

I(覆馬場跡):Konta17785,17822(1996.7.18);Konta19396(1999.6.16)

DryopterishondoensisKoidz.オオペニシダ

III:Konta&Akiyama20052(2000.5.15)
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Dryopterisunlformis(Makino)Makinoオクマワラビ

I:Konta19384(1999.6.16)

Polystichumjibrillosopaleaceum(Kodama)Tagawaアスカイノデ

I(観操亭):Konta&Akiyama20014,20078,20081(2000.5.15)

PolystichumlongtfronsSa.Kurataアイアスカイノデ

Ⅰ(大宮御所正門):Kontal7781,17782(1996.7.18);Konta&Akiyama279(1997.4.28);Konta19397

(1996.6.16);Konta&Akiyama20079(2000.5.15)

Polystichumtrli?teron(Kunze)Preslジュウモンジシダ

ⅠⅤ(大本営跡):Konta17859(1996.7.30);Konta19351(1999.6.16)

Thelypteridaceae ヒメシダ科

Stegnogrammepozoi(Lagasca)K.Iwats.subsp.mollissima(Fisch.exKunze)K.Iwats.ミゾシダ

Ⅰ(観湊亭):Konta17783(1996.7.18);Konta19301(1999.6.16)

Thelypterisacuminata(Houtt.)Mortonホシダ

IV:Konta19324(1999.6.16)､

ThelypterispalusEris(Salisb.)Schottヒメシダ

ⅠⅠ:Konta17870(1996.8.14)

ThelypterisviridlfronsTagawaミドリヒメワラビ

Ⅰ(覆馬場跡),Ⅴ (クヌギ林):Konta17854(1996.7.30);Konta17896(1996.10.28);Konta19580

(1997.10.22);Konta18949(1998.ll.12);Konta19390(1999.6,16)

woodsiaceae イワデンダ科

Athyriumniponicum(Mett.)Hanceイヌワラビ

I(観操亭),IV(大本営跡),V(クヌギ林):Konta17784(1996.7.18);Konta19549(1997.10.22);Konta

18650(1998.1日2);Konta19304,19331(1999.6.16)

Depariaconilii(Franch.&Sav.)ホソバシケシダ

Ⅰ(観操亭):Konta17829(1996.7.30);Konta19359(1999.6.16)

Depariajaponica(Thunb.)M.Katoシケシダ

I(観操亭).AKonta17830,17833(1996.7.30);Konta19263,19302(1999･7･16)

Matteucciasrtuthiopteris(L.)Todaroクサソテツ

ⅠⅠⅠ,Ⅴ:Konta良Akiyama20047,20080(2000.5･15)

onocleasensibilisL.var.interruptaMaxim.コウヤワラビ

Ⅰ(観操亭):Konta19287(1999.6.16)

polypodiaceae ウラボシ科

Lepisorusthunbergianus(Kaulf.)Chingノキシノブ

ⅠⅠⅠ:Konta17978(1997.3.19)

spermatophyta 種子植物門

Gymnospermae 裸子植物亜門

Ginkgoaceae イチ去り科

GinkgobilobaL.イチ ョウ

IV,V(サクラ固):Konta,Kadota&Akiyama47(1996.4.30);Konta&Akiyama359(1997･6･2,seed-

13
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ling):植栽.

pinaceae マツ科

AbiesfirmaSiebold&Zucc.ii

Ⅰ:outside(nearV):Konta&Akiyama357(1997.6.2);Akiyama980546(1998.5･19);Akiyama980585

(1998.6.29)

CedrusdeodaraLoud.ヒマラヤスギ

ⅠⅠⅠ(駐春闘跡),Ⅴ:Konta&Akiyama301(1997.5.12);Akiyama980411(1998.2.9):植栽･
Pinusdenslj70raSiebold&Zucc.アカマツ

ⅠⅠⅠ(駐春閣跡):Akiyama980407(1998.1.26,fr.):植栽.

PinuslhunbergiiParl.クロマツ

ⅠII(駐春閣跡):Konta17855(1996.7.30);Konta17883(1996.10.28,fl.);Kontaetal.B122,Bjl,B-
32,B-33(1999.6.3):ii#.

Taxodiaceae スギ科

CryptomeriajaponicaD.Donスギ

I(覆馬場跡):Konta&Akiyama283(1997.4.28,fl.):植栽.

Cupressaceae ヒノキ科

Chamaecyparisobtusa(Siebold&Zucc.)Endl.tf)+

Ⅰ(覆馬場跡),Ⅴ:Konta良Akiyama234(1997.4.14);Akiyama980416(1998.2.9):植栽.

ChamaecyparispisljTera(Siebold&Zucc.)Endl.サワラ

Ⅰ(覆馬場跡):Kadota&Akiyama980483(1998.4.14):植栽.

Podocarpaceae マキ科

PodocarpusmacrophyllusLam.イヌマキ

Ⅰ:Akiyama980433(1998.3.3):植栽.

Taxaceae イチイ科

Torreyanuclj:era(L.)Siebold&Zucc.カヤ

IV(果樹園):Konta,Kadota&Akiyama50(1996.4.30,fl.);Konta17943(1997.3.19);Akiyama980402

(1998.1.26,fl.bud):植栽.

Angiospermae 被子植物亜門

Dicotyledoneae 双子葉植物綱

Archichlamydeae 離弁花亜綱

Juglandaceae クルミ科

JuglansmandshuricaMaxim.subsp.siebodiana(Maxim.)Kitam.オニグルミ

ⅠⅤ(地主山):Akiyama980438(1998.3.3);Akiyama980559(1998.5.26)

PlatycarpastrobilaceaSiebold&Zucc.ノグルミ

Ⅰ(覆馬場跡):Akiyama980589(1998.6.29):植栽.

Salicaceae ヤナギ科

SalixchaenomeloidesKimuraアカメヤナギ (マルバヤナギ)
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Ⅰ(観湊亭観),ⅠⅠ(観操亭前流れ),ⅠⅠⅠ(白鳥濠中島):Konta,Kadota&Akiyama96,98(1996.4.30,∩.);

Konta&Akiyama269(1997.4.14);Konta&Akiyama273(1997.4.21,fl.);Akiyama980399(1998.1.26);
Akiyama980440,980442(1998.3.23);Kadota&Akiyama980493,980495(1998.4.14,fl.&youngfr.);

Akiyama980494(1998.4.14);Akiyama980531,950535(1998.5.ll,fr.);Akiyama980552(1998.5.19,fr.);

Akiyama980709,980710(1998.12.21);Akiyama990002,990003,990005(1999.3.1);Akiyama990013

(1999.4.16);Akiyama990016,990017(1999.5.25,fr.)

SalL'xgracilisEylaMiq.ネコヤナギ

Ⅰ(観操亭):Akiyama980434(1998.3.3);Akiyama980439(1998.3.23,∩.);Akiyama980530(1998.5.ll)

SalixintegraThunb.イヌコリヤナギ

ⅠⅠ:Kadota&Akiyama980496(1998.4.14,ff.)

SalixjaponicaThunb.シバヤナギ (イシャナギ)

ⅠⅠ(滝兄の池):Konta,Kadota&Akiyama97(1996.4.30,∩.);Akiyama980441(1998.3.23);Akiyama
980453(1998.4.6,fl.);Kadota&Akiyama980492(1998.4.14,fl.);Akiyama980532(1998.5.ll,fr.)

Betulaceae カバノキ科

AlnushirstutaTurcz.ケヤマハンノキ

Ⅰ(覆馬場跡),ⅠⅠ:Konta17796(1996.7.18,fr.);Kontaetal.3(1999.6.3,fl.):皇居新産.

Alnusjaponica(Thunb.)Steud.ハンノキ

Ⅴ (サクラ園):Akiyama980414(1998.2.9,爪.):植栽.

AlnustraveculosaHand.･Mazz.サクラバハンノキ

I,ⅠⅠ:Kadota&Akiyama980511(1994.4.28,youngfr.);Akiyama980410(1998.2.9,fl.):植栽.

CarpinusjaponicaBlumeクマシデ

ⅠIl(白鳥濠):Konta,Kadota& Akiyama80(1996.4.30,fl.);Konta,Kadota& Akiyama325

(1997.5.19,ff.);Akiyama980455(1998.4.6,n.);Kadota&Akiyama980498(1998.4.14,fl.);Akiyama

980691,980692(1998.10.19,fr.):fi#.

Carpinuslaxlj7ora(Siebold&Zucc.)Blumeアカシデ

III(白鳥濠):Konta,Kadota&Akiyama326(1997.5.19,fr.)

CarpinustschonoskiiMaxim.イヌシデ

I(覆馬場跡):Konta&Akiyama271(1997.4.14);Konta,Kadota&Akiyama331(1997.5.19,fr.)

Fagaceae ブナ科

CastaneacrenataSiebold&Zucc.91)

IV (果樹園,大本営跡):Konta,Kadota&Akiyama211(1996.5.30,fl.);Konta&Akiyama354

(1997.6.2,∩.)

Castanopsissieboldii(Makino)Hatus.exT.Yamaz.&Mashibaスダジイ

Ⅰ(観爆事,調査区A).IKonta17886(1996.10.28);Konta&Akiyama346(1997.6.2,fl.),･Kontaetal.A-

40(1999.8.31);Konta19606(1999.8.31)

Cyclobalanopsisacuta(Thunb.)Oerstedアカガシ

Ⅰ,ⅠⅠⅠ,Ⅴ:Konta,Kadota&Akiyama87(1996.4.30,∩.);Konta19810(1997.3.19);Akiyama980420

(1998.2.9);Akiyama980580(1998.6.22,fl.)

Cyclobalanopsisglauca(Thunb.)Oerst.アラカシ

Ⅰ,ⅠⅠ(観渥事前流れ),ⅠⅠⅠ(調査区B),IV:Konta,Kadota&Akiyama64(1996.4.30,fl.);Akiyama

980568(1998･6･8),･旦kiyama980573(1998･6･8);Kontaetal.B-12(1999.6.3)
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Cyclobalanopsismyrsinlfolia(Blume)Oerst.シラカシ

Ⅰ,ⅠⅤ:Akiyama980568(1998.6.8);Akiyama980573(1998.6.8):｢皇居の植物｣には吹上御苑内の詳

しい産地は記されていない.

FaguscrenataBlume7>+

V:Konta&Akiyama287(1997.4.28);Akiyama980405(1998.1.26):｢皇居の植物｣に記録がない.

近年植栽.

Lithocarpusedulis(Makino)Nakaiマテバシイ

I(覆馬場跡):Konta17940,･17970(1997.3.19);Konta&Akiyama344(1997.6.2,fl.)･,Akiyama980581

(1998.6.22,fl.)

QuercusacutaMurrayアカガシ

Ⅴ:Konta18612(1998.ll.12)

QuercusacutissimaCarr.クヌギ

III(駐春闘跡,調査区B),Ⅴ(クヌギ林):Konta,Kadota&Akiyama84(1996.4.30,fl.);Konta17885

(1996.10.28);Konta&Akiyama256(1997.4.14,fl.);Kontaetal.B-ll,B-17,B-18,B-21,B127,B137,

B-38,B-10,B-ll,B-50,B-53,B-55(1999.6.3):植栽.

QuercusalienaBlumeナラガシワ

I:Konta&Akiyama20030(2000.5.15):植栽.

QuercusdentataThunb.カシワ

ⅠⅠⅠ:Konta,Kadota&Akiyama69(1996･4･30,fl･);Konta&AkiyaTla291(1997･5･12,fl･);Akiyama

980507(1998.4.21):植栽.

QuercusmongolicaFisch.exLedeb.var.crispula(Blume)H.Ohashiミズナラ

I(観操亭,駐春閣跡):Kadota&Akiyama980497(1998.4.14);Akiyama980504,980505(1998.4.21)1.
植栽.

QuercusphillyraeoidesA.Grayウバメガシ

II(観操亭前流れ):Konta,Kadota&Akiyama51(1996.4.30,fl.):植栽.
QuercusserrataMurray3+9

Ⅰ,ⅠII(駐春闘跡,調査区B),V:Konta,Kadota&Akiyama86(1996,4.30,f.);Konta17921(1996.10.28,

fr･);Kadota&Akiyama980490(1998.4.14);Akiyama980502,980503(1998.4.21,n.);Kontaetal.B-5,

B-36(1999.6.3)

Ulmaceae ニレ科

Aphanantheaspera(Thunb.)Planch.ムクノキ

I(調査区A),ⅠⅠⅠ(駐春閣跡,調査区B),IV,V:Konta,Kadota&Akiyama88(1996.4.30,fl.);Konta

17887,17888(1996.10.28,fL);Akiyama980584(1998.6.22);Kontaelal.B-2(1999.6.3);Konta18585

(1998.11･12);Kontaetal.A-32(1999.8.31)

CeltissL'nensisPers.ij*

ⅠⅠⅠ(厳春閣跡,調査区B),IV,V:Konta,Kadota&Akiyama2,89(1996.4.30,fl.&youngfr.);Konta

18837(1998.ll.12);Kontaetal.B-23(1999.6.3)

Zelkovaserrata(Thunb.)Makinoケヤキ

III･.Konta&Akiyama351(1997.6.2)

Moraceae クワ科

Broussonetiakazt'nokiSieboldヒメコウゾ
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IV.･Konta,Kadota&Akiyama216(1996.5.30,fl.);Konta&Akiyama20042(2000.5.15,fl.)

Broussonetiapapyrlfera(L.)L'H岳r.exVent.カジノキ

III,V:Konta,Kadota&Akiyama217(1996.5.30,fl.);Konta17930(1996.10.28,fh);Konta,Kadota

&Akiyama315,316(1997.5.19,n.);Akiyama980565(1998.6.1,爪.):逸乱

FicuserectaThunb.イヌビワ

Ⅰ,lII,V:Akiyama980429(1998.2.23,ft.);Akiyama980501(1998.4.21,fL);Kadota&Akiyama

980594,980595(1998.7.7);Akiyama980598,980620(1998.7.13);Konta18605(1998.ll,12);Akiyama

980707(1998.ll.24):｢皇居の植物｣では,吹上御苑では多いが武蔵野では稀と記述.

HumulusjaponicusSiebold&Zucc.カナムグラ

II,III,V:Konta17875(1996.8.14,fl.);Konta19567(1997.10.22,fl.);Konta19320(1999.6.16)

MorusbombycisKoidz.ヤマグワ

II,ⅠⅠⅠ(駐春閣跡),V:Konta,Kadota&Akiyama94(1996.4.30,fl.);Akiyama980536(1998.5.ll);

Konta18583(1998.ll.12);Konta&Akiyama20021(2000.5.5,fl.)

Urticaceae イラクサ科

BoehmerialongispicaSteud.ヤブマオ

I:Konta17877(1996.8.14,n.)

BoehmerianipononiveaKoidz.カラムシ

Ⅰ,V:Konta19385(1999.6.16);Konta17904(1996.10.28,fL);Konta18647(1998.ll.12)

BoehmeriaplatanljToliaFranch.&Sav.メヤブマオ

Ⅰ(覆馬場跡),ⅠⅠ:Konta17794(1996.7.18);Konta17877(1996.8.14,fl.);Konta19277(1999.6.16,fl.

bud)

ElatostemaumbellatumBlumesubsp.umbellatum ヒメウワバミソウ

II:Konta,Kadota&Akiyama153(1996.4.30,fl.)

ElatostemaumbellatumBlumevar.majusMakinoウワバミソウ

II:Konta&Akiyama275(1997.4.21,fl.)

pileahamaoiMakinoミズ

Ⅰ(覆馬場跡):Konta19380(1999.6.16)

PileamongolicaWedd.アオミズ

II,V:Konta17914(1996.10.28,fl.);Konta18647(1998.ll.12)

UrticathunbergianaSiebold&Zucc.イラクサ

V(クヌギ林):Konta19309(1999.6.16)

Loranthaceae ヤドリギ科

ViscunalbumL.var.rubroauranticumMakinof.lutescens(Makino)H.Haraヤドリギ

I:Konta&Akiyama990007(1999.3.15)

Polygonaceae タデ科

Antenoronjilllforme(Thunb.)Roberty&Vautierミズヒキ

V:Konta17837(1996.7.30,fL);Konta18657(1998.ll.12)

Antenoronneoft'llforme(Nakai)H.Haraシンミズヒキ

Ⅰ(観操亭),V:Konta17905(1996.10.28,fr.);Akiyama970392(1997.9.9,fr.);Konta19548(1997.10.22,

fr.)
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Fagopyrumdibotrys(D･Don)H･Haraシヤクチリソバ (シュッコンソバ)

IV:Konta17851(1996.7.30);Konta19569(1996･10･22,fl･);Konta17909(1996･10･28,fr.)

persicariajaponica(Meisn.)H.Grossシロバナサクラタデ

ⅠⅠ:Akiyama980693(1998･10･19,m･)

persicarialongiseta(DeBruyn)Kitag.イヌタデ

ⅠⅠⅠ:Akiyama980690(1998･10･19,m･)

persicarianli'1WnenSis(Makino)H.Grossヤノネグサ

ⅠⅠ:Akiyama980695(1998･10･19,n･)

periscariasieboldii(Meisn.)Ohkiアキノウナギツカミ

II:Konta17933(1996.10.28,fl.);Akiyama980701(1998110･26,fl･)

persicariathunbergii(Siebold&Zucc.)H･Grossミゾソバ

II(大滝口):Konta17912(1996.10,28,fl.);Konta19557(1997･10･22);Konta19291(1999･6･16)

persicariayokusaiana(Makino)Nakaiハナタデ

II,III,IV,V:Konta17926(1996.10.28,fl.);Konta19558(1997･10･22);Akiyama980689(1998･10･19,

fl.)Konta18651(1998･11･12)

pleuropterusmull'jlorus(Thunb･)Turcz･ツルドクダミ

V:Konta18598(1998.ll.12);Konta19402(1999･6･16)

ReynoutriajaponicaHoutt.イタドリ

I(観操亭),V:Konta19575(1997.10.22,fr.);Konta19279(1999･6･16)

RumexasetosaL.スイバ

II,V:Konta&Akiyama265(1997.4.14,fl.bud);Konta&Akiyama299(1997･5･12,fr･)

RumexobtuslfoliusL.エゾノギシギシ

I:Konta17801(1996.7.18,fr.);Konta19321(1999･6･16,fl･bud)

phytolaccaceae ヤマゴボウ科

phytolaccaamericanaL･ヨウシュヤマゴボウ

I,III,V:Konta17800(1996･7･18,fl･&fr･);Konta17918(1996･10･28,fr･);Konta19322(1999･6･16,fl･

&仕.)

Amaranthaceae ヒユ科

AchyranthesbidentataBlumevar･japonicaMiq･イノコズチ

I(覆馬場跡),V:Konta17916(1996･10･28,fr･);Akiyama970387(1997･9･9,fl･);Konta19541

(1997.10.22,fr.);Konta18575(1998111･12)

caryophyllaceae ナデシコ科

cerastiumglomeratumThuill･オランダミミナグサ

III:Konta,Kadota&Akiyamall7(1996･4･30,fl･)

Myosotonaqualicum(L･)Moenchウシハコベ

Ⅴ:Konta18597(1998.1日2)

saginajaponicaWeiheツメクサ

III,IV(果樹園)‥Konta,Kadota&Akiyama140(1996･4･30,fr･);Konta19305(1999･6･16,fl･)

stellarianeglectaWeiheミドリハコベ

I,III:Konta,Kadota&Akiyama114(1996･4･30,fl･);Konta17960(1997･3･19,fr･);Konta19282
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(1999.6.16,fr.)

Magnoliaceae モクレン科

MagnoliakobusDC.コブシ

Ⅰ(観操亭)Ⅴ:Konta17954,17989(1997.3.19,爪.);Konta&Akiyama223,228(1997.3.31,∩.);Kadota

&Akiyama980510(1998.4.28);Konta18581(1998.ll.12):植栽.

MagnoliaobovataThunb.,i'T))*

III.IKonta&Akiyama306(1997.5.12,fl.).･fi#.

Schisandraceae マップサ科

Kadsurajaponica(Thunb.)Dunalサネカズラ

Ⅰ(観湊亭),ⅠⅠ,V:Konta17972(1997.3.19);Akiyama980396(1998.1.26,fr.);Akiyama980575

(1998.6･15,fr.);Konta18574(1998.ll.12);Konta19365(1999.6.16)

Lauraceae クスノキ科

CinnamomumcamphoraSieboldクスノキ

Ⅰ:Akiyama980426(1998.2.23,younga.)

CinnamomumjaponicumSieboldヤブニッケイ

I(観操亭),IV:Konta17942(1997.3.19);Konta&Akiyama308(1997.5.12);Konta&Akiyama345
(1997.6.2,m.)

Linderaglauca(Siebold&Zucc.)Blumeヤマコウバシ

Ill.･Konta&Akiyama313(1997.5.12,youngfr.),IAkiyama980400(1998.1.26):ii#.

LinderaobtusilobaBlumeダンコウバイ

I(覆馬場跡):Konta17944(1997.3.19,fl.):植栽.

Linderapraecox(Siebold&Zucc.)Blumeアブラチャン

Ⅰ:Akiyama980422(1998.2.9);Akiyama980432(1998.3.3,∩.):植栽.

LinderaumbellataThunb.クロモジ

ⅠⅠⅠ(駐春閣跡):Konta&Akiyama312(1997.5.12);Konta&Akiyama20027(2000.5.15):植栽らし
い.

MachilusthunbergiiSiebold&Zucc.タブノキ

I(調査区A),V:Konta,Kadota&Akiyama62(1996.4.30,fl.);Konta17890(1996.10.28);Konta&
Akiyama302(1997.5.12,youngfr.);Akiyama980557(1998.5.26);Kontaetal.A-13,A-24(1999.6.3)

Neolitseasericea(Blume)Koidz.シロダモ

I,ⅠⅠ(観爆事前流れ),ⅠⅠⅠ:Konta,Kadota&Akiyama63(1996.4.30,youngfr.);Akiyama970372

(1997.6.16,fr.)

Eupteleaceae フサザクラ科

EupteleapolyandraSiebold&Zucc.フサザクラ

ⅠⅤ:Akiyama980449(1998.3.23,m.):植栽.

Cercidiphyllaceae カツラ科

CercidlbhyllumjaponicumSiebold&Zucc.カツラ

Ill:Konta17857(1996.7.30);Konta17872(1996.8.14):fk#.
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Cercidlj?hyllumjaponicumSiebold&Zucc.f.pendula(Miyoshi)Ohwiシダレカツラ
III:Konta&Akiyama230(1997.3.31,礼):植栽.

Ranunculaceae キンポウゲ科

AdonisamurensisRegel&Raddeフクジュソウ

V(クヌギ林):Konta17964(1997.3.19,fr.):植栽.

AnemonejlaccidaF.Schmidtニリンソウ

Ⅰ:Konta,Kadota&Akiyama161(1996.4.30,fl.).･茎は高さ50cm,根生業の直径が9cmにもなる

大型の個体.このような植物は北日本の日本海側に見られ,武蔵野に自生するニリンソウとは明らか

に異なる.植栽.

Cimiclfugasimplex(DC.)Turcz.サラシナショウマ

Ⅰ(覆馬場跡):Konta17895(1996.10.28,m.);Konta19542(1997.10.22,fl.);Akiyama980696

(1998.10.26,fl.);Konta19386(1999.6.16)

DelphiniumanthrisclfoliumHanceセリバヒエンソウ

III:Konta,Kadota&Akiyama165(1996.4.30,fl.);Konta19327(1999.6.16,fr.):帰化植物.

RanunculusternatusThunb.ヒキノカサ

II(観操事前流れ):Konta,Kadota&Akiyama162,164(1996.4.30,fl.);Kadota980012(1998･4･14,

fl.):絶滅危倶植物.

semiaquilegiaadoxoides(DC.)Makinoヒメウズ

II,III:Konta,Kadota&Akiyama121(1996.4.30,fl.&youngfr.);Konta17957(1997･3･19,fl･);

Kadota980008(1998.4.14)

Berberidaceae メギ科

Mahoniajaponica(Thunb.)DC.ヒイラギナンテン

V:Konta18580(1998.ll.12):ik#

Lardizabalaceae アケビ科

Akebiaquinata(Thunb.)Decne.アケビ

I(観操亭),V:Konta,Kadota&Akiyama65(1996.4.30,n.);Akiyama980681(1998.10.19)Konta
18577,18588(1998.ll.12):植栽品もある.

Nymphaeaceae スイレン科

Nupharsubintegerrimum(Caspary)Makinoヒメコウホネ

II(滝の流れ):Kadota&Akiyama360(1997.6.9,fl.)

Saururaceae ドクダミ科

HouttuyniacordataThunb.ドクダミ

I:Konta17803(1996.7.18,fl.);Konta19356(1999.6.16,fl.)

Saururuschinensis(Lour.)Bail.ハンゲショウ

II(滝の流れ):Akiyama970377(1997.6.30,fl.);Konta19295(1999.6.16,fl.)

chloranthaceae センリョウ科

chloranthusserratus(Thunb.)Roem.&Schult.フタリシズカ



皇居吹上御苑の維管束植物 21

I(観漆亭,覆馬場跡):Konta,Kadota&Akiyama971008(1997.5.19,fr.);Konta17780(1996.7.18,

ff.);Konta19367(1999.6.16)

Aristolochiaceae ウマノスズクサ科

Heterotropablumei(Duchart.)F.Maek.ランヨウアオイ

I:Konta,Kadota&Akiyama971019(1997.5.19,fl.)

Heterotropanipponica(F.Maek.)F.Maek.カンアオイ

I:Koyama&Konta17991,17993(1997.l.28,fl.)

Teaceae ツバキ科

CamelliajaponicaL.ヤブツバキ

I,Ill,V:Konta,Kadota&Akiyama67(1996.4.30,fl.);Konta17974,17979,17980(1997.3.19);

Akiyama980406(1998.1.26,m.);Akiyama980413(1998.2.9,n･);Akiyama980427,980428(1998.2･23,礼);

Akiyama980450(1998.3.23,爪.);Konta18582(1998.ll.12):植栽品もある.

CamelliasasanquaThunb.サザンカ

I,III,IV:Konta19552,19553(1997.10.22,fl.);Akiyama980409(1998.I.26);Akiyama980569

(1998.6.8);Akiyama980682,980683(1998.10.19,fl.):植栽 ･逸出など.

Camelliasinensis(L.)Kuntzeチャノキ

II,ⅠⅠⅠ(駐春闘跡),IV:Konta,Kadota& Akiyama210(1996.5.30,youngfr.);Konta17884

(1996.10.28,fl.);Konta&Akiyama250(1997.4.14):ii#.

CleyerajaponicaThunb.サカキ

I,III.･Akiyama980419(1998.2.9,fr.);Akiyama980554(1998.5.26)

EuryajaponicaThunb.ヒサカキ

Ⅰ(覆馬場跡):Konta17978(1997.3.19,fl.);Konta&Akiyama226(1997.3.31,fl.);Konta&Akiyama

232(1997.4.14,∩.)

Ternstroemiagymnanthera(Wight&Arn.)Sprangueモッコク

I:Konta19554(1997,10･22,fr･);Akiyama980421(1998.2.9);Kadota&Akiyama980487(1998.4.14);

Kadota&Akiyama980590(1998.7.7,fl.)

Guttiferae オトギリソウ科

HypericumerectumThunb.オトギリソウ

IV(果樹園):Konta17846(1996.7.30,youngfr.)

Sarothralaxa(Blume)Y.Kimuraコケオトギリ

ⅠⅠ:Akiyama970381(1997.7.7,∩.)

Papaveraceae ケシ科

ChelidoniumjaponicumThunb.ヤマブキソウ

Ⅰ(観湊事前流れ):Konta良Akiyama274(1997.4.21,∩.):植栽.

ChelidoniummajusL.var.asiaEicum(H.Hara)Ohwiクサノオウ

III,V:Konta17799(1996.7.18,fl.bud);Konta& Akiyama268(1997A.14,fl.);Konta18594

(け98.ll.12)

Corydalisdecumbens(Thunb.)Pers.ジロボウエンゴサク

III･･Konta,Kadota&Akiyama109(1996.4.30,fl.&fr.)
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Ⅴ:Konta17977(1997.3.19);Konta皮Akiyama303(1997.5.12,∩.)

Pourthiaeavillosa(Thunb.)Decne.var.laevis(Thunb.)Stapfカマツカ

ⅠⅠ(観操亭前流れ),III:Konta,Kadota&Akiyama59(1996.4.30,m.);Akiyama980506(1998.4.21,fl.):

植栽.

prunusarmeniacaL.アンズ

IV (果樹園):Konta17949(1997.3.19,n.det,T.Kawasaki);Akiyama980436(1998.33,youngfl.);

Akiyama980448(1998.3.23,fl.):ik#.

PrunusbuergerianaMiq.イヌザクラ

III(駐春閣跡,白鳥濠中島,調査区B),Ⅴ(outside):Konta,Kadota&Akiyama56(1996.4.30,fl.);

Konta&Akiyama290(1997.4.28,youngfr.);Konta&Akiyama31I(1997.5.12,youngfr･);Kontaetall

B-I(1996,6.3,fr.):植栽されたものもあるらしい.

prunusgrayanaMaxim.ウワミズザクラ

II(観爆亭前流れ),III:Konta,Kadota& Akiyama60(1996.4.30,fl.);Konta& Akiyama310

(1997.5.12):植栽.

PrunusjamasakuraSieboldexKoidz.ヤマザクラ

I,II,V,outside(nearIVandV):Konta17892(1996.10.28,det.T.Kawasaki);Konta&Akiyama222,

227(1997.3.31,fl.);Akiyama&Kawasaki6501,6503,6504,6507-6508,6510,6512(1997.4.15,a.,det.T.

Kawasaki)

PrunusmumeSiebold&Zucc.ウメ

ⅠⅠⅠ(駐春闘跡,調査区B),IV (果樹園),V:Konta,Kadota&Akiyama101(1996.4.30,fl.);Konta

17951(1997.3.19,fl.det.T.Kawsaki);Akiyama980403(1998.i.26,n.);Akiyama980412(1998.2.9,fl.);

Kontaetal.B126(1999.6.3):植栽.

PrunuspendulaMaxim.f.pendulaエ ドヒガン

III:Konta,Kadota&Akiyama99(1996.4.30);Konta&Akiyama224(1997.3.31,fl.);Akiyama&

Kawasaki6505(1997.4.15):植栽.

PrunuspersicaBatschi{

IV:Konta,Kadota&Akiyama53(1996.4.30,fl.):ii#.

PrunuspseudocerasusLindl.シナミザクラ

IV(果樹園)‥Konta,Kadota&Akiyamaloo(1996.4.30,youngfr.,det.T.Kawasaki);Konta17946
(1997･3･19,fl･,det･T･Kawsaki);Akiyama& Kawsaki6506(1997.4.15,youngfr.,det.T.Kawasaki);

Akiyama980446(1998･3･23,fl･);Konta18941(1999.3.29,fl.);Akiyama990015(1999.5.25):ik#.
PrunussalicinaLindl.スモモ

IV:Konta17945(1997･3･19,fl.det･T･Kawasaki);Akiyama980447(1998.3.23,youngn.):15#.

Prunusverecunda(Koidz.)Koehneカスミザクラ

I(調査区A),V:Akiyama&Kawasaki6516(1997.4.15,youngfr.,det.T.Kawasaki);Kontaetal.

A-26(1996.6.3):植栽.

Prunus'Autumnalis'ジュウガツザクラ

V(調査区C):Konta17952(1997.3.19,n.det.T.Kawasaki):植栽.

Prunus'Longipes'シラタキザタラ (近似)

I:Akiyama980452(1998.4.6,fl.det.T.Kawasaki):植栽.

Prunus'Sekiyama'カンザン

I(大道庭園向かい):Konta,Kadota&Akiyama102(1996.4.30,fl.,det.T.Kawasaki):植栽.

Pyracanthacrenulata(D.Don)Roem.カザンデマリ
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IV(果樹園):Konta,Kadota&Akiyama202(1996.5.30,fl.);Akiyama980425(1998.2.23);Akiyama

980549,980551(1998.5.19,n.);Konta&Akiyama20038,20039,20041(2000.5.15):ik#.

Pyruspyrlfolia(Burn.f.)Nakaiナシ

IV:Konta,Kadota&Akiyama54(1996.4.30,fl.);Konta&Akiyama20038,20041(2000.5.15,.young

fr.):ik#.

RosajasminaidesKoidz.モリイバラ

V:Konta18579(1998.ll.12)

RosamultljloraThunb.)イバラ

I,IV (果樹園),V:Konta,Kadota&Akiyama203(1996.5.30,fl.);Akiyama980404(1998.1.26,fr.);

Akiyama980523(1998.5.11,礼);Akiyama990014(1999.5.25,爪.)

RubushirsutusThunb.クサイチゴ

I(&#*),III,V:Konta17985(1997.3.19,fl.);Akiyama980499(1998.4.21,fl.);Konta18630

(1998.ll.12);Konta19362,19338(1999.6.16)

StephandraincisaCrhunb.)Zabelコゴメウツギ

ⅠⅠⅠ(厳春閣跡):Konta&Akiyama286(1997.4.28,fl.);Konta19330(1999.6.16);Konta&Akiyama

20026(2000.5.15,m.)

Leguminosae マメ科

AmphicarpaeaedgeworthiiBenth.var.japonicaOliv.ヤブマメ

IV:Konta17908(1996･10･28,fr･);Konta19579(1997.10.22,fr.);Konta19382(1999.6.16)
DesmodiumoldhamiiOliv.フジカンゾウ

I,III:Akiyama970388(1997.9.I,fl.);Akiyama980606(1998.7.13);Kadota98004(1998.9.14,fl.)

DesmodiumpodocarpumDC.subsp.oxyphyllum(DC.)H.Ohashivar.mandshuricumMaxim.ヤブハギ

I,III:Konta17917(1996･10.28,ff･);Kadota98007(1998.9.14,fr.);Konta19272(1999.6.16)

Desmodiumracemosum(Thunb.)DC.ヌスビトハギ

Ⅰ:Akiyama970386(1997.9.9);Konta19551(1997.10.22,fL);Kadota98001(1998.9.14,fr.)

LespedezaǸipponica'ニシキハギ

I,III:Konta17900(1996.10.28,fr.);Konta&Akiyama20016(2000.5.15):15#.

puerarialobata(Willd.)Ohwiクズ

I,IV,V:Konta19577(1997.10.22);Akiyama980603(1998.7.13);Konta19404(1999.6.16)

SophorajaponicaL.エンジュ

I,V:Akiyama980578(1998.6.15);Akiyama980622(1998.7.27,youngfl.);Konta18615(1998･11.12)

TrljuiumrepensL.シロツメクサ

V(外周小道):Konta19403(1999.6.16,fl.).･帰化

viciaangustlfoliaL.ヤハズェンドゥ (カラスノエンドウ)

V:Konta,Kadota&Akiyama104(1996.4.30,fl.&fr.)

Oxalidaceae カタバミ科

OxaliscorniculataL.カタバミ

V:Konta,Kadota&Akiyama142(1996.4.30,n.)

OxalisstrictaL.オッタチカタバミ

III:Konta19334(1999.6.16,fL)



26 近田文弘 ･秋山 忍 ･門田裕一

Euphorbiaceae トウダイグサ科

Mallotusjaponicus(Thunb.)Muell.-Arg.アカメガシワ

V(クヌギ林):Konta17840(1996.7.30,youngfr.)

Daphniphyllaceae ユズリハ科

Daphnli?hyllummacropodumMiq.ユズリハ

Ⅰ:Akiyama980397(1998.1.26)

Rutaceae ミカン科

Fagaraailanthoides(Siebold&Zucc.)Engl.カラスザンショウ

I,III,V:Konta,Kadota&Akiyama327(1997･5･19);Konta19584(1997.10.22);Akiyama980579

(1998･6･15,youngfl･);Konta18615,18625(1998.ll.12)

OrixajaponicaThunb.コクサギ

I:Konta17947(1997.3.19,n.)

PhellodendronamurenseRupr.キハダ

I,III:Konta,Kadota&Akiyama334(1997.5.19,fl.);Konta19444(1999.6.5)

ZanthoxylumpIPeritum(L.)A.P.DC.サンショウ

I(覆馬場跡),IV:Konta,Kadota&Akiyama85(1996.4.30,fl.);Konta&Akiyama238(1997.4.14,fl.):
植栽の可能性がある.

Simaroubaceae ニガキ科

AilanihusaltissimaSwingleシンジュ

IV(大本営跡,果樹園),Ⅴ:Konta,Kadota&Akiyama206(1996.5.30,fl.);Konta&Akiyama340
(1997･6･2,fl･);Konta19570(1997･10･22);Kadota980020(1998.5.19,fl.);Konta19323(1999.6.16);Konta

皮Akiyama20036(2000.5.15):植栽.

Picrasmaquassioides(D.Don)Bennetニガキ

IV:Konta,Kadota&Akiyama95(1996.4.30);Konta&Akiyama20023(2000.5.15,youngfr.)

Anacardiaceae ウルシ科

RhusjavanicaL.var.roxburghii(DC.)Rehderヌルデ

III,IV:Kadota98006(1998.9.14,fr.);Konta&Akiyama20022(2000.5.15)

RhussuccedaneaL.ハゼノキ

II:Konta&Akiyama20017(2000.5.15,younga.)

Aceraceae カエデ科

AceramoenumCarr.オオモミジ

III(駐春閣跡,調査区B):Kontaetal.B-25,B-52(1999.6.3,fl.)

AcerbuergerianumMiq.トウカエデ

Ⅴ:Konta&Akiyama297(1997.5.12,youngfr.);Konta18576(1998.日.12):植栽.

AcercarpinljuiumSiebold&Zucc.チドリノキ

Ⅰ(覆馬場跡):Konta,Kadota&Akiyama49(1996.4.30,youngfr.);Konta&Akiyama237(1997.4.14,

fl.);Akiyama980500(1998.4.21,youngfr.):ii#.

AcermonoMaxim.var.ambiguum(Pa又)Rehderオニイタヤ
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Ⅰ,Ⅴ (梅林):Akiyama皮Kawasaki6509(1997.4.15);Akiyama980587(1998.6.29):植栽品と思われ
る.

AcermonoMaxim.var.connivens(Nichols.)H.Haraウラゲエンコウカエデ

Ⅰ,ⅠⅠ,ⅠⅠⅠ(駐春閣跡,調査区B):Akiyama980586(1998.6.29,youngfr.);Kontaetal.B-49(1999.6.3)

AcerpalmatumThunb.イロハモミジ

Ⅰ(調査区A),ⅠⅠⅠ(調査区B),Ⅴ (調査区C):Konta17923(1996.10.28);Kontaetal.C-19,C120

(1998.8.3);Kontaetal.B-6,B-30,BA4,B-54(1999.6.3);Kontaetal.A-38(1999.6.3)

AcerpycnanthumK.Kochハナノキ

III(厳春閣跡,調査区B):Akiyama980445(1998.3.23,fl.);Akiyama980706(1998.ll.24);Kontaetal.

B-14(19996.3):植栽.

Sapindaceae ムクロジ科

SapindusmukurossiGaertnerムクロジ

III:Konta17843(1996･7･30);Akiyama970374(1997.6.23,fl･);Akiyama970576(1998.6.15,fl.)

Hippocastanaceae トチノキ科

AesculusturbinataBlumeトチノキ

I(覆馬場跡):Konta,Kadota&Akiyama329(1997.5.19,fl.)

Balsaminaceae ツリフネソウ科

ImpatienstextoriiMiq.ツリフネソウ

I(覆馬場跡),ⅠⅠ:Konta17906(1996.10.28,fl.);Akiyama970384(1997.7.7,fl.),IAkiyama980694

(1998.10.19,∩.);Konta19378(1999.6.16)

Aquifbliaceae モチノキ科

flexcrenataThunb.イヌツゲ

ⅠⅠⅠ:Akiyama980418(1998.2.9)

IlexintegraThunb.efj*

Ⅰ(覆馬場跡,調査区 A):Konta,Kadota& Akiyama79(1996.4.30,youngfr.);Konta17889

(1996.10.28);Konta&Akiyama235(1997.4.14);Kontaetal.A-5(1999･6･3);KontaetallA-5,A-12,

AA3(1999.8.31)

IlexpedunculosaMiq･ソヨゴ

ⅠⅠⅠ(厳春閣跡,調査区 B):Konta17797(1996･7･18,youngfr･);Konta,Kadota&冬kiyama333
(1997.5.19,youngfl.);Kontaetal･B-16(1999･6･3)

IlexrotundaThunb.クロガネモチ

Ⅰ(調査区 A),III(駐春闘跡,調査区 B):Konta& Akiyama282(1997.4.28);Akiyama980423

(1998.2.9);Akiyama980561(1998.5.26,fl.);Kontaetal･B-7,B-8,B-9(1999･6･3)

IlexserrataThunb.ウメモドキ

I,Ill:Konta&Akiyama350(1997.6.2,fl.);Akiyama980698(1998･10･26,fr.)

celastraceae ニシキギ科

EuonymusoxyphyllusMiq･ツリバナ

Ⅰ:Konta&Akiyama240(1997.4.14,youngn.):植栽.
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EuonymussieboldianusBlumeマユミ

ⅠⅠⅠ(駐春閣跡,調査区 B),V:Konta17922(1996.10.28,fr.);Konta,Kadota& Akiyama314

(1997.5.19,fl.);Konta19571(1997.10.22);Kontaetal.B110,B-29(1999.6.3)

Staphyleaceae ミツバウツギ科

Euscaphisjaponica(Thunb.)Kanitzゴンズイ

III(駐春閣跡):Konta,Kadota&Akiyama197(1996.5.30,fl.);Konta&Akiyama337(1997.6.2,fl･)

StaphyleabumaldaDC.ミツバウツギ

ⅠⅠⅠ(駐春闘跡):Konta&Akiyama253(1997.4.14,fl.)

Buxaceae ツゲ科

PachysandraterminalisSiebold&Zucc.フツキソウ

I,III,IV:Konta,Kadota&Akiyama132(1996.4.30,fl.);Konta19336(1996.6.16,fl.bud);Konta

17818(1996.7.18,fl.bud);Konta17882(1996.10.28,fl.bud);Konta17956(1997.3.19,fl.);Akiyama

980711(1998.12.21,fr.):ii#.

Rhamnaceae クロウメモ ドキ科

BerchemiaracemosaSiebold&Zucc.クマヤナギ

Ⅰ:Akiyama980543(1998.5.19,youngfL)

HoveniadulcisThunb.ケンポナシ

ⅠⅠⅠ(駐春閣跡,調査区B):Kontaetal.B-1(1999.6.3,youngfl.)

Hoveniatomentella(Makino)Nakaiケケンポナシ

III(駐春閣跡,調査区B).･Kontaetal.B-34(1999.6.3)

Vitaceae ブドウ科

Ampelopsisbrevlbedunculata(Maxim.)Trautv.var.heterophylla(Thunb.)H.Haraノブ ドウ

II,IV:Konta17868(1996.7.30);Kadota&Akiyama980592(1998.7.7,fr.);Konta&Akiyama20025

(2000.5.15)

Cayratiajaponica(Thunb.)Gagn.ヤブカラシ

I,III,V:Konta17788(1996.7.18,fl.);Konta19543(1997.10.22);Konta18599(1998.ll.12);Konta

19270(1999.6.16)

Parthenocissustricuspidata(Siebold&Zucc.)Planch.ツタ

I,V:Konta18606(1998.ll.12);Konta&Akiyama20050(2000.5.15)

Tiliaceae シナノキ科

Corchoropsistomentosa(Thunb.)Makinoカラスノゴマ

III,IV:Konta17913(1996.10.28,fr.);Konta19565(1997.10.22,fl.&fr.);Konta19344(1999.6.16)

Malvaceae アオイ科

HibiscusmulabilisL.フヨウ

Ⅴ:Konta18593,18602(1998.ll.12)



皇居吹上御苑の維管束植物 29

Sterculiaceae アオギリ科

FirmianaplatanlfoliaSchott&Endl.f.tomentosaH.Hara7*SH)

ⅠⅠⅠ:Kadota&Akiyama980596(1998.7.7,youngn.)

Thymelaeaceae ジンチョウゲ科

DaphnepseudomezeleumA.Grayオニシバリ

ⅠⅤ:Akiyama980437(1998.3.3,a.)

Elaeagnaceae グミ科

ElaeagnusmultljloraThunb.ナツグミ

I,ⅠⅠ,ⅠⅠⅠ(駐春閣跡,調査区B):Konta&Akiyama336(1997.6.2,fr.);Kadota&Akiyama366

(1997.6.9,fr.);Akiyama980519(1998.5.ll);Akiyama980583(1998.6･22);Akiyama990008,990012

(1999.4.16,fl.);Kontaetal.B-20(1999.6.3)

ElaeagnusumbellataThunb.var.rotundlfoliaMakino7+9㌧

III(駐春閣跡,調査区B).･Kontaetal.B-13(1999.6.3)

Flacourtiaceae イイギリ科

IdesiapolycarpaMaxim.イイギリ

Ⅰ(調査区A),IV(果樹園),V:Konta,Kadota&Akiyama208(1996.5.30,youngfr.);Konta17929

(1996.10.28,youngfr.);Kadota&Akiyama980517(1998.4･28,youngfl･);Akiyama980560(1998･5･26,

youngfL);Konta18639,18614(1998.ll.12);Kontaetal.A-10(1999.6.3);Kontaetal.19609(1999.8.31)

Violaceae スミレ科

ViolagrypocerasA.Grayタチッボスミレ

I,II,III:Konta,Kadota&Akiyama149(1996.4.30,fl.);Konta&Akiyama266(1997.4･14,n.);

Kadota980009(1998.4.14,a.);Konta19296(1999.6.16)

ViolahondoensisW.Becker&H.Boissieuアオイスミレ

I,IV:Kadota&Akiyama364(1997.6.9);Konta19383(1999.6.16)

ViolakeiskeiMiq.f.okuboi(Makino)F.Maek.ケマルバスミレ

V(クヌギ林):Kadota980006(1998.4.14,fr.);Konta18632(1998.ll.12)

ViolaverecundaA.Grayツボスミレ

ⅠⅠ,Ⅴ(果樹園):Konta,Kadota&Akiyama127(1996.4.30,fl.);Konta&Akiyama236(1997.4.14,fl.);

Kadota980005,980010(1998.4.18,m.)

Stachyuraceae キブシ科

StachyuruspraecoxSiebold&Zucc.キブシ

I,ⅠⅠⅠ(駐春闘跡):Konta,Kadota&Akiyama57(1996.4.30,youngfr.);Konta,Kadota&Akiyama

220(1996.5.30,youngfi.);Konta17950(1997.3.17,fl.);Akiyama980588(1998,6.29,fl.)

Cucurbitaceae ウリ科

Gynostemmapentaphylla(Thunb.)Makinoアマチャヅル

I:Konta19357(1999.6.16)

Trichosanthescucumeroides(Ser.)Maxim.exFranch.&Sav.カラスウリ
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I,III,V･'Konta17865(1996･7･30,fl･),･Akiyama980624(1998.7.27,m.);Akiyama980697(1998.10.26,

ff･);Konta18578(1998.ll.12)

TrichosantheskirilowiiMaxim.var.japonica(Miq.)Kitam.キカラスウリ

I,III:Konta17931(1996110･28,fr.);Konta19556(1997.10.22,fr.)

Lythraceae ミソハギ科

Lythrumanceps(Koehne)Makinoミソハギ

II(観操事前流れ):Konta17873(1996.8.14,fl.)

Onagraceae アカバナ科

CircaeamollisSiebold&Zucc.ミズタマソウ

I:Konta17856(1996.7.30,fl.)

LudwigiaepiloboidesMakinoチョウジタデ

II:Konta17873(1996･8･14,fl.bud)

Ludwigiastlbulacea(Ohwi)Ohwiミズキンバイ

II:Konta17792(1996･7･18,fl･&fr･);Kadota&Akiyama362(1997.6.9,fr.)

OenotherabiennisL.メマツヨイグサ

V:Konta17808(1996.7.18,fl.)

Alangiaceae ウリノキ科

MarleaplatanljuiaSiebold&Zucc.var.trilobaMiq.ウリノキ

Ⅰ,ⅠⅠⅠ:Konta17832(1996･7･30);Akiyama980555(1998.5.26,young∩.):植栽.

Cornaceae ミズキ科

AucubajaponicaThunb.7**

Ⅰ,ⅠⅠⅠ,V:Kontal7976(1997.3.19,ff.);Konta&Akiyama233(1997.4.14.fl.);Konta18652(1998.1I.12);

Konta&Akiyama20029(2000.5.15)

Benthamidiajaponica(Siebold&Zucc.)H.Haraヤマボウシ

Ⅰ(覆馬場跡):Konta,Kadota&Akiyama328(1997.5.19,fl.);Kadota&Akiyama980488(1998.4.14);
Akiyama980542(1998.5.19,∩.)

cornuscontroversaHemsl.ミズキ

Ⅰ,III(厳春閣跡,調査区B),IV,Ⅴ:Konta&Akiyama280(1997.4.28,youngfl.);Konta&Akiyama

288(1997.4.28,fl.);Konta18608(1998.ll.12);Kontaetal.B-35(1999.6.3);Konta19613(1999･8･31)

cornusmacrophyllaWall.クマノミズキ

IV(果樹園):Konta,Kadota&Akiyama201(1996.5.30,fl.);Konta&Akiyama305(1997.5.12,fl.);

Konta,Kadota&Akiyama318(1997.5.19,fl.)

Helwingiajaponica(Thunb.)F.G.Dietr.ハナイカダ

Ⅰ:Konta&Akiyama241(1997.4.14,younga.)

Araliaceae ウコギ科

Acanthopanaxspinosus(Lf.)Miq.ウコギ

ⅠⅤ:Konta,Kadota&Akiyama83(1996.4.30,young∩.);Konta,Kadota良Akiyama205(1996.5.30,

∩.):植栽.
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Fatsiajaponica(Thunb.)Decne.&Planch.ヤツデ
Ⅰ,Ⅴ:Akiyama980398(1998.1.26,youngfL);:Konta18620(1998.ll.12)

Hederarhombea(Miq.)Beanキヅタ

Ⅰ,ⅠⅠⅠ:Konta17981(19973.19,fr.);Konta19581(1997.10.22,ff.);Kadota980004(1998.2.9,fr.)

Kalopanaxpictus(Thunb.)C.K.Schneid./､リギリ

I:Kadota&Akiyama980485(1998.4.14)

Umbelliferae セリ科

Centellaasiatica(L.)Urbanツボクサ

IV(果樹園):Konta17915(1996.10.28,fl.bud):｢皇居の植物｣には,吹上御苑の細かい地名や現在

の有無は不明と記述されている.

Chamaeledecumbens(Thunb.)Makinoセントウソウ

I,V:Konta,Kadota&Akiyama151(1996.4.30,fr.);Konta17958(1997.3.19,fl,);Kadota980013

(1998.4.14,fl.&fr.);Konta18636(1998.ll.12);Konta19326(1999.6.16)

Heracleumnli)ponicumKitag.ハナウド

I(覆馬場跡):Konta,Kadota&Akiyama971004(1997.5.19,fl.& fr.);Konta& Akiyama284

(1997.4.28,fl.&fr.);Konta19389(1999.6.18,fr.)

HydrocotylemaritimaHondaj+ TI-j

V:Konta18635(1998.ll.12)

OenanthejavanicaDC.セリ

ⅠⅠ(観爆事前流れ):Konta17823(1996.7.18,fl.);Akiyama970379(1997.6.30,fl.)

Osmorhizaaristata(Thunb.)Makino&Yabeヤブニンジン

I:Konta,Kadota&Akiyama148(1996.4.30,fl.&youngfr.)

Metachlamydeae 合弁花亜綱

Ericaceae ツツジ科

Enkianthusperulatus(Miq.)C.K.Schneid.ドウダンツツジ

ⅠⅠⅠ:Konta&Akiyama259(1997.4.14,m.):植栽.

Pierisjaponica(Thunb.)D.Donアセビ

IV:Konta&Akiyama20084(2000.5.15,fr.):植栽.

RhododendrondilatatumMiq.ミツバツツジ

ⅠⅠⅠ(白鳥濠中島):Konta,Kadota&Akiyama52(1996.4.30,fl.);Konta&Akiyama258,260
(1997.4.14,fl.)

Rhododendronindicum(L.)Sweetサツキ

Ⅰ:Akiyama980562(1998.6.1,∩.):植栽.

RhododendronkaempferiPlanch.ヤマツツジ

Ⅰ(観爆亭),ⅠⅠⅠ(白鳥濠中島)‥Konta&Akiyama257,262(1997.4.14,fl.)

Rhododendronmucronatum(Blume)G.Donシロリュウキュウ

ⅠⅠ(観操事前流れ).･Konta&Akiyama267(1997.4.14,fl.)‥植栽.

Rhododendronobtusum(Lindl.)Planch.̀Yaegiri'ヤエギリ

V:Akiyama980417(1998･2･9);Akiyama980515(1998.4.28,fl.):植栽.
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Myrsinaceae ヤブコウジ科

Bladhiacrenata(Sims)H.Haraマンリョウ

Ⅰ(覆馬場跡),Ⅴ:Konta17836(1996.7.30,fl.);Akiyama980544(1998.5.19):植栽.

BladhiajaponicaThunb.ヤブコウジ

I(覆馬場跡):Akiyama980545(1998.5.19,fl.bud);Konta19276(1999.6.16)

Primulaceae サクラソウ科

LysimachiaclethroidesDubyオカトラノオ

I(観港亭):Konta19278(1996.6.16,fl.);Konta17805(1996.7.18,fl.);Konta17835(1996.7.30,fr.);

Akiyama970376(1997.6.30,爪.)

LysimachiajaponicaThunb.コナスビ

Ⅰ(覆馬場跡):Konta19375(1999.6.16,fl.)

PrimulasieboldiiE.Morr.サクラソウ

II:Konta&Akiyama264(1997.4.14,fl.)

Ebenaceae カキノキ科

DiospyroskakiThunb.A#

IV(果樹園):Konta,Kadota&Akiyama212(1996.5.30,youngfl.);Konta19405(1999.6.16):植栽.

DiospyroslotusL.マメガキ

Ⅰ(覆馬場跡):Konta,Kadota&Akiyama330(1997.5.19,youngfl.);Kadota&Akiyama347(1997.6.2,

fl.);Kadota&Akiyama980508,980509(1998.4.28,fl.bud)

Styracaceae エゴノキ科

StyraxjaponicaSiebold&Zucc.エゴノキ
III(白鳥濠):Konta,Kadota&Akiyama195(1996.5.30,fl.);Konta17819(1996.7.18,fr.):多くは植

栽品である.

StyraxobassiaSiebold&Zucc.ハクウンボク

ⅠII(駐春閣跡,調査区B):Konta,Kadota& Akiyama81(1996.4.30,youngfr.);Konta17807

(1996.7.18,fr.);Kontaetal.B-19(19996.3,youngfr.):多くは植栽品である.

01eaceae モクセイ科

LigustrumjaponicumThunb.ネズミモチ

I(調査区A),IV(大本営跡):Konta&Akiyama342(1997.6.2,fl.);Kontaetal.A-14(1999.7.3)

LigustrumlucidumAitonトウネズミモチ

I,ⅠII,IV,V:Konta17924(1996.10.28,fL);Konta& Akiyama339(1997.6.2,fl.);Konta19567

(1997.10･22,fL);Akiyama980567(1998.6.8,fl.bud);Akiyama980582(1998.6.22,fl.bud);Konta18591,

18603,18616,18623(1998.ll.12):植栽.

LigustrumobtusljuiumSiebold&Zucc.イボタノキ

III:Konta,Kadota&Akiyama323(1997.5.19,fl.);Akiyama980548(1998.5.19,fl.)

LigustrumovallfoliumSiebold&Zucc.オオバイボタ

I:Konat&Akiyama980512(1998.4.28);Konta&Akiyama20031(2000.5.15)

Osmanthusheterophyllus(G.Don)P.S.Greenヒイラギ

Ⅰ:Akiyama980408(1998.1.26)
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Verbenaceae クマツゾラ科

CallicarpajaponicaThunb.ムラサキシキブ

Ⅰ(観操亭),ⅠⅠ,ⅠⅠ:Konta17786(1996.7.18,youngfr.):Konta17932(1996.10.28,fr.);Kadota&

Akiyama361(1997.6.9,爪.)

ClerodendrumtrichotomumThunb.クサギ

II,rv:Konta17806(199617･18,youngfl･);Konta&Akiyama20035(2000.5.15)

Apocynaceae キョウチクトウ科

AmsoniaelllbticaRoem.&Schult.チョウジソウ

ⅠⅠ(観湊事前流れ):Konta17795(1996.7.18,fr.);Konta&Akiyama309(1997.5.12,fl.);Kadota
980018(1998.4･27,fl.);Konta19292,19312,19343(1999.6.16,fr.)

Asclepiadaceae ガガイモ科

Cynanchumsublanceolatum(Miq.)Matsum.コバノカモメゾル

ⅠⅠ(観湊亭前流れ):Konta17789(1996.7.18,fl.);Akiyama970367(1997.6.16,n.);Konta19345

(1999.6.16,∩.)

Rubiaceae アカネ科

GaliumkikumuguraOhwiキクムグラ

I,V:Konta,Kadota&Akiyama168(1996.4･30,fl･);Konta19364(1999.6.16,fr.)

GaliumspかrinumL.var.echinospermon(Wallr.)Hayekヤエムグラ

Ill:Konta,Kadota&Akiyama150(1996.4.30,fl.)

Paederiascansens(Lour.)Merr.ヤイトバナ (ヘクソカズラ)

ⅠⅠ,V (クヌギ林):Konta17838(1996.7.30,youngfl.);Konta17869(1996.8.14,fl.);Konta18590
(1998.ll.12)

Convolvulaceae ヒルガオ科

CalystegiajaponicaChoisyヒルガオ

V:Konta17810(1996.7.18,fl.);Konta19400(1999.6.16,fl.)

Boraginaceae ムラサキ科

Trigonotispeduncularis(Trevir.)Benth.キュウリグサ

V:Konta,Kadota&Akiyama123(1996.4.30,fl.&youngfr.)

Verbenaceae クマツゾラ科

CallicarpajaponicaThunb.ムラサキシキブ

Ⅰ,ⅠⅠ(白鳥濠,池尻),ⅠⅠⅠ,V:Konta18626(1998.ll.12);Konta19591,19592(1999.6.5,fl.bud);Konta

19445(1999.7.5,fr.);Konta19283(1999.6.16,fl.)

Caryopterisdivaricata(Siebold&Zucc.)Maxim.那 )ガネソウ

I:Kadota98005(1998.9.14,fr.);Akiyama980704(1998.ll.24,fr.):iG#.

ClerodendrontrichotomumThunb.クサギ

IV:Konta&Akiyama20035(2000.5.15)
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Labiatae シソ科

AjugadecumbensThunb.キランソウ

Ⅰ(覆馬場跡),ⅠⅠⅠ,V:Konta,Kadota&Akiyama120(1996.4.30,fl.);Konta&Akiyama249(1997.4.14,

fl.);Konta17987,17988(1997.3.19,fl.);Konta18640(1998･11･12);Konta19374(1999･6･16)

Clinopodiumgracile(Benth.)Kuntzeトウバナ

I,IV,V:Konta17849(1996.7.30,fl.&youngfr.);Konta18631(1998･ll･12);Konta19303,19299

(199916.16,fr･)

GlechomahederaceaL.subsp.gandis(A.Gray)H.Haraカキ ドオシ

I(観操亭),III:Konta,Kadota&Akiyama164(1996.4.30,fl.);Konta19280(1999.6.16)
LamiumalbumL.var.barbatum(Siebold&Zucc.)Franch.&Sav.オドリコソウ

V:Konta&Akiyama255(1997.4.14,fl.);Konta17953(1997.3.19,fl.)

LamiumpurpureumL.ヒメオドリコソウ

Ill,rv,V:Konta,Kadota&Akiyama139(1996.4.30,fl.);Konta17962(1997.3.19,fl.);Konta&

Akiyama20-083(2000.5.15,fl.):帰化.

Meehaniaurticljuia(Miq.)Makinoラショウモンカズラ

III,IV:Konta17959(1997.3.19,fl.);Konta&Akiyama251(1997.4.14,fl.)

SalviajaponicaThunb.アキノタムラソウ

III,V:Konta17814(1996.7.18,fl.);Konta17814(1996.8.14,fl.);Akiyama970378(1997.6.30,fl.)

Salvianl'1POnicaMiq.キバナアキギリ

Ⅰ(覆馬場跡):Konta19373(1999.6.16)

Solanaceae ナス科

SolanumlyratumThunb.ヒヨドリジョウゴ

I(覆馬場跡),II:Konta19555(1997.10.22,fl.);Konta19368(1999.6.16)

SolanumnigrumL.イヌホオズキ

ⅠⅠ(観藻草),ⅠⅠⅠ･.Konta&Akiyama349(1997.6.12,fl.&fr.);Konta17899(1996.10.28,fr.);Konta

19346(1999.6.16,fl.&fr.)

SolanumpholeinocarpumNakamura&Odashimaテリミノイヌホオズキ

ⅠⅤ (果樹園),V:Konta17845(1996.7.30,n.& fr.);Konta19756(1997.10.22,fl.);Konta18641

(1998.ll.12):帰化.

Scrophulariaceae ゴマノハグサ科

MazusmiqeliiMakinoサギゴケ

I,V:Konta,Kadota&Akiyama131,135(1996.4.30,fl.);Konta19369(1999.6.16)

Paulowniatomentosa(Thunb.)Steud.41)

IV,Ⅴ(調査区C):Akiyama980513(1998.4.28,fl.);Kontaetal.C-18(1998.8.3):植栽.
VeronicaarvensisL.タチイヌノフグリ

Ⅴ:Konta,Kadota皮Akiyama122(1996.4.30,∩.):帰化.

VeronicapersicaPoir.オオイヌノフグリ

III,V:Konta,Kadota&Akiyama108(1996.4.30,fl.&youngfr.);Konta17965,17969(1997.3.19,fl.

&fr.):帰化
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Bignoniaceae J tJ -If :/ 7J ;;(7 *4
Catalpa ovata G. Don -t--IT-IT'i"

V: Konta, Kadota & Akiyama 209 (1996.5.30, young fr.); Konta & Akiyama 353 (1997.6.2, fl.): f@:~.

Acanthaceae -t- 'J .::r" J "7::tn
Justicia procumbens L. -t- 'J .::r-- / "7 ::l

IV: Akiyama 970393 (1997.9.9, n.); Konta 19297, 19306 (1999.6.16)

Peristrophe japonica (Thunb.) Bremek. 1\ 7' 0'/ tJ
Ill: Akiyama 970383 (1997.7.7, n.)

Orobanchaceae 1\ "7tJ 'J *'f..j­
Aeginetia indica L. T:/ 1\:/ ,;f'--t)v

I (WHI~): Konta 17898 (1996.10.28, n.)

Phrymaceae 1 \ J. r 7 '/ tJ*4
Phryma leptostachya L. var. asiatica H. Hara I\J. r 7'/ tJ

I (m¥~¥,~.~~liiffi), Ill: Konta 17782(1996.7.18); Konta 17861 (1996.7.30, n. & fr.); Akiyama 970368

(1997.6.16); Konta 19574 (1997.10.22); Kadota & Akiyama 980591 (1998.7.7, n.); Konta 19340, 19387
(1999.6.16, n.)

Plantaginaceae :t :t 1 \ :1 f4­
Plantago asiatica L. :t:t1'\:1

Ill: Konta 19335 (1999.6.16, fl. bud)

Caprifoliaceae A 1 7J ;;:: 7 n
Lonicera gracilipes Miq. f. glabra (Miq.) Hiyama tJ 7·1 A 7J 7·7

IV: Konta, Kadota & Akiyama 77 (1996.4.30, young fr.); Konta 17966 (1997.3.19, n.)

Lonicera japonica Thunb. A 1 7J ;;:: 7
III (8 ,~if): Konta, Kadota & Akiyama 196 (1996.5.30, n.)

Lonicera morrowii A. Gray -t- :/ ,;f' :/ ;f 7
IV: Konta, Kadota & Akiyama 78 (1996.4.30, young fr.); Konta & Akiyama 245 (1997.4.14, young fr.):

fiOC~.

Sambucus chinensis Lindl. '/ 7 ;;::
Ill: Konta 17798 (1996.7.18, n.); Konta 19349 (1999.6.16)

Sambucus racemosa L. subsp. sieboldiana (Miq.) H. Hara f. glaberrima (Nakai) H. Hara ex Honda 7
T:,r::::...r;}-:1

I (m¥~¥): Konta, Kadota & Akiyama 65 (1996.4.30, fl.); Konta 17983 (1997.3.19, fl.)

Viburnum dilatatum Thunb. 1/"7;;:: ~
III (13,~if): Konta, Kadota & Akiyama 192 (1996.5.30, n.)

Viburnum odoratissima Ker Gawl. var. awabuku (K. Koch) Zabel -IT:/ :1":;:::L

I (~J!tlR A), IV: Akiyama 980430 (1998.2.23); Akiyama 980570 (1998.6.8, n.); Konta et al. A-3

(1999.6.3): f@:~.
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ViburnumphlebotrichumSiebold&Zucc.オトコヨウゾメ
III(駐春閣跡):Konta,Kadota&Akiyama46(1996.4.30,fl.);Konta&Akiyama252(1997.4.14,fl.):
植栽.

ViburnumplicatumThunb.var.tomentosum(Thunb.)Miq.ヤブデマリ

ⅠⅠⅠ(白鳥濠),V:Konta,Kadota&Akiyama194(1996.5.30,youngfr.);Konta&Akiyama252

(1997.4.14,m.);Kadota&Akiyama980516(1998.4.28,fl.)

Campanulaceae キキョウ科

CampanulapunctataLam.ホタルブクロ

IV,V:Konta17816(1996.7.18,fl.&fr.).,Konta&Akiyama355(1997.6.2,fl.)

Compositae キク科

AdenocaulonhimalaicumEdgew.)7号

I:Konta19547(1997.10.22,fr.)

AsterageratoidesTurcz,subsp.leiophyllus(Franch.&Sav.)Kitam.シロヨメナ

I,II,III:Konta17911(1996･10.28,fl.);Konta19545,19583(1997.10.22,fl.);Akiyama980699

(1998.10.26,n.)

AsterscaberThunb.シラヤマギク

Ⅰ(観操亭),III:Konta17907(1996.10.28,fr.);Konta19561(1997.10.22,fl.)

Cirsiumoligophyllum(Franch.&Sav.)Matsum.ノハラアザミ

V:Konta17839(1996.7.30,fl.);Akiyama970390(1997.9.9,fl.)

Crassocephalumcrepidioides(Bent.)S.Mooreベニバナポロギク

IV,V:Konta17902(1996.10.28,fl.)Konta18621,18644(1998.ll.12):帰化.

Dendranthemajaponicum(Makino)Kitam.リュウノウギク

ⅠⅠⅠ:Konta19562(1997.10.22,n.bud)

Erigeronannuus(L.)Pers.ヒメジョオン

ⅠⅠⅠ:Konta19316(1999.6.16,fl.):帰化.

ErigeroncanadensisL.ヒメムカシヨモギ

IV:Konta19573(1997.10.22,fl.):帰化.

ErigeronphiladelphicusL.ハルジョオン

V:Konta,Kadota&Akiyama128(1996･4･30,fl･);Konta&Akiyama298(1997.5.12,fl.);Konta18595
(1998.ll.12):帰化.

EupatoriumfortuneiTurcz.フジバカマ

Ⅰ(観操亭),V:Konta19284(1996･6･16);Konta17910(1996･10･28,fl･);Akiyama970391(1997.9.9,n.);

Konta19560(1997.10.22,fL)

GnaphaliumpensylvanicumWilld.タチチチコグサ

III(調査区B)‥Konta19348(1999.6.16,fr.):植栽.

HemisteptalyrataBungeキツネアザミ

V:Konta&Akiyama296(1997.5.12,fl.)

KalimerispseudoyomenaKitam,カントウヨメナ

III,V･'Konta17879(1996･8･14,m･);Akiyama970389(1997.9.9,fl.)
LactucaindicaL.アキノノゲシ

IV:Konta19588(1997.10.22,fr.)
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Ml'yamayomenasavaEieri(Makino)Kitam.ミヤコワスレ

Ⅰ･,III:Konta,Kadota& Akiyama169(1996.4.30,fl.);Kadota980017(1998.5.12,fl.);Konta&

Akiyama243(1997.4.14,∩.):植栽.

Petasitesjaponicus(Siebold&Zucc.)Maxim.7*

ⅠⅠⅠ,V:Konta,Kadota&Akiyama167(1996.4.30,fr.),Konta17969(1997.3.19,m.);Konta19332

(1999.6.16)

SolidagoaltissimaL.セイタカアワダチソウ

ⅠⅠⅠ,Ⅴ (外周小道):Konta17934(1996.10.28,∩.);Konta19559(1997.10.22,∩.);Konta19398

(1999.6.16):帰化.

Sonchusasper(L.)Hillオニノゲシ

Ⅴ:Konta,Kadota&Akiyama129(1996.4.30,fl.&fr.);Konta&Akiyama277(1997.4.21,fl.):帰

化.

TaraxacumplatycarpumDahlst.カントウタンポポ

III.'Konta17961(1997.3.19,fl.)

Youngiajaponica(L.)DC.オニタビラコ

Ⅰ,ⅠⅠⅠ,V:Konta,Kadota&Akiyama146,147(1996.4.30,fl.);Konta&Akiyama244(1997.4.14,m.

bud);Konta18600(1998.ll.12)

Monocotyledoneae 単子葉植物綱

Alismataceae オモダカ科

SagittariatrljuiaL.オモダカ

II(観爆亭前流れ):Konta17876(1996.8.14,fl.)

Liliaceae ユリ科

Amanaedulis(Miq.)Honda77+

ⅠⅠⅠ:Konta17967(1997.3.19)

Cardiocrinumcordatum(Thumb.)Makinoウバユリ

I(覆馬場跡):Konta17827(1996.7.30,fl.);Konta19546(1997.10.22,fr.);Akiyama980708

(1998.12.21,ff.)

ChionographisjaponicaMaxim.シライ トソウ

I(観湊亭):Konta19298(1999.6.16,fr.)

ChionographisjaponicaMaxim.var.hLyauchianaOkuyamaアズマシライ トソウ

Ⅰ(観操亭).･Konta&Akiyama307(1997.5.12,fl.)

DisporumsessileD.DonexSchult.ホウチヤクソウ

I(WA*),III:Konta,Kadota&Akiyama134(1996.4.30,fl.);Konta&Akiyama272(1997.4.21,fl.)

DisporumsmilacinumA.Grayチゴユリ

ⅠⅠⅠ(調査区B):Konta19347(1999.6.16):｢皇居の植物｣では植栽とされている.

FritillariathunbergiiMiq.バイモ (アミガサユ リ)

IV,V(#&#):Konta,Kadota&Akiyamal13(1996.4.30,youngfr.);Konta17963(1997.3.19,fl.):

植栽.

HemerocalliscitrL'naBaronivar.vespertina(H.Hara)M.Hottaユウスゲ

V(花陰亭南):Konta17812(1996.7.18,fl.):植栽.
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HemerocallisfulvaL.var.longituba(Miq.)Maxim.ノカンゾウ

V(花陰亭南,案香亭):Kontal7811(1996.7.18,fl.);Akiyama970380(1997.6.30,n.)

Hostaalbomarginata(Hook.)Ohwiコバギボウシ

II:Konta17871(1996.8.14,fl.)

Hostasieboldiana(Lodd.)Engl.オオバギボウシ (トウギボウシ)

I:Konta17791(1996.7.18,n.)

LiliumauratumLindl.ヤマユリ

Ⅰ(観操亭):Konta17881(1996.10.28,fr.)

LiriopeplalyphyllaWang&Tangヤブラン

Ⅰ(覆馬場跡),ⅠⅠⅠ,V･.Konta17862(1996.7.30,youngfl.);Konta17927(1996.10.28,fr.);Kadota980002

(1998.2.9,fr.);Konta18596(1998.ll.12);Konta19395(1999.6.16):植栽.

LiriopespicataLour.コヤブラン

I:Konta17860(1996.7.30,fl.)

Ophiopogonjaponicus(Lf.)KerGawl.ジャノヒゲ

Ⅰ,III,V:Konta,Kadota&Akiyama112(1996.4.30,fL);Konta17804(1996.7.18,fl.);Konta18596,

18611(1998.ll.12)

OhiopogonplaniscapusNakaiオオバジャノヒゲ

Ⅰ(覆馬場跡):Konta19371(1999.6.16,∩.)

Reineckeacarnea(Andr.)Kunthキチジョウソウ

I(覆馬場跡),V:Konta17971(1997.3.19);Konta18610(1998.ll.12);Konta19391,19393(1999.6.16)

Rhodeajaponica(Thunb.)Rothオモ ト

IV(大本営跡向かい),V:Kadota&Akiyama363(1997.6.9,fr.);Konta18655(1998.ll.12)

Amaryllidaceae ヒガンバナ科

LycorisradiataHerb.ヒガンバナ

ⅠⅠⅠ,V(駐春閣跡)･.Kadota98003(1998.9.14,fl.);Konta18656(1998.ll.12)

LycorissanguineaMaxim.キツネノカミソリ

V:Konta17880(1996･8･14,fl.);Akiyama980625(1998.7.27,m.)

Dioscoreaceae ヤマノイモ科

DioscoreajaponicaThumb.ヤマノイモ

I(観嬢亭),ⅠⅠ:Konta17867(1996.7.30,∩.bud)

DioscoreatokoroMakinoオこ ドコロ

ⅠⅠ,Ⅴ:Konta17824(1996.7.18,爪.);Konta18589(1998.ll.12)

iridaceae アヤメ科

IrisjaponicaThunb.シャガ

II,III:Konta,Kadota&Akiyama157(1996.4.30,fl.);Konta&Akiyama261(1997.4･14,fl.);Konta

19311,19352(1999.6.16,fl.)

ZrispseudoacorusL.キショウブ

ⅠⅠⅠ:Konta19317(1999.6.16,∩.)



皇居吹上御苑の維管束植物 39

Juncaceae イグサ科

LuZulacapitata(Miq.)Miq.スズメノヤリ

V:Konta,Kadota&Akiyama144(1996.4.30,f.)

Commelinaceae ツエクサ科

CommelinacommunisL.ツエクサ

Ⅰ,IV,V:Konta19574,19578(1997110･22);Akiyama970369(1997･6･16,fl･);Ko山a19281(1999･6･16,

m.)

PolliajaponicaThunb.ヤブミョウガ

I,II,V:Konta17802(1996･7.18,fl.&fr.);Akiyama970385(1997.7.7);Konta19550(1997.10.22,fr.);

Konta18592,18618(1998.ll.12)

Gramineae イネ科

Agropyrontsukushiense(Honda)Ohwi var.transiens(Hackel)Ohwiカモジグサ

I,IV,V.'Konta&Akiyama294(1997.5.12,fl.),IKonta19270(1999.6.16,fr.);Konta&Akiyama20015,

20048(2000.5.15,fl.)

Bromuspauclj7orus(Thunb.)Hack.キツネガヤ

Ⅰ(覆馬場跡),IV (果樹園),V.･Konta19267,19392(1996.6.16,fr.);Konta17817(1996.7.18,fr.),･

Konta17852(1996.7.30,fr.);Kadota&Akiyama365(1997.6.9)

CalamagrostisbrachytrichaSteud.ノガリヤス

III:Konta17920(1996.10.28,汁.);Konta19564(1997.10.22,fr.)

Chimonobambusamarmosa(Mitdord)MakinoA>fy

I:Konta19544(1997.10.22);Konta&Akiyama20051(2000.5.15)

Digitariasanguinalis(L.)Scopoliメヒシバ

IV(果樹園):Konta17847(1996.7.30,fr.)

Eriochloavillosa(Thumb.)Kunthナルコビエ

IV(果樹園):Konta17853(1996.7.30,fr.)

Microstegiumvimineum(Trin.).A･Camusアシボソ

Ⅰ(観爆亭),IV:Konta17903(1996.10.28,fr.);Konta19309(1999.6.16)

MiscanthussinensisAnders.ススキ

II:Akiyama980700(1998.10.26,fr.)

oplismenusundulaEljblius(Arduino)Roem･&Schult･チヂ ミザサ

I,V:Konta18629(1998.ll.12);Konta19360(1999･6･16)

paspalumdilatatumPoir･シマスズメノヒエ

IV(果樹園):Konta17853(1996.7.30,fr.)

phragmitiscommunisTrin･ヨシ

ⅠⅠ:Konta&Akiyama20019(2000.5.15)

pleioblastuschino(Franch.&Sav.)Makinoアズマネザサ

I(観操亭),ⅠⅠⅠ:Konta17894(1996.10.28);Konta&Akiyama338(1997･6.2);Konta&Akiyama20028,

20051(2000.5.15)

poaacroleucaSteud.ミゾイチゴツナギ

IV:Kadota980016(1998.4.21,fl.&fr.)

PoaannuaL.スズメノカタビラ
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V:Konta,Kadota&Akiyama143(1996.4.30,fl.&fL)

PoanipponicaKoidz.オオイチゴツナギ

I,III,IV:Konta&Akiyama242(1997.4･14,fl.);Konta&Akiyama293(1997.5.12,fr.);Konta&

Akiyama20044(2000.5.15)

PoapratensisL.ナガハグサ

V:Konta,Kadota&Akiyama106(1996.4.30,fl.):帰化

SasanlbponicaMakino皮Shibataミヤコザサ

ⅠⅠⅠ(調査区B):Konta19342(1996.6.16)

Sasaveitchii(Carr.)Rehderクマザサ

Ⅰ,ⅠⅠⅠ,V(サクラ園):Konta17821(1996.7.18);Konta&Akiyama304(1997.5.12);Akiyama980558

(1998.5.26);Konta18654(1998.ll.12)

SemiarundinariajTastusa(Mitford)Makinoナリヒラダケ

Ⅴ:Konta&Akiyama20046(2000.5.15)

Setariachondrachne(Steud.)Hondaイヌアワ

I:Konta17901(1996.10.28,fr.)

ShibataeakumasakaZoll.オカメザサ

III:Konta17820(1996･7.18);Konta19341(1999.6.16)

SpodiopogondepauperatusHack.アプラススキ

Ⅰ(観操亭):Konta17919(1996.10.28,fr.)

SpodiopogonsibiricusTrin.オオアプラススキ

III:Konta19563(1997.10.22,fL)

Trisetumbljidum(Thunb.)Ohwiカニツリグサ

V:Konta,Kadota&Akiyama145(1996.4･30,fl.);Konta&Akiyama295(1997.5.12,fl.)

Palmae ヤシ科

Trachycarpusfortunei(Hook.f.)H.Wend.シュロ

Ⅰ,V:Konta17866(1996.7.30);Akiyama980415(1998.2.9,fL);Konta18642(1998.ll.12);Konta19300

(1999.6.16)

TrachycarpuswagnerianusBecc.トウジュロ

V:Konta&Akiyama300(1997.5.12,fr.)

Lemnaceae ウキクサ科

LemnapaucicostataHegelm.アオウキクサ

III:Kadota980003(1998.2.9)

Araceae サ トイモ科

AcorusgramineusSoland.var.gramineusセキショウ

II(滝の流れ):Konta,Kadota&Akiyama156(1996.4.30,fl.);Konta19286(1999.6.16)
AcorusgramineusSoland.var.pusillus(Siebold)Engl.アリスガワゼキショウ

ⅠⅠ(滝の流れ):Konta,Kadota&Akiyama126(1996.4.30,fl.);Konta17968(1997.3.19,fl.)
ArisaemathunbergiiBlumesubsp.urashima(H.Hara)H.Ohashi&J.Murataウラシマソウ

V(外周小道):Konta19401(1999.6.16);Konta&Akiyama20082(2000.5.15)
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Symplocarpusj:oetidusNutt.var.latissimus(Makino)H.Haraザゼンソウ

ⅠⅠ:Konta19294(1999.6.16):植栽.

Sparganiaceae ミクリ科

SparganiumerectumThunb.iy1)

ⅠⅠ(滝兄の池):Konta17790(1996.7.18,fr.);Akiyama970371(1997.6.16,fl.):植栽.

Cyperaceae カヤツリグサ科

CarexaphanolepisFranch.&Sav.エナシヒゴクサ

I,IV:Konta19325,19329,19363(1999.6.16,fr.,det.T.Katsuyama)

CarexbreviculmisR.Br.アオスゲ

Ⅰ,ⅠV,Ⅴ:Konta,Kadota&Akiyama134,144(1996.4.30,∩.);Konta&Akiyama239,246(1997.4.14,

fl.);Kadota980017(1998.4.21,fl.)

CarexdimorpholepisSteud.アゼナルコスゲ

II,ⅠⅠⅠ(池尻):Konta19318(1999.6.16,fr.);Konta&Akiyama20018(2000.5.15)

CarexdonianaSpreng.シラスゲ

IV:Konta&Akiyama270(1997.4.14,fl.,det.T.Katsuyama)

CarexgibbaWahlenb.マスクサスゲ

III,IV:Konta&Akiyama292((1997.5.12,fr.);Konta&Akiyama348(1997.6.2,fr.)

CarexjaponicaThunb.ヒゴクサ

Ill,V:Konta19333,19399(1999.6.16,fr.)

CarexkiotensisFranch.&Sav.テキリスゲ

IV:Konta,Kadota&Akiyama971007(199.5.19,fr.)

CarexlentaD.Donナキリスゲ

Ill.'Konta19586(1997.10.22,fr.)

Carexparclj70raBoottvar･macroglossa(Franch,&Sav.)Ohwiコジュズスゲ

II:Konta&Akiyama20020(2000･5･15,fr"det.T.Katsuyama)

CarexpisljTormisBoottホンモンジスゲ

I,IV:Konta17941(1997･3119,fl･det･T･Katsuyama);Kadota980014(1998.4.14,fl.);Konta&

Akiyama20032(2000.5.15,fr.)

CarexpseudocyperusL.クグスゲ

II･'Konta,Kadota&Akiyama159(1996.4.30,youngfr.)

CarexrochebruniFranch.&Sav.ヤブスゲ

III,IV:Kontal9319,19354,19355(1999･6･16,fr･);Konta&Akiyama20033,20043(2000,5.15,fr.)
CarextransversaBoottヤワラスゲ

II:Konta&Akiyama20020bis(2000.5.15)

CarexvaniotiiH.Lev.アオジュズスケ

V:Konta,Kadota&Akiyama107,141(1996.4.30,youngfr.)

Cyperusbrevlfolius(Rottb.)Hassk.アイダクグ

IV(果樹園):Konta17848(1996.7.30,fr.,det.T.Katsuyama)

Zingiberaceae ショウガ科

Zingibermioga(Thunb.)Roscoeミョウガ
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III(白鳥濠):Konta17858(1996.7.30,fl.);Konta&Akiyama20024(2000.5.15)

Orchidaceae ラン科

CalanlhesieboldiiDecne.エビネ

Ⅰ(覆馬場跡),ⅠⅠⅠ:Konta19370(1999.6.16);Konta&Akiyama20034(2000.5.15,∩.):植栽.

Cremastraappendiculata(D.Don)Makinoサイハイラン

IV:Konta&Akiyama352(1997.6.2,fl.):｢皇居の植物｣では,植栽とされる.

Cymbidiumgoeringii(Rchb.)Rchb.f.シュンラン

I:Konta&Akiyama278(1997.4.21,fl.):ii#.

CyprlPediumjaponicumThunb.クマガイソウ

I:Konta&Akiyama278(1997.4.21,fl.);Konta19376(1999.6.16):ii#.

Epipogiumroseum(D.Don)Lindl.タシロラン

I:Konta17825(1997.7.18,fl.)

Spiranthessinensis(Pers.)Amesvar.amoena(M.Bieberson)H.Haraネジバナ

V:Konta17809(1996.7.18,fl.)

追 加

Labiatae シソ科

PrunellavulgarisL.subsp.asiatica(Nakai)H.Haraウツボグサ

ⅠⅠⅠ:滝兄の池近 くの苑路に栽植されている.1998年に花を確認したが,個体数がわずかなため,揺

集は差 し控えた.

Summary

ThevascularnoraortheImperialPalacewasstudied,andanenumerationorplantsispresented

here･TheareastudiedisconsistedofevergreenwoodlandsdominatedbyCastanopsissieboldii,summer
greenwoodlandsdominatedbyQuercusacutissimaandZelkovaserrata,cherrygarden,andwetgrounds

alongafallandstreams.Onehundredandnineteenfamilies,425species,fivevarietiesandtwofわrms

wererecognized.Amongthemthefbllowlng13taxaarerecordedforthefirsttime:Salixgracilistyla,

Alnushirsuta,Faguscrenata,Quercusaliena,Pileahamaoi,Prunuspseudocerasus,Rosajasminoides,Oxalis

stricta,Acermonovar.connivens,Liriopespicala,Carexpseudocyperus,Carexvaniotii,Carexbrevlfolius

andEpIPogiumroseum.TherecordofEplbogiuml･OSeumisfirstfromTokyoPrefecture.Itsecologyand

morphologyweredescribedhereindetail.Numeroustaxalistedin"FloraSedisImperatorisJaponiae

(1989)"Werenotfわundinthepresentresearch･Thetaxaextinguishedaredividedintothefolloeingthree

groups;I)introducedplantsfromoutsidewhichdidnc･tadaptthemselvestotheenvironmentalcondition

oftheareastudied(e.g.,AsiasarumsieboldiiandChionanthusretusa),2)nativeplantswhichgrowinopen

habitats(Xericgrasslandsanddisturbedgrounds;e.g.,Patriniascabiosljuia),and3)nativeplantswhich

growalongthewateredge(e.g.,PersicariaperfoliataandRanunculussceleratus).Theplantsbelonging

tothegroups2)and3)areconsideredtobeextinctbecauseorfbrestationinthe∫mperialPalace･
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AChromosomalComparisonofFourIndividualsor

Dendranthemajaponicum(Asteraceae)Cultivated

intheFukiageGardensoftheImperialPalace,
Tokyo

By

GoroKokubugata*andHiroshigeKoyama**

国府方吾郎*･小山博滋**:皇居吹上御苑で栽培されているリュウノウギク

(キク科)4個体における染色体学的形質の比較研究

Dendranthemajaponicum(Makino)Kitam.(Asteraceae)isdistributedinKyushu,Shikokuandcen-

tralandwesternHonshu,Japan(Kitamura,1978)APreviously,Koyama(1995)reportedsomemorpho-

logicaldifferencesofleaf-shapeinthisspecies.Cytologically,Shimotomai(i932)reportedachromosome

numberor2n=18,andafterward,Tanaka(1959)reportedthattheheteroploidcytotypeor2n=19and

thetriploidcytotypeor2n=27,andShimizu(1964)reportedthetetraploidcytotypeor2n=36inthis

species.

Fortunately,WehadtheopportunltytOinvestigatethesomaticchromosomeorfわurindividualsor

D･japonicumcultivatedinthegardenoftheImperialPalace,Tokyoforthepurposeofanalyzlngthecor-

relationbetweentheleaトShapeandthechromosomalfeatures.

MaterialandMethod
∫

FourindividualsofDendranthemajaponicumcultivatedinthegardenoftheImperialPalace,Tokyo

weretransplantedtotheexperimentalgreenhouseortheTsukubaBotanicalGarden,NationalScience

Museum,Tokyo･Thelargestleafwasharvestedfromeacllindividualforthecomparisonofleafこshape.

VoucherspecimensweredepositedintheherbariumorNationalScienceMuseum,Tokyo(TNS9511550,

9511551,9511552and9511553).

Forthepresentchromosomalinvestigation,roottipsorthefわurindividualswereharvested,andpre-

treatedin2mM 8-hydroxyquinolineat18℃for2hr.Then,theywerefixedinaceticethanol(1.,3)at

4oCfわr2hrbefわrebeingmaceratedinamixtureorlNhydrochlorideand45%aceticacid(2:1)at60

℃for10see.Maceratedroottipswerestainedin2%acetol0rCeinat20oCfor2hrbefわrebeingprepared

bythesquashmethod.Eachchromosomeatmitoticmetaphasewasclassifiedbythecentromericposition

accordingLevanetal.(1964).

*TsukubaBotanicalGarden,NationalScienceMuseum,Tokyo
Amakubo4-1-1,Tsukuba305｣)005Japan 国立科学博物館 筑波実験植物園

**DepartmentofBotany,NationalScienceMuseum,Tokyo 国立科学博物館 植物研究部



46 GoroKokubugataandHiroshigeKoyama

Resultsanddiscussion

InleafmorphologleS,theleafbaseofthreeindividualsofDendranthemajaponicum,TNS9511550,

TNS9511552andTNS9511553,wascuneate(Fig.lA,CandD),whilethatofTNS9511551was

subtruncate(Fig.1B).Althoughallfbllrindividualsshowed3-lobedleafwithtoothedmargin,TNS

9511553hadbyfarthedeepestcleft(Fig.I).Previously,Koyama(1995)reportedsomemorphological

differencesofleaf-shape,especiallyoftheleafbaseandthecleftinthespecies,thusthepresentresults

confirmedKoyama.sopinion(1995).
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Fig･I.TypicalleafshapeoffourindividualsofDendranthemajaponicum.
A.TNS9511550.B.TNS9511551.C.TNS9511552.D.TNS9511553.Barshows10mm.
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TableI. Longarm,shortarm andchromosomelengthoffburindividualsofDendranthema
JaPOnicum
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TNS:NationalScienceMuseum,TokyoIL:longarmOLln).S:shortarm小m)･C:chromosomelength
OLm).

Inchromosomalfeatures,thefourindividualsshowedachromosomenumberof2n=18,whichcor-
respondedwithShimotomai■scount(1932;Fig.2),andshowedsimilarchromosomelengthtoeachother

(Table1).ThechromosomecomplementorTNS9511550consistedorelevenmedian一,threesubmedia

n-andfoursubterminalJentromericchromosomes(Table2,Fig.3A),thatofTNS95I1551consistedof

tenmedian-andeightsubmedian-centromericchromosomes(Table2,Fig.3B),thatorTNS9511552

consistedofelevenmedian-,foursubmedian-andthreesubtermina1--centromericchromosomes(Table2,

Fig.3C),andthatofTNS9511553consistedoftwelvemedian-A,threesubmedian-andthreesubtermin

al-{entromericchromosomes(Table2,Fig.3D).Tanaka(1959)reportedthatthechromosomecomple-

mentofacommonstrainofD.japonicumconsistedoftwelvemedian-,twosubmedian-andfわursubte

rminalJentromericchromosomes.Thus,thechromosomecomplementofthefourindividualswassimi-

larbothtoeachotherandtoTanaka'sdata(1959).AsatellitewaslocatedattheterminaLcentromeric

regionOftheshortarmoffoursubterminalJentromericchromosomesinTNS9511550,foursubmedia

n-centromericchromosomesofTNS951155I,andonesubmedian-andthreesubterminal-1entrOmeric

chromosomesorTNS9511552and9511553(Table2,Fig3,arrow).Althoughthefわursat-ヾhromoso

mesorTNS9511551andtheonesatchromosomeorTNS9511552andTNS9511553Wererespectively

classirledthesubmedianJentromericchromosome,theirarmratioswereverycloseto3.1,thelowestex-

tremeofthesubterminalJentromericchromosomesdefinedbyLevanetal.(1964,Table2).Previously,

Tanaka(1959)reportedasatellitelocatedattheterminalregionortheshortam orfわursubterminaト

centromericchromosomesinacommonstrainofD.japonicum.Thelocationsofthesatellitesinthechro-
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Table2.ArmratlO,Chromosomeform andlocalityofsatelliteoffourindividualsofDendranthema
jaPOnicum

TNS9511550 TNS9511551 TNS9511552 TNS9511553
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TNS:NationalScienceMuseum,Tokyo.R:armratio.F:formclassifiedfbllowingLevanetal.(1964),m:
median-ヾentromericchromosome(I.0≦R≦1.7);sm:submedian-centromericchromosome(I.8≦R≦3.0);
st:sbutermina1-ぺentrOmericchromosome(3.1≦R≦7.0).S:existenceofsatellite,Starsshowchromosome
possesslngaSatelliteontheterminalreglOnOritsshortarm.

mosomecomplementorthefわurindividualsweresimilarbothtoeachotherandtoTanaka-sdata(1959).

Thus,thechromosomalfeaturesinvestigatedhereinthefourindividualsofD.japonicumweresimilarto

eachotherandtotheearlierreports(Shimotomai,1932;Tanaka,1959).

Previously,twodifferentpolyploidcytotypesandaheteroploidcytotypewerereportedinthespecies,

i･e･Tanaka(1959)reportedthattheheteroploidcytotypeof2n=19andthetriploidcytotypeof2n=27
wererarelyfわundinthespecies,whileShimizu(1964)reportedthetetraploidcytotypeor2n=36intwo
populationsfromShigaPrefecture･Alternatively,regardinganotherJapaneseDendranthema-species,D･

zawadskii,NakataandKumagai(1999)reportedthattherewasasignificantcorrelationbetweenthemor-

phologicaldi恥rencesorleafshapeandthepolyploidy.

Inthepresentstudy,thefourindividualsofD.japonicumshowedthemorphologicaldifferencesin

theleafbaseandcleft(Fig･1),whiletheyshowedthesamechromosomenumberof2n=18(Fig.2)and
similarkaryotypes(Fig･3,Table2)･Theseresultssuggestthatthemorphologicaldifferencesofleaf-

shapearenecessarilynotcorrelatedwiththechromosomenumberandkaryotypeorthefわurindividuals

ofD･japonicuminvestigatedinthepresentstudy.
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皇居吹上御苑の森林植生

近田文弘*,西川 肇**,藤井寿生**,工藤勝輝**,村井 宏***,伊藤忠夫****

FumihiroKonta*,HajimeNishikawa**,HisaoFujii**,KatsuteruKudo**,HiroshiMurai***,

andTadaolto****:ForestVegetationintheFukiageGardensortheImperialPalace,Tokyo

は じ め に

植物が生育する環境としての植生とそれに関連する土壌や気象等の環境要因を調査した.

皇居吹上御苑は,全体的に森林で覆われている.この森林は常緑広葉樹の多い林分と落葉広葉樹の

多い林分に大きく分けられる.それは,庭園としてのこの調査対象地域の過去の歴史を反映しており

(生物学御研究所,1989),また現在も異なる林分毎に異なった手入れが続けられている.

吹上御苑の植生に関しては,大正 10年と昭和 54年の間で巨木の本数が比較されている (生物学御

研究所,1989)が,維管束植物の植栽や管理に資する基礎的な知見を得るためには,10年位の短期

間における植生の変化にも興味がも持たれる.そこで,永久コドラ-ト調査区を設定して森林植生の

現況を調査した.なお,関連する調査として,吹上御苑の毎木調査があり (井手久登,1980),参考

とした.

調査内容と方法

1. コドラ-ト法による植生調査

調査区の設定と地形測量 :吹上御苑に設けられた調査対象地の範囲から,A区 (50mX50m),B

区 (50mX50m)の2個所のコドラ-ト調査区を設定した (図 1,2).地形測量では,A,B各調査

区の地形を測量し,地形起伏図を措いた.各調査区内に10mメッシュで地盤高測定地点を設定し,

大道通りの吹上大宮御所正門前に設置してある水準点 (標高22,734m)を基準とした水準測量で得

られた全測定地点の標高を基に,地形起伏国を作成した.本調査における水準測量の往復誤差は4

mmであった.

毎木調査 :A,B各調査区において,毎木調査によって立木の位置,樹種,樹冠の広がり,幹の胸

高直径 (DBH)を測定した.調査結果により,樹冠投影図,樹種別本数比率図,胸高断面積比率図

及び胸高直径階別本数分布図を作成した.毎木調査は,DBH5cm以上の樹木について資料を得た.

相対照度測定 :ミノルタ社製の照度計によってA,Bの各調査区の相対照度を測定し,相対照度図

を作成した.測定は調査区内の林床に任意の直線を設定し,直線上を1m間隔で行った.測定は

1997年 12月8日,1998年6月15日,1999年8月31日に行った.

林内蒸発量 ;ウイジン式簡易蒸発計をA,Bの各調査区に設置し,1998年6月15日から1999年

12月17日までに,計 11回林内の蒸発量を測定した.測定の結果を最寄りの気象庁の測定結果と観
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DepartmentorBotany,NationalScienceMuseum,Tokyo
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図 1. 皇居の全体.図
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測期間毎の蒸発量により比較した.

2. 土壌調査

有効土層深調査 :長谷川式貫入計によりA,Bの各調査区の土壌の軟かさの測定をし,それにより

有効土層深を調査した.ここでいう有効土層珠とは,樹木の根系の発達可能な土層の深さである.

透水試験 :長谷川式簡易透水試験器を直径約 15cmの孔内にセットし,水頭が約 10cmになるま

で注水用穴から水を注入した.約 1時間後に同様の水頭になるまで水を足して目盛りと時間 (min)を

記録し,その水が全て土壌に吸収されるまでの時間を測定した.測定は地表から20cm,40cm,60

cmの深さにおいて行った.透水試験はA調査区では,3ヶ所,B調査区では,2ヶ所について行い,

測定した値の平均をその調査区の測定値とした.土壌の透水は,地表面から浸透した水が土壌中の孔

隙に入り込み,滞留し,あるいは移動する動きをいう.土壌の透水性の良否は,植物の生育に大きく

影響する.或る場所の土壌がどのような透水性を持つかの評価は,長谷川式簡易現場透水試験による

森林水文学 (中野,1976;塚本,1992)では,最終減水能を求めることで行う.最終減水能は以下の

式で求められる.

最終減水能 (mm/hr)-1吸水量 (100mm)/吸水時間 (min)iX60
浸透能試験 :管内体積2,700cm3の金属製円筒を土中に埋め込み,上から注水しながら浸透量が一

定になる時間を求めた.浸透試験はA調査区では,3ヶ所,B調査区では,2ヶ所について行い,測

定した値の平均をその調査区の測定値とした.

3.気象観測

植生調査区に近い大道庭園において,いすず製作所 ｢総合気象観測装置｣によって,1997年から

1999年まで,気温,気圧,湿度,雨量を測定した.得られた結果を皇居最寄りの気象庁の観測デー

タと比較した.

調 査 結 果

1. コドラ-ト調査による植生

(1)A調査区の植生

A調査区の地形は,小丘とその間の小谷からなる.調査区には,南北に連なる3本の小丘があり,

これらの小丘が作る2本の谷に通路が設けられている.これらの通路は調査区の東南の端で合流して

いる.谷の最低地は標高8.0mである.また,小丘上の最高地の標高は12.5mである.最低地から

最高地までの比高は4.5mである (図3).A調査区は,山地のような傾斜のある地形といえる.

経木調査の結果は以下の通りである.樹冠の広がりは,大きく,相互に重なり合うことが多くあっ

て,調査区の大部分が樹冠で覆われている (囲む1,図5).調査区における樹木の種,胸高直径,樹

高,証拠標本としての押し葉標本の標本番号は表1に示されるが,各樹木の本数比率を見ると,モチ

ノキが 15本で約4分の1を占め,スダシィ,タブノキ,サンゴジュ,クロガネモチ,シロダモ,ネ

ズミモチ,マテバシィ,ヤブニッケイを加えると,90%以上を常緑広葉樹がしめる (図6)-.落葉広

葉樹では,イイギリが6本生育しているが,いずれも高木層を形成する樹木である.モチノキ,スダ

シィ,タブノキ,サンゴジュ,クロガネモチ,シロダモ,ネズミモチ,マテバシィ,ヤブニッケイは,

いずれも樹齢が高く,巨木が多い. 樹種別の胸高断面積比率は,モチノキは別として,スダジィ,

タブノキ,マテバシイの常緑広葉樹とイチョウ,イイギリ,ムクノキ,エノキの落葉広葉樹がほぼ同

じ比率を占める.これらの落葉広葉樹はいずれも巨木ぞろいで,胸高断面積としての比率は本数比率

より大きい (図7).イイギリ,ムクノキ,エノキは樹勢も盛んである.胸高直径の分布頻度を見る

と,胸高直径 10cmから90cmまで連続的に太さの異なる樹木が生育しており,40-45cmの値をし
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図3.A

調査区の地形起伏 (単位 :m). A調査区図4.各調査区の植生.1.冬のA
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表 1. A調査区樹木目録

種 胸高直径 (cm)標本番号
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.82%1999年度網査吹上御苑

の森林植生の現況図7.A調査区樹種別胸高断面積比率.
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めす樹木が最も本数が多い (図8).また,胸高直径50cmを越える樹木が23本あり,このうち70

cmを越える巨木が11本ある.調査区の東の端にあるN0.4のタブノキとN0.1のイロハカエデの間

には,樹冠の隙間がある.これは樹冠にできたギャップである.調査開始の1997年には,大きなカ

ラスザンショウが存在していたが,その後の強風によって倒木の危険が生じたので,

探された.この樹木は胸高直径が50cmで,幹の根本近くでは内部が腐朽しており,

図 11.8調査区の地形起伏 (単位 :m)･ B調査区
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表2. B調査区 樹木 日 録

番号 種 胸高直径 (cm)標本番号

61クヌギQuercusaculE'ssima

62 クヌギQuercusacuiissima

63 クヌギQuercusacutissima

64 クヌギQuercusacutL'ssbna
65 イロハモミジAcerpalmatum

66マユミEuonymussieboLdianus
67 クヌギQueycusacutt'ssima
68 クロガネモチIlexrotunda

69 クヌギQuercusacutissima

70 クヌギQuercusacutisst'ma
71T)jPrunusmume

72 ヤマザタラPrunusjamasakura
73 オオモミジAceramoenum

74 クロガネモチ/lexrotunda

75エノキCeltissinensis

76 クヌギ Quercusacutissima

77 クヌギQuL1CuSaCulissima
78 オオモミジAceramoenum

79ヤマザタラPrunusjamasakura

80 ヤマザクラPrunusjamasakura

81カシワQuercusdentata

82 ソヨゴ肋xpedunCulosa

83 クヌギQuercusaculissima

84 クヌギQuercusacutt'ssima

85ハナノキAcerpycnanthum
86 クロガネモチLlexrotunda

87 イロハモミジAcerpalmalum

881クヌギ Quercusacutissima
891/*Celiissinensis

90 3+9Quercusserrata

91 3+9Quercusserraia

92 7*FiElaeagnusumbellatavar.rotundlfolia
93 ミズキCornuscontroversa

94 アラカシQuercusglauca
95 ウラゲエンコウカエデ

Acermonovar.connLIvens

96 クロマツPinusthunbergii
97ケケンポナシHoveniatomentella

98ケンポナシHoveniadulc由

99ナツグミElaeagnusmuLtlJ7ora

lOO クヌギQuercusacutLgsima

lOlヤマザクラPrunusjamasakura

102ヤマザクラPrunusjamasakura
103 ウワミズザタラPTumLygrayana

104ヤマザタラPrunusjamasakura

lO5 クロマツPinusthunbergii

106 イヌザタラPrunusbuergeriana

lO7ムクノキAphanantheaspera

lO8ヤマザタラPrunusjamasakura

lO9 クロマツPinuslhunbergii

110 クヌギQuercusaculissima

lllハタウンボクSlyraxobassia
112クロマツPinusthunbergii
113マユミEuonymussieboldianus
114イロハモミジAcerpalmalum
l15イロハモミジAcerpalmatum
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樹齢は約 65年であった.

相対照度は冬には,約4%であり,初夏の相対照度は,1%に満たない (図9).調査区内の暗い林

床の部分では,草本植物は見られないが,低木としてのアオキとシュロが生育する.

林内蒸発量は,1998年6月から1999年 12月までの推移を最寄りの気象庁の測定結果と比較する

と,気象庁 (露場)の測定値より極端に低い.とくに,夏期の測定値が低い (図10).

(2)B調査区の植生

B調査区の地形は,東端に少し標高の低い2ヶ所 (15.5m及び16.0m)の場所があり,その他の

場所はやや平坦で,標高は約 16.5mである (図11).
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クロマツ

コナラ図14.B調査区樹種別断面積比. 樹種 本

数胆クヌギ 14
国イ口ハモ

ミジ 4国ク

ロマツ 4■ヤマザクラ

6件クロガネモチ 3

超アキグミ 2
■ウワミズサ

クラ 2田エノキ

2国オオモミジ 2

団ケンポナシ

2団コナ

ラ Z鞘

マユミ 2岡アラ力シ

1閑イ夕ヤカエデ

1雷ウメ 1屈オオ

バアサガラ 1国

力シワ 1■ソ∃ゴ

1E]ハナノキ 1

固ミズキ 1凶

ムクノキ 119

99年度調査樹種

%圃クヌギ 30.0

3%団ヤマザクラ

13.08%国コナラ

8.23%囲クロマツ

7.81%1イロハモミ

ジ 5.09%国アキグミ

4.45%国ハナ/

辛 4.29%■

マユミ 3.60%書ケンボナシ 3.07

%圏モチノキ ～.

97%匿ムクノキ

2.80%■クロガネモチ 2.78
%申ウワミズサクラ



62 近田文弘 他

毎木調査の結果は以下の通りである.調査区における樹木の本数は55本である.各樹木の樹冠の

広がりが小さく,樹冠の分布は疎らである (図12).各樹木の本数比率を見ると,クヌギが 14本で

最も多く,約4分の 1を占め,クロマツとクロガネモチをのぞいて,ほとんどの樹木もクヌギと同じ

落葉広葉樹である (表T2,図 13).樹種別の胸高断面積比率の観点から,クヌギとコナラがより大き

な比率を占めるが,全体として,樹種別本数比率と同様である (図 14).胸高別頻度分布を見ると,

胸高直径 15｡mから75cmまでの樹木が生育しているが,胸高直径 55cmまでの間に集中している･

そして,胸高直径30cmから40cmの樹木が大部分を占める (図8).

林床には,クマザサとオカメザサが密生する部分とこれらの分布が疎らで,ヤブラン,セントウソ

ウ,ハエドクソウ,ジロボウエンゴサク,ヤブランなどの植物が生育する部分がある｡また,調査区

に近接して,ヤマユリ,リュウノウギク等の植物が植栽されている.相対照度の冬の値は,約40%

の値を示した (図9).初夏の相対照度は約3%であった.盛夏の相対照度は約20%である (図9)･

図15.A調査区有効土壌の等深線 (単位 :cm).A調査区

B
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林内蒸発量は,1998年6月から1999年 12月までの推移を最寄りの気象庁の測定結果と比較する

と,気象庁の測定値より極端に低い値を示す (図10).

2. 土 壌

(1)A調査区の土壌

有効土層の深さの測定結果は,各調査区毎の土壌の等深線図 (図 15)として示 した.有効土層深

は,樹木が根を張ることができる土壌の深さであるが,小丘の部分がより有効土層の深さが大きい傾

表3. 現場透水試験結果

地表面からの深さ 透水時間 最終減水能

(cm) (min) (mI〟hr)

20 2.54 2,362.2

40 5.77 1,039.9
60 11.49 522.1

20 3.11 1,929.3
40 18.46 325.0

60 16.50 363.2
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向がある.有効土層の深さは最大1mである.

土壌の透水性は,透水試験の結果から,地表から地下へ向かって,減水レートが低 くなるが,40

｡mまでは,1000mm/hr以上の高い値を示す (表3).最終減水能は,透水試験で以下のように定義さ

れる.最初は勢い良く多量に地下に浸透した水の量が,時間の推移と共に徐々に少なくなり,やがて

一定になるが,一定になった浸透水の量を 最終減水能という.

浸透能は,地表面から侵入する水の単位時間当りのレートを示すが,浸透試験の測定結果 (図17)

から導き出した単位時間内に浸透する水の量が一定の値をしめす最終浸透能で示すと,164･6mm/hr

となる.

(2)B調査区の土壌

有効土層深の測定結果は,土壌の等深線図 (図16)として示した.有効土壌藻は,現在の地形と

の関係は無い.土壌の深さは20-40cmの部分が広い面積を占めていて,60-70cmの部分は少ない･

土壌の透水性は,透水試験の結果から,地表面に近いところでは,2,000ccに近い高い値であるが,

地下40cmより下では,地表近くの3分の 1に低下する (表3).

浸透能は,浸透試験の測定結果から導き出した最終浸透能で示すと,287.8mm/hrとなる (表3;

図18).
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3. 気 象

観測した気温,雨量,湿度,気圧について,1997年から1999年までの3ヶ年の測定結果を,月別

の平均にまとめ,最寄りの気象庁のデータと比較した (図19,20,21,22).吹上御苑の月別気温は

1998年の8月を除いていずれも気象庁より低い値を示す.その差は1-3℃で,1999年の5月と8月

では,3℃の差が認められた.冬の気温も気象庁より低いが,その差は夏に比べて小さく1℃程度で,

零度以下になることはない.

吹上御苑の月別雨量は,1997年と1998年の測定値は気象庁とは桟同じであるが,少し異なった値

を示す月もある.また,1999年の6月では大きく値が異なる.気象観測装置に異常が発生した可能

性があり,7月以後は観測データが得られなかった.

吹上御苑の月別湿度は,測定された3ヶ年ともに気象庁の観測値より高い億をしめす.その差は

10-20%におよぶ.1999年5月と6月は約20%の差であった.吹上御苑の夏の湿度は極めて高く,

90%近い値を示した.

気圧は,気象庁とほぼ同様であるが,1997年の夏期にやや高く,1998年と1999年の春期にやや低

い値を示した.

考 察

1. 植 生

A調査区は,小さな丘と谷が連なる地形をしている.標高は8.0mから12.5mである.B調査区

は,東端に少し標高の低い2個所の場所があるが,全体的には平坦な場所である.標高は約16.5m

で,A調査区より少し高い.A調査区の各樹木の樹冠の広がりは大きく,調査区の大部分が樹冠で覆

われている.また,樹冠が相互に重なり合う.このような樹冠の様子は成熟した自然林の特徴と同じ

である (近田,1981).これに対し,B調査区では,樹冠の広がりが小さく樹冠と樹冠の間には空間

が多い.各樹木の本数比率は,A調査区では,モチノキが15本で約4分の1を占め,その他の樹木

を加えると,90%以上を常緑広葉樹が占める.従って,A調査区の植生は常緑広葉樹林と呼ぶことが

出来る.混生する落葉広葉樹であるイイギリ,ムクノキ,エノキのいずれも高木層を形成する樹木で

ある.モチノキ,スダシィ,タブノキ,サンゴジュ,クロガネモチ,シロダモ,ネズミモチ,マテバ

シィ,ヤブニッケイは関東地方の低山に分布する樹木であるが,庭園に植栽されることも多い.調査

区の樹木は植栽されたものが多いと推察される.これらの樹木は,いずれも樹齢が高く,また庭園と

して刈り込みなどの手入れがなされていない.したがって,A調査区の植生は自然林に似た構造をし

た常緑広葉樹林で,高木層を形成する常緑広葉樹は樹齢が高いものと言える.生育する植物の種構成

や,標高が低いことからすると,A調査区の植生は,同じ都内にある浜離宮のイノデ ･タブノキ群集

(宮脇,1986)に似ている.

A調査区を含む樹林には,しばしば巨木が台風時の強風で倒木となったり,枯死したりして,その

樹冠が占めていた樹冠層にギャップ (欠所)が生じることが観察された.1999年春にも,スタシイ

の巨木が根返りを起こして,直径 10m近い円形のギャップが生じた.このギャップには,強い太陽

の光がさし込み,それまで草本や樹木の実生が生育できないくらい暗い林床の環境が大きく変化する

(田川,1979).No.43,No.44,No.59のイイギリはこのようなギャップに生じ急速に生長してそ

れぞれ胸高直径 49cm,55cm,51cmになったものと考えられる (図5)･これらの樹木は1980年当

時の胸高直径は,それぞれ,30cm,38cm,27cmであった (宮内庁,1980)から,その後の20年間

で大きく成長したものといえる.

これに対し,B調査区では,クヌギが最も多く,クロマツとクロガネモチをのぞいて,ほとんどの

樹木がクヌギと同じ落葉広葉樹である.生育する樹木は大部分が,日本式庭園の植栽木として植栽さ

れたものと考えられ,樹種が多く,イロハモミジ,ヤマザクラ,ウワミズザタラ,アキグミ,エノキ,
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オオモミジ,ケンポナシ,コナラ,マユミ,イタヤカエデ,ウメ,オオバアサガラ,カシワ,ハナノ

キ,ミズキ,ムクノキがある.林床は,オカメザサとクマザサにおおわれるが,このササ類は庭園課

によって時々刈り取られており,林床のセントウソウ,ジロボウエンゴサク,ヤブランなどの植物の

保護が計られている.また,ヤマユリ,リュウノウギク等の植物が植栽されている.B調査区の植生

は,人工的な落葉広葉樹林で,定常的に手入れが行われている植生である.

樹種別の胸高断面積比率の観点から,A,B調査区を比較すると,A調査区では,モチノキは別と

して,スダジィ,タブノキ,マテバシイの常緑広葉樹と,イチョウ,イイギリ,ムクノキ,エノキ等

の落葉広葉樹がほぼ同じ比率を占める.これらの落葉広葉樹はいずれも巨木ぞろいで,胸高断面積の

比率は本数比率より大きい.イイギリ,ムクノキ,エノキが樹冠も大きく樹勢が盛んであるB調査区

では,クヌギとコナラがより大きな比率を占めるが,全体として,樹種別本数比率と同様である.

A調査区では,連続的に太さの異なる樹木が生育しており,40---15cmの値をしめす樹木が最も本

数が多く,巨木も多い.カラスザンショウの巨木の樹齢は65年であった.A調査区では,樹木に対

して,日本庭園で通常行見られる樹形を整える刈り込みは行われておらず,樹木は自然に近い状態で

生育する.

B調査区では,胸高直径が30cmから40cmの樹木が大部分を占める.これらの樹木は,人工的

に植栽されたものである.B調査区は,かつて日本庭園として整備され,明治時代には庭園として一

般に解放されていたとのことである (生物学御研究所,1989).自然の植物を愛された昭和天皇がな

るべく自然のままに,と仰せられたので,庭園としての樹木の勢定は控えられているが,林床のササ

類の刈り払いが行われている.

相対照度は,一般に夏の落葉広葉樹林では10%内外を示し,照葉樹林では,5%位である.相対照

度が5%以下になると,林床の草本植生は少なくなる.富士山のスギの人工林では,相対照度が3%

以下では,下草はまったく消失する (伊藤 ･近田,1986).各調査区で冬の相対照度を比較すると,

A調査区が最も値が小さく約4%であり,B調査区では,約40%の値を示した.冬の相対照度は,人

の目で感じるより低い値を示すように思われる.たとえば,B調査区は,ほとんどの樹冠層の樹木が

落葉しているから,相対照度は100%に近い値を示しても良いように思われる.しかし,実際には太

陽の位置が低いので,調査区への陽光は調査区の周辺の樹高の高い常緑の樹木や森の陰になることが

多く,調査区に到達する陽光は意外に弱い.初夏の相対照度は各調査区共に値が低く,A調査区では

1%に満たず,B調査区では約3%であった.初夏は,樹木の葉が最も旺盛に茂る時期で,林内は年
間を通して最も暗くなる.この時期A調査区の林内は人の目では,昼なお暗いと表現するのにふさわ

しいと思われる位である.A調査区の暗い林床の部分では,草本植物は見られないが,低木としての

アオキとシュロが生育する.B調査区では,ササ類を主とする豊富な量の林床の植生がある.盛夏の

相対照度はA調査区の値は同様で相変わらず林内は暗いが,B調査区では,20%を前後する値となっ

た.相対照度を測定した8月31日は,夏も終わりに近いが,この頃には,落葉樹の葉は早くも衰え

始める.この結果が相対照度に反映されているのであろう.初夏と夏の各試験区の相対照度の値も,

他の場所の広くひらけた里山の二次林と比較して,低いように思われる.これは,冬の場合と同様に

各調査区が樹高の大きい樹木が茂る森に囲まれたり,またその一部を占めているからと考えられる.

吹上御苑の森の中は概して暗いと言えそうである.

林内蒸発量はどの調査区も気象庁の測定値より極端に低い.とくに,夏期の差が大きい.吹上御苑

は,空中湿度が常に飽和またはそれに近い状態であるといえる.吹上御苑は深い森林で覆われており,

森林の樹木の樹冠から盛んに蒸発散が行われているに違いないが,それでもなお林内は過湿となって

いる.
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2. 土 壌

有効土層珠が大きいほど,森林植生にとって好ましい土壌条件を備えた土地であると考えられる.

有効土層床は,土壌の硬度に支配される (日本緑化工学会,1990).土壌硬度によって測定された有

効土層味の測定結果は,各調査区毎の等深線図として示した.有効土壌の深さは,各調査区共に,現

在の地形との関係は無いようである.しかし,A調査区では,小丘の部分がより有効土層の深さが大
きい傾向があるように認められる.A調査区の小丘は,本来盛り土であり,そこに長年月に渡って樹

木が生育する一万,人の踏圧を受けなかったためと思われ,有効土層の深さは最大 1mある.これ

に対して,B調査区は全体的に小さい値を示す.B調査区は日本庭園として人の入り込みによる影響

が大きいことを反映していると思われる.筆者等により東京以外の森林域で ｢長谷川式土壌貫入計｣

により測定された有効土層床の判断基準 (4表)と吹上御苑の各調査区の測定結果を比べると,B調

査区は有効土層深の浅い人工林と同程度の値を示すのに対して,A調査区は,有効土層の最も厚い自
然林をしのぐ値を持つ.一般に,有効土層の深さが90cm以上の場合,深根性高木の生育が良好とさ

れている.土壌硬度の観点からは,A調査区方が,B調査区に比較して樹木の生育にとって,はるか

に好適な条件を持つといえる.

5表に長谷川式簡易硯場透水試験の判断基準を示す.透水試験の結果から,A調査区では,地表か

ら地下へ向かって最終減水能の億は低 くなるが,40cmまでは,1,000以上の高い値を示す.B調査

区では,地表面にちかいところでは,2,000に近い高い値であるが,地下40cm より下では,地表近

くの3分の1に低下する.これらの値は,いずれも植栽基盤としての判定から,良好と判断される.

特に,A 調査区では,大きな値で,樹木の生育に申し分ないといえる.実際に A 調査区を歩くと

靴が地中に半分も埋まる程,ふかふかした土壌である.B調査区で40cm以下に透水性が低下するこ

とは,有効土層味と同様で,日本庭園として踏圧による人為の力で土壌が影響を受けたものと考えら

れる.

表4. 長谷川式土壌貫入計の判断基準値 (関東ロームなど)

測定地 測定対象森林
有効土壌探

(cm)

(福島県)
阿武隈川上流域l)

人工林 (スギ･ヒノキ) 58.2

自然林 (クヌギ･コナラ) 78.1

(神奈川県)
丹沢山地2)

人工林 (スギ･ヒノキ) 38.0

自然林 (クヌギ･コナラ) 28.0

嶺岡層群 人工林 (スギ) 35.0

関亜層群 人工林 (スギ) 20.0

(千葉県)3) 秋元亜層群 人工林 (スギ) 15.0

鶴舞亜層群 人工林 (スギ･ヒノキ) 18.0

成田層群 人工林 (スギ･ヒノキ) 47.0

1),2),3)の測定値は､西川等の測定による
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表5. 長谷川式簡易現場透水試験の判断基準

最終減水能 減水速度換算

(mm仙r) (cm/sec)
植栽基盤としての判定 障害等

10以下 2.8×10J4以下 不良 湿け枯れを起こす

10-30 2.8×10~4-8.38×10~4 やや不良 枝枯れ等の湿害が生じる

30-100 2.8×10~4-8.38×10~3 可

100より大 2.8×10~5以上 良好
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浸透能は,土地に浸透し得る雨水の最大強度をいい,それぞれの土地は,おおむね一定の浸透能を

有することが知られている.一定区画内に一定降雨強度で降雨が続いた時,一般には;当初の浸透強

度が大きいが,短時間に急激に低減し,以後緩やかな低下となり,おおむね一定値に近づく (村井,

1991).

各調査区の浸透試験の測定結果から導き出した最終浸透能で比較すると,A調査区は164.6mmノhr,

B調査区は287.8mm仙rとなる.A調査区は伐採跡地の平均値に匹敵するもので,やや低い値といえ
るが,B調査区は最も浸透性の高い広葉樹林に匹敵する.従って,概ね高い浸透能を吹上御苑の土壌

は保持しているといえよう.

浸透能が降雨の初期に高く,時間の経過と共に減衰する消耗現象に特有な傾向を示すことは,図

17,18によっても明らかである.これを積算借∈Tで示すと,aTbという指数曲線式で表現される.

これらの結果は,bの数値が大きいほど,時間とともに浸透レートが減衰しない傾向を示す.浸透レー

トが降雨の時間の経過によって低減する原因は,土壌構造の破壊や孔隙への微粒子の侵入による表土

の目づまりが主なものである.この値が低いほど受食性が高い,つまり,土壌が侵食され易いといえ,

bの数値が指標となる.A調査区におけるbの値は0.654とやや低いが,B調査区では0.783の値で

かなり高い.最も浸透能が高く,浸透性が長時間持続する優良な森林土壌では,この値が限りなく

1.0に接近する.このことを考えると,吹上御苑の土壌の浸透能の持続性はそれほど高いレベルにあ

るとはいい難い.土壌受食性の観点から評価すると,bの数値が0.5一刀.4であり,とくに危険な状態

は示していないが,中庸度の物理性を保持しているものと判断される (村井,1990).吹上御苑の場

令,浸透能は比較的高い状態で維持されており,将来とも林地の異常な踏圧などは考えられないので,

現段階では積極的にグレードアップするような方策は不要と考えられる.

3. 気 象

気象庁は皇居と濠を隔てた位置にあり,そこでの観測データが従来皇居の気象を理解する資料とし

て使われた.生物学御研究所編 ｢皇居の植物｣(1989)では,このような立場から 皇居の気象が,

1951年から1980年の気象庁の資料を基に,以下のように記述されている.夏は暑く,最高気温が25

℃を超える日が 100日以上あり,30℃を超える真夏日も45日に達する.秋は長雨の後,10月には気

温が急速に下がり,12月には最低気温が0℃以下の日が出はじめ,結氷する日が現れる.
今回の観測によって,吹上御所の気象が,気象庁を含む皇居の外と,少なくとも3点で異なる結果

が得られた.それらは,気温が2-3℃程度低いこと,湿度が約 10%高いこと,気圧が低かったり高

かったりすること,である.これらの気象上の相違点は,わずか3年間の気象観測の結果であり,さ

らに長期間の観測が必要である.1999年の夏のデータを見ると,雨量にも差があるが,この時は雨

量計が不調であったのでこのデータは除外して考える.これらの気象上の,いわば,"特性"の中で
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もとりわけ湿度と気温が吹上御苑の植生に大きな影響を与えていると考えられる.気温は外部より低

いが,冬期でも0℃以下には下がらず,5℃以上である.冬期の気温が高いことがシュロやアオキの

旺盛な生育を可能にしていると考えられる.

湿度は,年間を通して同じ位の値の差で外部より高いが,特に植物が旺盛に生活する4-6月で,

90%もあり,この状態は8月いっぱい続く.雨量は,1997年の4-7月には,月平均 170mm,1998

年の4-7月には,月平均 150mmであり,1999年の7月には350mmを示した.雨量は多いと言え

る.この期間,気温は外部より2-3℃低いが,植物の生育にとっては,むしろ十分な高温多湿の環

境条件が与えられていると考えられる.サクラ園を中心とするクマザサを被圧して生育するヤブミョ

ウガの群落,同様に生育するカラムシ,カラスウリの群落がある.これらの植物は,湿度の高い所に

群生する性質がある植物である.果樹園の春先のフキ群落,夏のクズ群落も同様であろう.ジヤノヒ

ゲ,シャガ,ヤエムグラ,ヤマネコノメソウ,ドクダミの旺盛な繁茂もこれと関係するように思われ

る.さらに,腐生植物であるタシロランが,地表すれすれの浅い腐植の中で,根茎を発達させ群落を

形成出来るのは,この高温多湿の環境条件によるものであろう.A,B各調査区内の蒸発量の値が気

象庁の測定値と比べて,極端に小さいことは,高い空中湿度が維持されていることを示す.高温多湿

に加えて,高木の樹冠による太陽光の遮断が植生に影響していると推量される.A調査区をはじめ,

常緑広葉樹の多い林分の林床には,アオキが密生する大群落を形成している.これらのアオキは,比

較的樹齢の若い個体が多く,古木は見られないが 年々群落を拡大しているようである.この種は耐

陰性にすぐれ高温多湿を好むので,吹上御苑の環境に良く適応しているのであろう.アオキと同じ性

質を持つシュロが個体数を増大させているのも同じ理由によると思われる.

ま と め

1. 全体的特徴

調査区の植生と環境の全体的特徴は,植生が森林植生の特徴を示し,高木が生育して樹冠をひろげ

ていることである.このため,草本植物が生育する地上 1m位は太陽の光が弱い.空中湿度が皇居

の外部と比較して平均で約 10%高く,夏期は90%にもなる.また,地面が湿っている.このため,

湿った半日陰を好む草本植物がよく繁茂する.気温が皇居の外部と比較して1-3℃低く,夏期でも

外部より低い.

2. A調査区

植生は,樹種別本数比率からすれば,90%を常緑広葉樹が占める常緑広葉樹林である.生育する樹

木の樹冠が相互に重なり,胸高直径が連続的な億を示して分布し,巨木が多いので,自然林的な常緑

広葉樹林といえる.樹木は起伏の多い立地に生育しているが,林地の土壌は,有効土層深が 1m近

くもあり,透水性にすぐれているので,樹木の生育に好適な環境といえる.林内は非常に暗く相対照

度は夏期でわずか0.6%を示すのみで,アオキやシュロが生育している.この両種は,相対照度が 1

%位でも生育ができる耐陰性の強い植物であるが,A調査区のような環境に増加しつつある.両種と
もに,零下にならない冬の暖かさが生育の条件であり,吹上御苑はその環境を持っている.

樹木の生育環境として良好であるが,太陽の光が不足し,空気の湿度が非常に高いので,多湿な日

陰を好む植物の植栽には適するが,強い陽光と乾燥を好む植物は適さない.

3. B調査区

クヌギの多い落葉広葉樹林である.かつては,日本式庭園であった.現在は不定期に笹や樹木など

の下刈が不定期に行われている.

林床の土壌が硬く,林内は一般的な落葉広葉樹林に比較して暗い.また,空中の湿度は高い.樹木
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の生育環境として,土壌が硬いのでA調査区よりやや劣る.A調査区より太陽の光に恵まれるが十分

ではなく,強い陽光と乾燥を好む植物は適さない.空気の湿度が非常に高いので,笹類やいわゆる雑

草が繁茂Lやすいため,下草刈りの管理が大切である.

Summary

ForestvegetationortheFukiageGardensintheImperialPalaceiscomposedortwomaintypes;one

ischaracterizedbydenseevergreenbroadleavedtreesandtheotherbydeciduousbroadleavedones.Two

quadratsof50mx50mweresettoinvestigatetheforestvegetationindetail.Onequadratnamed(A)

wassetinthefTorestofthefわrmertypeandtheotherquadratnamed(B)wassetinthelatter.Inaddition

tothevegetation,edapbicconditions(dephsorsoil,infiltrationcapacityetc.)wereexaminedandmete-

orologicalobservationsweremade.Theresultsare:1)Forestin(A)Showssimilarcharacteristicswith

naturalevergreenbroadleavedfわrestinspeciescomposition,compactdistributionorcanopleS,grOWlng

ofoldagedtreeswiththicktrunks,etc.TreessuchasQuercusacuta,Castanopsiscuspidata,Ilexintegra

andMachilusthunbergiiareoldwiththicktrunk,about50-90cminDBH.Insideofthefbrestisdark

withplantsgrowlnglnpooflightconditionssuchasAucubajaponica,ncuserectaandTrachycarpus

jTortunei.2)Theforerstin(B)showsthatmosttreesofQuercusacutissima,PrunusjamasakuraandPrunus

verecundaareplantedandaremoderateinsizewith30--40cminDBH.DenseSasaveitchiicommunlty

hadoftenmowedtomaintaintheundergrowths･Soilin(B)wasmorehardthanthatin(A).3)Theme-

teorologicalconditionsarecharacterizedbyhighairhumidityandlowerairtemperatureduringsummer

Seasons.
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皇居吹上御苑の森林植生の更新
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は じ め に

植生は時間と共に変化する (山中,1979).その動態を把捉することは,植生の維持,管理に必要

な基礎的知見を与える.吹上御苑では,クマザサ,オカメザサ,カンチク,アオキ,シュロ等が旺盛

に生育しており,これらの植物群落が繁茂して極く短時間でその他の植物の生育に影響を与えている

ことが観察された.そこで,これらの植物に注目しながら,植生の動態を調査する目的で行った刈り

取りによる植生の更新と,林間に最近出来たギャップ (谷本,1990)における植生の更新を調査した

ので報告する.

調査内容と方法

1,刈り取りによる植生の更新

刈り取り実験のため,コドラ-ト調査区 (30mX30m)を設定した (図 1).予備的な調査として

立木の位置,樹種を調べ,幹の胸高直径 (DBH)を測定した.DBHは5cm以上の樹木を対象とし

た.

1998年3月に調査区の林床のクマザサを全面的に刈り取り,ミズキの高木と亜高木および低木と

して生育する常緑広葉樹を伐採した.

同年,コドラ-ト調査区内に再生してきたクマザサを5個所にわたって,5mX5mの範囲で新た

に刈り取り,実験区1,2,3,4,5とした (図2).刈り取りは5月26日と6月4日に行った (表2).

実験区3はクマザサを刈りとった後,表土を裏返しにした.また,調査区外に,5mX5mの実験区6

を設定した.実験区6では,1998年3月に生えている全てのアオキを根から引き抜いた.これらの実

験区の植生の変化を,1998年の6月4日から1999年の 12月17日にかけ10回にわたり観察した (秦

2).

コドラ-ト調査区全体を対象に生育する植物の様子を記録するため,1998年5月26日に実生の種

類と個体数を,11月12日に林床植物の種類と個体数を調査した.

*305-0005つくば市天久保4-ト1 国立科学博物館 植物研究部

DepartmentorBotany,NationalScienceMu･seum,Tokyo
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図 1. コドラ-ト調査区,実験区6,7,
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2.ギャップにおける更新調査

実験区を2ヶ所 (図 1実験区7,8)設置した.実験区7は5mX5m とし,乾内門の南のカラス

ザンショウの大木を除去した後に生じたギャップに設置した.実験区8は2.5mX2.5m とし,クヌ

ギ林の東南のイイギリを伐採 して出来たギャップに設置した.調査は 1997年 10月24日および 1999

年7月5日に行った.

植生更新調査の結果

1. 刈 り取りによる実験区

毎木調査 :1998年の春の伐採で残された33本の樹木は,亜高木のアカガシ1本を除いてすべてヤ

マザクラなどの落葉広葉樹である.樹木の多くは胸高直径 20cm-50cmである (表 1).1997年当時,

コドラ-ト調査区の林床の内,吹上御所寄りの約半分に当たる部分には,クマザサが優占し,吹上西

通り寄りの約半分には亜高木層に樹高 5-8mのアカガシ,ヤブツバキ,シラカシの常緑広葉樹が生

育し,さらに樹高 1-2mのアオキが生育して林床の植物は少なく,常緑広葉樹の落葉が林床を覆っ

ていた.

刈 り取りによる植生の更新 :結果を表2にまとめた.刈 り取 り前にクマザサが密生していた実験区

1から4では,1998年と1999年の夏から秋にかけて,高さ80-120cmのヤブミヨウガを主とし,カ

ラムシが多く混生する薮に覆われた.1999年の冬には,密生の状態が中程度の高さ50cmのクマザサ

の薮となった (図3-1,2,3,4;図4-I,2,3,4).表土を裏返 しにした実験区3は,1998年の6

月 15日には,ヘビイチゴやハナタデの実生が見られたが,その後はヤブミヨウガの薮となって,実

験区 1,2,4と同様の植物の生育状態となった (図475,6,7,8).

刈･り取 り前にクマザサが見られなかった実験区5では,1998年 6月 15日にエノキ,ムクノキ,カ

ラスザンショウの実生が見られたが,9月4日には,カラムシの薮となった.しかし,少数のカラス

ザンショウの実生の生育が観察された.1999年 3月2日には,高さ50cmのクマザサが疎らに生育し

ていた.1999年の夏には,再びカラムシの密生する薮に覆われ,冬には,3月2日と同様なクマザサ

が疎生する様子が見られた.

実験区6では,刈 り取 り前にはアオキが24株密生して生育し,シュロが2株あった (表2).1998

年3月に,これらの樹木をすべて除去した (図5-3).1998年5月26日には,コブシ,カラスザンショ

ウ等の実生が数多く見られた (表2)が,これらは同年夏から秋にかけて高さ50cmの密生するヤブ

ミョウガの薮に覆われて,消滅した.1999年秋では,20cm以上に生育した実生はまだ見られず,同

実験区には高さ50cmの密生するヤブミョウガと散生するカラスザンショウの幼木が見られた (表2,

図5-4).

調査区全体を対象とした樹木の実生を含む下層植生の種類と数を調査した結果は以下のようである.

実生は刈 り取 り前にクマザサが生育していなかった吹上西通り寄 りにに多く (数十個体)発生した.

樹種は,エノキ,ムクノキ,カラスザンショウ, トウカエデ,イイギリ,クマノミズキ,アオキの7

表 1. コドラ-ト調査区高木樹木

種 標本番号

ヤマグワ Morusbombycis Konta19583

ヤマザクラ Prunusjamasakura Konta18961,18960,18966,18963,
18968,18962

サトザクラ Prunuslannesianacv. Konta18953,18957

カスミザタラ Prunusverecunda Konta18973,18967
*リ Pawlouniatomentosa Kontaetal.C-18



表2. 刈り取り実験とその結果

クマザサ クマザサ刈 クマザサ再 クマザサ刈密生, 塾 生はじめ, 敬80cm

疎生,50cm クマザサ再 ヤブミョウ ヤブミョウ ヤブミョウ クマザサ クマザ

サ ヤプミョウ クマザサ クマザサ生はじめ, ガ,カラム ガ,カラム ガ,カラム 中

,30cm 中,30cm ガ ヤブミョウ 中,50cm疎 シ密, シ密, シ密, クマザサ密, ガ密,

80cm 80cm 80cm 80cm

80cmクマザサ クマザサ刈 クマザサ再密生, 畢 生はじめ,80cm 疎生,

50cm クマザサ刈 クマザサ再 ヤプミョウ ヤブミヨウ ヤブミヨウ クマザサ クマザ

サ ヤプミヨウ ヤブミョウ クマザサ堅 生はじめ, ガ密, ガ乳 ガ密, *,30cm 中,30cm ガ
密, ガ 中,50cm疎 80cm 80cm 80cm 80cm カラムシ密,

80cmクマザサ クマザサ刈 クマザサ再

クマザサ刈 下草なし ヘビイチゴ ヤブミョウ ヤブミョウ ヤブミョウ密生, 畢 生はじめ, 取
ハナタデ ガ密, ガ乳 ガ乳80cm 疎生, 表土返し 80cm 80cm 80cm

50cm ヤブミヨウ ヤブミ

ョウ クマザサ疎,ガ ガ

30cmカラムシ密, カラムシ密,12

0cm 120cmクマザサ

クマザサ刈 クマザサ再4 密生,

畢 生はじめ,80cm 疎,50cm クマザサ刈 刈取後変化 クマ
ザサ再 クマザサ再堅 なし 生はじめ, 生乳

50cm 50cm ヤブミョウ ヤ

プミョウ クマザサ密,

ガ密, ガ密, 60cm

60cm 60cm樹木多し, クマザサ刈

下草なし下草なし 取 地表に落葉

樹木伐採 エノキ,ム カラムシ観 カラムシ怒ク,カラス 40

cm 40cm

ザンショウ実生 クマザ

サ疎, カラムシ密, カラ

ムシ亀 クマザサ疎,50cm 60cm 6

0cm 50cmアオ

キ24株密生 アオキ,シュ コブシ,カ口板より抜

ラスザンシヨ去 り実生多数 ヤブミョウ ヤプミョウ ヤブミョウ

ガ密, ガ密,

ガ密,50cm 50cm 50

cm ヤプミョウ ヤブミョウ クマザサ晩ガ ガ 20cmカラスザン カラスザンショウ疎, ショウ疎,50cm 50cm注) 数字は草丈の下線を引いた文言は実験の処理,下線のない文言は

,植生の様子を示す (優先的に生育する植物の密生状態を,疎,中,密で表示した｡それぞれの様子は国中の写真を参乳 植物名は生育数の多い方から順に示されている)0学名は以下 :クマザサSasaveitchL'i,ヤブミョウガPolliajaponica,カラムシBoehmeriamj'ononivea,ヘビイチゴDuchesneachrysantha,/､ナタ
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表3. 実験区6の刈り取り前の植物生育状況 (1997年)

77

アオキAucubajaponica 5 3 4

3 1 24シュロTr

achycarpumfoylunei 5 3

4 4 1 26表4. 実験区6で記録された実生 (1998.5.26)

コブシMagunoliakobus 4-10 1952

4,19528 双葉,本葉2-4カラスザンショウ

Fagalaailanthoides 4-7
19522 ',, /,I-2

トウカエデAcerburgerianum 6_7

19517 *#4-6ツタParthenocissustricuspidata 4
-8 19519,19532

双葉,本葉 1-2イイギリLdesiapolycarpa 4.5-5 19

520ミズキCornuscontroversa 6 19518 双葉,本

葉2*採集者は近田文弘表5. コドラ-ト調査区で発生した実生 (1998.

5.26)エノキCeliissinensisムクノ

キAphanantheasperaカラスサンショウFagalaaitanthoid

esトウカエデAcerbuerqeria

numイイギリIdesiapolycar
paミズキCornuscontroversa

7**Aucubajaponica 本クク6本クク

l

l

1
5

,

,

.

讐

ケ
梢

讐

クHMM5-7り7M一一一一一一 葉2-5

19521,195332-31-2 19531195
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表6.C試験区の林床植物 (調査日1998.ll.12)

種名 形状 辛号香本棟

イヌワラビAthyriumnlPonicum
ミドリヒメワラビThelypterisviridlfrons
アカガシQuercusacuia

ムクノキAphanantheaspera
i/*Celtissinensis

ヤマグワMorusbombycis
イヌビワFicuserecta

カラムシBoehmerianlPononivea
アオミズpileamongolica
ミズヒキAntenoronjillforme

ハナタデPersicariayokusaiana

ツル ドクダミPleuropterusmultlj7orus

ヨウシュヤマゴボウPhytolaccaamericana

ウシハコベMyosotonaquaticum

イノコズチAchyranthesjaponica
コブシMagnoliakobus

サネカゾラKadsurajaponica
サネカヅラKadsurajaponica
ヒイラギナンテンMahoniajaponica
アケビAkebiajaponica

アケビAkebiajaponica

ヤブツバキCamelliajaponica
クサノオChelidoniummajusvar.asiaticum
ムラサキケマンCorydalisincisa

タケニグサMacleayacordata
ヘビイチゴDuchesneachrysantha

モリイバラRosajasminoides
クサイチゴRubushirsutus

エンジュSophorajaponica

カラスザンショウFagalaailanthoides

トウカエデAcerbuergerianum
ヤブカラシCayratiajaponica
ツタParthenocissustricuspidata
フヨウHibiscusmutabilis

イイギリLdesiapolycarpa
ケマルバスミレViolakeisukei
カラスウリTrichosanthescucumeroides

ヤツデFatsiajaponica

7**Aucubajaponica
ミズキCornuscontroversa
セントウソウChamaeledecumbens

ノチ ドメHydrocotylemaritima
トウネズミモチLigustrumlucidum

へクソカズラPaederiascandens

ムラサキシキブCallicarpajaponica

キランソウAjugadecumbens

トウバナClinopodiumgracile

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本
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テリミノイヌホウズキSolanumnodljlorum 草本

ベニバナポロギクCrassocephalumcrepidioides草本

ハルジョオンErigeronphiladelphicus

オニタビラコYoungiajaponica

ワスレグサ属の1種Hemerocallissp.

ヤブランLiriopeplatJPhylla

ジヤノヒゲOphiopogonjaponicus
キチジョウソウReineckeacarnea

オモトRohdeajaponica

ヤブミョウガPolliajaponica

ヤブミヨウガPolliajaponica

ヒガンバナLycorisraddiata
オニドコロDioscoreatokoro

チヂミザサOplismenusundulatlfolius
クマザサSasaveitchii

シュロTrachycarpumfortunei
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*採集者は近田文弘

表7. 実験区7の実生の生育状況 (1997年,1999年調査)

計

ヤブニッケイ

CinnamomumJaPOnicum
83･0* 6･0 1･0 3･0 4･0 0･3 0･0 0･0 0･0 97･3

イイギリ

Idesiapolycarpa
36･0 0･0 0･0 0･0 0･3 0･0 0･0 0･0 0･0 36･3

カラスザンショウ

Fagalaailauthoides
33･0 0･0 0･0 0･0 0･0 0･6 0･5 0･1 0･3 33･15

アオキ

Aucubajaponica
10･0 1･0 0･0 0･0 0･1 0･5 0･0 0･0 0･1 1卜 7

シュロ

TrachycarpumjTortunei
0･0 0･0 0･0 2･0 3･0 0･4 0･0 0･0 0･0 5･4

その他 20･0 14･0 2･0 2･0 0･4 0･7 0･0 0･0 0･0 38･11

計 18 2 ･0 2 1 ･0 3･0 7 ･0 7 ･8 0･25 0 ･5 0･1 0 ･ 4 220 ･43

*) 二つ並んだ数字のうち,はじめの数字は1997年,後の数字は1999年調査の値を示す｡

種で,ほとんどの個体が双葉を持ち,本葉を数枚つけた実生で,高さは 10cm未満である (表5).

夏に向かって林床には,草本と木本を問わず多 くの植物種が多数生育するようになった.種数は

59で,個体数の多い植物は,ヤブミヨウガ,カラムシ,クマザサ,ヤブカラシ,カラスウリ,アオ

ミズである.これらの植物には自生する野生植物だけでなく,園芸植物や帰化植物もある.ヒイラギ
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表8. 実験区8の実生の生育状況 (1997年,1999年調査)

計

カラスザンショウ

Fagalaailanthoides
0･0* 6･0 9･0 9･0 10･5 0･6 0･1 0･4 0･0 34･12

イイギリ

Idesiapolycarpa
0･0 6･0 6･0 0･0 0･0 0･0 0･0 0･0 0･0 12･0

イヌビワ

Ficuserecta
0･0 5･0 3･0 0･0 0･3 0･4 0･0 0･0 0･0 8･7

アオキ

Aucubajaponica
0･0 2･0 2･0 2･0 6･5 0･6 0･1 0･0 0･0 12･12

シュロ

TrachycarpumjTortunei
0･0 1･0 0･0 1･0 0･0 0･0 0･0 0･0 0･0 2･0

その他 o･0 8･0 4･0 3･0 0･1 0･1 0･1 0･0 0･0 15･3

計 o･0 28･0 24･0 15･0 16･14 0･17 0･3 0･4 0･0 83･38

*) 二つ並んだ数字のうち,はじめの数字は1997年,後の数字は1999年調査の値を示す｡

ナンテン,フヨウは園芸植物で,ツルドクダミ,ヨウシュヤマゴボウ,テリミノイヌホウズキ,ベニ

バナポロギク,ハルジョオンは帰化植物である.また樹木の実生はアカガシ,アケビ,ヤブツバキ,

ヤツデ,アオキが記録され,ムクノキ,エノキ,ヤマグワ,イヌビワ,コブシ,モリイバラ,エンジュ,

カラスザンショウ,トウカエデ,フヨウ,イイギリ,ミズキ,トウネズミモチ,ムラサキシキブ,シュ

ロの幼木が記録された (表6).これらの実生や幼木はコドラ-ト調査区の内,常緑広葉樹が多く生

えていた吹上西通り寄りに多く記録された.

2. ギャップにおける実験区

調査区7:調査の結果を表7にまとめた.1997年の秋には,それまでに,すでに生育していたシュ

ロとアオキの実生に加えて,多くの実生が観察された.その総数は220であった.最も多い実生はヤ

ブニッケイで,97個体あり,イイギリの36個体,カラスザンショウの33個体がこれに続く.これら

の実生のほとんどは,苗高 10-19cmであった.アオキは16個体であるが,そのうち5個体は苗高

40cm以上あった.シュロは5個体あったが,すべて苗高40cm以上あった (表7).1999年の調査

では,新 しい実生は見られず,甫高50cm以上の実生が密生状態で生育していた (5図-1).その総
数は43個体であった.最も多い実生はカラスザンショウの 15個体で,苗高は1-3mであった.カ

ラスザンショウの生長は旺盛であった.ヤブニッケイとイイギリは共に3個体であった.一方,シュ

ロの個体数は5個体で変わらず,アオキも1997年の調査時の半数近い7個体であった (表7).

実験区8:実験区8には83個体の実生があり,カラスザンショウ,イイギリが多く,アオキも見

られた (表8).1999年秋には,これらの実生の数は20であった.1997年で34個体みられたカラス

ザンショウは12個体で,12個体のイイギリは消滅していた.しかし,アオキの数は変わらず 12個体

であった (表8;図5-2).
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83図5.実験区の様子.1.実験区7(1999年8月10日),2.実験区8(同8月10日),3,実験区6(1998
年5月26日),4.同 (1999年9月8日

). 考

察1.刈り取り

実験春に密生するクマザサを刈り取った後では,夏から秋にかけて,ヤブミョウガやカラムシの薮

に覆われて,樹木の実生が生育するためには,陽光が不足する状態となった.また,これら植物の薮

のために,クマザサが被圧されて,その再生が刈り取り後 2年目の冬季でも十分ではなかった･クマ

ザサを刈り取った後に表土を裏返したところでは,樹木の実生やクマザサ以外の植物の芽生えが生じた

が,やがてヤブミヨウガの薮に覆われて,これらの実生や芽生えは消滅した.コドラ-ト調査区はサ

クラ園に設定されたが,林内の湿度が高く (近田他,本報告),サクラの枝葉の影で林床はいくらか

陽光が弱い環境なので,ヤブミヨウガが優占する薮が生じそれが他の植物の生育を阻害したと推定され

る･春に広葉樹を伐採した跡地では,初夏に樹木の実生が見られたが,夏から秋にかけて,カラム

シの薮に覆われた.これらの実生の多くは消滅したが,生き残るものもあっ

た･コドラ-ト調査区全体を調べると,広葉樹の実生や,様々な草本類が59種記録された.これ

らの植物は以前に常緑広葉樹が茂っていた所に多く記録されたが,ヤブミョウガ,カラムシ,カラス

ザンショウ等の密な薮の部分でも記録された.密生するクマザサの群落が刈り取りによって撹乱され

たため,多様な植物の生育が可能になったものと考えられる.これらの植物に園芸植物や帰化植物が

含まれるが,これらの植物は植生が撹乱されたことを反映していると考えられ

る･アオキは吹上御苑の林床に旺盛に生育しているが,根から株を取り除けばすぐには再生してこ

ないようである
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2.ギャップ更新調査

調査区7では1997年と1999年の調査の間に,三つの点が注目された.第一に,1997年に数多く観

察されたヤブニッケイ,イイギリ,カラスザンショウの実生の数が激減したことである.これは,ギャッ

プの大きさが十分でない場合,実生は樹冠に到達せずに枯死する現象である (谷本,1990).1999年

に見られた10本のカラスザンショウは旺盛に生育している様子なので,この中から樹冠に到達でき

る個体が出るかどうかに興味が持たれる.第二には,アオキとシュロはイイギリ等に比べて生存率が

高いことである.第三には,新しい実生が見られないことである.1997年には,苗高20cm以下の実

生が実験区の大部分をしめていたが,1999年では,宙高は50cmくらいで,新しい実生は見られなかっ

た.

実験区8では,実験区7と同様な点が注目された.第一の点では,カラスザンショウとイイギリの

実生の数が減少した.第二の点では,イヌビワとアオキの生存率が高いことが示された.

以上から,今回調査されたギャップ更新では,陽樹であるカラスザンショウやイイギリは生長途中

で枯死し,陰樹であるアオキ,シュロ,イヌビワが生長を続けて行 くことが観察された.

Stm ary

EarlystagesorregenerationorthefわrestvegetationintheFukiageGardensortheImperialPalacewere

investigatedbyanexperimentinwhichSasave1'tchllwasmowedinaquadratof30x30mandregenera-

tionwasobservedundercanopygapsinthecanopy.Sasavf1'tchii'wasmowedinMarch,MayandJune

in1998.SeedlingsofmanyspeciessuchasGeltIkchlbeDSli,AphaDantheasper22,AucubHSJaPODka,

GomuscoDtTOVSI:Sihldesl'apolycaIPqAceI･blZelgerJbnLLmandZaDthoxJllLmallaDthoI'desappearedin

June.However,theywerenotvisibleuntilSeptemberbecausethegroundwascoveredwithdensecom一

munltyOfherbaceousplantssuchasPonlbaJaPODka,Boehme17'asp′Cata,and TT17'chosaDLhes

cucLtmerOl'des･Earlystagesofregenerationofthevegetationwereobservedunderthetwogapsformed

in1997.MostseedlingsofldeslbpolycazpHandZaDthoxJ4umadanthoJ'deswhichhadbeenobserved

underthegapsin1997disappearedin1999.SomeJuveniletreesofAucubajapomka,TmchycalPum

rolllLHeiandFl'cuscrecta,Whichhadbeenobservedin1997showedcontinulnggrowthin1999.Some

Juveniletreessuchas1%enodendTOnamllrSDSlk,GomuscoBtTO陀′:Sa,AphanaDtheaspez詔etC.Werenewly
observedin1999.

引 用 文 献
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人工衛星のデータを用いた皇居の植生解析

西川 肇*･近田文弘**･藤井寿生*･工藤勝輝*

HajimeNishikawa*,FumihiroKonta相,HisaoFujii*,andKatsuteruKudo*:VegetationAnalysis

ortheImperialPalaceUsingSatelliteData

は じ め に

皇居吹上御苑の維管束植物調査の一環として,皇居の植生を全体的に把捉すると共に,10年前と現

在の植生を比較するため,植生の生長活力および植生表面の熟環境を,人工衛星ランドサウトとイコ

ノスのデータによるリモートセンシングの手法 (丸安,1982;Colwell,1983;日本写真測量学会,

1986)を用いて調査,解析した.

調 査 方 法

本調査では,地球観測衛星ランドサット5号のTM データとイコノスのデジタルジオ画像データ

を用いた.人工衛星のデータを用いた植生の解析結果に対する検証として,皇居吹上御苑における植

生の分光反射特性を測定した.また,地上で植生を観察して解析結果を検証した.植生の分布および

生長活力は,ランドサットおよびイコノスデータのBand-3,Band-1の比率で表される比植生指標

(Band-I/Band-3)のシュードカラー処理による植生指標評価画像を用いて判読した.植生の熱環

境は,ランドサットTM/Band-6データのシュードカラー処理による熱画像から判読した.植生の

生長活力および植生の熱環境に関する経年変化は,1987年および1999年のランドサットTM データ

から得られた画像から判読した.

調 査 結 果

1.植生の分光反射特性

図1は,皇居吹上御苑における樹木8種の分光反射特性を測定した結果を示す.図から,各樹木の

分光反射率には差が認められ,各波長域に対応したランドサットTM データで表される分光反射特

性の数値解析によって,樹種や生長活力などの判読が可能であることを確認することが出来た.

2.植生の現況

図2は,2000年3月 10日におけるイコノスのデジタルジオ画像データによる,皇居の植生の分布

と生長活力を示す画像である.イコノスデータは,趣く最近になってその利用が可能になったもので,

従来日本で用いられて来たランドサットTM データが30mであるのに対して,1mの高い解像度を

持つ.そのため鮮明な画像が得られる.図2では,皇居前広場を除いて皇居の大部分は森林植生で覆

われており,その中心は吹上御苑を含む皇居の西側一帯であること,皇居の東側の本丸,二の丸,皇

居前広場を取り囲む石垣の上に森林植生が分布すること,が判読される.石垣の上の森林植生には赤

色の部分が多い.この部分は,タブノキやスダシイ等の常緑広葉樹の生長活力が高いことを示す.こ

れらの常緑広葉樹の葉は,3月でも光合成を行っていることが画像として示されている.なお,図2

* 日本大学 生産工学部

DepartmentorCivilEngineerlng,CollegeoHndustrialTechnology,NihonUniversity
**305-0005つくば市天久保4-1-1 国立科学博物館 植物研究部

Departmentorl】otany,NationalScienceMuseum,Tokyo
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人工衛星データによる皇居の植生の解析

劣 .一

･.｣ 康図2.皇居の植生の分布と生長活力. 87の画像は,皇居の周辺も鮮明に写し出されているが,航空機による空中写

真と異なって,画像の歪みがないことが特徴である.3.植生の経年変化図3,4は,ランドサットT

M データによる,1987年と1999年の間の植生の経年変化を示す画像である.いずれも夏期の植生の様子を示している.図3は,生長活力の変化を示しており,1999年で

は,吹上御苑の森林の生長活力が1987年より低いことが示されている.図4は,植生表面の熟環境

の経年変化を示すシュードカラー画像である.1999年では,吹上御苑の森林の表面の温度が198

7年より高いことが示されている.生長が盛んで十分に水分を含んだ葉が茂っている場合には,森林の表面温度は低い値を示す.従って,森林の表面温度の変化と生長活力の変化

は,森林の元気さが最近の10年間で失われたという同じ傾向を示して

いる.SummaryAnanalysisorvegetationortheImperialPalacegroundswasm

adebyremotesenslnguSlngLandsatandlkonosTM data.MostoftheImperialPalacegroundsarecovere
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皇居のコケ類

樋口正信*･古木達郎**

MasanobuHiguchi*andTatsuwoFuruki**:BryophytesortheImperialPalace,Tokyo

ま え が き

皇居は東京都千代田区の中央 (北緯35度40分,東経 139度45分付近)に位置し,その面積は明

治神宮の約 1.6倍,日比谷公園の約7.3倍ほどで,都内の都市部に残された最大の緑地である.した

がって,その生物相の調査を行い,その実態を明らかにすることは,都市化が生物相を含めた環境に

どのような影響を及ぼすかを考察する上で非常に重要である.国立科学博物館は宮内庁の協力を得て,

予備調査も含め平成7年から平成 11年にかけて生物相の調査を実施した.本論文はその中で,コケ

類の調査結果について扱う.

皇居は武蔵野台地の東北端に位置し,最高海抜は吹上御苑の地主山の33mである.気候について

は,千代田区の東京管区気象台で年平均気温 15.0℃,年降水量 1503mm という値が 1941年から

1970年までの平均で得られている.潜在自然植生は主にスダジィ,タブノキ,アカガシなどを主と

する常緑広葉樹林であるが,現在見られる植生はほとんどが植栽され管理されてきたものである (壁

物学御研究所,1989).

東京都区内のコケ類についてはこれまでいくつかの報告があり,それらの中で特徴的なことは樹木

に着生するコケ類を調べているものが多いことである (Taoda,1972;小池,1986;菅 ･大橋,1992

響).これはコケ頬,とくに樹木着生性のものが植物の中で環境指標として最も優れている (埠臥

1974)ことから,大気汚染の指標として着目されて調査が行われたことによる.地上生のものも含め

たコケ類相を調べたものとして,山手線内側 (岡部,1978),国立科学博物館附属自然教育園 (中村

他,1979),明治神宮 (明治神宮境内総合調査委員会,1980),都内の公園と緑地 (中村,1981),北

区 (東京都北区,1988),杉並区 (東京都杉並区都市環境部,1988),上野公園 (水島,1989)などが

調査されている.また,都区内の苔類とツノゴケ類の記録をまとめた井上 (1988)の総説がある.皇

居のコケ類については,1969年に北の丸公園の千鳥ケ淵の石垣でヒカリゴケが発見され,その後国

の天然記念物に指定されたが (井上,1971),それ以外まとまった報告はない.

本研究の目的は,(1)皇居のコケ類相とその特徴を明らかにすること,(2)コケ類の生育状況と

生育環境を記録し,モニタリングの基礎資料とすることである.平成7年から11年にかけて吹上御

苑を中心とする地域で7回調査を行い,得られた約350点の標本をもとに解析を行った.

現地調査に際し,いろいろとご配慮そしてご協力いただいた宮内庁庭園課の皆様に感謝する.

調査の概要及び結果

コケ類の観察と記録及び資料の採取を吹上御苑を中心に,半歳濠,桜田濠,二重橋濠,蓮池濠,乾

濠で囲まれる地域内の以下の地点で行った.したがって,ヒカリゴケが発見された北の丸公園,束御

*305-カ005つくば市天久保4-1-1国立科学博物館植物研部
DepartmentofBotany,NationalScienceMuseum,Tokyo
**千葉県立中央博物館植物学研究科

DepartmentorPlantSciences,NaturalHistoryMuseumandlnstitute,Chiba
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苑 (本丸跡,二の丸跡,三の丸跡)は今回の調査範囲に含まれていない.

1.1995年4月13日.吹上大宮御所,道港新道,上道潅濠.

2.1996年10月8日.吹上大宮御所.

3.1997年3月28日.吹上大宮御所,大道庭園.

4.1997年9月3日.蓮池濠,道潅新道,上道港濠.

5.1997年12月18日.乾濠,山吹流れ,蓮池濠.

6.1998年12月10日.吹上西通り,半蔵門.

7.1999年3月24日.宮殿西御車寄,蓮池濠.

調査は上記各調査地点の主として通路沿いで行い,場所,基物等の生育環境を記録し,資料を採取

した.資料は研究室に持ち帰り,詳しく観察するとともに乾燥標本を作成した.樋口が蘇類を,古木

が苔類とツノゴケ類を分担して解析を行った.標本は国立科学博物館標本庫 (TNS)に,一部は千葉

県立中央博物館標本庫 (C1iM)に収められている.

得られた標本 349点の解析の結果,現在までに皇居内で生育が確認されたコケ類は蘇類21科 53属

77種,苔類 16科 18属 29種,ツノゴケ類 1科 1属 1種の計 38科72属 107種である.その内,吹上

大宮御所一帯では,蘇類 16科23属37種,苔類9科 12属 16種の計 53種が,また皇居内の他の場所

から蘇類 19科45属 59種,苔類 12科 14属22種,ツノゴケ類類 1科 1属 1種の計 82種が確認され

た.

皇居に生育するコケ類目録

ListofbryophytesfoundintheImperialPalace

以下に皇居産コケ類の目録を示すが,留意点は次の通りである.科の配列は蘇類はIwatsuki(1991)

に,苔類,ツノゴケ類は古木 ･水谷 (1994a,b)に従い列挙した.属名と種名の配列はアルファベッ

ト順である･命名者の表記はBrummitt&Powell(1992)によった.学名,和名に続き,今回観察さ

れた地点,生育基物,標本番号 (mhは樋口,trは古木の標本番号を示す)をあげ,さらに皇居内の

生育地,生育量,その他のノートを示した.

なお,生育基物は次のように略字で示した･bo.-転石,br.-レンガ,C.-コンクリート,g.-砂

刺,1.-倒木,r.･･･岩,S.-土,S.W.-石垣,t.-樹幹.

また,胞子体や生殖器官の有無も記したが,これは今回の調査で得られた資料にのみ基づく記載で

ある.

Musci蘇類

Polytrichaceaeスギゴケ科

Atrichumundulatum(Hedw.)P.Beauv. タチゴケ 道港新道 (S.W.'.mh-32385),宮殿西御車寄 (S.:

mh-33354),上道港濠 (S.:mh-32406),半蔵門 (S∴mh-32469).

樹木の根元や道路わきの土手などに生育が見られた.胞子体は-箇所で確認された.都区内では,

やや日陰で湿り気のある地上に最も普通に見られる直立性辞類の一つである.

Pogonatumneesii(MGll.Hal.)Dozy ヒメスギゴケ 吹上大宮御所 (S.:tfl13451).

道路わきの地上にわずかに生育しているのが確認された.胞子体は確認されなかった.低地に普通

に見られるもので,都区内からは杉並区から報告されている.都区内ではコスギゴケがより多く記録

されているが,両者は良く似ており混同されている可能性がある.本種は葉は乾いてもゆるく縮れる

ことや腹面の薄板の端細胞が円形であることなどでコスギゴケ (強く縮れ,端細胞は菱形)と区別さ

れる.
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Fissidentaceaeホウオウゴケ科

FissidensadelphinusBesch. コホウオウゴケ 蓮池濠 (S.W.:mh-33387),吹上西通り (br.:mh-3246

4十TaxIPhyllumtaxirameum).

湿ったレンガや石垣の上に生育が見られた.胞子体は確認されなかった.キャラボクゴケに似るが,

中肋が葉の先端から突出しないこと,腹翼部の細胞に数個のパビラがあることなどで区別できる.

FissidensbryoidesHedw.var.lateralis(Broth.)Z.Iwats.&Tad.Suzukiツクシホウオウゴケ (pl.II-1)

吹上大宮御所 (S.:mh-28729,mh-28732,mh-28735,mh-31372,bo.:mh･28723),大道庭園 (S.:

mh-31369,mh-31370).

やや日陰の通路の上にコロニーを作っていた.茎の先端に (まれに途中に)胞子体を良くつけてい

た.台湾から宮城県までの低地に分布する.チャボホウオウゴケと混同されるが,さくが曲がらない

ことや葉が全体に細く,先端は徐々に狭くなることで区別できる.

FissidensmicrocladusThwaites&Mitt. ガ-ベルホウオウゴケ 道港新道 (S.W.:mh-32384+Fissidens

tosaensis).

道路わきの石垣にわずかに見られた.胞子体は確認されなかった.今回が都区内で初めての報告と

なる.国内では宮城県以南に知られる.葉は鈍頭であり,中肋は透明で,先端で枝分かれしたり,忠

に無くなることや乗身細胞に多数のパビラがあり,細胞の輪郭がわかりにくいことなどの特徴がある.

Ft'ssidensobscurireteBroth.&Paris ジングウホウオウゴケ 山吹流れ (S.:mh-32387,道港新道 (S.:

mh-28705).

小川そばの土手や通路の地面にわずかに見られた.胞子体をつけていた.本種の葉身細胞にもガ-

ベルホウオウゴケと同様に多数のパビラがあるが,本種は乗が鋭頭で,中肋が葉の先端から少し突出

することでガ-ベルホウオウゴケと区別できる.

FLysidenstaxljuiusHedw. キャラポクゴケ (Pl.ⅠⅠ-2)吹上大宮御所 (S.:mh-28714,mh-28761+

Haplocladiummicrophyllum,mh-31374,bo.:mhl28727),吹上大宮御所正門前 (S.:mh-32387),道

産新道 (S∴mh-32375,mh-32377),半蔵門 (S∴mh-32481).

本種は皇居内で本属中最も普通に見られるもので,歩道やのり面などの比較的硬い土の上に生育が

見られた.胞子体は確認.されなかった.

FissidenstosaensisBroth. チャボホウオウゴケ 吹上大宮御所 (S.:mh-28729,mh-28732,mhl2873

5,mh-31372,bo.:mh-28723),大道庭園 (S∴mh-31369,mh-31370),半蔵門 (S.:mh-32479).

通路の地面に群落をつくり,胞子体を良くつけていた.国内では福島県以南の低地に知られる.さ

く柄は短く (2.4-3mm程度),胞子体をつける植物体は小さく,葉も細いが,不実のものはより大

形で,葉も幅広 くなり,先端は急に狭くなる.

Ditrichaceaeキンシゴケ科

ceratodonpurpureus(Hedw.)Brid. ヤノウエノアカゴケ 蓮池濠 (t.:mh-32377),生物学御研究所

(S∴mh-32450).

木の根本の乾いた土の上とソメイヨシノの樹幹基部に短い芝状の群落を作っていた.胞子体は確認

されなかった.世界各地に見られ,南極からも報告されている.胞子体が無いとわかりにくいが,莱

の先端に鋸歯があること,葉身細胞が長方形から方形であること,葉縁が反曲することなどで識別で

きる.

Dicranaceaeシッポゴケ科

Brotheraleana(Sull.)MBll.Hal. シシゴケ 半蔵門 (t.:mh-32470+Pylaisiadelphatenuirostris).

クロマツの樹幹上,コモチイトゴケの群落の中で確認された.胞子体は確認されなかった.紡錘形
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の無性芽を茎の先端部にたくさんつけることが多い.一般に日陰のスギの大木の根本などによく見ら

れ,都区内でも数カ所から報告されている.

CampylopusjaponicusBroth.ヤマトフデゴケ 蓮池濠 (S.:mh-33365).

日当たりの良い地上に生育が見られた.胞子体は確認されなかった.今回が都区内で初めての報告

となる.

Campylopusumbellatus(Arnold)Paris フデゴケ 蓮池濠 (S.W.二mh-33392).

日当たりの良い石垣で確認された.胞子体は確認されなかった.ヤマトフデゴケより大形で,茎の

上部の葉は顕著な透明尖 (中肋が突出した部分が葉緑体を失ったもの)を持つ.都区内では,明治神

宮,新宿御苑,杉並区の観泉寺などで確認されている.

Dicranellaheteromalla(Hedw.)Schimp.ススキゴケ (Pl.Ⅰト3)上道港濠 (S.:mh-32404).

クロマツの根元の地上に緑色のマット状の群落が確認された.胞子体をつけていた.都区内では最

も普通に見られる地上生の直立性辞類の一つである.

Oncophoruscrisplfolius(Mitt.)Lindb. チヂミバコブゴケ 吹上大宮御所 (bo.:mh-28752+Haplocla-

diumangustlfolium).

転石上にわずかな生育が見られた.胞子体は確認されなかった.本種は乾燥すると葉が著しく縮み,

さくののどの部分にこぶ状の突起があることからこの名がある.都区内では普通に見られる.

TrematodonlongicollisMichx.ユミダイゴケ 吹上大宮御所 (S.:mh-28721).

果樹園の通路に生育が見られた.胞子体は確認されなかった.胞子体が無いと肉眼ではわかりにく

いが,菓身細胞が方形であること,葉縁が断面で二細胞層であることなどで識別できる.都区内では

最も普通に見られる地上生の直立性蘇類の一つである.

Pottiaceaeセンボンゴケ科

Chenialeptophylla(MBll.Hal.)R.H.Zanderナガバヒョウタンゴケ 蓮池濠 (S.:mh-33391).

やや日陰の湿った裸地にわずかに見られた.胞子体は確認されなかった.植物体はとても小形であ

り,野外では緑色の薄いマットのように見える.センボンゴケ科では珍しく,葉身細胞は平滑でパビ

ラがない･本種の学名として,Tortularhizophylla(Sak.)Z.twats.&K.Saitoが使われていたが,

Zander(1989,1993)により上述の学名が提案された.

Didymodonconstrictus(Mitt.)K.Saito チュウゴクネジクチゴケ 蓮池濠 (C.'.mh-33384),上道港濠

(C∴mh-32396).

道路わきや側溝のコンクリート壁に生育していた.胞子体は確認されなかった.植物体は濃緑色で,

湿ると葉が良く展開する.ギボウシゴケ科の種類と混同Lやすいが,本種は葉が平坦で,中肋を境に

たたまれないことに注意すると良い.

Hyophilainvoluta(Hook.)A.Jaeger カタハマキゴケ 蓮池濠 (bo.:mh-32391).

やや乾燥した転石上で確認された.胞子体は確認されなかった.次のハマキゴケとともに都区内の

日当たりの良い石垣やコンクリート壁に最も普通に見られる種類の一つである.菓厳に多数の塊状の

無性芽をつける.

HyophilapropagullferaBroth. ハマキゴケ 山吹流れ (C.:mh-32388),上道港濠 (C.:mh-32399,

S.W.:mh-32407),吹上西通り (S.W.:mh-32458).

日当たりの良い石垣やコンクリート壁に生育が見られた.胞子体は確認されなかった.乾燥すると

葉が巻くことからこの名がある.カタハマキゴケとは菓縁が全線であること (カタハマキゴケでは先

端近くに鋸歯がある)や無性芽が球形からフットボール形で表面が滑らかであること (カタハマキゴ

ケでは多くの突起があり金平糖状)などで区別される.

Scopelophilacataraclae(Mitt.)Broth. ホンモンジゴケ (Pl.H ,7,Pl.II-A,5)吹上大宮御所 (bo.:
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mh-28747,mh131379,S.:mh-32402),宮殿西御車寄 (S.:mhl33345),上道港濠 (C.:mh-32395).

鋼葺き屋根の下の地上や基礎のコンクリート上に生育が見られた.胞子体は確認されなかった.本種

は ｢銅ゴケ｣と呼ばれるように,鋼イオンのある場所に生育することが知られている.今回確認され

た場所ではいずれも鋼葺きの屋根をもつ建物の近くで,雨だれが流れ落ちる場所にマット状の群落を

つくっていた.和名は池上本門寺に由来する.都区内では他に上野寛永寺,お茶の水孔子廟,杉並区

妙法寺などで確認されている.

Tortulaobtuslfolia(Schwagr.)Matheiu エゾネジレゴケ 蓮池濠 (C.:mh33378).

日当たりの良いコンクリート壁に-箇所で見られた.胞子体を良くつけていた.国内からは宮城県,

碍島県,長野県,東京都 (場所は不明)の低地の市街地,4ヶ所から報告されている稀産種である

(Saito,1973).

Torlulapagorum(Milde)DeNot. コモチネジレゴケ (Pl.II-6,7)乾濠 (t.:mh-32379,mh-32381,

mh-32384).

濠端に植えられたムクノキ,カツラ,シダレヤナギの樹幹に生育が見られた.本種も稀産種の一つ

で,国内では山梨,大阪,兵庫,岡山,島根から報告があり (樋口,1989),今回が関東地方や初め

ての報告である.国内では胞子体は知られていないが,茎頂に葉が小型化した無性芽を良くつけるの

で,これが散布されて分布を広げていると考えられる.これまでの報告では,市街地の街路樹に生育

が確認されている.

weissiacontroversaHedw. ツチノウエノコゴケ (pl.II-8)蓮池濠 (S.W.:mhl33366),吹上西通り

(bo∴mh-32455).

日当たりの良いコンクリート壁や転石に生育が見られた.胞子体を良くつけていた.都区内で普通

に見られる直立性蘇類の一つである.

Grimmiaceaeギボウシゴケ科

GrimmiapillferaP.Beauv. ケギボウシゴケ 蓮池濠 (C.:mh-33385).

日当たりの良いコンクリート壁上でわずかに確認された.胞子体は確認されなかった.葉の先は透

明尖となり,上部の葉で顕著である.

ptychomitriumsinense(Mitt.)A.Jaegerチヂレゴケ (Pl.Ⅰト9)道港新道 (S.W.:mh-28710),半蔵門

(S.W.:mh-32478),上道港濠 (S.W∴mh-32410).

日当たりの良い石垣に生育が見られた.胞子体を良くつけていた.チヂレゴケ属の他の種は山地に

多く見られるが,本種は市街地でも良く見られる.

Erpodiaceaeヒナノハイゴケ科

Glyphomitriumhumillimum(Mitt.)Cardotサヤゴケ 吹上大宮御所 (t.:mh-28716,mh-28767,mh-

28772),山吹流れ (t.:mh-32389),半蔵門 (t∴mh-32472),上道港濠 (S.W∴mh-28704),生物学御

研究所 (t.:mh-32448+Pylaisiadelphatenuirostris).

ウメ,サクラ,ナンキンハゼ,クロマツ等の樹幹に見られたが,まれに石垣にも見られた.胞子体

を良くつける.さく柄を抱く,長い奄葉が特徴の一つで,和名もこれに由来する.本種は公園の樹木

や街路樹に着生することが多く,広葉樹にも針葉樹にも見られる.都心にまで分布し,大気汚染に強

いとされている (Taoda,1972;埼田,1974).

venturiellasinensis(Venturi)Mdll.Hal. ヒナノハイゴケ (pl.ト2,Pl.I1-10,ll)蓮池濠 (t.:mhI

32374).

シダレヤナギの樹幹に大きな群落を形成していた.胞子体を良くつける.クチペニヒメゴケという

和名で呼ばれることもある.街路樹のようなホコリの多い場所の広葉樹やコンクリート壁に見られ,
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山地では見られない種類である (峠田,1974).山の手線内側ではまれである.

Funariaceaeヒョウタンゴケ科

physcomitriumjaponicum(Hedw.)Mitt. コツリガネゴケ 生物学御研究所 (S.:mh-32451).

日陰の裸地にわずかに見られた.胞子体は確認されなかった.

physcomitriumsphaericum(Ludw.)Ftirnr.inHampeアゼゴケ (Pl.ⅠⅠLl)吹上大宮御所 (S.:mh-

28720,mh-28722),生物学御研究所 (S∴mh-32445,mh-32447).

よく踏みつけられた通路と田の土の上に生育が見られた.胞子体を良くつける.コツリガネゴケに

似るが,本種では葉縁の細胞が菓身部の細胞と明瞭に分化しないことで区別できる.

Bryaceaeハリガネゴケ科

Brachymeniumexile(Dozy&Molk.)Bosch&SandeLac. ホソウリゴケ 吹上大官御所 (C.:mhl

28751,mh-31378),蓮池濠 (C∴mh-33377).

日当たりの良い建物の基礎や石垣の下部などに緑色の群落をつくる.胞子体は確認されなかった.

コンクリート上に最も普通に見られるもので,単独で大きな群落をつくることが多い.胞子体はまれ

であるが,薬液につける芽状の無性芽で栄養繁殖する.

BryumargenteumHedw.ギンゴケ 吹上大宮御所 (t..'mh-28771),蓮池濠 (C.:mh132376)),宮殿

西御車寄 (S∴mh-33347),生物学御研究所 (t.:mh-32485).

道路わきの石垣,コンクリート壁の下部やウメ,サ ンキンハゼの樹幹下部に生育が見られる.胞子

体は確認されなかった.日当たりの良いところに生育するものはその名の通り灰白色に見えるが,こ

れは葉の上半部の細胞が透明であるからである.薬膳に丸い芽状の無性芽をつけて繁殖する.前種と

ともに都区内では舗装道路わき,駅のプラットホームのコンクリート壁などに最も普通に見られる直

立性辞類の一つである.

BryumcapillareHedw.ハリガネゴケ 半蔵門 (S.W.:mh-32473).

やや湿った石垣に見られた.胞子体は確認されなかった.乾燥すると葉がねじれ,植物体全体がよ

じれるように見えるのも良い特徴の一つである.茎上に仮根によく似た褐色の糸状の無性芽を持つ.

Epipterygiumlozeri(Grev.)Lindb. アカスジゴケ 道港新道 (S.I.mhl32376,mh-32378).

道路わきののり面にわずかに確認された.胞子体は確認されなかった.本種はとても/j､形で,葉の

数も少なくまばらにつき,中肋は短く葉の先端に達しない.

PohliajlexuosaHook. ケヘチマゴケ 吹上大宮御所 (bo.:h-31380).

やや日陰の湿り気のある転石上で確認された.胞子体は確認されなかった.

pohliaproligera(Kindb.)Arnold ホソエヘチマゴケ (Pl.ⅠII-2,3)吹上大宮御所 (S.:mh-32403),

宮殿西御車寄 (S.:mh-33346,mh-33349,mh-33356).

庭や植え込みの地面に芝状の群落をつくっていた.胞子体は確認されなかった.菓臓にたくさんの

無性芽を形成し,栄養繁殖する.都区内では他に明治神宮から報告されている.

Mniaceae チョウテンゴケ科

MniumlycopodioidesSchwagr. ナメリチョウテンゴケ 蓮池濠 (S.W.:mh-33361,C.:mh-33374,

mh-33380).

日陰の側溝の石垣やコンクリート壁に生育していた.胞子体は確認されなかった.都区内では他に

杉並区から報告されている.本種の学名として Mnium laevinerveCardotが使われていたが,

Koponen(1994)により上の学名が提案された.

plagiomniumacutum(Lindb.)T.J.Kop. コツボゴケ (Pl.ⅠIIA)吹上大宮御所 (S.:mhl28755,mh-
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28763,mh-31377),道港新道 (S.二mh-32380),吹上西通り (S.:mh-32453).

道路わきの湿った地面に大きな群落をつくる.胞子体は確認されなかった.本種は草本類が比較的

多い場所でも良く生育する.乗は鋭頭で,上半部の葉縁には鋭い鋸歯が並ぶ.

plagiomniummaximoviczii(Lindb.)T.J.Kop. ツルチョウテンゴケ 吹上大宮御所 (S.:mh-28728,

mh-28746,mh-31375).

道路わきの湿った地面や小川の近くに見られた.胞子体は確認されなかった.本種はコツボゴケに

比べより暗く,湿った場所に生育する.葉は鈍頭で,しわがあり,黄緑の鋸歯はコツボゴケのものよ

り小さく鈍い.都区内では他に明治神宮から報告されている.

plagiomniumvesicatum(Besch.)T.J.Kop.オオバチョウテンゴケ (pl.ⅠII-5)吹上大宮御所 (bo.:mh-

28742,mh-31385).

小川の濡れた小石の上に見られた.本棟は前のコツボゴケ,ツルチョウチンゴケと比べると最も湿っ

た場所に出現する.胞子体は確認されなかった.葉は鈍頭で,菓縁の鋸歯は目立たない.都区内では

北区からの記録がある.

Trachycystismicrophylla(Dozy&Molk.)Lindb. コバノチョウテンゴケ (Pl.ⅠⅠ1-6,7)蓮池濠 (C.:
mh-33360,mh-33370),道港新道 (S.W∴mh-28706),上道港濠 (S.:mh-32401).

石垣やコンクリート壁のやや土が堆積しているところに生育が見られた.胞子体は-箇所で確認さ

れた.乗身細胞に一個の高いパビラがあることで識別できる.春から夏にかけて暗緑色の前年の古い

葉と明るい緑色の新薬のコントラストが目立つ.

Bartramiaceae クマゴケ科

Philonotisturneriana(Schwaegr.)Mitt.オオサワゴケ 道産新道 (S,:mhl28709).

通路わきの地面にわずかに生育が確認された.胞子体は確認されなかった.葉の腹面倒にのみ,莱

身細胞の上端にパビラがある.

Climaciaceae コウヤノマンネングサ科

climaciumdendroides(Hedw.)F.Weber&D.Mohr フロウソウ (Pl.ⅠⅠト8)吹上大宮御所 (S.:mh-

228712,mh-28753,mh-31382).

流れのそばの湿地に群落を作っていた.胞子体は確認されなかった.都区内では皇居のみで確認さ

れている.本種は山地帯に普通で,このような低海抜地に見られるのは珍しい.井上 (1969)は ｢昔

は東京にもフロウソウがあったらしく,現在でも皇居内にはあって,皇后陛下がご採集になっておら

れる｣と述べており,皇居がかつての沖積平野の低湿地のおもかげを残していることを示しているが,

フロウソウの生育地は作庭された滝からの流れに沿った一部であることから,他の植物と一緒に持ち

込まれた可能性も否めない.良く似た種類にコウヤノマンネンゴケがあるが,本種のほうが湿地を好

む性質がある.コウヤノマンネンゴケは本種より大型で,直立茎は上部で曲がり,より密に分枝する

ことで区別できる.

Fabroniaceae コゴメゴケ科

Fabrotu'amatsumuraeBesch.コゴメゴケ 吹上大宮御所 (t.:mh-28766),乾濠 (t.:mh-32380).

マユミとカツラの樹幹上に生育していた.胞子体を良くつける.本種は人家の庭,神社や寺の境内

の樹木,街路樹などによく見られる.大気汚染には弱いとされる (峠田,1974).今回が都区内で初

めての報告となる.
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Leskeaceae ウスグロゴケ科

Leskeellapusilla(Mitt.)Nog. ヒメウスグロゴケ 蓮池濠 (C.:mh-33383).

側溝のコンクリート壁に濃緑色の薄いマット状の群落をつくっていた.胞子体は確認されなかった.

関東以西の低地に分布するが,記録は少ない.今回が都区内で初めての報告となる.

Pseudoleskeopsiszippelii(Dozy&Molk.)Broth. アサイトゴケ 蓮池濠 (C.:mh-33375).

小川のふちの湿ったコンクリート壁上に確認された.胞子体は確認されなかった.都区内では他に

杉並区から記録されている.

Thuidiaceae シノブゴケ科

Haplocladiumangustlfolium(Hampe&Mall.Hal.)Broth. ノミハニワゴケ (Pl.Ⅰ-6)吹上大宮御所

(bo.:mh-28752+Oncophoruscrisp'folius,mh-3138l,t.:mh-32401).

樹幹 (カツラ)基部や転石上に生育が見られ,胞子体も比較的良くつけていた.都区内でも岩上や

地上で最も普通に見られる葡旬性辞類の一つである.

Haplocladiummicrophyllum(Hedw.)Broth. コメバキヌゴケ 吹上大宮御所 (S.:mh-28761+Fissidens

taxljuius,mh131371),吹上西通り (S.:mh-32454).

道路わきの地面などに見られ,胞子体を良くつける.胞子体は確認されなかった.草本類が生育す

る場所にもよく見られるが,コツボゴケと比較するとより日当たりの良い場所に生育する.前のノミ

ハニワゴケとは葉身細胞に見られるパビラが,本種では細胞の中央にあるのに対し,ノミハニワゴケ

では上端にあることが良い区別点である.

Haplohymeniumlriste(Ces.)Kindb. イワイトゴケ 上道港濠 (S.W.:mh-32409).

日当たりの良い石垣の上で確認された.胞子体は確認されなかった.大気汚染には弱い (韓田,

1974).都区内では岡部 (1978)の報告に続き二例日である.

Herpetineurontoccoae(Sull.皮Lesq.)Cardot ラセンゴケ (pl.IIL9)吹上大宮御所 (t.:mh-28725),

山吹流れ (S.W.:mh-32394),蓮池濠 (C.:mh-33371),上道港濠 (S.W.:mh-32408),半蔵門 (S.W.:

mh-32474).

やや日陰の石垣や樹幹に生育が見られた.胞子体は確認されなかった.本種は植物体の大きさがと

ても変化する.吹上大宮御所と蓮池濠に見られたものは植物体が糸状で細く,外見上とても異なる.

植物体は乾燥すると尾状に曲がるのが良い特徴である.

Rauiellafujisana(Paris)Reimersバンダイゴケ 吹上大宮御所 (t.:mh-28769+Cololejeuneajaponica).
樹幹上でわずかに確認された.胞子体は確認されなかった.本種は山地性のもので,低地に見られ

るのは珍しい.今回が都区内で初めての報告となる.

Thuidiumcymbljuium(Dozy&Molk.)Dozy&Molk. ヒメシノブゴケ 吹上大宮御所 (S.:mh-

28754).

道路わきの湿った地面で確認された.胞子体は確認されなかった.今回が都区内で初めての報告と

なる.

ThuidiumkanedaeSakurai トヤマシノブゴケ 吹上大宮御所 (bo.:mh-28743,mh-28744).

やや乾いた転石上に見られた.胞子体は確認されなかった.ヒメシノブゴケに比べ,より乾燥した

場所に生育する.本種の葉身細胞のパビラは先端がいくつかに分かれるが,ヒメシノブゴケでは先の

分かれない鋭いパビラになることで区別できる.都区内では他に北区と杉並区から報告されている.

Amblystegiaceae ヤナギゴケ科

Cratoneuronjilicinum(Hedw.)Spruce ミズシダゴケ (Pl.III-10)吹上大宮御所 (r.:mh-28737,mh-

31383,mh-31390).
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流れのそばの湿った岩上に見られた.胞子体は確認されなかった.本種は湿った場所を好み,しぶ

きのかかる岩上や時には水中にも生育が見られる.

Brachytheciaceae アオギヌゴケ科

Brachytheciumbuchananii(Hook.)A.Jaegerナガヒツジゴケ 吹上大宮御所 (S.:mh-28768,mh-31376

),蓮池壕 (S∴mh-32390),大道庭園 (S.:mh-31366).

道路や通路などの地上に普通に見られる.胞子体は確認されなかった.本種は各地の低地に普通に

且られ,都区内でも代表的な葡萄性蘇類の一つである.

BrachytheciumhelminthocladumBroth.&Parisヒモヒツジゴケ 吹上大宮御所 (S.:tf-13453).

流れのそばの湿った土上に,-箇所でのみ確認された.胞子体は確認されなかった.ナガヒツジゴ

ケとは葉が先端で急に狭くなり細い尾状になることや葉の翼細胞がより分化することなどで区別され

る.都区内では他に杉並区で報告があるのみである.

Brachytheciumplumosum(Hedw.)Bruch&Schimp.in.B.S.G.ハネヒツジゴケ 道港新道 (S.:mh-3

2381),上道港濠 (S.W∴mh-32402),吹上西通り (S.W.:mh-32459),半蔵門 (S.W.:mh-32477).

日陰のやや湿り気のある石垣などに生育が見られた.胞子体は確認されなかった.本種は都区内で

地上や石垣などに最も普通に見られる葡萄性醇類の一つである.

Bryhnianovae-angliae(Sull.&Lesq.)Grout ヤノネゴケ 吹上西通り (S.:mh-32460).

道路わきの草地で確認された.胞子体は確認されなかった.全国各地に普通に見られ,ヒツジゴケ

属の種に似るが,外見上やや固い感じがする.葉の翼部が茎の上を下延することや背面側で菓身細胞

の上端が突出することなどが良い区別点である.都区内では他に上野公園から報告されている.

Bryhniatokubuchii(Broth.)Paris エゾヤノネゴケ 吹上大宮御所 (g.:mh-31373).

道路の地面にわずかに生育が確認された.胞子体は確認されなかった.ヤノネゴケとは,本種では

中肋が葉の先端まで届くことで区別される.しかし本種の独立性,とくにヤノネゴケとの区別を疑問

視する見解もある (岩月･水谷,1972;Noguchi,1991).今回が都区内で初めての報告となる.

Eurhynchiumhians(Hedw.)SandeLac. ツクシナギゴケモドキ 吹上大宮御所 (r.:mh-31388),蓮

池濠 (r.:mh-33362).

滝や側溝の湿岩上に見られた.胞子体は確認されなかった.

EurhynchiumsavatieriSchimp.exBesch. ツクシナギゴケ 吹上大宮御所 (S.:mhl28731,mh-28734,

mhl28756,r.:mhl28724,28740),山吹流れ (S.W.:mhl32392),道港新道 (S.W.:mh-28708,bo.:

mh-32383,S∴mh-32374),半蔵門 (S.:mh-32480).

日陰の湿った岩や通路わきの地上に生育が見られた.胞子体は確認されなかった.ツクシナギゴケ

モドキとは,本種では葉のついた枝が扇平になることで区別できる.都区内では,日陰のやや湿った

場所に最も普通に見られる地上生の葡萄性辞類の一つである.

Myurocladamaximoviczii(I.G.Borshch.)Steere&W.B.Schofield ネズミノオゴケ (Pl.IV-I)山吹流

れ (S.W.:mh-32393),蓮池濠 (S.:mh-32388).

石垣や地上にまとまった群落をつくる.胞子体は確認されなかった.葉は椀を伏せたように,円形

で凹み,植物体全体はネズミの尾のように見える.都区内では他に杉並区から報告されている.

RhynchostegiumcontractumCardot サイシュウテングゴケ 吹上西通り (S.:mh-32463),半蔵門

(S.W.:mh-32467).

植え込みや石垣の下部に見られた.胞子体を良くつけていた.次のコカヤゴケに似るが,本種では

葉がより幅広いことや乗身細胞が短いことなどで区別される.今回が都区内からの初めての報告とな

る.

Rhynchostegiumpallidlfolium (Mitt.)A.Jaeger コカヤゴケ 吹上大宮御所 (bo.:mh-28739,mh-
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28748,1.:mh-32399),吹上西通り (S.W.:mh-32466).

岩上と倒木上に生育が見られた.胞子体を良くつけていた.比較的大型の種類で,都区内で最も普

通に見られる葡旬性辞類の一つである.

Entodontaceae ツヤゴケ科

Entodonchallengeri(Paris)Cardot ヒロハツヤゴケ 吹上大宮御所 (t･:mh-28765,mhl28770,mh-

31391),蓮池濠 (C.:mh-32375),吹上西通り (S.W.:mh-32457),生物学御研究所 (t.:mh-32449).

ウメやナンキンハゼなどの樹幹,まれに石垣やコンクリート壁に見られた.比較的良く胞子体をつ

ける.次のカラフトツヤゴケやホソミツヤゴケとは葉をつけた茎や枝が扇平になることで区別できる.

都区内で普通に見られる樹幹着生辞類の一つである.

EntodonscabridensLindb. カラフトツヤゴケ 生物学御研究所′(t.:mh-32484).

ナンキンハゼの樹幹にわずかに見られた.胞子体をわずかにつけていた.本種の特徴は葉が先端で

急に狭まり,先端が鋭く尖ることである.本種は北方系のもので関東地方の低地で見つかるのは珍し

く,今回が都区内で初めての報告となる.

Entodonsullivantii(Mtill.Hal.)Lindb.var.versicolor(Besch.)Mizush. ホソミツヤゴケ 蓮池濠 (S･:

mh-32388,32389),半蔵門 (S.W.:mh-32476).

地面や石垣の基部に見られた.胞子体をつけていた.葉をつけた枝や茎は扇平にならず,葉の先端

は先種ほど尖らない.都区内では比較的普通に見られる.

Sematophyllaceae ナガハシゴケ科

sematophyllumpulchellum (Cardot)Broth. セイナンナガハシゴケ 山吹流れ (t･:mh-32391+

Lejeuneaulicina).

ソメイヨシノの樹幹上でわずかに確認された.雌雄同株で胞子体を良くつける.都区内では上野公

園と杉並区から報告がある.国内では次のナガハシゴケと同様に関東以西に分布する.

sematophyllumsubhumile(Mdll.Hal.)M.Fleisch.subsp.japonicum(Broth.)Seki ナガハシゴケ 吹上

大宮御所 (t∴mh-28718).

ウメの樹幹に見られた.胞子体をつけていた.セイナンナガハシゴケに似るが,内さく歯に間毛が

あることで区別される.都区内では前種より普通に見られる.

plagiotheciaceae サナダゴケ科

plagiotheciumnemorale(Mitt.)A.Jaeger ミヤマサナダゴケ 蓮池濠 (C.:mh-33369,mh-33381)･

日陰でやや湿った側溝のコンクリート壁に生育が見られた.胞子体は確認されなかった.関東低地

では珍しい.今回が都区内で初めての報告となる.

Hypnaceae ハイゴケ科

Eurohypnumleptothallum(MBll.Hal.)Ando ミヤマハイゴケ (Pl.I-5,Pl.IV-2)蓮池濠 (r･:mh-

32394,mh-33386,mh-33389).

道路わきの側溝と石垣にマット状の群落をつくっていた.胞子体は確認されなかった.関東の低地

ではまれである.都区内では他に杉並区から報告されている.

HypnumplumaeformeWilson ハイゴケ 蓮池濠 (S.:mh-32393),宮殿西御車寄 (S･:mh-33357),
半蔵門 (S∴mh-32468).

明るい芝生や草地に生育が見られた.胞子体は確認されなかった.一般に地上生のコケ類は草本の

生えていない裸地でないと生育できないが,コソボゴケやハイゴケは背丈の低い草本類となら混生し

て生えることができる.
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Isopterygt'umml-nutirameum(Mtill.Hal.)A.Jaeger シロハイゴケ 吹上大宮御所 (I..'mhl32400,bo.:

mh-28730).

倒木や転石上に薄いマットを作っていた.胞子体を良くつけていた.今回が都区内で初めての報告

となる.

pseudoEaxIPhyllumpohliaecarpum(Sull.&Lesq.)Z.Iwats. アカイチイゴケ 上道港濠 (S.:mh-

32405).

道路わきの裸地に生育が見られた.胞子体は確認されなかった.先端近くの葉肢にねじり鉢巻き状

の無性芽を多数つける.都区内では最も普通に見られる葡萄性蘇類の一つで,日陰の堅い地面に張り

付 くように生育する.

pylaisiadelphatenuirostris(Bruch&Schimp.exSull.)W.R.Buck コモチイトゴケ (Pl.IV-3.4)吹上

大宮御所 (t.:mh-28713,mh-28719,mh-28749,mh-28758,mh-28759),山吹流れ (t.:mh-32390),

吹上西通り (t.:mh-32465),上道港濠 (t.:mh-32403),半蔵門 (t.:mh-32471),生物学御研究所

(t.:mh-32448+Glyphomitriumhumillimum).

本地域内で樹幹に最も普通な種類で,かなり暗い場所でも生育が見られた.生育が確認された樹木

はウメ,ソメイヨシノ,ナンキンハゼ,シィ,クロマツなどである.胞子体は-箇所で確認された.

仮根に似た糸状の無性芽を茎上につけ,栄養繁殖をする.都心まで分布し,乾燥や大気汚染に最も耐

性があるコケ類とされる (Taoda,1972;峠田,1974).都区内で最も普通に見られる着生辞類の一

つである.

Taxt'phyllumalternans(Cardot)Z.Iwats. コウライイチイゴケ (Pl.IV-5)吹上大宮御所 (S.:mh-

31384),道産新道 (S.:mh-32379).

道路わきの湿った地面の上に光沢のある黄緑色の群落が見られた.胞子体は確認されなかった.本

種は環境庁の 1997年版のレッドリス トで絶滅危倶種 Ⅰ類として扱われているが,都区内の低地では

それほど珍しいものではなく,後楽園,小石川植物園,浜離宮,水元公園,国立科学博物館附属自然

教育園などから報告されている (中村,1981).

TaxIPhyllumtaxirameum(Mitt.)M.Fleisch. キャラハゴケ 吹上大宮御所 (S.:mh-28760),吹上西

通り (br.:mh-32464十Fissidensadelphinus).

道路わきの地面や湿ったレンガに生育が見られた.胞子体は確認されなかった.コウライイチイゴ

ケより小型で,全体がより南平になる.

vesiculariajlaccida(Sull.&Lesq.)Z.Iwats. ヒナサナダゴケ 吹上西通り (bo.:mh-32456).

やや日陰の転石上にわずかに確認された.胞子体は確認されなかった.植物体は小形で,葉は被針

形で先端は細く,菓身細胞は薄膜であることなどが特徴である.

Hepaticae 苔類

Jungermanniaceae ツボミゴケ科

JungermanniatruncataNees ツクシツボミゴケ (Pl.IV-6,7)蓮池濠 (r.:tf-13859),宮殿西御車寄

(S∴tf-15201,mh-33352,mhl33355,mh･33358),上道潅濠 (S.:tf-13862,mh-32397).

道路脇の湿った裸地や湿った石溝にまれに生育し,胞子体を形成している.本種は都区内からは報

告されたことはないが,関東平野の低地においても普通に生育が見られることから,都区内の他の地

域においても生育していると思われる.また,本種は,都区内から報告されているオオホウキゴケ

JungermanniainfuscaやホウキゴケJungermanniacomataによく似ていることから,これらの種と混

同されている可能性がある･しかし,本種は葉がやや円形に近いことや葉身細胞のトリゴンが小さい

ことなどからこれらの種と区別される.
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Geocalycaceae ウロコゴケ科

Heteroscyphusargutus(Reinw.,Blume&Nees)Schiffn. ウロコゴケ (pl.IV-8)吹上大宮御所 (S.:tf-

13260,tf-13271,bo.:mh-31386),蓮池濠 (r.:tf-15215,C.:mh-33382),道潅新道 (r.:tf-13857),

吹上西通り (S.:tf-15182).

小川周辺の湿った裸地や湿った土手,湿った石溝にまれに生育している.胞子体は確認されていな

い.葉の先端がほぼ切頭で,細かい鋸歯があることから近縁種と区別される.都区内では少ない種で

湿地に散見することが知られている (井上,1988;東京都杉並区都市環境部,1988).

LophocoleaminorNees ヒメトサカゴケ 吹上大宮御所 (t.:tf-13441),蓮池濠 (C.:mh-33372),追

潅新道 (r.:tf-13855,mh-28707),吹上西通り (S.:tf-15179),宮殿西御車寄 (r.:tf115213).

アカマツの樹幹や道路脇の植え込みの中の転石,土,石垣などに普通に生育している.胞子体は確

認されていないが,無性芽を葉縁に豊富につけている.この無性芽によって前種と区別される.

Radulaceae ケビラゴケ科

RadulatokiensisSteph. ミヤコノケビラゴケ 吹上大宮御所 (r.:tf-13265,tfL13448).

滝から小川にかけて置かれている湿った岩上でのみ確認された.生殖器官は確認されていないが,

葉の背片基部に見られる特徴的な突起によって,本種であることが識別できる.本種は,1884年に

Tokio;innemoreFukiageと記された基準標本に基づいて新種として記載された (stephani,1884).

基準標本にある ｢吹上｣は,現在の皇居付近を指していると推測されている (井上,1988).また,

この記録は,タイ類が現在の都区内から報告された最初のものである.しかし,その後 100年間,都

区内では確認されたことがなく,消息不明であった (井上,1988)/今回,100年以上を経て,都区

内で生育が確認されたことになる.

Porellaceae クラマゴケモドキ科

Macvicariaulophylla(Steph.)S.Hatt. チヂミカヤゴケ (pl.IV-9)吹上大宮御所 (t.:tf-13273,mh-

32398).

フウなどの幹に着生しているのが確認された.花被が形成されているが,胞子体は確認されていな

い.葉が波打つことで近縁属の種から区別される.本種は,落葉樹林帯に広く分布しているが,大気

汚染が著しい地域からはほとんど報告されていない.現在,都区内で確認されている他の産地は北区

と杉並区だけであり,都区内では珍しい.

Frullaniaceae ヤスデゴケ科

Frullaniaericoides(Nees)Mont. ミドリヤスデゴケ 吹上大宮御所 (t.:tf-13456).

果樹園において樹木の幹に着生しているのが-箇所でのみ確認された.花被が形成されているが,

胞子体は確認されていない.湿ると葉が立つように不規則に背側に偏向することで近縁種と区別され

る.都区内では,1900年以前には生育していたことが確認されているが (井上,1988),近年は確認

されていなかった.

FrullaniainjlataGottsche ヒラヤスデゴケ 吹上大宮御所 (t.:tf-13457).

果樹園において樹木の幹に着生しているのが-箇所でのみ確認された.腹案が細く長いことで識別

できる.都区内からは報告されていないが,1900年以前に採集された標本に本種が含まれているこ

とが確認されている (井上,1988).しかし,近年は確認されていなかった.

FrullaniamuscicolaSteph. カラヤスデゴケ (Pl.V-I)吹上大宮御所 (t.:mh-28717),乾濠 (t.:mhl
32382).

ウメとカツラの幹に着生しているのが確認された.花被をつけている.菜の腹片がヘルメット形を
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していることで識別できる.本種は都区内の各地から報告されているが (菅 ･大橋,1992),皇居で

は少ない.

FrullaniaparvistipulaSteph. ヒメアカヤスデゴケ 吹上大宮御所 (t.:tf-13257,mh-28726),蓮池濠

(t∴mh-32378).

イロハモミジ等の幹に着生しているのが確認された.生殖器官は確認されていないが,葉が脱落し

やすいことを特徴としており,脱落した葉が散布されることで殖えていると思われる.本種が都区内

から報告されるのは初めてのことである.本種はカラヤスデゴケの-型と考えられてきたが

(Kamimura,1961),1978年になって別種として区別された (Hattori,1978).しかし,一般にはな

じみの薄い種で,カラヤスデゴケと混同されている可能性がある.

Lejeuneaceae クサリゴケ科

Acrolejeuneapusilla(Steph.)Grolle&Gradst. ヒメミノリゴケ 吹上大宮御所 (t.:tf-r3272,tf-

13443,tf-13449,mh-28715),道潅新道 (t.:tf-13858).

サクラやコナラやクヌギ,クスノキなど様々な樹木の幹に普通に着生している.胞子体は確認され

ていない･湿ると葉が立ち上がるように背側に偏向することから近縁属の種と区別できる.岡部

(1978)は,都区内に見られる樹幹着生辞苔類の中で,比較的多く見られる種として本種を挙げてい

る.皇居においても最も多く見られる樹幹着生タイ類の一つである.

Cololejeuneajaponica(Schiffn.)S.Hatt. ヤマ トヨウジョウゴケ 吹上大宮御所 (r.:tfl13446,tf-

13266,t.:tfl13274,tf-13455,mh-28769+Rauiellafujisana,乾濠 (t.'.mh-32383),吹上西通り (t.:

tfl15178).

滝から小川にかけて置かれている湿岩やキリ,ウメ,フウ,ムクノキなどの樹木の幹に着生してい

る.本種はタイ類の中では,最も大気汚染に強い種とされており (坪田,1975a),都区内の各地から

報告されている (菅 ･大橋,1992).皇居においてもヒメミノリゴケと並んで多く見られる樹幹着生

の種である･.

LejeuneajaponicaMitt. ヤマ トコミミゴケ (Pl.Ⅴ-2)吹上大宮御所 (r.:tf-13261,tf-13269,tf-

13446,mh-28738,t.:mh-32397),蓮池濠 (r.:tf-13860,tf-13861,C.:mh-33373),道潅新道 (r.:

tf-13456),吹上西通り (r.:tf-15181).

湿った岩上,稀に樹幹 (フウ)に生育している.胞子体は確認されていない.植物体に光沢があり,

腹案が横に広いことで近縁種と区別される.都区内では,1900年以前に生育していたことが確認さ

れているが (井上,1988),近年は確認されていなかった.本種は関東地方の山間部では樹幹上や岩

上に普通に生育している種であるが,皇居ではほとんどが湿った岩上に生育している.

Lejeuneaulicina(Tayl.)Gottsche,Lindenb.&Nees コクサリゴケ 吹上大宮御所 (t.:tfl13450,tfl

13454).

果樹園のグミヤウメなどの樹木の幹にまれに生育している.胞子体は見られない.本属の中では植

物体が小さく,肉眼では糸のように見え,葉が楕円形で基部に眼点細胞があることで識別できる.本

種はタイ類の中では大気汚染にやや強い種とされており (嘩田,1975a),菅 ･大橋 (1992)によっ

て都区内の各地から報告されているが,皇居では少ない.

pelliaceae ミズゼニゴケ科

pelliaendiviljTolia(Dicks.)Dumort.■ホソバミズゼニゴケ 蓬池濠 (S..'tf-15210),宮殿西御車寄 (S.:

tfl15205),上道潅濠 (S.:tf-13869),吹上西通り (S.:tf115183).

道路脇や建物の脇などの湿った裸地などに普通に生育している.胞子体を形成している.また,冬

季には葉状体の先端が頻繁に分枝し,細く短い無性芽となる.この無性芽や葉状体に気重などの分化
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がないことで識別できる.

Metzgeriaceae フタマタゴケ科

MetrgerialindbergiiSchiffn.ヤマトフタマタゴケ (Pl.I13,Pl.IV-3)吹上大宮御所 (r.:tf-13261,tfl

13268,mh-28711,mh-31389,t.:mh-32396).

滝から小川にかけて置かれている湿った岩上やフウの樹幹上で確認された.未成熟な胞子体が確認

された.葉状体の中肋部の表皮細胞が背面,腹面ともに2列に並び,雌雄同株で,無性芽を持たない

ことを特徴としている.菅 ･大橋 (1992)によって都区内の他の産地では樹幹に着生することが報

告されている.

Lunulariaceae ミカヅキゼニゴケ科

Lunulariacruciata(L.)Lindb. ミカヅキゼこゴケ (pl.VA,5)大道庭園 (S.:tf-13438),宮殿西御車

寄 (S.:tf-15203,mh-33350),上道潅濠 (S.:tf-13866),吹上西通り (S.:tf-15175),生物学御研究所

(S∴mh-32482).

道路脇の裸地に普通に見られる.本種はめったに胞子体を形成することがなく,主に無性芽によっ

て殖えていると考えられていろ (井上,1969).皇居においても胞子体は確認されていない.特徴は,

葉状体の背面に三日月形の無性芽器があることであり,和名の由来にもなっている.また,本種は,

タイ類では唯一の帰化種として知られる. 日本では 1927年に仙台市において初めて確認され

(Horikawa,1929),以後,貿易港をもつ沿岸の大都市に分布を広げていった (峠田,1975b).都区

内では,10年前にすでに全域に広がっていると推測されていた (井上,1988).今回の調査によって

皇居も例外ではないことが分かった.

wiesnerellaceae アズマゼニゴケ科

Dumortierahirsuta(Sw.)Nees ケゼこゴケ (Pl.V-6)吹上大宮御所 (S.:tf-13259,tf-13262,tf-13445,

mh-28733),山吹流れ (S.:mhl32386),道潅新道 (S.:tf-13854,mh-32382),吹上西通り (S.:tト

15180).

湿った裸地や滝の岩組の間の土上にまれに生育している,胞子体を形成している.葉状体は,気重

の分化が不明瞭で,気室の屋根にあたる部分の発達が悪く,気重の縦の隔壁が白い毛のように見え,

亀甲状の模様をなす.

Conocephalaceae ジヤゴケ科

Conocephalumconicum(L.)Dumort, ジャゴケ (pl.V-4,Pl.V-7)吹上大宮御所 (S.:tf-13267,tf-

13258,tf-13458),山吹流れ (S..'mh-32385),蓮池濠 (r.:tf-15214,C.:mh-33379),吹上西通り (S.:

tf-15177,br.:mh-32461),宮殿西御車寄 (S.:tf-15208).

滝から小川にかけての湿った岩上や道路脇などの湿った裸地,湿った石溝の下部にふつうに見られ,

胞子体を形成している.葉状体が大きく,気重の隔壁が作り出す葉状体背面の模様が蛇の鱗のように

見えることから｢蛇苔｣と呼ばれる.

Conocephalumjaponicum(Thunb.)Grolle ヒメジャゴケ (pl.Ⅴ-8)大道庭園 (S.:mh-32404),上道

潅濠 (r.:tf-13863),宮殿西御車寄 (S.:tf-15209,mh-33348,mh-33351).

道路脇の裸地や石垣にまれに生育している.胞子体は形成していない.ジヤゴケに似るが,葉状体

が小さく,縁に無性芽をつけることで区別できる.ジヤゴケは市街地には少ないが,本種は新興住宅

地などに多い (埠田,1975b).
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Aytoniaceae ジンガサゴケ科

Rebouliahemisphaerica.(L.)Raddisubsp.orientalisR.M.Schust. ジンガサゴケ (Pl.VI-I,2)蓮池濠

(S.:tf-15207,r.:mh-33368),宮殿西御車寄 (r.:tf-15212),上道潅濠 (S.:tf-13871),吹上西通 り

(br∴tfJ15176,mh･32462).

道路脇の裸地や石垣,石溝などに普通に生育し,胞子体を豊富につけている.雌器床が ｢陣笠｣に

似ていることが特徴で,和名の由来でもある.

Marchantiaceae ゼこゴケ科

MarchantiaemarginataReinw.,Blume&Neessubsp.tosasna(Steph.)Bischl. トサノゼニゴケ (Pl.VI-

5)宮殿西御車寄 (S.:tf-15204),上道潅濠 (S.:tf-13865,tfl13870,mh132400).

道路脇の湿った裸地にまれに生育しており,生殖器官は確認できなかった.葉状体が小さく,腹鱗

片の付属物の縁が切れ込み,鱗片状になることで同属の他種から区別できる.本私室台湾から関東地
方にかけて分布しており,今回が都区内から初めての記録となる.

MarchantiapaleaceaBertol.subsp.dlPtera(Nees良Mont.)Inoue フタバネゼニゴケ 蓮池濠 (r.:tf-'

15218,mh-33390).

石溝の下部の湿った石壁しているのが-箇所でのみ確認された.雄器床だけが確認された.葉状体

の縁が赤みをおび,光沢があることなどにより同属の他種から区別できる.

Monosoleniaceae ヤワラゼニゴケ科

MonosoleniumtenerumGriff. ヤワラゼニゴケ (Pl.VL3,4)大道庭園 (S.:tf-13270,tf-15220,mh-

28745).

建物の脇や植木鉢が置かれている棚の下の湿った裸地にまれに生育している.胞子体を形成してい

る.葉状体に気重などの分化が見られず,油体を含む細胞が点在することで他の葉状体のタイ類から

区別できる.本種はインドアッサム地方や中国,台湾,日本の太平洋岸などに分布し (井上,r976),

東京都文京区からの記録 (北川,1998)は分布の北限として知られている.胞子体は,文京区では確

認されていなかったが,皇居においては確認された.ほかの産地として,関東地方では千葉県袖ヶ浦

市と茨城県つくば市から報告されている.袖ヶ浦市では人家の排水が流れ込む水路の脇に生育し (川

名 ･古木,1987),つくば市は温室内からの記録である (Inoue,1988).本種は人家周辺の窒素分の

多い土上に出現し,やがて消滅するという性質があり (北川,1998),現在確認されている日本国内

での産地は少なく,絶滅危倶種に選定されている (環境庁自然保護局野生生物課,1997).皇居にお

いては,植木鉢の管理のために行う散水と施肥が本種の生育にあう環境を作り出していると思われる.

Ricciaceae ウキゴケ科

RicciajluitansL. ウキゴケ (Pl.VL7)上道潅濠 (S.:tf-13867).

道路脇の裸地に-箇所でのみ確認された.胞子体は確認されていない.葉状体が緑色で,細長いこ

とから識別できる.本種は地上ばかりでなく,水中にも生育することが知られているが,近年,水質

汚染のために,急激に減少しており,絶滅危倶種として選定されている (環境庁自然保護局野生生物

課,1997).都区内では,かって小石川植物園の水中に生育していたことが確認されているが,近年

は地上生のものしか確認されていない (井上,1988).皇居においても同様であった.

RicciaglaucaL. ハタケゴケ (pl.IV-6)宮殿西御車寄 (S.:tf-15202),生物学御研究所 (S.:tf-

15171,tf-15174,mhl32483).

水田やクワ畑,道路脇などの日当たりの良い裸地にまれに見られ,胞子体を形成している.葉状体

に気室がなく,淡緑色で,背面にやや太い溝があることで識別できる.都区内では,畑に多いことが

報告されており (井上,1988),皇居においても同様であった.
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郎PlateI.1.銅葺き屋根の下の地面に生育するホンモンジゴケとホソエヘチマゴケ.Scopelophilacatar

actaeandpohliaproligeragrowingonsoilunderacopperroofingroof･21シダレヤナギの樹
幹に生育するヒナノハイゴケ.VenturiellasinensisgrowingontrunkofSalixbabylonica.3.7ウの樹幹

に生育するヤマ トフタマタゴケ.MetzgerialindbergiigrowingontrunkofLiquidamberjTormosana･4･

小川のそばの石垣に生育するジヤゴケ.Conocephalumconicumgrowingonstone-wallbystream･5･側

溝の石垣上に生育するミヤマハイゴケ.Eurohypnumleptothallumgrowingonstone-wallofgutterl6･転

石上に生育するノミハニワゴケ.Haplocladlumangustlfo/I.umgrowingonboulder.7.礎石やコンクリー

ト上に生育するホンモンジゴケ.Scopelophilacataractaegrowingoncornerstoneandconcr
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lateIIl.1･通路に生育するアゼゴケ･physcomitriumsphaericumgrowingonsoilattrail.2.

庭の土上に生育するホソエヘチマゴケ･pohliaproligeragrowingonsoilingarden.3.無性芽をつける

ホソエヘチマゴケ.Pob/iaproIL'gerawithgemmae･4･土上に生育するコツポゴケ.plagiomnL'umacutumgrowingon

soil.5.湿った小石上に生育するオオバチョウナンゴケ.PlagiomniumvesicaEumgrowingonwetbou

lder.6.磨の土上に生育するコバノチョウチンゴケ.Trachycystismicrophyllagrowingonsoilingard

en.7.若い胞子体をつけるコバノチョウチンゴケ･Trachycystismicrophyllawithyoungsporophytes
.8.湿地に生育するプロウソウ･ClimaciumdendroL'desgrowingonmoistground.9.石垣に生

育するラセンゴケ.Herpetineurontoccoaegrowingonstone-wall･10.湿岩上に生育するミズシダゴケ.Cratoneuron
jilicinumgrowlngOn



皇居のコケ類 1



樋口正信 ･古木達郎



皇居のコケ類



112 樋口正信 ･古木達郎

示すと同時に,皇居のコケ類相が市街地と郊外両方のコケ類相から成立していることを示している･

一例として,ツルチョウテンゴケ属 (チョウテンゴケ科)の3種 (コツボゴケ,ツルチョウテンゴケ,

オオバチョウシンゴケ)が吹上大宮御所北部一帯に見られるが,このような比較的狭い地域にこれら

3種が見られる地域は都区内では他に無い.

国内において,稀産種 (エゾネジレゴケ,コモチネジレゴケ)や絶滅危倶種 (コウライイチイゴケ)

とされるものが今回確認された.エゾネジレゴケとコモチネジレゴケについては,これらが本当に稀

産であることも考えられるが,従来市街地のコケ類について詳しい調査 (とくに地上生や岩上生につ

いて)が行われていないことがその理由であることも考えられる.今後市街地でのコケ類相の調査が

充実して行われることを期待したい.コウライイチイゴケはこれまでの報告によれば,低地の湿地に

多くみられることから,開発のために生息地がせばめられてきたものと考えられる.現状をいかに保

全していくかが課題となろう.

(2)苔類,ツノゴケ類

確認されたタイ類ツノゴケ類を生育基物ごとにみると,吹上大宮御所内では樹幹着生が9種,岩上

生が 1種,土上生が3種,これに対してその他の地域では樹幹着生が2種,岩上生が8種,土上生が

16種である.吹上大宮御所内で確認された樹幹着生の9種の内,その他の地域においても生育が見

られるのは,ヒメミノリゴケとヤマ■トヨウジョウゴケの2種だけである.すなわち,この2種が吹上

大宮御所以外の地域において樹幹上で確認されたすべてのタイ類でもある.ヒメミノリゴケは,岡部

(1978)によって都区内の中心部で多く見られる樹幹着生の種として挙げられている唯一のタイ類で

ある.また,ヤマトヨウジョウゴケについては,大気汚染にやや強い種とされており (埠田,1975a),

近年は都区内で最も多く見られる樹幹着生のタイ類の一つで,都区内の各地で生育が確認されている

(菅 ･大橋,1992).吹上大宮御所内で確認された樹幹着生の中には,今回,都区内で初めて生育が確

認されたヒメアカヤスデゴケや現在皇居以外の都区内では確認されていないミドリヤスデゴケ,ヒラ

ヤスデゴケ,都区内では珍しいチヂミカヤゴケなどを含んでいる.これらは山間部で多く見られる種

であり,これらの種の生育が確認できたことは,吹上大宮御所が都区内では樹幹着生が豊富な地域で

あることを示している.

樹幹着生の種とは対称的に土上生のタイ類は,吹上大宮御所内では貧弱で,滝の近くにある岩組の

間や滝から流れる小川の周辺に生育しているだけであった.ツノゴケ類は吹上大宮御所内では確認で

きなかった.このことは,岡部 (1978)によって都区内に生育する蘇苔類の特徴として指摘されてい

る ｢土上生の種が多い｣ということと異なる.しかし,吹上大宮御所以外の地域では,岡部 (1978)

の指摘の通りである.また,岡部 (1978)は都区内で特に出現頻度が高い土上生のタイ類としてミカ

ヅキゼニゴケ,ヒメジャゴケ,ゼこゴケの3種を挙げている.皇居内においては,吹上大宮御所内に

この3種は見られず,吹上大宮御所以外の地域でミカヅキゼニゴケが普通に見られ,ヒメジャゴケは

まれにしか見られず,ゼニゴケは確認できなかった.ゼこゴケは人家の周辺や便所,ごみ捨て場の近

くなどの有機物の多い粘土質の場所に多く見られ (坪田,1975b),都市化や住宅化の指標とされて

いる (坪田,1980).また,人家の庭や公園,社寺の境内に特徴的に出現する種にアカウロコゴケが

あり (持田,1975b),都区内の各地で知られている (井上,1988).しかし,この種も皇居では確認

できなかった.皇居においてヒメジャゴケが少なく,ゼニゴケとアカウロコゴケが確認されなかった

ということは,皇居が都区内の他の地域と比較すると人為的な影響が少ないことを示唆しているので

はないかと思われる.中でも吹上大宮御所内はこの傾向が強いと言える.

井上 (1988)は1900年以前に東京都区内から記録されたタイ類ツノゴケ類として32種を挙げ,更

に1988年当時,東京都区内において生育が確認できるタイ類は35種,ツノゴケ類は3種を記録して

いる.その後,いくつかの調査が行われ (菅 ･大橋,1992;東京都杉並区都市環境部,1988;北川,

1998),近年,都区内で生育が確認されているタイ類は53種,ツノゴケ類は3種である.しかし,今
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回皇居で確認されたタイ類の内,ヒメアカヤスデゴケ, ツクシツボミゴケ, トサノゼニゴケ,カン

ハタケゴケの4種は都区内から初めての記録となる.また,ミドリヤスデゴケ,ヒラヤスデゴケ,ヤ

マ トコミミゴケ,ミヤコノケビラゴケ,ミヤケハタケゴケの5種は約 100年ぶ りに都区内で生育が確

認された.すなわち,今回皇居で確認されたタイ類の内,9種は近年の都区内においては皇居以外に

は知られていない.

Summary

1.ThisstudydealswiththebryophytefloraortheImperialPalace,situatedinTokyo,Japan.Thebryo-

phytefloraofthisareaconsistsof38families,72generaand107species(21families,53generaand77

speciesinMusci,16families,18generaand29speciesinHepaticaeandlfamily,1genusand1species

inAnthocerotae).

2.ThebroyphytenoraoftheImperialPalaceischaracterizedbythefollowingfTeatures.(l)Thisareahas

therichestbryophyteflOraintheurbanareasofTokyoMetropolis,thatis,inthe23wards.(2)Twelve

speciesormossesandfわurspeciesorliverwortsarenewlyrecodedintheareas･(3)Among107species

recognized,50speciesarefわundonsoil,37speciesonrockandbouldersand20speciesontree-trunks.

ThisareahasricherspeciesorepiphyticbryophytesthanthoseorotherareasintheurbanareasorTokyo

Metropolis･(4)Therehasrecognizedthreerarespecies(Tortulaobtuslfolia,T.pagorumandRadula

tokiensis)andthreeendangeredspecies(Taxiphyllum alternans,Monosolenium tenerum andRiccia

jluitans)inthisarea.
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1956),吉野川 (渡辺仁治,1968)で記録されている.

標本 :53868.

9.Chamaesl'phonsp. (図30)

藻体は薄いかさぶた状の集塊を作る.細胞は放射状,組織状に並ぶ,青緑色,直径 2.4-517.4)

〃m･

標本 :53737.

10.Chroococcusdispersus(Keissler)Lemmermann (図11)

藻は8-16細胞の群体を形成して小さな溜り水に浮遊するか,他の藍藻の群体中に散在する｡細胞の

直径は約5FLmm｡

AphanothecenidulansやAphanocapsahyalinaなどからなる肉眼的大きさの柔らかい寒天状の藻塊中

に認められた.

分布 :温帯に広く分布する.日本では各地の温泉や湿原から報告されている.

標本 :53824.

ll.Chroococcusminutus(KBtzing)Nageli (図31)

細胞は淡青緑色ないし灰緑色,暗褐色の頼粒をもつ,直径9-13.8〝m,無色で厚区,柔らかい,狗

質な粘鞘に被われる.

分布 :世界に広く分布する.日本でも記録が多い.

標本 :53762.

12.ChrobcoccusobliteratusRichter (図32)

細胞は淡青緑色,小さな頼粒をもつ,直径4.8-6ILm.粘鞘は無色,均質,縁ははっきりしている.

分布 :北半球の温帯に広く分布する.日本新産.

標本 :53762.

13.Chroococcusturgidus(Kdtzing)Rabenhorst (図12)

群体は2-1個の細胞からなり,厚くしっかりした共通の鞘に被われる,2細胞の群体の大きさは18

×23/Jm,4細胞の群体は25×Sl〟m.細胞は暗青緑色,直径 15〟m,細胞内は頼粒状.

分布 :主として温帯,世界中に分布する.日本でも記録が多い.

標本 :53761.

14.CoelosphaeriumkuetZingianumNageli (図13)

群体はほぼ球形,300×360pm,他藻と混生,底生.細胞は灰緑色 4.5×6.5pm.

分布 :世界に広く分布する.札幌で記録された (鹿瀬,1937).

標本 :53762.

15.CyanophanonminusGeitler (図14)

藻は糸状緑藻の体上に着生する.細胞の直径は約 1〃m,長さは20-35〝m,先端に2個外生胞子を

つける.

分布 :オーストリア,南西スロバキアで記録されている.日本新産.

標本 :53824.

16.Gloeothecemembranacea(Rabenhorst)Bornet(図33)

細胞は淡青緑色,均質な内容,直径5/Jm,長さ6.5-7.5〟m.粘鞘は無色,明らかな層状を示す.

分布 :主としてヨーロッパで記録されている.日本新産.

標本 :53762.

17.MerismopediapunctataMeyen (図15)

群体は小さい,16または32細胞.細胞の大きさは約2×3FLm.Dimorphococcusが大増殖した小さ

な鉢の中に少し見られた.
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.
Aphanocapsahyalina,
28
.
Aphanocapsasp.,
29
.
Aphanothcesp.,
30
.
Camaeslbhonsp.,
31
.
Chroococcusminutus,
32
.
Chroococcusobliteratus,
33
･
Gloeothecemembranacea,
34
.
Onkonemasp.,
35
.
Homoeothrixsp.,
36
.
Komvophoronsp.,
37
.
Leptolyngbyasp.,
38
.
Lyngbya
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26.Lyngbyasp.1 (図38)

糸状体は濡れた岩上の珪藻はじめ他藻の群集中に単独または塊となって生育する,ほとんどまっす

ぐ,薄く明瞭でしっかりとした,無色の鞘に被われる,直径4.8-5.S〟m.トリコームは先端部で細く

ならない.,隔壁部でかすかにくびれる,直径4.6-午.8FLm.細胞は淡青緑色,隔壁部に顕粒をもたない,

長さは直径より小さく0.7-1.5FLm.

標本 :53732.

27.Lyngbyasp.2 (@39)

トリコームは直径 5.5-6FLm,薄くしっかりとした無色の鞘に被われる.細胞の長さは直径の 1/2-

1/3.連鎖体の先端は円錐形.

標本 :53737.

28. 0scillatoriacorakianaPlayfair (図20)

トリコームはまっすぐ,オリーブグリーン,直径 10.7-ll.8FLm,先端部で少し細くなり直径 8.6

FLm,隔壁部でくびれない.細胞の長さは2.6-3.3/Jm.

分布 :日本新産.

標本 :53838.

29. 0scillatorialimosa(Dillw.)Ag.exGom.var.disperso一granulataSchkorbatov (図21,22)

トリコームはまっすぐ,黒緑色,直径 1618.3FLm,隔壁部でくびれない.

分布 :oscillatorialimosavar.limosaは世界に広く分布し,日本でも記録は多いが,本変種はウク

ライナで報告されて後の記録はほとんど無い.

標本 :53838.

30. 0scillaEoriacf.proteusSkuja (図23)

トリコームはまっすぐ,オリーブ色,直径6.I-6.3pm,隔壁部の細胞壁は厚い.細胞の長さは3.2-

4.5FLm.

本藻は細胞の形と大きさにおいてビルマで報告されたOscillatoriaproteusに類似するが,試料が少

なくトリコーム先端部の特徴が充分観察できなかった.

分布 :日本新産?

標本 :53838.

31.PlectonemaboryanumGomont (図24)

糸状体の直径2FLm,薄い無色の鞘に被われる,隔壁部でかすかにくびれる.トリコームの直径は

1.小1.6/孤.細胞は青緑色,長さは直径と同じか短い.

分布 :日本新産.

標本 :53768,道路脇の石組上から掻き取ったスミレモの寒天培養中に現れた.

32.SpirulinagiganteaSchmidle(図25)

トリコームは規則的にラセンする,発端で円錐形に細くなる,直径4.9/孤.ラセンの直径は13.7

〃m,ラセンの間隔は11.5/孤,長さは700〝mに達する.

トリコームの直径においてS.princepsW.&G.S.Westに近いが,先端の細胞が円錐形になる点で

S.giganteaSchmidleに当てた.

分布 :インド,アフリカ,日本で記録されている.日本では山陰地方で記録されている (Akiyama,

1965).

標本 :53838.

Nostocales ネンジュモ目

33. CalolhrixkossinskajaePoljanskii (図26)
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ド)コームは隔壁部で明瞭にくびれる,青緑色,毛状部を除いて長さ30140FLm,基部近 くで直径

5-6/孤 ,先端に向かってしだいに細 くなり, しばしば急に細 くなり長い毛状におわる･.細胞の長さ

は直径より小 さい.

分布 :レ二㌢グラー ドで記録された.日本新産.

標本 :53822,53826,53832.

考 察

本研究によって皇居内の水塊から19属,日本新産 11種を含む24種 と末同定種 9種,合計 33種の

存在が明らかになった.同定された24種は広い分布を示すものが多 く,日本における藍藻の分類学

袷,植物地理学的記録が少ないので藍藻の種から皇居の植物地理学的特性を論議することは困難であ

る.皇居外の濠では毎年夏にアオーコが発生するにもかかわらず,現在のところ皇居内にはアオコの発

生するような,富栄養化 した水塊は存在 しないことを記録にとどめたい.
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Summary

As partofafaunaandfloraresearchprojectconductedintheImperialPalaceinTokyo,Japan,

algologlCalstudieshavebeencarriedoutsince1995.1mthispapernineteengenera,thirtythreespeciesin-

cludingnineindeterminatespeciesofblue-greenalgae,Aphanocapsagrevillei,A･hyalina,Aphanothece

nidulance,A.stagnlna,Chamaeslbhonamethystinus,C.polonicus,Chroococcusdispersus,C.minutus,C.

obliteratus,C.turgidus,Coelosphaeriumkuetzingianum,Cyanophanonminus,Gloeothecemembranacea,

Merismopediapunclata,Microcystiswesenbergii,Snowellalacustris,Lyngbyamajor,L.rivulariarum,

Oscillaloriacorakiana,0.1imosavar.dispers0-granulata,0.cf.proteus,Plectonemaboryanum,Spirulina

gigantea,Calolhrixkossinskajae,andAphanocapsasp.,Aphanothecesp.,Chamaeslbhonsp.,Onkonema

sp.,Homoeothrixsp.,Komvophoronsp.,Leptolyngbyasp.,Lyngbyaspp.,WererecordedfromdiffTerent

typesorwater,suchasponds,vesselsandwetrocks.Mostorthespeciesfわundinthepresentstudiesare,

sotosay,commonspecies.Consequently,ltisdimcultatpresenttodiscussCyanophytesnoraorthe

ImperialPalacewatersfromaphytogeographicalviewpolnt.Water-bloomoccurseveryyearinmoats

outsideorthelmperalPalace.However,itisnoteworthythatinsidethelmperialPalacetherearenowno

waterbodiesinwhichblue-greenalgalbloomoccurs.
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皇居の珪藻

南雲 保*･長田敬五**･出井雅彦***

TamotsuNagumo*,KeigoOsada**andMasahikoIdei***:DiatomsoftheImperialPalace,Tokyo

緒 看

本研究は,平成9,10年度に国立科学博物館が中心となって行った ｢皇居内生物相調査｣の一環と

して実施された微細藻類調査に基づくものであり,皇居内の多様な水環境における珪藻相の解明を主

目的とした.皇居内の水域に出現する珪藻についてはこれまで全く知られていなかったが,本研究に

よって156種類の珪藻が識別され,皇居内の珪藻としてここに報告されている.

材 料 と 方 法

観察には皇居吹上御所内の堀 (上,中,下道港堀)や池 (大池,白鳥堀)などから採取した浮遊,

付着,底泥試料を用いた.各試料は南雲 (1995)に従って洗浄処理を行った後,ブルーラックスに封

入してプレパラートを作成した.光学顕微鏡観察はNikonFl.x70の対物レンズを使用し,写真用フイ

ルムはKodakTechnicalPanを使用 した.走査電子顕微鏡観察は,HitachiS-4000およびS-5000,

JEOLJSM-6330を使用した.

結 果

調査の結果,当水城から出現した種は,36属 156分類群 (種類 ;変種 ･品種を含む)であった.

その内訳 は,Aulacoseira属 (3種類), Cyclostephanos属 (1種類), Cyclotella属 (6種類)

Stephanodiscus属 (1種類),Achnanthes属 (8種類),Amphora腐 (4種類),Anomoeoneis属 (l種

頼),caloneis属 (6種類),ceratoneis属 (1種類),cocconeis属 (2種類),cymatopleura属 (l種

類),cymbella属 (10種類),Diadesmis属 (l種寿),DIPloneis属 (l種類),Epithemia属 (1種類),

Eunotia属 (7種類),Fragilaria属 (4種類),Fragilarlforma属 (1種類),Frustulia属 (l種寿),

Gomphonema属 (15種類),Gyrosigma属 (2種類),Hantzschia属 (1種類), Navicula属 (28種類),

Neidium属 (4種類),Nitzschia属 (8種類),pinnularia属 (14種類),plagiotropis属 (1種類),

punciastriata属 (1種類),Rhopalodia属 (2種類),Sellaphora属 (4種類),stauroneis属 (7種類),

staurosira属 (3種類),Staurosirella属 (l種類),Surirella属 (2種類),synedra属 (2種類),

Tabularia属 (l種♯)であった.今回の調査で出現が確認された珪藻を中心目と羽状日に分け,そ

れぞれアルファベット順に列挙した (表 1).

*102-8159東京都千代田区富士見ト9-20日本歯科大学歯学部 生物学教室
DepartmentorBiology,TheNipponDentalUniversity,SchoolorDentistryatTokyo
** 日本歯科大学新潟歯学部 生物学教室

DepartmentorBiology,TheNipponDentalUniverslty,SchoolorDentistryatNiigata
***文教大学女子短期大学部 BunkyoUniversityWomen'sCollege
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表 1. 出現を確認した珪藻類

中心日(centrales)

Aulacoseiraambigua(Grunow)Simonsen

Aulacoseiracurenulata(Ehrenberg)Thwaites

Aulacoseiragranulata(Ehrenberg)Simonsen
Cyclostephanosdubius(Fricke)Round
Cyclotella

Cyclotella

Cyclotella

Cyclotella

Cyclotella

Cyclotella

asterocostataXie,LinetCai

meneghinianaKBtzing

peudostelligeraHustedt

radiosa(Grunow)Lemmerman

stelligeraCleveetGrunowvar.stelligera
stelligeravar.tenuisHustedt

StephanodiscushantzschiiGrunow
羽状冒(Pennales)

AchnanthesexiguaGrunow
AchnantheshauckianaGrunow

Achnantheshungarica(Grunow)Grunow

Achnanthesinj7ata(KBtzing)Grunow

Achnantheslanceolata(Brebisson)Grunowvar.elllbticaCleve

Achnantheslanceolatavar.rostrata(Otrump)Hustedt
AchnanthesminutissimaKtitzing

AchnanthesperagaliiBrunetH色ribaud

Amphoracopulata(Ktitzing)SchoemanetArchibald
Amphorapediculus(KBtzing)Grunow

AmphorasubmontanaHustedt

AmphoravenetaKdtzing

Anomoeoneissphaerophora(Ehrenberg)Pfitzer

CaloneisaequatorialesHustedt

Caloneisbacillum(Grunow)Cleve

Caloneisclevei(Lagerstedt)Clevevar.minorKobayasi

CaloneissiliculaEhrenberg

Caloneisventricosa(Ehrenberg)Meistervar.ventricosa

Caloneisventricosavar.minuta(Grunow)Patrick

Ceratoneisvaucheriae(K瓜tzing)Kobayasivar.intermediaKobayasi
CocconeisplacentulaEhrenberg
CocconeispediculusEhrenberg

Cymatopleurasolea(Brebisson)W.Smith

CymbellacymblformisAgardh

CymbellahauckiiVanHeurck

Cymbellaheteropleura(Ehrenberg)Kntzingvar.minorCleve

Cymbellalanceolata(Ehrenberg)Kirchner

Cymbellaleptoceros(Ehrenberg)Ktitzing

CymbellamicrocephalaGrunow
CymbellaminutaHilseexRabenhorst

CymbellasubaequalisGrunow

Cymbellatumida(Brebisson)VanHeurck

CymbellaturgidaGregoryvar.turgida

DiadesmisconfervaceaKdtzing

DIPloneisovalis(Hilse)Cleve

Epithemiaadnata(Kntzing)Brebisson
EunotiaarcusEhrenbergvar.bidensGrunow

Eunotiacurvata(Ktitzing)Lagerstedt
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EunotiagracialisMeister
EunotiaindicaGrunow

Eunotiaminor(Kもtzing)Grunow
Eunotiapectinalis(K屯tzing)Rabenhorstvar.minor(KBtzing)Rabenhorst

EunotiapraeruptaGrunowvar.bidensGrunow
FragilariabrevistriataGrunowvar.ellipticaH6ribaud

Fragilariabrevistriatavar.subcapitataGrunow
FragilariainterstinctaHohnetHellerman

FragilariaparasiticaP .Smith)Grunow

Fragilarlformavirescens(Ralfs)WilliamsetRound
Frusluliavurgalis(Thwaites)DeToni

GomphonemaacuminatumEhrenbergvar.acuminatum

Gomphonemaacuminatumvar･elongatumW･Smith
GomphonemaantneKBtzing
Gomphonemaangustaium(Kdtzing)Rabenhorstvar.productumGrunow

GomphonemaaugerEhrenbergvar.turris(Ehrenberg)Lange-Bertalot
GomphonemacleveiFrickevar･clevei

Gomphonemacleveivar.inaequilongumKobayasi
GomphonemaclavatumEhrenberg

GomphonemaglacileEhrenbergvar.gracile
Gomphonemaglacilevar.auritum(Braun)VanHeurck
GomphonemaintricatumKdt2:ing

Gomphonemaparvulum(K仏tzing)KAtzing

Gomphonemasp.
GomphonemaspherophorumEhrenberg

GomphonematruncatumEhrenberg
Gyrosl'gmakuetzingii(Grunow)Cleve

Gyrosigmascalproides(Rabenhorst)Cleve

HanEzschiaamphioxys(Ehrenberg)Grunowvar.amphioxys
NaviculabicontractaOtrup
NaviculacapitataEhrenbergvar.hungarica(Grunow)Ross
NaviculacarminataHustedt
NaviculaclementisGrunow

NaviculacontentaGrunow

NaviculacryptocephalaKntzing
Naviculacuspidata(Kdtzing)Kdtzing

Naviculadecussisgtrup

NaviculadicephalaEhrenbergvar.elginensis(Gregory)Cleve
NaviculaexilisKtitzing

Naviculagoeppertiana(Bleisch)H.L.Smith
NaviculaglobosaMeister

NaviculahastaPantocsekvar.gracilisSkvortzow

NaviculaignotaKrasskevar.ignota

Naviculaignotavar.anglicaLund
NaviculalaterostrataHustedt
NaviculaminimaGurnow
NaviculanothaWallace

Naviculaperegrina(Ehrenberg)Kdtzingvar.kefvingensisEhrenberg

NaviculapseudolanceolataLange-Bertalot

NaviculapseudoventralisHustedt
NavicularadiosaK也tzingvar.tenella(KBtzing)Grunow
NaviculasemenoidesHustedt

NaviculasoehrensisKrasskevar.muscicola(Petersen)Krasske
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NaviculatribialisLange-Bertalot

NaviculatrljlunCtata(0.F.Mtiler)Bory

Naviculaviridula(KBtzing)Ehrenbergvar.rostellata(Kdtzing)Cleve

Neidiumaj卵ne(Ehrenberg)Pftzervar.longipes(Gregory)Cleve

Neidiumbisulcatum(Lagerstedt)Cleve
NeidiumherrmanniiHustedt

Neidiumiridis(Ehrenberg)Clevevar.amphigomphusPhrenberg)Mayer

NitzschiaamphibiaGrunow

Nitzschiajillformis(W.Smith)VanHeurck

Nitzschialinearis(Agardh)W.Smith

Nitzschiapalea(KBtzing)W.Smith

NitzschiapaleaceaGrunow

Nitzschiasigmoidea(Nitzsch)W.Smith

Nitzschiasinuata(Thwaites)Grunowvar.delogneiLange-Bertalot
NitzschiasubacicularisHustedt

PinnulariaacrosphaeriaRabenhorst

PinnulariaborealisEhrenberg

Pinnulariabraunii(Grunow)Cleve
PinnulariabrevicostataClevevar.sumatranaHustedt

PinnulariadactylusEhrenbergvar.SumatranaHustedt

PinnulariadivergensW.Smithvar.divergens

Pinnulariadivergensvar.undulata(PerragalloetHeribaud)Hustedt

PinnulariagibbaEhrenbergvar.gibba

Pinnulariagibbavar.dissimilisKobayasi

Pinnulariagibbavar.sancta(Grunow)Cleve

Pinnularialuculenta(Schmidt)Cleve

Pinnulariamaior(Ktitzing)Rabenhorst

Pinnulariasp.

Pinnulariaviridis(Nitzsch)Ehrenberg

Plagiotropislepidoptera(Gregory)Kuntzevar.proboscidea(Cleve)Reimer
PunctastriatalinearisWilliamsetRound

Rhopalodiagibba(Ehrenberg)0.Mtiler

Rhopalodiagibberula(Ehrenberg)0.M也ler

Sellaphorabacillum(Ehrenberg)D.G.Mann

Sellaphoralaevissima(KBtzing)D.G.Mahn

Sellaphorapupula(Ktitzing)Mereschkowsky

Sellaphoraseminulum(Grunow)D.G.Mann

StauroneisancepsEhrenberg

StauroneiskriegeriiPatrick

StauroneislauenburglanaHustedt
StauroneisnobilisSchum ann

Stauroneisphoenicenteron(Nitzsch)Ehrenbergformaphoenicenteron

Stauroneisphoenicenteronformagracilis(Ehrenberg)Hustedt
StauroneissmithiiGrunow

StaurosiraconstruensEhrenbergvar.construens
Staurosiraconstruensvar.binodisP.B.Hamil

Staurosiraelllitica(Schumann)WilliamsetRound

Staurosirellapinnata(Ehrenberg)WilliamsetRound

SurirellaangustaKBtzing

Surirellapantocksekii(Pantocsek)Meister

SynedraacusKBtzing

SynedrarumpensKBtzingvar.meneghinianaGrunow

Tabulariafaciculata(Agardh)WilliamsetRound



皇居の珪藻



130 南婁 保 ･長田敬五 ･出井雅彦

以下に,当水域に優占もしくは準優占して出現した種類,および分類上注目すべき種類について報

告する.なお,Hustedt(1930)に記載されている種類については,その引用文献を省略し,また個

体生態的な特徴に関しては,Krammer,K.&H.Lange-Bertalot(1986,1988,199la,b)を参照した.

中心目 Centrales

Aulacoseiraambigua(Grunow)Simonsen,1979,Bacillaria2:561(Figs･9,30)

本種は分離殻を伴った糸状群体を形成する.分離殻の連結針は先細であるが,結合殻のものは

先広で逆三角形を里し交互にジッパー状に噛み合う.また,殻筒端で僅かに肥厚した横輪は管状

であることが報告されている (小林 ･野沢,1981).本種は,胞紋様式においてA.italica(Ehr.)

simonsenと極めて類似するが,連結針の形状および横輪の構造などによって明らかに区別する

ことができる.汎布種で,本邦の多くの淡水域から報告されている.今回の調査では,冬季にお

いて大池,下道港堀のプランクトン試料に多産した.

CyclotellaasterocostataXie,LinetCai,1985.ActaPhytotaxonomicaSinica23(6):473.(Figs･ll,13,

27,28)

本種は,放射状に配列する短い条線を殻の中心部に持つことや中心有基突起を持たないなどの

点でC.Stelligera(Cl.etGrun.)V.H.に類似する.しかし,殻縁に延びる短い肋および長く突出

した外管を伴う殻縁有基突起が周辺条線の2-3本おきに配列することよって本種は明瞭に区別さ

れる.また,殻微細構造については,本種のシノニムと思われる C.orientalisLeeetal.(1995)

で詳しく報告されている.近年本邦各地から出現が報告されている.下道港堀に多産した.

CyclotellameneghinianaKtitzing (Figs.12,29)

本種は,殻縁部で放射状に配列 した太 く明瞭な条線は 10/Jmに7-9本で,大きく波打つ殻面

中心域の隆起部にあるト7個の中心有基突起などによって特徴づけられる.汎布種で,汽水域に

も出現 し,｡ヰ 腐水域 (BOD7-13mg/1)まで耐性をもつことが知られている.中道潅堀,下道

産堀から出現した.

Cyclotellaradiosa(Grunow)Lemmermann,1900,Ber･Deut･Bol･Ges･18:30･(Fig･10)

本種は古 くからC.comta(Ehr.)Ktitz.の名で知られているものであるが,Hakansson(1986)

によってC.comtaのタイプが明らかにされた後は,C.radiosaが正名として用いられるように

なった.被殻は円盤状.殻縁有基突起は3-6条線おきにあり,殻外表面では外管を伴わない単純

な開孔で終わる.本調査では希産.

CyclotellapseudostelligeraHustedt (Fig.14)

小型の種で,殻の直径は5-12〝m.本種は,殻の中心部では星形に配列する短い条線を持つも

のと持たないものがみられるなど,変異の大きい種である.殻の周辺部が非常に短い条線と中心

部まで達する長い条線によって構成されることや,先広の特徴的な外管を伴った殻縁有基突起を

持つことなどによって明瞭に区別できる.下道港堀のプランクトンとして出現が確認された.

羽状目 Pennales

AchnanthesexiguaGrunow (Figs.19,20,61,62)

当水域の着生試料において優先的に出現 した種である.本種は,殻長 10-15pmで,殻幅 5｣;

〃m と小型で,平行な殻側と広塀状の殻端によって容易に識別される.条線は 10/Jmに約28本

ある.縦溝殻の軸域は狭いが,中心域は広く横帯を形成し,双方の極裂は逆向きに曲がる.また,

縦溝類似の細長い孔が幾つかの無縦溝殻にみられた.淡水産汎布種.広温性で温泉水にも出現す

る.上道港堀,中道港堀の着生として出現した.
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Achnanthesinj7ata(Ktitzing)Grunow (Figs.3,4,65,66)

上道港堀から採集した水生植物に着生して観察された.生活排水などの流入の少ない水域に出

現する種類.殻端から粘質を出して基物に着生する.殻面で互いに連なって群体を形成する

(Fig.4)こともある.上道瀧堀にのみ出現した.

FragilariaparasiticaW.Smith)Grunow (Figs.7,15,16)
殻は広い披針形から菱形で,両殻端は細く引き伸ばされた頭状となる.殻長 10-25〝m,殻幅

3-5FLm.殻面の条線は短く10FLmに15-18本ある.走査電子顕微鏡による観察では,殻面は平

坦で,殻縁に沿って短い胞紋構造の条線が見られる.この属の多くの種類にみられる殻縁連結棟

はない.本種は,大型の他の珪藻に付着して生活するという特徴を持つ.上道港堀の浅瀬から採

集した,Nitzschiasigmoideaに着生して出現した.

PunctastriatalinearisWilliamsetRound,1987.Dial.Res.2:278.(Fig.17)

Fragilaria属に含まれていた種類であるが,唇状突起がないことや胞紋が多列の点などから,

新属として記載された.

StaurosiraconstruensEhrenberg;Williams&Round,1987.Dial.Res.2:272.(Figs.18,34,35)

Fragilariaconstruensとして親しまれてきた種類であるが,被殻の微細構造に関するWilliams&

Round(1987)の詳細な研究によって,属の特徴が再検討され本属が復活し,帰属された.中道

港堀や下道産堀,大池の着生として出現した.

今回の調査の結果,皇居吹上御所内の水域には156分類群に及ぶ珪藻類の出現を確認することがで

きた.上道港堀など水源が雨水や湧泉にのみ依存している水域では,AchnanthesinjlataやEunotia

indicanaなど汚濁耐性の弱い種類が観察された.また,下道港堀など貯水量が比較的豊富な水域では,

プランクトン性の種類 (Aulacoseira属,Cyclotella属)が多く出現し,水辺の基物には着生性の種類

も多様であった.また季節によって水温が変動するため,出現する種類にも季節変化が確認された.

つまり,水生植物が枯れ,さらに水温の低い冬季には,珪藻類が種数 ･細胞数共に多数増殖し,夏期

など水温が高い季節には緑藻類や藍藻類に入れ替わり,冬季ほどの増殖は見られなかった.本調査で

確認された珪藻相は保全状態が良好な池沼に出現する分類群が大半を示した.このように多様な種類

が記録できたことは,御所内の堀や池の水質環境が多様であると同時に,それらの汚濁程度が低いこ

とを示唆するものである.

Summary

DiatomfloraintheImperialPalace,Tokyo,wasstudied.Diatomsampleswerecollectedfromvari-

ouswatersinthisareaforaperiodoflwoyears,1998to1999.Thesampleswereexaminedusinglight

microscope(LM)andscanningelectoronmicroscope(SEM).Ahundredandfiftysixtaxaofdiatomsbe-

longlngtO36generawerefoundfromthewatersintheImperialPalace.
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thentransfTerredinto100%propyleneoxide.Afterthat,theywereembeddedwithSpurr-slow-viscoslty

embeddingmedium.Polymerizationwascarriedoutat60oCfor24hr.Thepolymerizedsampleswere
sectionedwithadiamondknifeonaSorvallMT2-Bultramicrotome.Thethinsectionswerestainedwith

uranylacetateandleadcitrate,andexaminedwithaHitachi班-7000electronmicroscope.

ThevoucherspecimensorthepresentcollectionshavebeendepositedintheHerbariumorTokyo

UniversityofFisheries.Cladophorafracta(Collectionnumber:MI700),Cladophoraglomerata(M1462),

Cladophorasp.(M1704),Pithophoracleveana (M2006),Rhizocloniumsp.(M1679)werecollectedby

∫.Tanaka.

Results

ORDERCladopholalesHaeckel

FamilyCladophoraceaeWille

1.Cladophorafracta(MtilerexVahl)Kdtzing,Phycol.general.268(1843).(Fig.1a,2a一g)

Basionym:ConfervafractaMtillerexVahl,FIoradanica16.t.946(1787).

Plantsconsistofmonosiphonous,branchedfilaments(Fig.1a),fTormingmassesofentangledfree-

floatingfilaments(Fig.2a),growingbyapicalandintercalarycelldivisions.Branchletsareshort,gener-

allycomposedofseveralcells,branchingmainlydichotomous,formlngWideaxils.DiameterofapICal

cellsis18-54/Jm,andthelengthperdiameteris5-39times,anddiameterormainaxesis42-107/Jm,the

lengthperdiameteris3-15.Eachcellhasnumerouschloroplasts(Fig.2b-e)eachorwhichcontainsa

pyrenoid(Fig.2f),andhasnumerousnuclei(Fig.2g).

AccordingtoHirose&Yamagishi(1977,p.363),plantsconsistofoccasionallybranchedlongfila-

ments,formlngmassesOfentangledfree-floatlngfilaments.Branchesareshort,generallycomposedof

oneortwocells.Somebas礼lcellsare90-100〟mwide,470-940/Jmlong.Apicalcellsareslender,40-

65FLmWide,250-700pmlong.Cellwallsarethick,stratifiedbylinedwalls.Thallihavecellswithmany

nucleiandreticularchloroplasts.Floatlngmasseslooklikegreenhairs.

ThepresentspecimensareslightlynarrowerthantheabovedescrlptlOn.

2･Cladophoraglomerata(LINNAEUS)Kdtzing,Phycol.germ.212(1845).(Fig.1b,3a-d)

Basionym:ConfervaglomerataLinnaeus,Sp.pl.1167(1753).

Japanesename:KamoJl-S10guSa.

Plantsconsistofmonosiphonous,branched丘laments(Fig.1b,3a),growingonrocks.Cellsare

dividedbyapicalandintercalarydivisions.Branchingisdil0rtrichotomous,formlngacuteaXils.

Diameterofapicalcellsis27-65pm,andthelengthperdiameteris3-7times;diameterofmainaxesare

49-130pm,andthelengthperdiameteris3-7times.Thallushascellswithnumerouschloroplasts(Fig.

3b,C)thatcontainapyrenoid,andnumerousnuclei(Fig.3d).

AccordingtoHirose&Yamagishi(1977,p.363),plantsresembleC.crispata,butaresmaller,2-10

cmhigh,cellsareshort,cylindrical,80-110(-150)pmindiameterand3-6timesaslongasdiameter.

BranchestendtobemoretrichotomousthanC.crtspata.

PlantsoccuronrocksinJapaneserivers.Thepresentalgacanbecharacterizedbythedensely

branchedfilamentsmostlyattheupperpart.Thepresentspecimensareslightlynarrowerthantheabove

generaldescription.

3.Cladophorasp.(Fig.1c,4all)

Plantsconsistofmonosiphonous,branchedfilaments(Fig.lc,4a),growingonrocks.Cellsdivide

mainlybyapicalcelldivisions.Branchesaremostlydichotomous,andconcentratedatthebas礼lpart,
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CladophoraceanAlgae l一tttIt肌闇淵Fig.5･
PithophoracleveanaWittock.a.Entangledfilaments.b-i.Helicoidalcells.d.Filamentshaveaki
netes,Seenasdots･e-f･Parietalchloroplastsalongthecellwall.f.(CLSM).g.Reticulatechl
oroplastsinsideacell(CLSM)･ h･Numerouspyrenoidsinacell,stainedbyLugol'ssolution.i･Numerousnu
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family･ThisclassificationhasapparentlyconfirmedtwounidentifiedspeciesforJapanamongthepresent

speciescollectedatthelmperialPalace.Onespecies,Cladophorasp.,differsfrom C.fractaandC.

glomeratabyitsdominanceofapicalgrowthandbranchsystems,andtheotherspecies,Rhizocloniumsp.,

diffTersfrom R･rli?ariumbytheshapeandarrangementofitschloroplasts.

要 約

皇居内においてシオグサ科藻類 5種,cladophorafracta,Cladophoraglomerata,Cladophorasp.,

Pithophoracleveana,Rゐizocloniumsp.を確認し,それらについて外部形態,棉,葉緑体やピレノイド

などの細胞内小器官を観察した.cladophorasp.は成長様式と分枝法が既知のシオグサ属藻類と異な

り,Rhizocloniumsp.は葉緑体の形態がこれまで報告のあった本邦産種とは異なっていた.
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皇居産クロロコックム目およびツヅミモ科の藻類

A.A.ゴンチャロフ*･新山優子**･渡辺其之**

AndreyA.Gontcbarov*,YukoNiiyama**andMasayukiWatanabe**:Chlorococcales

andDesmideaceae(Chlorophyta)intheImperialPalace,Tokyo.

本研究は,平成 7年から11年に実施された皇居内に生息する動植物についての共同研究の一部と

して行われた.皇居内の池,濠,および庭園内に静置された小鉢に生育する藻類を採集した.ここで

は平成 7年 5月,平成 8年 5月および 10月に採集した藻類標本中の緑藻綱クロロコックム冒および

ツヅミモ科に関する同定結果を報告する.

材 料 と 方 法

各採集地では,手が届く範囲からは大形のスポイトを用いて採集した.また,道潅濠,白鳥堀,大

池ではプランクトンネットによる採集も行った.採集した標本はフォルマリンで固定し,光学顕微鏡

を用いて観察し,同定を行った.標本は国立科学博物館植物研究部の標本室 (TNS)に保管されてい

る.採集地と標本番号は以下の通 りである.

上道港濠 :53693,53729,53770

中道港濠 :53689,53690,53765

下道港濠 :53691,53701,53726,53767,53769

大道庭園の鉢 :53692,53728,53761,53762

花陰革の池 :53695

大池 :53696,53736,53737

生物学御研究所近くの池 :53697

白鳥堀 :53699,53763

結 果

緑藻綱

クロロコックム目

Ankistrodesmusbibraianus(Reinsch)Korsikov(Fig.1)

群体は8細胞からなる.細胞の大きさ15-20×2-2.5FLm.標本番号 :53761.●
AnkistrodesmusjTuslformisCorda(Fig.2)

群体は4細胞からなる.細胞の大きさ35-ll×1.5-2/Jm.標本番号 :53690,53695,53736,53737,

53763.

Ankistrodesumusgracilis(Reinsch)Korsikov(Fig.3)

群体は4-8細胞からなる.細胞の大きさ35-AlxI.5-2pm.標本番号 :53736,53765,53770.

Ankistrodesmusspiralis(Turner)Lemmermann(Fig.4)

*InstituteofBiologyandSoilScience,Vladiostok
**305-カ005つくば市天久保41ト1国立科学博物館 植物研究部

DepartmentofBotany,NationalScienceMuseum,Tokyo
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群体は4-8細胞からなる.細胞の大きさ50-70×I.5-2pm.標本番号 '.53761,53762.

CoelastrumpseudomicroporumKorsikov(Fig.5)

シノビウムは4-32細胞からなり,直径 16135FLm.細胞の大きさ8-10×6-9pm.標本番号 :53736,

53769.

Crucigeniamucronata(G.M.Smith)Komarek(Fig.6)

シノビウムは4細胞,時に16細胞からなる複合シノビウムを形成する.細胞の大きさ5-8×2.5-3

〃m.標本番号 :53729,53765,53767.

Crucigeniatetrapedia(Kirchner)W.etG･S.West(Fig.7)

シノビウムは4細胞,時に16細胞からなる複合シノビウムを形成する.細胞の大きさ5-7×5-6

〃m.標本番号 :53695,53765.

Crucigeniellaapiculata(Lemmermann)Komarek(Fig.8)

シノビウムは4細胞,時に16細胞からなる複合シノビウムを形成する.細胞の大きさ5-7×5-6

〃m.標本番号 :53692,53696,53736,53765.

DictyosphaeriumpulchellumWood(Fig.9)

群体は4-32細胞からなる.細胞の直径5-10pm.標本番号 '.53689,53695,53765,53767,53769.

DimorphococcuslunatusA.Braun(Fig.10)

細胞の大きさ10-12.5×ト8/孤.標本番号 :53761,53762.

Hydrodictyonreticulatum(Linnaeus)Lagerheim

細胞の大きさ20-25×7.5-lo〟m.標本番号 :53697.

Kirchneriellalunaris(Kirchner)Moebius(Fig.iI)

群体は4｣6細胞からなる.細胞の大きさ小8×1.5-2〃m.標本番号 :53691,53695,53696,

53736,53765.

Kirchneriellaobesa(W.West)Schmidle(Fig.12)

群体は4-16細胞からなる.細胞の大きさ6-8×2-3FLm.標本番号 :53696,53767,53769.

MicractiniumpusillumFresenius(Fig.13)

群体は4-16細胞からなる.細胞の直径4JOpm,針の長さ15-50FLm.標本番号 :53690,53765.

Monoraphidiumarcuatum(Kor菖ikov)Hindak(Fig.14)

細胞の大きさ35-50×1.5-2/Jm.標本番号 :53695,53765,53767,53769.

Monoraphidiumcontortum(ThuretinBrebisson)Komarkova-Legnerova(Fig.15)

細胞の大きさ15-25×1-1.5/Jm.標本番号 :53629,53695,53696,53728,53736,53765,53767,

53769,53769,53729.

MonoraphidiumgrljjPthiiKomarkova-Legnerova(Fig.16)

細胞の大きさ45-75×2.5-3.5/Jm.標本番号 :53695,53696,53729,53737,53765.

Pediastrumangulosum(Ehrenberg)Meneghini(Fig.17)

シノビウムは4-32細胞からなり,直径 30-90pm.細胞の大きさ10-15×8-10FLm.標本番号 :

53689.

Pediastrumboryanum(Turpin)Meneghini(Fig.18)

シノビウムは8-16細胞からなり,直径 30-80FLm.細胞の大きさ12-15×10-12pm.標本番号 :

53689,53690,53737,53765,53769.

PediastrumduplexMeyen(Fig.19)

シノビウムは8-32細胞からなり,直径30-90FLm.細胞の大きさ10-15×8-12.5FLm.標本番号 '.

53689,53690,53695,53729,53736,53761,53762,53763,53765,53767,53769.

PediastrumsimplexMeyen(Fig.20)
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シノビウムは4-16細胞からなり,直径40-80FLm.細胞の大きさ10-15×8-10pm.標本番号 '.53689,

53765,53769.

Pediastrumsimplexvar.echinulatumWittrock(Fig･21)

シノビウムはむ8細胞からなり,直径 20-50〟m.細胞の大きさ18-20×8-12/皿･標本番号 :

53769.

Pediastrumtetras(Ehrenberg)Ralfs(Fig･22)

シノビウムは4-8細胞からなり,直径20-28pm.細胞の大きさ8-10×8-12FLm.標本番号 :53695,

53729,53736,53737,53762,53765,53769.

Scenedesmusacuminatus(Lagerheim)Chodat(Fig.23)

シノビウムは4-8細胞からなる.細胞の大きさ15-25×3.5-5.5FLm.標本番号 :53695,53729,

53769.

ScenedesmusaculusMeyen(Fig.24)

シノビウムは4細胞からなる.細胞の大きさ12-16×3.5A.4FLm.標本番号 :53736･

ScenedesmusbernardiiG.M.Smith(Fig.25)

シノビウムは418細胞からなる.細胞の大きさlト14×4.5pm.標本番号 '.53765･

ScenedesmusbrasiliensisBohlin(Fig.26)

シノビウムは4-8細胞からなる.細胞の大きさ11-14×4.5FLm.標本番号 :53736.

ScenedesmusdenticulatusLagerheim(Fig.27)

シノビウムは4細胞からなる.細胞の大きさ10-15×4-5FLm.標本番号 :53729,53769･

Scenedesmusdisclformis(Chodat)FottetKomarek(Fig.28)

シノビウムはむ8細胞からなる.細胞の大きさ6-8×3-3.5/孤.標本番号 :53761.

ScenedesmushelveticusChodat(Fig.29)

シノビウムは4細胞からなる.細胞の大きさ10-12×415.5/Jm.標本番号 :53762.

ScenedesmusintermediusChodat(Fig.30)

シノビウムは4細胞からなる.細胞の大きさ5-10×2-7FLm.標本番号 :53696,53765,53769,

53729.

Scenedesmuslunatus(W.etG.S.West)Chodat(Fig.31)

シノビウムは4細胞からなる.細胞の大きさ9-lox6-6.5FLm.標本番号 :53690,53692,53696,

53728,53736,53737.

ScenedesmusopoliensisP.Richter(Fig･32)

シノビウムは418細胞からなる.細胞の大きさ18-20×4A.4pm.標本番号 :53695,53765･

ScenedesmusovalternusChodat(Fig.33)

シノビウムは8細胞からなる.細胞の大きさ10-12×5-7.5/Jm.標本番号 :53695,53762.

ScenedesmusperforatusLemmermann(Fig,34)

シノビウムは8細胞からなる.細胞の大きさ20-25×8.4pm.標本番号 :53765.

Scenedesmusquadricauda(Turpin)Brebisson(Figl35)

シノビウムは4-8細胞からなる.細胞の大きさ10-22.5×3.5--7FLm.標本番号 :53689,53693,

53695,53726,53729,53737,53765,53767,53769.

ScenedesmussmithiiTeiling(Fig.36)

シノビウムは4細胞からなる.細胞の大きさ9-10×6-6.5FLm.標本番号 :53765,53769･

ScenedesmusspinosusChodat(Fig.37)

シノビウムは4細胞からなる.細胞の大きさ10-12.5×2.5-1FLm.標本番号 :53692,53695,

53696,53697,53729,53736,53737,53739,53765,53767,53769.
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ScenedesmusverrucosusRoll(Fig.38)

シノビウムは4細胞からなる.細胞の大きさ6-8×3-3.5/Jm.標本番号 :53765,53767,53769･

TetradesmuslunatusKor;ikov(Fig.42)

シノビウムは4細胞からなる.細胞の大きさ15-20×4-5pm.標本番号 :53736,53769･

Tetraedroncaudatum(Corda)Hansgirg(Fig.39)

細胞の大きさ12.5-15×12.5-15pm.標本番号 :53767.

Tetraedronincus(Teiling)G,M.Smith(Fig.40)

細胞の大きさ10-15×10-15pm.標本番号 :53765.

Tetraedronminimum(A.Braun)Hansgirg(Fig.41)

細胞の大きさ8-12×8-12〟m.標本番号 :53692,53696,53728,53736,53769･

Tetrastrumheteracanthum(Nordstedt)Chodat(Fig.43)

シノビウムは4細胞からなる.細胞の大きさ4-6×617FLm,長い針状突起の長さ12.5-15FLm,短

い針状突起の長さ3-10/Jm.標本番号 :53765.

TetrastrumstaurogeniaejTorme(Schroeder)Lemmermann(Fig.44)

シノビウムは4細胞からなる.細胞の大きさ¢8×小8/孤,針状突起の長さ2-5/孤.標本番号 :

53729.

Weslellabotryoides(W.West)DeWildeman(Fig.45)

シノビウムは4細胞,時に16細胞からなる複合シノビウムを形成する.細胞の大きさ5-7×5-6

〝m.標本番号 :53762.

ホシミドロ目

ツヅミモ科

Closteriumacerosum(Schrank)EhrenbergexRalfTs(Fig.46)

細胞の長さ420/孤,幅37.5JJm.標本番号 :53736.

ClosteriumehrenbergiiMeneghiniexRalfs(Fig.47)

細胞の長さ510pm,幅85pm.標本番号 :53696.

Closteriummonillferum(Bory)EhrenbergexRalfTs(Fig.48)

細胞の長さ250-275pm,幅45-50FLm.標本番号 :53697,53699.

Cosmariumbotrytis(Meneghini)Ralfsvar.sublumidumWittrock(Fig･49)

細胞の長さ55-60FLm,幅50pm,くびれの幅22.5/Lm.標本番号 :53762.

CosmariumhornavanenseGutwinskivar.dubovianum(Liitkemiiller)Ruzicka(Fig.50)

細胞の長さ72.5〃m,幅57.5〃m,くびれの幅15/孤.標本番号 :53762.

Cosmariumhumile(Gay)Nordstedt(Fig.5I)

細胞の長さ17.5pm,幅 17.5FEm,くびれの幅6.3FLm.標本番号 :53762.

CosmariumvariolatumLundell(Fig.52)

細胞の長さ40pm,幅28pm,くびれの幅7,5pm.標本番号 :53695,53736,53762･

Cosmariumsp.(Fig.53)

細胞の長さ55-60pm,幅 50-52.5FLm, くびれの幅 17.5pm･細胞の形は cosmarium ochthodes

Nordstedtに似るが (鹿瀬 ･山岸,1977;Prescott,Croasdale,Vinyard&Bicudo,1981),観察された

細胞はこれより長さが短く,長さと幅の比が小さい点で異なる.標本番号 :53695,53737,53762.

Pleurotaeniumtrabecula(Ehrenberg)Nageli(Fig.54)

細胞の長さ365〃m,幅22.5/Jm.標本番号 :53736.
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考 察

本研究では,緑藻綱タロロコックム目の 17属46分類群,およびホシミドロ目ツヅミモ科の4属

12分類群が同定された.その大半は,日本および世界各地に分布 ･生育するものであり,特に希少

な種は見られなかった (鹿瀬 ･山岸,1977;Komarek&Fott,1983;Prescott,Bicudo&Vinyard,1982;
prescott,croasdale&Vinyard,1975;Prescott,Croasdale,Vinyard&Bicudo,1981).しかし,例えば

隣接する小鉢でも,それらに生育している藻類種は異なるなど,比較的限られた空間内に多様な種が

存在していた.

謝 辞

採集のたびに案内して頂いた宮内庁庭園課職員および侍従職の方々に深く感謝致します.

Summary

AsapartofafaunaandfloraresearchprojectconductedintheImperialPalaceinTokyo,Japan,

alogologlCalstudieshavebeencarriedoutsince1995･Inthispaper,46chlorococcaleantax礼and12

desmidtaxaofChlorophytaarerecorded･Althoughvariousspecieswerecollectedfromarelativelylim-

itedspace,norarespecieswerefわund.
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皇居道港濠の鞭毛藻類

井上 勲*･中山 剛*

IsaoInouye*andTakeshiNakayama*:PhytoflagellatesofDokan-boriMoatoftheImperialPalace,Tokyo.

わが国の都市周辺における池沼の多 くでは,生活排水や工場排水の流入などによる富栄養化が進行

し,周辺の森林の伐採や造成地化も池沼の環境に大きな変化を及ぼしている.大都市の中心部とりわ

け東京都心においては,自然な池沼はほほ失われているといっていいであろう.現在ではそこに生息

している藻類相も本来のものから大きく変わっていると思われる.

都心に位置する皇居は 15世紀半ばに太田道港によって築城されたもので,江戸時代には江戸城の

名で徳川幕府 300年の居城として,また明治以降は皇居として利用されて今日に至っている.呈居内

には,道港の名を冠する上,中,下道港濠がある.これらの濠の周りは概ね樹木が自然のままに残さ

れた豊富な植生環境が維持されている.皇居内の池沼は,都心という環境にあって,皇居の外では不

可避的に進行 してきた撹乱に曝されずに現在に残されている貴重なものである.おそらく,そこには

関東周辺の池沼が本来持っていた生物相が維持されているものと思われる.今回,平成 8年-10年度

に上,中,下道産濠において数回にわたって微細藻類の採集を行う機会を得た.そのなかで,鞭毛を

持って遊泳する藻類である鞭毛藻類について得られた結果を報告する.

方 法

採水 と同時に,プランクトンネットによる採集を行った.試料の一部は25%グルタールアルデヒ

ドを最終濃度が2-4%になるように加えて固定した.プランクトンネットはNX-25または離合社の

15/Jmのネット地を用いた.また水中の朽ち木や枯葉なども採集 した.試料は実験室に持ち帰 り,観

察に供 した.また試料の一部はAF6(Kato,1981)またはU培地で希釈培養を行った.

観察には生物顕微鏡NIKONOPTIPHO (微分干渉装置を装着),NIKON AFX-IIA顕微鏡カメラ

を用いてカラー写真を撮影またはビデオ撮影を実施 した.フイルムはコダックDyanalOO(ISOIOO)

または Dyana400(ISO400)を用いた. ビデオ像は顕微鏡 ビデオカメラHITACHIColorCamera

DK6001とHITACHICameraControlUnitを用いて観察 し,SONYComputerVideoDeckCVD-

1000を用いてHi8方式で8ミリテープに記録した.

結 果 と 考 察

今回の調査で記録された鞭毛藻類は6植物門,11藻類綱,14日16科,30属であった.40種以上

が観察されたが,一部の属については,同定には培養による詳細な形態や生活環の観察を要すること

から種名を決めることは断念し,spp.と記すにとどめた･以下に記録された鞭毛藻を挙げる.必要に

応じて分布や分類学上のコメントを付 した.

*305-8572つくば市天王台トト1筑波大学 生物科学系

InstituteorBiologlCalSciences,UniversltyOrTsukuba
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緑色植物門 Chlorophyta

ブラシノ藻綱 prasinophyceae

プセウドスコールフィールディア目 PseudoscourfieJdiales

プセウドスコールフィールデイア科 pseudoscourfieldiaceae

NephroselmisviridisStein

千葉県 (千葉県の自然誌,本編4)や茨城県土浦市の宍塚大池 (sudaeta1.,1990)や北条池での記

録がある.中栄養の湖沼で個体数は少ないが比較的広く分布する種である.宍塚大池のものは,池の

土壌から分離されたもので,ブラシノ藻綱で唯一有性生殖の発見が行われた研究に使用されたもので

ある.本種は,シストが耐乾性をもたないために,水田などの一時的にせよ乾燥にさらされる環境で

は生息できず (suda,私信),常時ある規模以上の水量をもつ湖沼だけに出現するようである.

クロロデンドロン目 chlorodemdrales

テトラセルミス科 Tetraselmidaceae

Tetraselmiscordtformis(Carter)Stein (図2)

関東では千葉県,茨城県霞ケ浦での記録がある.緑藻綱の Carteriaと同様4本の鞭毛をもち,

Carteriacordlformisの名で呼ばれることもあるが,微細構造の研究で細胞壁ではなくゴルジ体由来の

thecaが存在し,鞭毛に鱗片を有することでブラシノ藻であることが確認された生物である.わが国

の湖沼に広く分布していると思われるが,Carteria属と紛らわしく,誤って記録されている可能性が

ある.同定のポイントは鞭毛の生じる細胞前端がややくぼんでいることで,決してパビラのような突

起をもたない.

メソスティグマ藻綱 Mesostigmatophyceae

メソスティグマ目 Mesostigmatales

メソスティグマ科 Mesostigmataceae

MesostigmavirideLauterbourn(図1)

独特の扇平な細胞をもち,広い方からみると広楕円形で,2本の鞭毛がその中央近くにあるくぼみ

から生じる.広い面と薄い側面が交互に見える独特の遊泳を行うので,他の鞭毛藻からの区別は容易

である.この属は,分子系統の解析結果から緑色植物全体の最も根元近くで分岐したものであること

は確実であ り, ブラシノ藻綱か ら分離 され, これまでシャジクモ藻綱 に所属 していた

Chaetosphaeridium属とともに最近メソスティグマ藻綱として記載されたものである (Marin&

Melkonian,1999).

緑藻綱 Chlorophyceae

クラミドモナス目 Chlamydomonadales

クラミドモナス科 chlamydomonadaceae

Chlamydomonasspp.

クラミドモナス属は,淡水では最もふつうに見られるものの一つで,今回の試料中にも多数の明ら

かに種のレベルで異なると判断される生物が多数みられた.しかし,この属は,これまでに数百種が

記載され,最も同定が困難なものである.多くのフロラの研究では,十分な観察が行われないまま放

置されているのが現状である.本研究でも,本属の種の同定作業を遂行する余裕がなく,多くの種が

存在していたことを記すにとどめた.

Carteriaspp.

クラミドモナス属と同様,分類が困難な種を多く含み,本研究では同定作業を行わなかった.少な
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くとも数種が生息していることは確かである.本属の種が複数確認されたことを記すにとどめた.

Lobomonassp. (図3)

細胞壁の透明な層が放射状の突起となっており全体は金平糖のような形をとる.L.bernardienensis

Chodatに似るが,個体数が少なく確定できなかった.

SphaerelopsissphaerelloidesPascher (図4)

細胞の周りに細胞壁の透明の層がつつんでいる.Haematococcus属は細胞質の突起が細胞壁層に伸

びることで本属とは異なる･Haemalococcuslacustris(Girod)Rostafiniskiも皇居内の庭園のたまり水

中にみられたが,本リストからは除いた.

ボルボックス目 volvocales

テトラバエナ科 Tetrabaenaceae

Tefrabaenasociale(Dujardin)NozakietItoh

全国の湖沼や水田に広くみられる.4個の細胞が平面に配列しているためにGonium属とされるこ

とが多いが,細胞壁の性質や有性生殖の挙動が他のボルボックス目の属種やGoniumと異なることが

明らかにされ,Nozakiandlto(1994)により,新科テトラバエナ科が新設されて,そこに所属せられ

たものである.

Basichlamyssaccullfera(Scherffel)Skuja

4細胞からなるためにTelrabaenaと間違えやすいが,群体を横から見ると親細胞に由来する細胞壁

の残りがついており,容易に区別がつく.T.socialeに比べると個体数は少ないが,広く分布してい

る.

ゴニウム科 Goniaceae

GoniumpectoraleM也ller (図5)

16個の細胞が平面上に配列した体制をもつ特徴的な種類で,同定は容易である.全国の湖沼に広

く分布する.

ボルボックス科 volvocaceae

Pandorinamorum(0.F.Mtiller)Bory

T･socialeとともに,最もふつうに見られる群体性緑藻の一つで,全国各地の水田,湖沼などに広

く分布している.

EudorinaelegansEhrenberg (図6)

広く分布するが,p.morumと比べると個体数は少ない.

クリプト植物門 cryptophyta

クリプト藻綱 cryptophyceae

クリプトモナス目 Cryptomomadales

クリプトモナス科 Cryptomondaceae

Chilomonasparamecium Ehrenberg

クリプト植物のうち,葉緑体が退化して従属栄養で生息する属である.しばしば細胞質内にでんぷ

んが密に蓄積され,白い頼粒に満ちているように見える.全国に広く分布する.富栄養の湖沼では天

然サンプル中に普通にみられるが,貧栄養でも,サンプルが古くなり腐敗すると出現することが多い

ことから,潜在的にほとんどの湖沼や水田に分布していることがわかる.

Chroomonascoerulea(Geitler)Skuja (図7)

青緑色の葉緑体をもつクリプト藻で,明瞭な眼点をもつことが特徴である.長野県 (恵良田･千原,

1987)や茨城県から報告がある.
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PseudendocloniumbasilienseVischer(Printz1964,p.273)に類似するのものの,生活環全体像の把握が

出来ていないので,仮に属のレベルで当てておいた.

標本 :53763

12.Pseudopleurococcussp.?

上道港濠の中ほどに東に出っ張った部分があるが,そこの底泥から分離,寒天培地上で培養 したと

ころ出現 した.培養中に現れた分岐する糸状体は外見上 pseudopleurococcusprintziiVischer(Printz

1964,p.279)に類似するものの,生活環の全体像の把握が出来ていないのでひとまず属レベルで当て

ておいた.北海道大学の市村輝宜博士によれば,Microthamnionを寒天培地で培養すると,本藻と同

様の形態を示すことがある.

標本 :53770

スミレモ目

13.Trentepohliasp.

上道港濠の南東に砂利を敷いた広い通路があって,そこに植えられた松の根元を囲っている石垣に

オレンジ色をしたスミレモがまばらに生育していた.生殖器官の確認は出来なかった.

標本 :53694

クロロコックム目

14.Botryococcussp.

大道庭園の鉢の中に出現 した.

標本 :53762

ヒビミドロ目

15.GloeotilacontortaChodat(図10)

下道港濠のプランクトンとして現れた.

標本:53765

16.Klebsormidiumjlaccidum(A.Braun)Silva,Mattox皮Blackwell(図1I)

スミレモの租培養中に現れた,気生藻,土壌藻の代表種の一つ.

17.StichococcusbacillarisNaegeli(図12)
大池西北の小滝の着生藻を培養した中に出現 した,気生藻,土壌藻の代表種の一つ.

標本 :53757

車軸藻綱

18.CharabrauniiGmelin

生物学御研究所の奥にある水田,大道庭園のあちこちに置かれた鉢の中,白鳥堀,大池などに生育

する.鉢の中の個体の丈は 10cm足らずだが,大池には丈 30cm程の個体が多数存在 した.シャジ

クモ類の多くの種が絶滅しかかっているのに,本種は都市周辺の水田でなどでも繁栄しているという.

標本 :53702

以上記録 した種の内,種レベルで同定された藻はいずれもいわゆる普通種である.なお,6未同定

種の各属も特筆すべき分布型を示すものと思われない.
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Summary

As apartofafaunaandnoraresearchprojectconductedintheImperialPalaceGroundsinTokyo,

Japan,algologlCalstudieshavebeencarriedoutsince1995,InthispapereighteenspeciesbelonglngtO

Rhodophyta,Xanthophyceae,ChlrophytaandCharophytawererecorded.Thespeciesareasfollows:

Aphanochaeterepens,Apiocystisbrauniana,Audouinellasp.,Batrachospermumatrum,Botryococcussp.,

Botrydiumgranulatum,Centritractusbelanophorus,Charabraunii,Coleochaetesp.,GloeotilaconEorta,

Goniochrolisirregulart.S,Hildenbrandiarivularis,Klebsormidium jlaccidum,Pseudendoclonium sp.?,

Pseudopleurococcussp･?,Pseudostauraslrumenorme,Stichocossusbacillaris,andTrentepohliasp.Norare

specieshavebeenfわundexceptfわrthesixundeteminedones.
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LichensoftheImperialPalaceGrounds,Tokyo.ⅠⅠ.

By

HiroyukiKashiwadani*andG6ranThor**

相谷 博之*･ヨーラントール**:皇居の地衣類ⅠⅠ

AspartofabiologlCalinvest唱ationortheImperialPalaceinTokyo,theauthorswerepermittedto

collectlichenshereintwodays,20June1995and22February1996.ThelmperialPalaceislocatedin

downtownTokyoc.2kmfromthemouthoftheSumida-gawaRiveratTokyo-wanBay.InsplteOfear-

1ierskirmishes,earthquakesandfrequentfiresinTokyoaswellastheWorldWarII,partsofthepalace

haveremainedsurprlSlnglyintactoveraperiodorseveralcenturies.Theinnerportionwassearcheddur-

1ngthepresentinvestlgation,whichcovers115ha.Theouterportionwasnotstudied.Therearenopre-

viouslichencollectionsfromtheImperialPalaceGrounds.Collectingwaspermittedinallhabitatsexcept

onbonsaitrees,onwhichbothcrustoselichensandCladonL'aoccurred.Theresultsofourcollectionswill

bepublishedinaseriesofpapersofwhichthisisthesecond.InoneearlierpublicationChrysothrix

j7avovirenswasreportedasnewtoJapan(KashiwadaniandThor,1997).Foranintroductiontotheli-

chennorawithinthearea,andtheclimate,seealsoKashiwadaniandThor(1997).

MateriaIandMethods

Atotalofc.170collectionswerestudied.ThematerialisdepositedinherbariumTNSifnotother-

wisestated.Specimens,whichmightrepresentfurthertaxa,butarerepresentedbydepauperatematerial

havenotbeenincluded.Lichenicolousfunglarenotincluded,butthenon-1ichenizedgenusLichenothelia

is.ThebriefmorphologlCaldescript10nSProvidedherearebasedonlyonthecollectionsfromthe

ImperialPalace.Measurements,glVeninmm,weremadeinthedissectlngmicroscope.Lightmicroscopy

measurementsweremadewithanoil-immel･sionlensonwatermounts,achievingaprecisionof1FLm.

Onlysporeslyingoutsidetheasciweremeasured;obviouslyabnormalsporeswereexcluded.Themeas-

urementvaluesrepresenttheextremerange.Theiodinecoloration(Lugol'ssolution;iodineconcentra-

tion0.25%)wasstudiedbothwithandwithoutpre-treatmentbyK;thefわrmercolorationheredenoted

theK/Icoloration,thelattertheIcoloration.Calciumoxalatewasidentifiedunderthemicroscopyby

adding25%sulphuricacid(H2SO 4)underthecover-slip,causingthecrystalstodissolveandrecrystallize

byfわrmingneedle-shapedcrystalsorcalciumsulphate.Thinlayerchromatography(TLC)wascarried

outinaccordancewiththemethoddescribedbyWhiteandJames(1985).OnlytheBsystem(HE『)was

used.ForspeciestestedbyTLC,irnototherwisestatedallcollectionsfわrthespecieshavebeenchecked.

Forunknownsubstances,thecolourontheTLCplatesandtheUVfluorescenceaftertreatmentwith

*DepartmentorBotany,NationalScienceMuseum,Tokyo,4-1-1Amakubo,Tsukuba,Ibaraki305-
0005,Japan 国立科学博物館 植物研究部

**DepartmentofConservationBiology,SwedishUniversityOfAgriculturalSciences
スエーデン農科大学 植物保全生物学科
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sulphuricacidandheatingareglVeninparentheses.Hypothallusisheredefinedinaccordancewith

Purvisetal.(1992)asalayerofspongytissuewithoutphotobiontcellsontheundersideofthethallus.

Resu1ts

Listorlocalities

Alllocalities:Japan,Honshu,MusashiProv.(Tokyo-to=TokyoMetropolis),Chiyoda-ku,the
ImperialPalace,35041'N,139045′E.

(1)Inui-monavenue,alt.10m,20June1995.AvenuewithAcerandPrunusxyedoensis.

(2a)ThecentralpartortheeastslopeortheKami-Dokanboripond,alt.8-20m,20June1995.Mixed

humiddeciduousforestwithscatteredCryptomeriajaponicatrees.

(2b)ExposedridgeabovethecentraleastpartoftheKami-Dokanboripond,alt.25m,20June-1995.

DryopenforestwithPinusthunbergiianddeciduoustrees.

(3)TheplacefわrthefbmerFukiage-momGateinthesouthendortheKami-Dokanboripond,alt.22

m,20June1995.Oldstonewallalongnarrowroad.

(4)OhmichigardenwestorNaka-Dokanboripond,alt.22m,20June1995.Nurserywithbonsaitrees,

scatteredothertreesandgreenhouses.

(5)EastshoreofNaka-DokanboripondeastofOhmichigarden,alt.8-10m,20June1995.Alongpath

attheedgeorawood.

(6)TheKyuden-nantei(ImperialPalacesouthgarden),alt.20m,20June1995and22February1996.

ExposedrocksalongsmallstreaminJapanesegarden.

(7)SouthoftheImperialHouseholdbuilding,alt.12-16m,20June1995.Shaded,north-facing,vertical

mortarwall.

(8a)TheFukiage-gyoenPalaceGarden,thesmallcascadeKanseino-taki,alt.22m,20June1995.

01dgrowthdeciduousfわrestwithscatteredrocksnearasmallstream.

(8b)TheFukiage一gyoenPalaceGarden,aroundthesmallhouseSohikintei,alt.22m,20June1995.

01dgrowthdeciduousfわrestwithpaths.

(9)BetweenKami-DokanboriandNaka-Dokanboriponds,alt･24m,20June1995and22February

1996.OldPrunusxyedoensisavenuealonggravelroad.

(10)NorthernpartortheeastslopeorK.ami-Dokanboripond,alt.8-26m,20June1995and22February

1996.Oldstonewallsurroundedbyopenfわrest.

(11)StonewallnearthemoatsurroundingtheImperialPalaceintheHanzoboriarea,alt.2仁一30m,22

February1996.About300yearsoldwest-facingstonewall,notshadedbytrees.

(12)JustnorthorthehouseRincho-tei,alt.20m,22February1996.Grasslandwithscattered

Chamaecyparisobtusa.

(13)StonewallnearthemoatsurroundingtheImperialPalaceintheSakurabori-odotearea,alt,20-30

m,22February1996.About300yearsoldsouth-towest-facingstonewallshadedbyscatteredPinus

thunbergiiandPrunusxyedoensis.

(14)TheGaitei-tomonGate,alt.12m,22February1996.Northeast-facingmortarwall,shadedbyscat-

teredtrees.

(15)ThesouthernpartortheeastslopeorNaka-Dokanboripond,alt.22-26m,22February1996･Old

stonewa11surroundedbyopenfTorest.
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Lichenhabitats

A totalof571ichenswerecollected,includingtwofruticosespecies(Cladoniacaespiticia,C

humilis),twofbliosespecies(Phaeophyscial･ubropulchra,PhyscL'ellamelanchra)and53crustosespecies.

Thisindicatesarichlichennora,lnSpiteorthepalacebeinglocatedinthedowntownareaorTokyo.

Botryoleprarialesdainii,Chaenothecopsisnigra,Dimerelladilucida,Lecam'aerysibe,Ramonialuteolaand

TrapeziaplacodioidesarereportedasnewtoJapan.ThegeneraBotryolepraria,Lichenotheliaand

RamoniaarenewtoJapan.Withintheinvestlgatedarea,manydifferenthabitatsarepresent,which

probablypartlyexplainsthehighnumberorspeciesfわund.Lichenrichhabitatsincludeseveralhundred

yearsoldstonewalls(differentspeciesdependingonexpositionandhumidity),oldalleytreesandmortar.

ApartftomthemoatsurroundingtheImperialPalace,scatteredpondsarepresentwithinthepalace

(mostorthemarepartsoranoldmoat),providingahighandstablehumidity.Therearemanyseveral

hundredyearsoldstonewalls,constructedmainlyfordefence.Someofthelichensfoundarealmostcer-

tainlystronglycorrelatedwiththeoccurrenceoroldandunrestoredorsensitivelyrestoredstonework.

ThemostfrequentlyobservedspecieswithintheImperialPalacewereEndocarponjaponicum,E.

superpositum,Leprariasp･#4,Leprariasp.#5,Verrucariasp.#landLichensp.#1.Manyspecieswere

onlyfわundwithinasmallarea,indicatingthatamoredetailedstudywouldhaveresultedinthefinding

ormorespecies.

Temperatedeciduousforests･Temperatedeciduousforestsarefわundonnutrient-richsoils,e.g.inthe

Fukiage-gyoenpalacegarden.Theymaybeclassifiedasoldgrowthforests,consistlnglnPartOf

Castanopsiscuspidata,Cycloblananopsisacuta,llexintegraandMachilusthunbergii.Theycontainconsid-

erableamountofdeadwood(snags,logs,stumps),asubstratescarceinrationallymanagedforests.

ForestswithalongenvironmentalcontinultyareatpresentVeryrareintheMusashinoplain,where

Tokyoislocated･However,fewlichenswerefわundinthishabitat,butChrysothrixjlavovirensand

DimerelladilucidawasencounteredonanoldllexintegrawhileChaenofhecopsisnigrawasfoundonade-

ciduoustree･Thefewlichensfoundhere,mightbeexplainedbyairpollution.

CyJPtOmerl'ajapont'catrees.Onlyonelocality(2a)WithCryptomeriajaponicatreeswasvisited.Thetrees

weresmallandcoveredwithnootherspeciesbutFellhanerasp.,whichwasonlyfToundhere.

PinusthunbeYgiitrees.Openmixeddeciduous/conifTerousforestswithPinusthunbergiioccurondrier,nu-

trient-poorsoils.Pinusthunbergiihousedfewspecies,themostcommonone,whichwasmainlyfToundon

thistree,wasLecanorapulverulenta.Otherwise,C.g.,Leprariasp.#4waspresent.

Alleytrees.Alleytreesclosetogravelroadsprovidingdustimpregnation,oftenhaveaspeciesrichlichen

flora.ThemostcommontreeismaybePrunusxyedoensis.Atonelocality(9),Amandineasp.wascom-

mononthistree･PlacynthiellaicmaleawasalsofわundonPrunusxyedoensis.Acerpalmatumsometimes

housedPhysciellamelanchra･OneoldLiquidambarjTormosanawasfbundclosetoagravelroad(locality

13). FivespecieswithTrentepohliaasphotobiontwerefわundonthistree,Dimerellakawanae,

EnEerographaanguinella,Opegraphasp.#3,RamonialuteolaandLichensp.#3.

Mortar.Wallsof,orwith,mortararefrequentwithinthearea.Caloplacasp.wasverycommon,ason
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mortarinallTokyo･LessfrequentlyfわundspeciesincludeCaloplacacitrina,Lecaniaerysibe,Lichinella

JaponicaandPhysciellamelanchra.

Dry,exposedstonewalls. Dryandexposedstonewallshousedfew species,butAcarosporasp"

Lichenotheliasp.#1,Lichenotheliasp.#2andScoliciosporumumbrinumwerefわundhere.

Semi-shadedstonewalls.Semi-shadedstonewalls,especiallynearwater,housedseveralspecies,Including

Bacidiasp.#2,Cladoniacaespiticia,C.humilis,Lecanorasp.#1,Lecideasp.,Opegraphasp.#1,

0pegraphasp.#2,Phaeophyscia rubropulchra,Porpidia albocaerulescens,Trapezia coarctata,T.

placodioidesandLichensp.#4.

Shadedandhumidstonewalls.Atveryshadedandhumidlocalities,stonewallshousedfewspecies,btltfive

specieswereonlyfoundthere,Agonimiapacljica,BotryoleprarialeSdainii,Polyblastiasp.,Porinasp.#l

andPorinasp.#2.AlsoEndocarponneopallidulumwasoncefわundinthishabitat.

Keytothespecies

Specimenswithoutascomataareratherfl.equentandareincludedinthekey.Lecanorapulverulenta

andLecanorasp.#1arekeyedoutbothwithandwithoutapothecia.Agonimiapacljicaiskeyedoutboth

withandwithoutperitheciaeventhoughnotfわundwithperithecia.

1.Thallusfruticoseorfbliose

1.Thalluscrustoseorsquamulose

2.Thallusfbliose

2.Thallusftuticose

3.Thalluswitharedpigment,blackbelow;lowercortexparaplechtenchymatous

Phaeophysciarubropulchra

3.Thalluswithoutaredpigment,palebelow;lowercortexprosoplechtenchymatous

4.Thalluswithfumarprotocetraricacid

4.Thalluswithfumarprotocetraricacidandatranorin

5.Thallusorangetoyellow,K+violet-red

5.Thallusnotorangetoyellow,K+yelloworK-

6.Thallussorediate,apothecialacking

6.Thallusnotsorediate,apotheciacommon

7.Withascomata

7.Withoutascomata

8.Ascomatadistinctlystalked

8.Ascomatasessileorimmersed

9.Ascomataperithecia

9.Ascomataapothecia

10.Thallussquamulose(sometimesminutely)
10.Thalluscrustose

Physcieliameianchra

C払doniacaespiticia

Cladoniahumilis

Caloplacacitrina

Caloplacasp.

ChaenothecopsLSnlgra

ll.Thallusminutelysquamulose(0.1-1×0.1-0.3mm),greenwithabrowntint------- - -･-

2

5

3

4

8

40

9

10

18

ll

14
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I1･Squamuleslarger,withoutabrowntint
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Agonimiapacljica

12.Thalluslowersurfaceverypalebrowntowhitish ･･････ ･･･ ･･･ ････････････ ･･････Endocarponneopallidum
12.Thalluslowersurfaceblack

13.Squamulesattachedtothesubstratumonlyatthebas礼ltocentralparts

13.Squamulesadnate

14.Sporesnon-septate

14.Sporestransversallyseptatetomurifbrm

15.Thallusgreen;spores15-19x9112FLm

15.Thalluswhitishgrey;spores21-24x10-12pm

16.PhotobiontChlorococcales

16.PhotobiontTrentepohlia

Endocarponsuperpositum

EndocarponjaPOnicum

Verrucariasp.#l

Verrucariasp.蕗2

Polvblastiasp.

17.Peritheciablack,0.2-0.3mmindiameter;spores5-septate,25-33×5-6pm ---･･Porinasp.#1

17･Peritheciadarkred,0･l｣)･2mmindiameter,'spores3-septate,18-22×3-IFLm -･･･Porinasp.#2
18.Thallusorscatteredoraggregatedblackareoles,upto0.1mmindiameter;nonlichenized･･- --19

18.Thalluslackingorlargerthanabove,lichenized

19.Thallusofscatteredareoles;spores8-10x5pm

19.Thallusofaggregatedareoles;spores14x6pm

20.Sporesbrown

20.Sporescolourless

Lichenotheliasp.#l

L,ichenotheliasp.#2

21.Thallusofconfluentgranules,greenwithabrownishtint;apotheciasessile;sporessmooth,16-･25

×9-11〃m AmandL'neasp.

21.Thallusgreyishwhite,cracked;apotbeciaimmersed;sporesbrown,minutelywarted,12-13×6-7

Buelliasp.

22.Photob iontcyanobacteria

22.Photob iontChlorococcaleso rTrentepoh lia

23.PhotobiontGloeocapsa;asci8-spored

23.PhotobiontPleurocap sales;asc i c.36｣18-spored
24.PhotobiontTrenlepoh lL'a
24.PhotobiontChlorococcales

25.Spores1-septate

25.Spores5-8-septate

PyrenopsLSSP･

Lichinellajaponica

26.Apotheciawithsmoothmargln S;COnidial-septate,12-13×2 FLm.･･･--･････-･Dimerelladilucida

26･ApotheciawithdentatemarglnS;COnidiasometimeswithaindistinctsepta,6-7×2/Jm
Dimerellakawanae

25

29

26

27

27.Apotheciaurceolate

27.Apothecianoturceola te

Ramonialuteola

28.Apotheciawithawelldevelop ed ,black,carbonaceousexcIPulum･･････････････････Opegraphasp.#3

28.Apotheciawithareduced,colou rlesstobrownishexcIPulum -･････････ ････Enterographaanguinella

29.Asci>8-spored

29.Asci8-spored

30.Ascic.16-spored LecanoraJaponica
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30.Asci>200-spored

31･Spores1-7-septate

31.Sporesnon-septate

32.Sporesconstantly1-septate

HiroyukiKashiwadaniandG6ranThor

32.Spores27-septate(butoccasionally1-septate)

33.Sporesspirallytwistedinasci

33.Sporesnotspirallytwistedinasci

Acarosporasp.

Lecaniaerysibe

Scoliciosporumumbrinum

34.Hypotheciumbrown,K-;sporesclavate,2-4septate,24-32×2pm -･･･--･ ･--Bacidiasp.#1

34.Hypotheciumd-arkbrownintheupperpart,K+brownishredtovioletred;spores(ト)3(-5)-se

ptate,17-28×4-7pm

35.Thalluswithabluishtint,C+red(gyrophoricacid)

35.Thalluswithoutbluishtint,C-(gyrophoricacidabsent)

36.ThallusUV+orange

36.ThallusnotUV+orange

Bacidiasp.#2

Trapeziacoarctata

37.Thallusgranular(soredia-like);apothecianotconfluent,discgrey-pruinose;atranorin,zeorin,un-

knownsubstancerr5 Lecanorasp.#1

37.Thallusnotgranular;apotheciaoftenconfluent,discnotpruinose;atranorinand･････････････････････

twoxanthones

38.Thallusthin,green,gelatinous;secondarysubstancesabsent

38.Thallusnotasabove;secondarysubstancespresent

39.Thallusthin,greenish;zeorin,usnicacidpresent

39.Thallusthick,grey,cracked;sticticacidpresent

40.PhotobiontTrentepohlia

40.PhotobiontChlorococcaceae

41.Pycnidiafrequent,elevated;conidia3-5xIILm

41.Pycnidianotseen

Lecidellasp.

Lecideasp.

Lecanorapulverulenta

Porpl'diaalbocaerulescens

Lichensp.#3

42.Thallusgelatinous,upto0.05mmthick;secondarysubstan cesa bsent････････････Opegraphasp.#1

42.Thallusverruculose,upto0.2mmthick;twofattyacidspresentrf5andrf5-6 ･･--･---･･.

Opegraphasp.#2

43･Thallusminutelysquamulose(0.ト1×0.1-0.3mm),greenwithabrowntint-･-------･･･

Agonimiapacljica

43.Thallusnotasabove

44.ThallusUV+orange

44.ThallusnotUV+orange

45.Thallusgreenishgrey;pycnidiafrequent;atranorin,zeorin,unknownsubstancerf5･･････････････････

Lecanorasp.#l

45.Thallusyellowishgreen;pycnidianotseen;rhizocarpicacid ･･････････････････Chl･ysothrixjlavovirens

46.Thalluscompletelysorediate

46..Thallusifsorediateatleastpartlycorticatedorwithsoraliaorlglnatlngfromendosubstratalthallus

47.ThallusC十red;1ecanoricacidpresent

47.rrhallusC-:lecanoricacidabsent

Lepl･arE-asp･#4

48.Thalluscottony,palelimegreen;thetriterpenoidlesdaininmajorSubstancepresent--･----

32

35

33

34
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48.Thallusleprose,notpalelimegreen;thetriterpenoidlesdaininabsent

177

Botryoleprarialesdailu'i

49.Pannaricacid6-methylestermajorSubstancepresent･･････････････････････････････Leprolomavouauxii
49.Dibenzof-uransabsent

50.Sticticacidpresent

50.Sticticacidabsent

51.Medullathickandwhitish

51.Medullanotdifferentiated

52.Usnicacidabsent;usuallycorticolousorlignlCOlous

52.Usnicacidpresent;saxicolousoronsoil

53.ThallusformlngSmallrosettes,medullawhitish

LJePrarialobtficans

Leprariasp.#l

Leprariasp.#5

Leprariasp.#3

53.ThallusformlngIrregularpatches;medullanotdifferentiated･･. ･････････ ･･･ ･･･ ･････････Leprariasp.#2

54.Thallusorisidiatetominutelycoralloidgranules,greenishbrown;gyrophoricacid-･---･--･
Placynlhiellaicmalea

54.Thallusnotorminutelyisidiatetominutelycoralloidgranules;withorwithoutgyrophoricacid,

butirpresentthenthethallushaveabluishtint

551Pycnidiafrequent,elevated,pale

55.Pycnidianotseen

56.Thalluswithabluishtint;conidiapyrifbrm,3-Ax2pm

56.Thallusdarkgreen;conidiasickle-sllaPed,22-35×lFLm

57.ThallusC+red;gyrophoricacidpresent

57.ThallusC-;gyrophoricacidabsent

Fellhanerasp.

Lichensp.#2

Trapeziaplacodioides

58.Thallusnotsorediate,withabluishtint;zeorinandusnicacidpresent･･････Lecanorapulverulenta

58.Thallussorediate,withoutabluishtint;zeorinandusnicacidabsent

59.Thalluswithsoraliaoriglnatingfromendosubstratalparts;nosecondarysubstancesdetected--･

Lichensp.#1

59.Thalluswithdiscretesoraliasurroundedbyesorediatethallusparts;atranorin,oneormaybetwo

fattyacidsandunknownsubstancerf5present Lichensp.#4

49

50

51

52

Thespecies

lnthefbllowlngSystematicaccount,generaandspeciesarearrangedalphabetically.Sincediagnostic

fTeaturesofeachtaxonareusuallyobviousfromthekeyandtherearemorphologlCaldescrlPtlOnSinother

publications,nolengthydescrlptlOnSareprovided.Nevertheless,mosttax礼arecomparedtosimilarand

relatedspecies.Tosavespace,localitiesarerepresentedbytheirrespectivenumbersaccordingtothelist

orlocalitiescitedabove.Manyspecimensarestillnotdeterminedtospecieslevelandareheredenoted

onlywithgenusorasLichensp.andconsequentlynumbered.Someorthemwillbediscussedinother

papers.SpeciesnewtothelichenflOraofJapanaremarkedwithoneasterisk,thosenewtoAsiawith

two.

I.Acarosporasp.

Thallusareolate,grey;areolesscattered,flattoslightlyconvex,notpruinose,C-,K-;marglnSgrey

toblack.Apotheciaonetofわurperareole;marginSlightlyerased,browntoblack;discplane,pale;

hymenium140-200pmtall,I+paleblue(thesubhymeniumslightlydarkercoloured),K-,K/I+skyblue
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(thesubhymeniumslightlydarkercoloured)･,epitheciumcolourless;paraphysesIFLmWide;paraphyseapi-

cesI-2/LmWide;asci>200spored.Spores3-5×1-2pm･Pycnidiaimmersed,palebrown;conidia

bacillifbm,4-5×1-2/Jm.

Note.Acarosporasp.iseasilydistinguishedifthemarglnSOfapotheciaareblack.Thethallusmor-

phologylSSimilartoEndocarponJaPOm'cum,andstiuimmersedapotheciacanwithoutmicroscoplngbe

similartoperithecia.

Habitat.Thespecieswascommonandfわundondryexposedtoslightlyshadedrocksandstonewalls

withfewotherlichellSbute.g.EndocarponjaponicumandLichenotheliasp.#1.

Specimensexamined.6:Kashiwadani38810,38812;10:Thor15003;ll:Kashiwadani39662,Thor

14939,14944;13:Kashiwadani39671.

2.Agonimiapacljica(Harada)Diederich

Thallusminutelysquamulose;squamulesupto0.1-1.0×0.ト0.3mm,crowded,erect,brownish

green.Perithecianotseen.

Note.ThespecieswasfirstdescribedinthemonotypicgenusAgonimiella(Harada1993a)butwas

latertransferredtoAgonimia(Aptrootetal･,1997).

Habitat.Agonimiapacljicawasfbundonshadedverticalstonewalls,directlyontherock,oronsoil

andmoss.Thehabitatwasshelteredfromrain.

Distribution.WidespreadinAsia(Harada,1993a;Aptrooteta1.,1997).

Specimensexamined.2a:Thor14856;10:Thor15001;13:Kashiwadani39667,Thor14963･

3.Amandineasp.

Thallusminutelygranular,greenwithabrownishtint.Apotheciablack,upto0.5mmindiameter;

hypothecium brown;hymenium withoil-drops,70/Jm tall;epithecium brown;paraphysessparsely

branchedintheupperpart,I-2FLmWide;paraphyseapicesbrown-capped,3FLmWide;asci8-spored.

SporesorthePhyscia-type,brown,smooth,1-septate,16-25×9-11JJm.Pycnidiablack;conidiacurved,

14-20× <1/Jm.

Note.ThegenusAmandineaissometimesdistinguishedfromBuelliabythelongandcurvedconidia.

ThespeciesissomewhatsimilartoBuellE'adiscljTormis,butthisspecieshaslargerapotheciaandstraight

conidia,5.518.5FLmlong.

Habitat･Amandineasp.wascollectedonlyatonelocality,whereit,however,wascommononold

Prunusxyedoensistreesinanavenue.

Specimensexamined.9:Kashiwadani38826,Thor14906,14988.

4.Bacldiasp.#l

Thallusminutelygranular,greyishgreen.Apotheciagreyishbrown,upto0.7mmindiameter,base

constricted,marginthintoinvisible,concolorouswiththedisc;discslightlyconvex;hypotheciumbrown

intheupperpart,K-;hymeniumcolourless,40-50FLmtall,K-,Ⅰ+blue,K/I+blue;epitheciumpale

brown,K-;paraphysesbranched;asci8-spored.Sporesclavate,colourless,2-4septate,24-32×2FLm.

PhotobiontChlorococcales.Chemistry:Nosecondarysubstancesdetected.

Note･Thespeciesisdistinguishedbythelarge,greyishbrownapotheciaandthe2｣1-septatespores.

Habitat.Bacidiasp.#lwasonlycollectedonceonanold,exposedstump.

Specimenexamined.4:Thor14871.

5.Bacidiasp.#2

Thallusgranulartoalmostsmooth,grey,cracked.Apotbeciabrownishgreytodarkbrown,tiptO

0.8mmindiameter,baseconstricted,margindistinctandconcolorouswiththediscorslightlydarker;
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discflattoslightlyconvex;hypothecium darkbrown,K+browllishredtovioletred;hymenium

colourless,C.60/Lmtall,K-,i+blue,K/Ⅰ+blue;epitheciumcolourless,K-;paraphysesbranched;asci8-

spored.Sporesfusiform,colourless(I-)3ト5)-scptate,17-28×4-7FLm･PhotobiontChlorococcales.

Note.ThespeciesiseasilydistinguishedbytheK+brownishredtovioletredhypotheciumandthe

broad,(1-)3(-5)-septatespores.

Habitat･Bacidiasp.#2wasfbundonrocksinsemi-shadedandhumidhabitats.

Specimensexamined.8b:Kashiwadani38815;13:Thor14972:15:Thor14990.

6.**Botryoleprarialesdainii(Hue)Canals,Hernandez-Marine,G6mez-Bolea&Llimona

Thalluscottony,consistingofamassofpowderyirregulargranulesformlngirregularpatchesupto

morethanonecmacross,withoutmarglnallobes,palelimegreen,withlongprojectinghyphae,C-,K-,

PD-;medullanotdifferentiated,withcalciumoxalatecrystals;hyphae2-5pmindiameter.Photobiont

cells5-IIFLmindiameter.Chemistry:Majorsubstancepresentthetriterpenoidlesdaillin(rf6-7)and

tracesalsoorothertriterpenoids(14848,14850).

Note･Botryoleprarialesdainiiisdistinguishedbythepalelimegreenpowderythallus.Ithasthe

triterpenoidlesdaininasthemajorsubstancepresent(KiimmcrlingandLeuckert1993b).K血1merling

andLeuckert(1993b)alsoreporttracesortwomoretriterpeniodsandmaybezeorin.Canalsetal.(1997)

reportlesdaininandzeorin.

Habitat.Thelocalitiesarecharacterizedbyhighhumidity,deepshadeandbybeingshelteredfrom

rain,whichisinaccordancewithwhatispreviouslyreported(e.g.ArupandEkman,1992;Canalsetal.,

1997;Laundon1992a).Itwasnotaccompaniedbyanyotherlichenspecies,onlywithafewmosses.

Distribution.BotryoleprarialesdainiiisreportedfromlargepartsofEurope,excludingthenorthern-

mostandeasternmostparts,andNorthAmerica(ArupandEkman,1992;BoomandGiralt,1996,Canals

eta1.,1997;Diederich,1989;Egan1987;K也mmerlingandLeuckert,1993b;Laundon,1992b;Lohtander,

1994).NewtoJapanandAsia.

Specimensexamined.2a:Thor14848(insideamortarpipe),Thor14850(onstonewall);13:Thor

14973(incollectionofVerrucariasp.#l)･

7.Buelliasp.

Thallusgreyishwhite,cracked,upto0.3mmthick.Apotheciaimmersedinthethallus,darkbrown,

upto0.5mmindiameter;hypotheciumbrown;hymenium45-55FLm tall;epithecium brown,N-;

paraphyseapicesbrown-capped,415JJmWide;asci8-spored,C.45×15FLm.Sporesbrowll,minute)y

warted,1-septate,12-13×6-7〟m.Pycnidianotseen.Chemistry:Norsticticacid.

Note.Thespeciesisdistinguishedbybytheimmersedapotheciaandtheminutelywarted,1-

septated,brownspores.

Habitat.Buelliasp.wasfbundontheuppersideofalargestoneformingabridgeoverasmall

stream.Thebridgewasshadedbytrees.

Specimensexamined.8b:Thor14899.

8.Caloplacacitrina(Hoffm.)Th.Fr.

Thallussubsquamulosetocontinuouslygranular,orange,K+violet-red;Sorediacoverlngthewhole

thallus.Apothecianotseen.

Note･Caloplacacitrinaisdistinguishedbytheorange,sorediate,K+violet-redthallusI

Habitat.Thespecieswasfわundonaslightlyshadedmortarwall,1mabovetheground.

Distribution.Awidespreadspeciesoccumnglnallcontinents.

Specimenexamined.14:Thor14980.
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9.Caloplacasp.

Thalluscrustose,ofcontlguOuSareOlestosquamuloseorasaparasitegrowinginlobesofPhysciella

melanchraandstainingthese yelloworange,notfTormlngrosettes,yellowtoorange,notpl･uinose;

squamulesupto1mmwide.Apotheciaupto1.0mmindiameter,slightlyconstrictedatbase,superficial

fromthefirst,concolorouswiththethallus;excipleconspicuous,yelloworange;discmoreorlessflat

fromthebeginnlng,becomingSlightlyconvex,orange;hymenium65-75pmtall;paraphysesmoniliform

intheupperpart;asci8-spored･Sporesellipsoid,notlemon-shaped,10-14×5-8FLm,SePtum2-4FLm

wide.

Note･ThethallusmorphologyofCaloplacasp.varies.Onelichenicolousspecimenisalsoincluded

here(14891)sincenomorphologicaldifferencesfromotherspecimen'scouldbeobserved.Nodamage

suchasnecrosistothehostcausedbyCaloplacasp.onPhysciellamelanchrahasbeenobserved.

Habitat.Thespecieswascommononexposedtoslightlyshadedrocksandmortar.

Specimensexamined.6:Kashiwadani38811(onarock),Thor14879(onarock);7:Thor1489(on

mortarwall);10:Thor14995(onmortarwall),Thor14996(onmortarwall);ll:Thor14943(onarock);

14:Thor14982(onmortarwall).

10.*ChaenothecopsisnigraTibell

Apotheciablack,0.7-1.1mmhigh.Capitulumlenticulartohemispherical,0.18-0.30mmindiam.

Epitheciumreddishbrowntobrown･Hypotheciumgreenishbrowntodarkbrown,90-Ilopmhigh.

Excipulumpoorlydeveloped,slightlyyellowishtogreenishbrown,8-10FLmthick,consistlngOf3-4layers

orpericlinallyarrangedhyphae.Stalkblack,0.0∠ト0.08mmindiameter.EpitheciumK+slightlyinten-

sifiedreddishbrown･Stalk,exclpulumandhypotheciumK十slightlyyellowishbrown.Allpartsorthe

ascomaHNO310rSlightlyIntensifiedincolour.Ascicylindrical,31-37xI.5-2.0pm.Sporesverypale

greyishbrown,ellipsoidal,1-septate5･0-6.0×1.5-2.0/Jm,Smooth.Theseptumisstronglyplgmentedand

consplCuOuSlydarkerthantheoutersporewall.

Note･Chaenothecopsisnigraischaracterizedbyitspalespores,thedarkseptumofthesporesand

thepericlinallyarranged,thinanddarkstalkhyphae.

Habitat.Thespecieswasfわundonatreeinanoldgrowthdeciduousfわrest.

Distribution.ChaenothecopsisnigraispreviouslyknownfromEuropeandAustralasia.Newto

Japan.

Specimensexamined.8b:Kashiwadani38818.

11.ChrysothrixjlavovirensTansberg

Thallusepisubstratal,withoutcalciumoxalate,K-,C-,ト,K/ト,UV+orange;hyphae2-3jLmWide;

Soraliafbrmlngacoherentleproselayer,yellowishgreen;soredia14-24FLmindiameter.Apothecianot

seen･Pycnidianotseen･PhotobiontChlorococcales,cells7-14FLmindiameter･Chemistry:RhizocarpIC

acid.

Note.ChrysothrixjZavovirensisdistinguishedbytheleprose,yellowishgreen,UV+orangethallus.

ItissimilartoLichensp.#1,butthisspeciesisUV-andhasnosecondarysubstances.

Habitat.Collectedatthebaseofanoldflexintegrainanopenoldgrowthdeciduousfわrest.

Distribution.Widelydistributedinlowland,mainlycoastalsitesintheBritishIsles,Estonia,

Norway,SpainandSwedenandwasfirstreportedfromJapanbyKashiwadaniandThor(1997),includ-

1ngthespecimenfromtheImperialPalace.

Specimensexamined.8b:Thor14892(TNS,UPS).
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12.Cladoniacaespiticia(Pers.)F16rke

Phyllocladia2-7mmlongandupto1.5mmwide;uppersurfacegreyishtobrownishgreen;lower

surfacewhite;podetianotseen.Apothecianotseen･Chemistry:Fumarprotocetraricacid･

Note.TheCladoniacaespiticiaspecimenslooksdepauperate(airpollution?)andisbestdistinguished

fromC.humilisbyTLC,sincethelatterhasatranorinaswell.

Habitat.Thespecieswasfoundonsoilinstonewalls.

Distribution.WidespreadinAsia,Africa,NorthAmericaandEurope.

Specimensexamined.2b･･Kashiwadani38803,･9:Kashiwadani38823,Kashiwadani38825･

13.Cladoniahumilis(With.)J.R.Laundon

Phyllocladia2-7mmlonganduptol･5mmwide:uppersurfacegreyishtobrownishgreen;lower

surfTacewhite;podetiasometimespresent.Apothecianotseen.Chemistry:Atranorinandfumarprotoce-

traricacid.

Note.TheCladoniahumilisspecimenslooksdepauperate(airpollution)andisbestdistinguished

fromC.caespiEiciabyTLC,sincethelatteronlyhavef-umarprotocetraricacid.

Habitat.Thespecieswasfわundonsoilandmossinstonewallsandonrocksalongasmallstream･

Distribution.WidespreadinAsia,NorthAmerica,NewZealandandEurope,

Specimensexamined.6:Kashiwadani38813;8b:Kashiwadani38817a,Kashiwadani38817b;ll:

Kashiwadani39659.

14.*Dt'merelladL'lucida(Kremp.)R.Sant.
Thallusthin,darkgreen.Apotheciapaleyellowish,uptoO･25mmindiameter;hymenium60-70

pmtall;paraphyses1-2pmwide;paraphyseapicesuptO3pmwide.Spores1-septate,9-10×3FLm･

Pycnidiacommon,immersedtoslightlyelevated,pale;conidia1-septate,12-13×2FLm.Photobiont

Trentepohlia･

Note.ThisusuallyfbliicolousspecieswasnotfわundinJapanduringarecentrevisionorthe

foliicolouslichens(Thoretal.2000).Thespeciesisapparentlynotreportedearlierftombark(R.

Lacking,pers.comm.).D.dilucidaissimilartoD.pineti,butthisspecieshasconidiawhichare5-8×3

〟m,oblong,biguttulateandwithclearmedianconstriction.

Habitat.DimerellaepL'phyllawascollectedatthebaseofanoldllexintegrainanopendeciduous

fわrest.

Distribution.ArarepantroplCalspecies･NewtoJapan･

Specimensexamined.8b:Thor14894･

15.DimerellakawanaeHarada&Vezda

Thallusthin,greenishgrey.Apotheciapaleyellowish,upto1mmdiameter;hymenium50-60FLm

tall,Ⅰ±red,KT,K/l十paleblue;paraphyses1-2pmwide;paraphyseapices314FLmWide･Spores1-

septate,11-16 × 31〃m.Pycnidiacommon,elevated,pale;conidiasometimeswithanindistinctsepta-

1ikestructure, 6-7 ×2pm,PhotobiontTrentepohlia,8-16FLmindiameter.

Note.Itis d istinguishedbythedentateapothecialmarglnSandthesizeorthesporesandconidia･

Habitat. T h e specieswascollectedonanoldLiquidambarformosanajustnorthofthestonewallby

themoatsurro u n dingtheimperialPalaceintheSakurabori-odotearea･Itwasintermixedwith

Enterographa ang uinella,Opegraphasp.#3,RamonialuteolaandLichensp･#3.

Distributio n . DimerellakawanaeisrecentlydescribedandonlyreportedfromChibaPrefecture

(HaradaandV ezda ,1997).

Specimen exam ined.13:Thor14975,
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16.EndocarponjaponicumHarada

Thaliuslowersurfacelackingrhizines,black;squamulesadnate.Sporestwoperascus,muriform,

colourlesstopalebrown,32-43×13-18pm.Photobiontcellsinthehymeniumglobose,3-AFLmindiame-

ter.

Note.Endocarponjaponicumisdistinguishedbytheadnatesquamulesandtheblacklowerthallus

surface.

Habitat.Itwascollectedonbarkontrees,stumpsandrocks･

Distribution:EndemictoJapan(Harada,1993b).

Specimensexamined.l:Thor14846(onshadedbaseofPrunusxyedoensis);4:Thor14872(on

stump);6:Thor14883b(onexposedrockinsmallstream);ll:Thor14942(onstoneinstonewall),

17.Endocarponneopallidulumllarada

Thalluslowersurfacelackingrhizines,verypalebrowntowhitish;squamulesattachedtothesub-

stratumonlyinthebasaltocentralparts.Sporestwoperascus,murifbrm,colourlesstopalebrown,32-

40×12-18pm.Photobiontcellsinthehymeniumglobose,2-4pmindiameter.

Note.Endocarponneopallidulumisdistinguishedbytheverypalebrowntowhitishlowerthallussur-

fbce.

Habitat.Itwasfわundonrocksandmortaronshadedstonewalls.Ⅰtwasintcrmixedwithe.g.

Agonimiapaclj7caandPorinasp.#2.

Distribution.EndemictoJapan(Harada,1993b).

Specimenexamined.1:Kashiwadani38795;2a:Kashiwadani38802,Thor14855;9:Thor14909･

18.EndocarponsuperpositumHarada

Thalluslowersurfacelackingrhizines,black;squamulesattachedtothesubstratumonlyinthebasal

tocentralparts.Sporestwoperascus,murifbrm,colourlesstopalebrown,28-48×15-21/Jm･

Photobiontcellsinthehymeniumglobose,3-4FLmindiameter.

Note.Endocarponsuperpositumisdistinguishedbythesquamulesattachedtothesubstratumonly

inthebasaltocentralpartsandtheblackthalluslowersurface.

Habitat.Foundonshadedmortarandonrockinshadedstonewalls.

Distribution.EndemictoJapan(Harada,1993b),

Specimensexamined･5:Kashiwadani38807;6:Kashiwadani38828;7:Thor14885,Thor14888,

Thor14889.

19.Enterographaanguinella(Nyl.)Redinger

Thallusgreyishwhite,verythin.Apotheciabranched,palebrown;hypothecium colourless;

hymeniumI+red,K-,KノⅠ+blue;paraphysesrichlybranched,1/JmWide;asci8-spored,C.50×12才̀m･

Sporesonlyimmaturewithinasciseen,clavate,straighttoslightlycurved,withan1/Jmthickepispore,

C.91SePtate,C.40A5×3pm(excludingtheepispore).PhotobiontTrentepohlia,cells8-I3pmindiameter･

Note.Enterographaanguinellaisdistinguishedbythepalebrown,branchedapothecia.

Habitat.CollectedonanoldLiquidambarjTormosanajustnorthofthestonewallbythemoatsuト

roundingtheImperialPalaceintheSakurabori-odotearea.ItwasintermixedwithDlmerellakawanae,

Opegraphasp.#3,RamonialuteolaandLichensp･#3･

Distribution.FirstreportedfromJapanbyNylander(1890;asStigmalidL'umanguinellum)andlocali-

tiesfromChibaPrefTectureareincludedinHarada(1993C).

Specimenexamined.13:Thor14974･
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20.Fellhanerasp.

Thallusminutelygranular,darkgreenwithabluishtint.Apothecianotseen.Pycnidiafrequent,ele-

vated,pale,upto0.lmmindiameter;conidiapyriform,3-4×2pm.PhotobiontChlorococcales,cells

9-15FLmindiameter,Chemistry:Nosecondarysubstancesdetected.

Note.Noapotbeciawerefわund,butthebluishtintorthethallusandthepyrifbrmconidiaindicate

thatthespeciesbelongstothegenusFellhanera.However,alsothegenusByssolomahasthesamefわrm

orconidia,andspecimenswithapotheciaarenecessarytosolvethegenericplacementorthespecies.

Habitat.FoundonbarkofayoungCryptomeriajlaponicainaratherdenseforest.

Specimensexamined.2a:Kashiwadani38799,Thor14849.

2l.**Lecaniaerysibe(Ach.)Mudd

Thallusthin,scurfy,blastidiate,greenishgrey-browll.Apotheciaupto0.7mmindiameter,･discpale

brownish,Convex･Sporesellipsoid,1-septate,13-17×4-5JJm･

Note･Thespeciesischaracterizedbytheblastidiatethallus･ThematerialagreeswellwithLecania

erysibeeventhoughthethallusisratherpoor(H.Mayrhofer,inlitt.).

Habitat･Foundonmortarinwalls,intermixedwithe.g.Verrucariasp.#1.lnEuropeitisfound

innutrient-enrichedhabitats(Mayrhofer,1988;JamesandPurvis,1992).

Distribution.WidelydistributedinEurope,NorthAmericaandAustralia(Mayrhofer,1988;James

andPurvis,1992).NewtoAsiaandJapan･Lecaniaerysibevar.luridella(asLecanoraerysibe

*luridella)isreportedfromJapan(Nylander,1890),butthetaxonomicstatusofthistaxonisunclear.

Specimenexamined.10:Thor14997,Thor14998(incollectionofVerrucariasp.#l);14:Thor

14981.

22.LecanorajaponicaMall.Arg.

Thallusthin,grey,K+yellow,PD-.Apotheciaupto0,4mmindiameter;baseconstricted;discred-

brown,notpruinose;hymeniumc.60umtall;epitheciumreddishbrown,withoutcrystals,withagelati-

noussubstancenotsolubleinK;ascic.16-spored.Sporescolourless,immature(notseenoutsideasci).

Note.LecanorajaponicabelongstotheLecanorasubfuscagroup･Itisdistinguishedbythered-

browndiscandthec.16-sporedasci.

Habitat.Foundonstoneinpavedditchwithe.g.LepraT･iasp.#2.

Distribution.CommoninJapan(GuderleyandLumbsch,1999;Miyawaki,1988).

Specimenexamined.13:Thor14971.

23.LecanorapulverulenlaMも11.Arg.

Thallusgranular､palegreenish,C-,hyphae2-AFLmWide.Apotheciaupto1mmindiameter;disc

flattoslightlyconv e x,yellowishgrey.Pycnidianotseen.PhotobiontChlorococcales,cells8-15FLmindi-

ameter,Chemistry : Z eorin,usnicacid,unknownsubstancerr3(yellow,UV+yellow)(14858,14861,

15006,39668).

Note.Lecan orapulverulenEaisdistinguishedbythegranularthallusandbythechemistry.Ithas

beenreportedto b e u s efulasabioindicatorofairpollutantssuchasSolandNO2inJapan(Hamadaet

al.,1995).Thisspe c ie s ismaybesynonymoustoL.strobilinareportedfromEuropeandNorthAmerica,

andthetypematerial orthesenamesshouldbestudied.

Habitat.T h e spe c ieswasfoundonexposedtoshadedtrees,usuallyonconiferoustrees,butocca-

sionallyalsoon P ru n u s xyedoensisandflexinlegra.

Distribution . L e canorapulverulentaisfrequentlycollectedinJapan･ThedistributionoutsideJapan

isuncleardepen d in g o n theuncleartaxonomy.
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Specimensexamined.2b:Thor14858(onPinusthunbergli),Thor14861(onPinusthunbergii);9:

Thor14984(onoldPrunusxyedoensis);10:Thor14994(onPinusthunbergii),Thor15006(onrockin

stonewall);ll:Thor14953(onPinusthunbergii);12:8b'.Kashiwadani38821(onZlexintegra);13･.

Kashiwadani39668(onPinusthunbergii),Thor14958(onPinusthunbergii).

24.Lecanorasp.#1

Thallusgreenishgrey,cracked,areolated,upto0.3mmthick;truesoralialackingbutpartsorthe

thalluswithnumeroussoredia-likegranules,C+yellow,K+yellow,PD-,UV+orange;prothallusonly

seenwhenincontactwithotherthalliandthenthin,smoothalldblack.Apotheciaupto1mmindiame-

ter,Sometimesaggregatedbutnotconnuent;discplane.slightlygreyishpruinose;marglnWithalgae,of

thesamecolourasthethallus;epitheciumbrown;hypotheciumpale;hymenium80〟mtall;paraphyses

2-4〃mwide;asciusuallyonlywithcytoplasm.Sporesrare,lIx7FLm(38827).Pycnidiacommon,espe-

ciallyalongtheborderorthethalliclosetotheprothallus,black,C.0.1mmindiameter;conidiacurl′ed,

15-20xIpm.PhotobiontChlorococcales,6113FLmindiameter.Chemistry:Atranorln,ZeOrin,unknown

substancerf5(violet,UV+orange-brown).

Note･SeveralthalliofLecanorasp.#laresometimesgrowlngtogetherformlngamosaicdelimited

byblackprothalli.Thespeciesisdistinguishedbythenumeroussoredia-likegranulesonthethallus.In

spiteofnumerousapotheciaandasci,onlyfewsporeswerefわund.

Habitat.Itwasfわundonslightlyshadedstonewalls.

Specimenexamined.9:Kashiwadani38825b(C･ap.);10:Kashiwadani38824(noap.),Kashiwadani

38827(C･ap.),Thor14907Thor15009(C.ap･);ll:Kashiwadani39658(C.ap.);15:Kashiwadani39677

(C.ap.).

25.Lecideasp.

Thallusgreen,gelatinous,upto0.2mmthick.Apotheciagreyishbrown,upto0.8mmindiameter,

baseconstricted;hypotheciumbrownishblack;hymenium70/Jmtall,I+blue,K-,KノⅠ+blue;epithecium

palebrownish;asci8-spored.Sporescolourless,non-septate,15×7〟m.Chemistry:Nosecondarysub-

stancesdetected.

Note.Lecideasp.isdistinguishedbythelecidioidapotheciaandthethin,green,gelatinousthallus.

Habitat.Foundonaslightlyshaded,siliceousrocknearapond.

Specimenexamined.8a:Thor14903.

26.Lecidellasp.

Thallusgreenishgrey,cracked,L PD-,UV+orange.Apotheciaimmersedtoalmostsessile,often

confluent,upto0.5mm indiameter;discnattoslightlyconvex,darkbrowntobrownishblack;

hypotheciumcolourless;hymeniumi+blue,K-,KノⅠ+blue;epitheciumbrown;asci8-spored,50×15pm.

Sporescolourless,non-septate,11×6pm･Chemistry:Atranorinandtwoxanthones.

Note.Lecidellasp.isdistinguishedbytheoftenconfluentapotheciaandtheUV+orangethallus.

Habitat.Thespecieswascollectedonaslightlyshadedstonewall.

Specimensexamined.10:Thor14908;ll:Thor14949.

27.LeprarialoblficansNyl.

Thallusleprose,consistingofamassofpowderysphericalgranules,upto130FEmindiameter,form-

1ngrosettesuptO20mmindiameterorirregularpatches,withorwithoutmarglnallobes,greytogreenish

greywithabluishtint,withlongprojectlnghyphae,C-,Kyellow,PD+orange;medulladifferentiated,

whitish;hyphae2-5〃m indiameter;hypothallusabsent･Photobiontcells6-17〝m indiameter･

Chemistry:Atranorin,zeorin,sticticacidcomplex.
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Note.Leprarialobljicansisdistinguishedbythecombinationofthebluishtintofthethallus,the

well-developedwhitishmedulla,thelargerosettesandbythechemistry.L.elobatahasthesamechemis-

tryasL.loblficans,butmarginallobesarenotdifferentiated,whitishmedullaislackingandthesoredia

lackprojectinghyphae(T伊nSberg,1992).ThechemistryofL.lobtft'canswasanalyzedindetailbyKd

mmerlingandLeuckert(1993a).

Habitat.Leprarialoblficanswasfbundonamossy,shadedstonewall,andonshadedanddrysoil
shelteredfromrain.

Distribution.LeprarialoblficanswasfirstreportedfromJapanbyLaundon(1992a)fromonelocal-

ityinNagasaki(typematerialofCrocynianagasakiana).AfurtherlocalityfromYaku-Shimawasre-

portedbyThorandKashiwadani(1996).ThespeciesiswidespreadinAfTrica,Asia,Australia,Europe,

NorthAmericaandNewZealand(Laundon,1992b).

Specimensexamined.2a:Thor14851;8b:Thor14898.

28.LJePrariasp.#l

ThallusconsistlngOfamassofpowderycottonysphericalgranules,upto120pmindiameter,form-

lngrosettesuptO20mmindiameterorirregularpatches,withorwithoutmarglnallobes,greytogreenish

grey,withsomeshortproJeCtlnghyphae,C-,Kyellow,PD+orange;medullanotdiffTerentiated;hyphae

2-5pmindiameter;hypothallusabsent.Photobiontcells6-15FLmindiameter.Chemistry:Atranorln,

zeorin,sticticacidcomplex.

Note.ThespecieshasthesamechemistryasL･lobljicans,andbothspecieswerefoundatthesame

locality,butLeprariasp.#ldiffersbynothavingabluishthalluscolour,bylackingawhitishmedulla

andbyhavingamorecottonythallus.L.elobaEaalsohasthesamechemistryandlackwhitishmedulla

butthisspecieshasabluishandmoredensethallus.

Habitat.FoundonsoilbetweenthestonesinastonewalL

Specimenexamined.2a:Thor14857.

29.Leprariasp.#2

ThallusconsistingOfamassofpowderysphericalgranules,upto70JJmindiameter,formlngIrregu-

larpatches,withoutmarglnallobes,dullgreenishgrey,projectinghyphaeabsent;medullanotdifferenti-

ated,C-,K-,PD-;hyphae2-5/Jm indiameter;hypothallusabsent.Photobiontcells6-12FLmin

diameter.Chemistry:Zeorin,usnicacidandin14874alsotracesorunknownsubstancerr5-6(pale,UV+

dark)andunknownsubstancerr6-7(paleyellow,UV十green).

Note.Leprariasp.#2isdistinguishedbytheadpressed,dullgreenishgreythalliformlngIrregular

patches,andbythechemistry.

Habitat.Itwasfoundonstonewallsshelteredfromrain.Thehabitatismoreexposedthanwhere

Botryoleprarialesdainiiwasfound.

Specimensexamined.5:Thor14874;10:Thor15008,13:Thor14969(onstoneinpavedditch),

30.Leprariasp.#3

ThallusconsistingOfamassofpowderysphericalgranules,upto70FLmindiameter,formlngSmall

rosetteswithmarglnallobes,dullgreenishgrey,projectingllyPhaeabsent;medullawhitish,C-,K-,PD-;

hyphae2-5/Jm indiameter;hypothallusabsent.Photobiontcells6-12/Lmindiameter.Chemistry:

Zeorin,usnicacidandunknownsubstancerr7-8,

Note.Leprariasp.#3isdistinguishedbythesmall,dullgreemihgreythallusrosettes,andbythe

chemistry.

Habitat.Foundonrockinstonewallsshelteredfromrain,andonceonsoilinsuchawall.The
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habitatismoreexposedthanwhereBotryoleprarialesdainiiwasfound･

Specimensexamined.13:Thor14961(onsoilinstonewall),14965(onrockinstonewall).

31.Leprariasp.#4

Thallusconsistingofamassofpowderysphericalgranules,upto110FLmindiameter,formlnguPtO

1cmindiameteroftenconnuentrosettestoalmostirregularpatches,withorwithoutmarglnallobes,blu-

ishpalegrey,withfewlongprojectinghyphae;medullanotdifferentiatedorthinandwhitish,C+red,K+

yellow,PD+yellow;hyphae3-5pmindiameter;hypothallusdistincttoabsent,brownishblackorat

thallusmarglnSWhitish.Photobiontcells6-14/〟nindiameter.Chemistry:Zeorin,lecanoricacidand

atranorin.

Note.Thespeciesisdistinguishedbythecombinationofabluishthallustint,theof-tendistinct

thallusrosettes,andbythechemistry.Thedistinctionbetweenlongprqectlnghyphaeandwhitish

hyphaeorthehypothallusissometimesunclear.WhengrowingOnthegroundindeepshade,the

hypothalluscanbepoorlydeveloped,andsimilartoL.loblfz'cans,butthisspeciesisC-andhastlleStictic

acidcomplex.

Habitat.Leprariasp.#4Oftenformsextensivecolomiesandthis,incombinationwiththethick

thallus,makesthespecieseasytofind.Itgrowsondeciduousandconiferoustrees,butalsoonrocksand

soilinstonewalls.

Specimensexamined.2b:Thor14860(onPinusthunbergii),Thor14864(ondeciduoustree);3:Thor

14868(onsoilinstonewall);9･.Thor14905(onPrunusxyedoensis),Thor14986(onPrunusxyedoensis);

10:Thor15004(onrockinstonewall),Thor15010(onrockinstonewall);11:Kashiwadani39661(onsoil

instonewall),Thor14937(onsoilinstonewall),Thor14954(onPt'nusthunbergil),Thor14959(onPinus

thunbergii);12:Thor14957(onCharnaecyparisobtusa);13:Kashiwadani39669(onPinusthunbergiE').

32.Leprariasp･#5

Thallusconsistingofamassofpowderysphericalgranules,upto70FLmindiameter,formlnglrregu-

1arpatchesorsmallrosettesupto0,8cmindiameter,withoutmarglnallobes,greytogreenishgrey,with-

outlongprojectlnghyphae;medullanotdifferentiatedorthinandwhitish,C-,K-;hyphae2-5ILmin

diameter;hypothallusabsent.Photobiontcells6-16/Jmindiameter.Chemistry:Zeorin,unknownsub-

stancerf7(greenishyellow,UV-)andunknownsubstancerf7-8(greenishyellow,UV-)(minor,absent

in14893).

Note.Thespeciescanbedistinguishedbythepatchy,thinandgreyishthallus,butthisalsocauses

ittobeeasilyoverlooked.Thechemistryalwaysdistinguishesthespecies.Leprariasp.#1canbesimilar,

butcontainthesticticacidcomplex.

Habitat.Leprariasp.#5wasfoundonshadedtoexposed,deciduoustreesandrocksandalsoona

stump･

Specimensexamined.1:Kashiwadani38794(onLiquidambarjTormosana),Thor14841(onAcersp･),

Thor14843(onAcersp.);4:Thor14870(onstump);5:Thor14876(ondeaddeciduoustree);8b:Thor

14893(onLlexintegra);15:Thor14992(onrockinstonewall),Thor14993(onrockinstonewall)･

33.Leprolomavouauxii(Hue)J･R･Laundon

Thallusconsistingofamassofpowderysphericalgranules,upto130pmindiameter,fTormlngro-

settesupt020mmindiameterorirregularpatches,withmarglnallobes,greytoyellowishgrey,without

proJeCtlnghyphae;medulladifferentiated,thintothickandwhitish,C-,K-,PDreddishl0range;hyphae

2-5pmindiameter;hypothallusbrownishblack,ofhyphae3-5/Jmindiameter･Photobiontcells6-17

FLmindiameter･Chemistry:Pannaricacid61methylester(major),LVOuauXiiunknown2andtracesof
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otherdibenzofturans(allcollections).

Note･ThespeciescanbedifficulttodistinguishinthefieldftomLeprariasp.#3.However,ltiseas-

ilyrecognizedbythepresenceofthedibenzofuranpannaricacid6-methylester.Thechemistryofi

vouauxiiwasanalyzedindetailbyKGmmerlingandLeuckert(1991).

Habitat.Thespecieswascollectedonslightlyshadedstonewalls.

Distribution･LeprolomavouauxliistheonlyLeprolomaspeciesfoundinJapan.Itwasreportedas

newtoseveralcountriesinAsia,e.g.Japan(TokyoPref.,Mt.Tenso,1979,H.InoueandS.Gradstein,

herbariumU),byLeuckertandKtimmerling(1991).ThespeciesisalsoreportedfromEurope,Eastand

SouthAfhca,AustraliaandNewZealand,theHawaianIslands,Greenland,andSouthAmerica

(Laundon1989).

Specimensexamined.10:Thor15000,Thor15002;13:Kashiwadani39675,Thor14962.

34.LichinellajaponicaHarada&Henssen

Thallussubfhlticose,blackish,C.3mmhigh;lobesirregularlybranched.Onlyoneapotheciumwas

fTound,concolorouswiththethallus;ascic.36-48-spored.Sporessimple,colourless,5-7×4-5/Jm.

PhotobiontPleurocapsales.

Note.Lichinellajaponicawasrecentlydescribed(HaradaandHensser),1987)andisdistinguishedby

thePleurocapsalesphotobiontandthe36A8-sporedasci.

Habitat.Thespecieswascollectedonashadedmortarwall.

Distribution.PreviouslyonlyreportedfromonelocalityinHiroshimaPrefecture(Haradaand

Henssen,1987).

Specimenexamined.7:Thor14887.

35.LIchenotheliasp.#l

ThallusconsistlngOrSCatteredareoles,upto0.1mmindiameter,black.HymeniumI+palebluein

parts,K-,KノⅠ+paleblueinparts;asci81SpOred.Sporescolourlesstopalebrown,smooth,I-septate,con-

strictedatsepta,onecellslightlylarger,8-10×5/上m.Pycnidianotseen.

Note.Lichenolheliasp.#lisdistinguishedfromLichenotheliasp.#2bythescatteredareolesandthe

smallerspores.ThegenusLichenotheliaisdiscussedinHenssen(1987),whereseveralspeciesarede-

scribed.ThelimitedmaterialisinsufficientforasafTedetermination.NoLichenotheliaispreviouslyre-

portedfromJapan.

Habitat.FoundondryexposedstonewallstogetherwithLichenotheliasp.#2.

Specimensexamined.11:Thor14947,Thor14948;13:Thor14967.

36.LL'chenotheliasp.#2

Thallusupto1cmindiameter,consistingOraggregatedareoles,upto0.1mmindiameter,black.

HymeniumI+paleblueinparts,K-,K/I+paleblueinparts;asci8-spored･Sporesrare,palebrown,

smooth,トseptate,constrictedatsepta,onecellslightlylarger,14×6pm.Pycnidiaimmersed;conidia4

xlpm.

Note.FoundonceintermixedwithLichenotheliasp.#1,ftomwhichitisdistinguishedbytheaggre-

gatedareolesandthelargersporesIThegenusLichenolheliaisdiscussedinHenssen(1987),whereseveral

speciesaredescribed.Thelimitedmaterialisinsufficientforasafedetermination.NoLichenotheliais

previouslyreportedfromJapan.

Habitat.ThespecieswasfわundonadryexposedstonewalltogetherwithLichenolheliasp･#l･

Specimensexamined.1l:Thor14947(incollectionofLichenotheliasp･#l)I

37.0pegraphasp.#l
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Specimensexamined.2a:Kashiwadani38802b,Thor14853.

46.Porpidlaalbocaerulescens(Wulfen)Hertel&Knoph

Thalluscontinuous,moreorlessareolate,cracked,thick,grey.Apotheciafrequent,tightlyattached

tothethallus.Sporesnotseen.Chemistry:Sticticacid.

Note.InsplteOrnumerousapOthecia,onlyemptyasciwithoutsporeswereseen,butthemorphoト

ogyofthethallusandapothecia,andthechemistry,Showthatthespecimensdisplaythefeaturescharac-

teristicorthisspecies.

Habitat.Porpidiaalbocaerulescenswasfoundonmortarandrock.

Distribution.Widelydistributedinborealandnemoralregionsintheworld(HertelandKnoph

1984).

Specimensexamined.2a:Thor14854;6:Thor14878;10:Thor15005,Thor15007･

47.PyrenopsISSP.

Thalluscrustose,thin,darkbrown.Ascomataapothecia-like,concolorouswiththethallus;asci8-

spored,13×10/Jm(immature).Sporescolourless,non-septate,7×4〝m(Onlyimmaturesporesinthe

asciseen).Pycnidianotseen.PhotobiontGloeocapsa.

Note.Pyrenopsissp.isdistinguishedbytheGloeocapsaphotobiont.Thematerialisscantyandin-

sufficientforasafedetermination.

Habitat.Thespecieswasfわundonanexposedsiliceousrock･

Specimensexamined･6:Thor14877,Thor14983･

48.**RamonialuteolaVezda

Thallusendophloeodal.Apotheciaupto0.3mmindiameter,atfirstimmersedwiththeexipleal-

mostcoverlngthedisc,laterbecomlngurCeOlateandopenlngbyaporethatisuptoO･15mmindiameter･

Sporesfusiform,withdistinctepispore,5-6-septate,19-2lx5-6pm(onlyafewfoundoutsidetheasci)･

PhotobiontTrentepohlia.

Note.Ramonialuteolaisdistinguishedbythe5-6-SeptatesporeswithadistinctepISPOre.The

urceolate,small,scatteredapotheciaareveryeasilyoverlooked,

Habitat.RamonialuteolawascollectedonanoldLiqut'dambarformosanajustnorthofthestonewall

bythemoatsurroundingtheImperialPalaceintheSakurabori-odotearea.Itwasintermixedwith

Dimerellakawanae,Enterographaanguinella,Opegraphasp.#3andLichensp.#3.

Distribution･FormerlyreportedonlyfromBosniaHerzegovina,formerCzeckoslovakiaandSweden

(Coppinsetal.1994).NewtoAsiaandJapan

Specimenexamined･13:Thor14977･

49.Scoliciosporumumbrinum(Ach.)Arnold

Thallusthin,darkgreen.Apotheciaupto0.3mmindiameter,convex,shiny,reddishbrown;

hypotheciumcolourless;epitheciumbrownish,K-;asci81SPOred.Sporesfew,spirallytwistedinasci(no

sporesseenoutsideasci).

Note.Thehymeniumincludehyphaeofalichenicolousfullgi(hyphomycete?)whichmightexplain

whynosporeswerefわundoutsidetheasci.

Habitat.Thespecieswasfわundonrockinanexposedstonewall.

Distribution.ScoliciosporumumbrinumwasreportedasnewtoJapanbyKashiwadaniandThor

(1995)fromonelocalityinnorthernHonshu,buttheoccurrencewithintheImperialPalaceshowsthe

speciestobesomewhatmorewidespreadinJapan.FurtherfindingswerepredictedbyKashiwadaniand

Thor(1995).ThespeciesiswidespreadinEurope,NorthAmericaandAustralia.
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Specimenexamined.ll:Thor14945.

50.Trapeziacoarctata(Sm.)M.Choisy

Thalluspalegrey,th血 cracked,C+palered.Apotheciaatfirstgloboseandappearlngperithecia-

1ike,thensplittlngatapexandmarginappearlnglobed,upto0.5mmindiameter,rose-pinktored-

brown.Chemistry:Gyrophoricacid(14881).

Note.TrapeliacoarctataisdistinguishedbytheC+paleredthallus(gyrophoricacid)andthepres-

enceorthecharacteristicapothecia.

Habitat.Foundonslightlyshadedrocksnearsmallstreams.

Distribution.ThespecieswasincludedfromJapan(Honshu)byM也llerArgoviensis(1879;as

LecideacoarctaEaPelachista),andisalsoincludedinInoue(1988).

Specimensexamined.6:Thor14881;8a:Thor14900(incollectionofTrapeziaplacodioides).

51.*TrapeliaplacodioidesCoppins&P.James

ThallusfbrmlngSmall,delimitedpatches,thin,palegrey,C+palered;soralianumerous,0.2-0.3mm

indiameter.Apothecianotseen.Chemistry:Gyrophoricacid(allcollectionsexamined).

Note･Trapeziaplacodioidesisdistinguishedbythesorediate,C+paleredthallus(gyrophoricacid)･

Habitat.Foundonslightlyshadedstonewalls.

Distribution.WidelydistributedinEuropeandNorthAmericaandreportedasnewtoAsiaby

Aptroot(1998).NewtoJapan.

Specimensexamined･3:Thor14866;8a:Thor14900;8b:Kashiwadani38814b･

52.Verrucariasp.#l

Thallusdistinctlysuperficial,green,cracked.Perithecianotimmersedtoimmersed50%ormore,

blackandsometimeswithapaleopenlng,uptO0.2mmindiameter;hymeniumI+greenishblue,K-,

K/I+blue;asci8-spored.Sporesellipsoid,14-22×9-12pm.

Note.Verrucariasp.#lisdistinguishedbythecracked,greenthallus.

Habitat.Thespecieswascollectedonrocksinwet,humidtoratherexposedhabitats.Itwasinter-

mixedwithe.g.Endocarponspp.andBotryoleprarialesdainii.

Specimensexamined.6:Kashiwadani39680(onrock),Kashiwadani38809(onrock),Thor14882

(onsometimessubmergedrocksinasmallstream);10:Thor14998(onmortarinamortarwall);13:Thor

14973(onstoneinpavedditch);15:Thor14991(onrockinstonewall).

53.Verrucariasp.#2

Thallusdistinctlysuperficial,whitishgrey,cracked.Peritheciafew,immersedto50%orless,black,

upto0.2mmindiameter;asci8-spored;sporesellipsoid,21-24×10-12〃m(goodpreparationsnot

achievedbecauseorthelimitednumberorperithecia).

Note.Verrucariasp.#2isdistinguishedbythewhitishgreythalluscolour.

Habitat.Collectedonperiodicallysubmergedrocksinasmallstream.

Specimensexamined.6:Thor14883a,

54.LichenSp.#1

Thallusendosubstratal,UV-;Soraliaorlglnatlngfromendosubstratalthallusparts,slngleorconnu-

ent,convex,greyishgreen(inshade)toyellowishgreen,upto0.5mmindiameter;sorediafarinose.

Ascomatanotseen.Pycnidianotseen.PhotobiontChlorococcales.Chemistry:Nosecondarysubstances

detected.

Note.Lichensp.#lisdistinguishedbythesmallsoraliaandthefarinosesoredia.Itissimilarto

Chrysothrixjlavovirens,butthisspeciesisUV+orange.Thespeciescanbeoverlookedifonlyafew
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scatteredsoraliaarepresent.

HabitaLCollectedonPrunusxyedoensis(14845),stumps,onrocksandshadedmortar.

Specimensexamined.1:Thor14845;2b:Thor14862;4:Thor14869a;5:Thor14875;6:Thor14884;

7:Thor14890;ll:Thor14941.

55.Lichensp.#2

Thallusgranulartominutelysquamulose,green,UV-;prothallusabsentorpresentandwhitish.

Ascomatanotseen.Pycnidiaftequent,elevated,pale,upto0.3mmindiameter;conidiasickle-shaped,

22-35×1FLm.PhotobiontChlorococcales,cells7-13FEmindiameter.Chemistry:Nosecondarysub-

stancesdetected(14847,14896,14897).

Note.Lichensp.#2isdistinguishedbythegreenthallusandtheelevated,palepycnidia.The

conidiaresemblesBacidina.

Habitat･Itwascollectedattheexposedbaseoratreeandonmossandpebblesinanopenhabitat.

Specimensexamined･1:Thor14847(onPrunusxyedoensis);8b:Kashiwadani38822(onpebbles).

Thor14896(onpebbles).Thor14897(onmossonthegroundnearahouse).

56.Lichensp.#3

Thallusimmersedtoverythin,greyishgreen,withoutcalciumoxalate,I-,K-,K/I弓hyphaeL2FLm

indiameter･Ascomatanotseen.Pycnidianumerous,elevated,scattered,upto0,1mmindiameter,cov-

eredwithathickwhitepruina,withoutcalciumoxalate;pycnidialwallbrownishblack,ト,K-butbecom-

ingblackish,K/I+blue(maskedbythedarkcolourofthewalls);conidiastraight,3-5×lFLm.

PhotobiontTrentepohlia,cells9-14FLmindiameter.

Note･ThepresenceofTrentepohliaasphotobiont,theiodineandKreactionofthepycnidiaaswell

astheshapeandsizeoftheconidiaindicatethatthespeciesbelongsinArthoniales.Specimenssimilarto

thecollectionfromtheImperialPalacehavebeencollectedinHokkaidobyG.Thor.However,no

ascomatawerefoundandthegenericpositionisthereforeunclear.

Habitat.ThespecieswascollectedonanoldLiquidamtbarformosanajustnorthofthestonewallby

themoatsurroundingtheImperialPalaceintheSakurabori-odotearea.ItwasintermixedwithDimerella

kawanae,Enterographaanguinella,Opegraphasp.#3,andRamonialuteola.

Specimenexamined.1:Thor13:14976.

57.Lichensp.#4

Thallusgreenishgrey,cracked,upto0.3mmthick,C-,I-,UV+greyishwhite;hyphae2-4FLmWide;

soraliaconvex,singleorconnuent,upto1mmindiameter.Ascomatanotseen.Pycnidianotseen.

PhotobiontChlorococcales,cells8-13FEmindiameter.Chemistry:Atranorin,Oneormaybetwofatty

acidsclosetoeachotherrr5-6,unknownsubstancerr5(pale,UVpale).

Note.Lichensp.#4isdistinguishedbythethick,crackedthallus,thelargesoraliaandbythechem-

istry.

Habitat.Collectedonaslightlyshadedrockatapond･

Specimensexamined.8a:Thor14901.
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Abstract

FieldworkintheImperialPalaceGrounds,Tokyowascarriedouton20June1995and22February

1996.Atotalof571ichenswererecognized,includingtwofruticosespecies(Cladonia),twofbliosespecies

(Phaeophyscia,Physciella)and53CrustosespeciesIThisindicatesarichlichenflora,inspiteofthepalace

beinglocatedinthedowntownareaofTokyo.Withinthe115haareainvestigated,manvdiffTerenthabi-

tatsarepresent,whichprobablypartlyexplainsthehighnumberofspeciesfbund.Lichenrichhabitats

includeseveralhundredyearsoldstonewalls(differentspeciesdependingonexpositionandhumidity),

oldalleytreesandmortar.Botryoleprarialesdainii,ChaenothecopsISnigra,Lecant'aerysibe,Ramont'a

luteolaandTrapeziaplacodioidesarereportedasnewtoJapan.ThegeneraBotryoleprart'a,Lichenolhelia
andRamoniaarenewtoJapan.ManyspeciesareundeterminedanddenotedonlytogenusorasLichen

sp･andconsequentlyllumbered.ShortmorphologlCaldescrlptlOnSbasedonthecollectedmaterialare

provided,aswellasnotesondistribution,habitatandothercharacteristics.

要 約

皇居内で採集された約300点の地衣類標本に基づいて分類学的研究を行った｡現地調査は,乾門通

り,吹上門跡,大道庭園,宮殿南庭,宮内庁庁舎擁壁,吹上御苑,上道港堀上部石垣を中心に平成8

年2月に実施された｡その結果,19科25属57種の地衣類が確認された｡この内53種は固着地衣類

で,樹枝状地衣類はハナゴケ属 2種,葉状地衣類はムカデゴケ科 2種を含むだけである｡一方,

Botryoleprart'alesdainii,Chaenothecopsisnigra,Dimerelladilucida,Lecaniaerysibe,Ramonialuteola,

Trapeliaplacodioidesは北半球を中心に広く分布する種であるが,日本からは初めての報告である.

また,Botryolepraria,Lichenothelia,RamonE'aの3属は日本新産属である｡採集された固着地衣類の中

には日本産の種に関する分類学的研究がなされていないため,種名の判定ができないものが含まれる

が,都心に位置し広さ約 115ヘクタールの皇居内には多数の地衣類が生育することが確認された｡地

衣類は徴環境の違いによって生育する種が異なるが,調査地には常緑樹の古木,日当たりの良い街路

樹や庭園,大規模な石垣など地衣類の生育を可能にする多様な環境がよく保存されている｡
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皇居の水生菌類 (卵菌門)*

稲葉重樹**･徳増征二**

Shigekilnaba**andSeijiTokumasu**:WaterMolds(Oomycota)ofthelmperialPalace,Tokyo

皇居の菌類の研究は,皇居内の特に吹上御苑に生息する生物をできる限り明らかにして記録にとど

めることを目的とする共同研究の一環として,1995年度の予備調査から始まり,1997年から1999年

にかけて行われた.

本邦での水生菌類相は,河川や池沼において多く報告されている.東京都内においても,荒川 (鈴

木,1960a),隅田川 (鈴木,1962a,b),江戸川 (鈴木,1962C),中川 (鈴木 ･辰野,1966),占春池

(印束,1937;鈴木,1960b),および三四郎池 (渋谷,1959)での研究例がある.今回筆者らは,皇居

内の中道港濠および吹上御苑内白鳥堀で水生菌類 (卵菌綱)を調査する機会を得た.本報では現在ま

でに明らかになった同所の水生菌類について報告する.

菌の分離および同定

菌の分離は,1997年 10月3日に皇居内の中道港濠および吹上御苑内白鳥堀で採集した水と土壌

(派)から試みた.水はアイスクリ-ムカップに25mlずつ分注して試料とした.土壌はスプーン1

杯分をアイスクリームカップに入れ,これに滅菌蒸留水を30ml加えて試料とした.これらにベイト

(釣 り餌)としてアサの種子を半分に切断した後加圧蒸気滅菌したものを加え,10℃と20℃の恒温

条件下で培養し,菌の出現を待った.

薗寄生性の0lpt'diopsissp.以外の菌については,以下の方法によって純粋培養菌株を得て,同定に

供した.すなわち,低倍率での観察によりアサの種子上に菌体の成長を確認した後,菌体の一部もし

くは遊走子をコーンミール寒天 (日水製薬)平板上に移植した.2ないし3日室温で培養後,形成さ

れたコロニーの縁部に上記の種子の切断面が培地上面に接するように置き,さらに約24時間培養を

継続した.アサの種子に菌の定着が認められた後,これを滅菌蒸留水 15mlの入ったペ トリ皿に移し,

15℃で培養して遊走子嚢形成を誘導した.逸出した遊走子 l個をパスツールピペットを用いて平板

上に分離し,発芽伸長してきた菌体の先端部を切断し,新しい平板上に植え継ぐという操作を繰り返

すことによって細菌を除き,純粋培養菌株を得た.次に,アサの種子を用いた水中培養法 (seymour,

1970)により,各菌株を15℃または20℃で培養し,生育した菌体にもとづいて記載 ･同定を行った.

結 果

アサの種子上で生育が認められた菌種は以下の通りである.

ミズカビ科Saprolegniaceae

1.AchlyanagellataCoker,SaprolegnlaCeae:P.116,pl.37.1923;Johnson,ThegenusAchlya:p.77,pl.18.

1956. Fig.1,A-E

*筑波大学菅平高原実験センター業績172号

**〒386-2201長野県小県郡真田町長 1278-294筑波大学 菅平高原実験センター

SugadairaMontaneResearchCenter,UniversityorTsukuba
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主菌糸は頑強,基部の幅2ト83才̀m,先端部で二次菌糸が多く分岐.厚膜胞子は多産,頂生または

中間生,単生または鎖生,円筒形または梶棒形,ときに洋ナシ形,まれに不規則.遊走子嚢は多産,

頂生,紡錘形または円筒形,しばしば先端部以外の側壁に逸出孔を持ち,(110-)225-970(-1270)

×(17-)23-63(-93)pm.二次遊走子嚢はsympodialまたはbasipetalousに生じる.遊走子の逸出

はachlyoid型,培養後期にはaplanoid型,被膜遊走子塊は容易に逸出孔周辺部から脱落する.被膜

遊走子は1ト14FLm.生卵器は多産,側生,球形または洋ナシ形,まれに不規則,径 (28-)30-48

(-54)〟m,1-12個の卵胞子を蔵する.生卵器壁は明瞭な孔紋を持ち,平滑.生卵器柄は直立,長さ

は多様,普通分岐せず.卵胞子は通常成熟せず,球形または亜球形,偏心性,径 18-24/Jm.造精器

枝はdiclinousまたはmonoclinous,まれにandrogynous,しばしば屈曲し,分岐が多い.造精器は円

筒形または長梶棒形,しばしば分岐し,側方または多数の付着点で生卵器に付着.受精管は認められ

る.

分離源 :土壌.

2.AchlyastellatadeBary,Dot.Zeit.,46:648,pl.10,figs.10-ll.1888;Dick,Trans.Brit.mycol.Soc.,

43:480,fig.2,4.1960.Fig.I,F｣

主菌糸は脆弱,基部の幅11-29FLm,まばらに分岐.厚膜胞子は少産,頂生,しばしば鎖生,球形

または洋ナシ形.遊走子嚢は多産,頂生,まれに中間生,円筒形または梶棒形,まれに棒形,(75-)

loo-235(-275)×(13-)15-23(-28)FLm.次遊走子嚢はsympodialまたはbasipetalousに生じる.

遊走子の逸出はachlyoid型.被膜遊走子塊は逸出孔周辺に残存性.被膜遊走子は径 12-13/Jm.生卵

器は多産,側生または頂生,しばしばcymoseに密集して生じ,極まれに鎖生,球形または洋ナシ形,

ときに不規則,径 (3ト)39-70(-85)〟m (乳頭状突起を含む),1または2,まれに3個の卵胞子を

蔵する.生卵器外壁は密に乳頭状突起で覆われ,孔紋を持たない.生卵器柄は直立,道卵器径の 1-4

倍･卵胞子は球形,径 (18-)27-36(ll)〝m,サ レ性または亜中心性･造精器枝は通常欠くが,ま

れにdiclinousまたはmonoclinousに生じる.遺構器を持つ場合,造精器は短梶棒形,頂端で生卵器

に付着.受精管は認められる.

分離源 :土壌.

Achlya属の内,生卵器が主に1個の卵胞子を蔵し,生卵器外壁が乳頭状突起で覆われるという特

徴を有する種は,A.stellataの他,A.spinosadeBary,A.cornutaArcher,A.radiosaMaurizioおよ

びA.glomerataCokerが記載されている (Johnson,1956).遊走子嚢を多産し,卵胞子が中心性また

は亜中心性,造精器を欠くなどの本種の特徴は,A.Stellataに一致する.ここでは,この特徴に基づ

いてA.stellataに同定する.本種は日本新産である.しかし,Johnson(1956)は,A.stellataとA.

spinosaやA.cornutaとの区別が明確でないと述べている.また,Dick(1960)は,イギリスの分離菌

株に基づいてこれら3種を分類学的に再検討し,A.spinosaとA.stel/ataは明らかに別種であるとし,

A.cornutaについては扱いを保留した.本種は,遊走子嚢を多産し,生卵器を頂生または側生し,追

精器を欠くなどの点でDickのA.stellataともよく一致する.しかし,まれに厚膜胞子や造精器を形

成するなど,DickのA.spinosaに類似する点もある.さらに渋谷 (1959)は,三四郎池から皇居産

の菌株と類似する菌をAchlyasp.として報告している.

3.DictyuchussterileCoker,SaprolegnlaCeae:p･151,pl.52.1923.Fig.2,A-C

主菌糸は頑強,基部の幅20-85〟m,分岐は少ない厚膜胞子は欠く.遊走子嚢は多産,頂生,長梶

棒形または円筒形,(75-)165-460仁625)×12--20FLm,しばしば基部で菌糸から脱落する.二次遊

走子嚢はsympodialに生じる.遊走子の逸出はdictyoid型,培養後期では脱落した遊走子嚢内で被膜

遊走子がaplanoid型に直接発芽することがある.被膜遊走子は13-15FLm.生卵器と造精器を欠く.

分離源 :土壌.

有性生殖器官を生じないD.sterileは,Coker&Matthews(1937)によってDictyuchusmonosporus
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Leitgebの異名として扱われている.一方,′小林 ･大久保 (1954)は,尾瀬ケ原で採取した有性生殖

券官を形成しないD.monosporus(=Dictyuchussterile,小林 ･大久保,1952)と有性生殖器官を形成す

るD.monosporusを比較し,前者の遊走子嚢が菌糸より容易に脱落するのに対し,後者の遊走子嚢は

離れにくいという差異を見出した.今回皇居で得られた菌株の遊走子嚢は,菌糸より容易に脱落する

D.sterile型であることから,筆者らは小林 ･大久保 (1954)に従って有性生殖器官を形成するD.

monosporusと区別し,D.sterileと同定した.

4.SaprolegniaterrestrisCooksonexSeymour,inSeymour,NovaHedwigla,19:37,figs.56164.1970;

Cookson,Proc.Roy.Soc.Victoria(N.S.),49(2).I235,figs.I-2,pl.ll.1937.Fig.2,H-L

主菌糸は脆弱,基部の幅9-28〝m,まばらに分岐.厚膜胞子は多産,頂生または側生,単生,まれ

に鎖生,円筒形または紡錘形,ときに不規則.遊走子嚢は多産,頂生または側生,円筒形,梶棒形,

または紡錘形,(130-)240140(一580)×(18-)22-45(19)〟m.二次遊走子嚢は通常internalに生

じ,ときにsympodialまたはbasipetalousに生じる.遊走子の逸出はsaprolegnoid型.被膜胞子は

9.5-11〃m.生卵器は多産,側生,頂生,まれに中間生,ときに遊走子逸出後の遊走子嚢内に形成,

球形,亜球形,洋ナシ形まれに樽形,径 (4ト)50-80(-120)pm,1-6個の卵胞子を蔵する.生卵器

壁は平滑,または極まれに乳頭状突起を租に生じ,孔紋を持つか欠く.生卵器柄は直立または屈曲し,

生卵器径の 1/3-6倍.卵胞子は球形または亜球形,径 (26-)32-10(15)〃m,亜中心性.造精器枝

は多産,androgynous型で普通造卵器直下の生卵器柄から生じ,まれにmonoclinous型も認められ,

まれに分岐する.造精器は短梶棒形,側方または先端で造卵器に付着.受精管は認められる.

分離源 :土壌.

Saprolegniaterrestrisは鈴木 (196la,b)により種名のみで報告されているが,記載はされていな

かったので,本報告で皇居で得られた菌株に基づいて記載した.

5.Thraustothecaclavata(deBary)Humphrey,Trans.Am.Phil.Soc.,17:131.1892:DicEyuchusclavatus

deBary,Bot.Zeit.,46:649,pl.9,fig.3.1888.Fig.2,D-G

主菌糸は頑強,基部の幅2ト60/tm,先端部では多くの二次菌糸が分岐する.二次菌糸は主菌糸よ

り細く,よく屈曲し,コブ状の突起を持ち,しばしば分岐する.厚膜胞子は欠く.遊走子嚢は多産,

頂生,まれに中間生,短梶棒形,紡錘形,中間生のものは長棒形,(28-)40-360(-625)×(22.5-)

30185(-90)pm.二次遊走子嚢はsympodialに生じる.遊走子の逸出はthraustothecoid型.被膜遊

走子は球形または多角形,径 10-14FLm.生卵器は多産,側生,球形または洋ナシ形,径 (38-)42-52

(-64)pm,(I-)3-7(-12)個の卵胞子を蔵する.生卵界壁は平滑,明瞭な孔紋を持つ.生卵器柄は

直立,ときに屈曲,造卵器径の lA 倍,ときに分岐.卵胞子は球形,亜球形,または卵形,径 (13-)

20-26(-38)〝m,偏心性.造精器枝はdiclinous型,ときにmonoclinous型,二次菌糸から生じ,繊

細で分岐することが多い.造精器は円筒形,ときに分岐し,多数の付着点で生卵券に付着する.受精

管は認められる.

分離源 :土壌.

フグロカビモ ドキ科01pidiopsidaceae

6.01pidiopsissp.Fig.3,A-∫

菌体は宿主菌糸の先端もしくは中間に生じた膨張部に単独または複数個形成され,大きさは変化に

富み,卵形,楕円形,長楕円形のものでは10-136×6-85/Jm,球形のものでは径 10-35/Jm.遊走子

嚢は菌体と形状および大きさがほぼ等しく,平滑か,租または密に針状突起を持ち,1または2本の

逸出管を持つ.逸出管の長さは多様で,まっすぐか屈曲し,まれに分岐,宿主菌糸の外壁で開口する

か,やや外側に突き出る.休眠胞子は単為生殖または有性生殖の結果形成され,褐色,卵形または球

形,径 18-61/〟n,外壁は厚 く,幅広い針状突起で覆われ,1または2個の伴細胞が付着する.伴細
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主範囲を明確に特定する必要があると考えるので,本報ではOIpidiopsissp.として報告する.

この他,粗培養の段階で ミズカビ科のAchlyaconspicuaCokerと同定される菌種が出現 したが,

純粋培養菌株では生卵器 ･造精器の形成能力が著 しく低下したため,正確な同定に至らなかった.ま

た,生卵器 ･造精器が形成されなかったため,種の同定が行えなかったが,ミズカビ科のAchlyasp.,

Aphanomycessp.,Saprolegniasp.およびフハイカビ科のPythiumsp.が水試料から分節された.
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Summary

Sixspeciesofwatermolds(Oomycota)Wereisolatedfromsoilandwaterbyhemp-Seedbaitingmethod

intheImperialPalace,Tokyo.Theyare:AchlyajlagellataCoker,A.stellatadeBary,Dictyuchussterile

Coker,SaprolegniaterrestrisCooksonexSeymour,Thraustothecaclavata(deBary)Humphrey,and

Olpidiopsissp.inhyphaeofThraustoEhecaclavaEa.ThraustothecaclavaEaisanewhostforthegenus

OlpidiopsIS･AchlyastellataisnewrecordtoJapan.Inaddition,weisolatedsomenon-sexualwater

molds,i.e･Achlyasp･,Aphanomycessp･,Saprolegniasp.andPythiumsp.
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TwoSpeciesoftheGenusCoemansia(Zygomycota,
Kickxellales)IsolatedfromSoilsattheFukiageGardens

ortheImperialPalace,Tokyo*

By

YukoKurihara**andSeijiTokumasu**

栗原祐子**･徳増征二**:吹上御苑の土壌から分離されたブラシカビ属菌 2種

(接合菌門,キクセラ目)

Asapartofafauna,floraandmycobiotaresearchconductedintheImperialPalaceespeciallyatthe

FukiageGardensinTokyo,Japan,mycologlCalstudieshavebeencarriedoutsince1995.AttheFukiage

Gardens,awell-developedevergreenbroad-leavedfわrestexists.Theauthorsattemptedtoinvestigatethe

mycobiotaoftheKickxellalesfromthesoilofthegardensandtwospeciesofthegenusCoemansiawere

fわund.

ThegenusCoemansiavanTieghem&LeMonnier(1873)isthelargestgenus(with15speciesandI

variety)intheKickxellales.Theyarewidelydistributedthroughtheworld(Kirk,1993),andsomeor

themareabundantinfわrestsoilsorJapan(Miura,1978;Udagawa,1978;Kurihara,unpublished).

MaterialsalldMethods

Thirty-fToursoilsampleswerecollectedthreetimesfromthefわrestintheImperialPalaceGrounds;

onMay8,October3,1997,andApril20,1998,alongthetrackfromthegateHFukiage-Omiya-gosho-

seimon"to"Kanbaku-tei","Daihonrei-ato","Kajuen","Jinushi-yama",andbacktothegate"Fukiage-
Omiya一gosho-seimon".

Sampleswerecollectedinsterileplasticbagswithaseptichandling.Eachsamplewasprocessedby

threemethods;thesoilplatemethod(Warcup,1950)withlO%carrotagarmedium(Chien,1994),the

shrimpbaitingmethod(DegawaandTokumasu,1997),andtheyeastextract-peptoneenrichmentmethod

(unpublished).Theprocedureorthelastmethodwasasfわllows:Twomillilitresor3%yeastextract-3%

peptonesolutionwereaddedtoヨogsamplesoilsinmoistchambers.Themoistchamberswereincubated

atroomtemperatureatleastfTorfわurweeks.OneagarplateorwetchambercontainlngSamplesoilwas

preparedfわreachmethod.Thesoilplatemethodisageneralandrapidmethodfb∫isolatingcommonsoil

fungi,andtheothertwoaresuitablemethodsforisolatingkickxelloidspeciesfromsoil(unpublished

data).Theisolatesobtainedwereincubatedonhalf-strengthmaltextract-yeastextractagarmedium

(I/2ME-YEagar;Benjamin,1958)or10%Carrotagarmediumatroomtemperature.Slidepreparations

weremountedinlacticacidwithastainorcottonblue.

*ContributionstoSugadairaMontaneResearchCenter,No.173
**SugadairaMontaneResearchCenter,UniversityofTsukuba,Osa1278-294,
Sanada-machi,Chiisagata-gun,NaganoPref.,38612201Japan 筑波大学 菅平高原実験センター
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B 一･･･････

10Pm

Fig･2･Coemansiaerecta,A.Habitsketchofasporangiophore,B.Upperportionofasporang10-

phorewithsporocladia,C･Sporocladium,D.ThreesporangiolawithsporanglOSpOreS.
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Results

TwospeciesofCoemansia;C.aciculljTeraLinderandC.erectaBainierwerefTound.Butnospeciesof

theothergeneraoftheKickxellaleswerefoundinthisinvestigation.

CoemansiaaciculilTeraLinder(Fig.1)

Colonieson1/2ME-YEagarpaleyellow.Vegetativehyphaecolourless,septate,3.6-7.1(av.5.4)〃m

wide.Sporangiophoreserect,septate,furcate,trifurcateorunbranched,producingsporocladiasparsely

alongtheupperpartatdistancesof7-53(av.19)pm.Sporocladialstalks20-83(av･42･5)×3･8-9.0(av･

7.2)〟m,asperulate･Sporocladiaasperulate,composedor8-15(av･11)cellsexcludingthestalks,31-59

(av.45)×3.9-9.4(av.7.7)〃m,turnedupsharplyonthestalkandnearlyparallelingtothe

sporangiophore,theultimatecellssterileandrecurved･Pseudophialidesfl.ask-shaped,6-8･5(av･710)x

2.0-2.7(av.2.3)pm,sittingintransverserowsonthelowersurfaceofthefertilecells.Sporangiola

colourless,elongatecylindrical,15-22.5(av.19)×2.2-3.0(av.2.5)〟m,inlateralviewonesideconvex,the

othersideslightlyconcave.Sporangiosporesapicallypointedandtruncatebelow,12-20(av･16)×2･2-

3.0(av.2.5)〟m.

CoemansiaerectaRainier(Fig.2)

Vegetativehyphaecolourless,septate,1.3-40(av.2.0)〝mwide.Sporangiophoreserect,septate,

furcate,trif-urcateorunbranched,producingsporocladiagatheringaroundthebranchesatdistancesof

0.5-12(av.5.0)〃m.Sporocladialstalks3.3-6.0(av.4,5)×3.3-5.3(av.3.8)〃m,asperulate･Sporocladia

asperulate,composedor6-8(av.7)cellsexcludingthestalks,2ト29(av.24)×3.3-5･6(av.4.2)〝m,turned

upsharplyonthestalk,theultimatecellssterileandrecurved.Pseudophialidesmask-shaped,3.7-5.5(av･

4.8)×I.5-2.3(av.I.8)FLm,Sittingintransverserowsonthelowersurfaceofthefertilecells.Sporangiola

colourless,Cylindrical,6.0-8.5(av.7.5)×2.0-2.5(av.2.2)FLrri.Sporangiosporesapicallyslightlypointed,

withtruncatebase,5.5-7.7(av.6.8)×2.0-2.5(av.2.2)〟m.

Discussion

ThetwospeciesfbundintheImperialPalacearewidelydistributedinthefTorestsoilsofJapan･

Coemansiaacicultferahasbeencommonlyfoundinvariousforestsoils(Indoh,1962;Miura,1978;

Kurihara,unpublished).Coemanslaerectaismainlyisolatedfromfわrestsoilsofthewarmtemperatere-

gion,butislesscommonthanthefわrmerspecies(Matsushima,1975;Kurihara,unpublished)･Incon-

trast,C.spiralisEidam.frequentlyrecordedfromthefわrestsoilsoftheKantodistrict,wasnotfoundfrom

thesite.
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要 約

皇居内吹上御苑の土壌中に生息するキクセラ目 (接合菌門､接合菌綱)を調査した結果,日本の森
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林土壌に普通に生息するブラシカビ属 2種,coemansiaaciculljTeraとC.erectaが分離されたが,関東

地方でよく見られるC.spiralisは分離できなかった.
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吹上御苑産虫生菌類

佐 藤 大 樹*

HirokiSato*:EntomogenousFungifromtheFukiageGardens

orthelmperialPalace,Tokyo

菌類と昆虫との関係には種々の立場が存在する.菌類が感染し昆虫を病気にして殺す場合,昆虫の

腸内に寄主昆虫を殺さずに付着生活する場合,同様に昆虫を殺さずに昆虫の体表に付着生活する場合

がある.これらはまとめて虫生菌類 (Entomogenousfungi)と呼ばれる.今回の皇居内吹上御苑の調

査において,昆虫を殺す糸状菌,ヤスデの腸内に付着生活する菌,ダニの体表に付着生活する菌が見

つかったので報告する.なお,今回の調査は,皇居内の特に吹上御苑に生息する生物をできる限り明

らかにして記録にとどめることを目的とする共同研究の一環として,1997年度から1999年度にかけ

て行われた.

材 料 と 方 法

直接観察法 :吹上御苑において,吹上御苑内の吹上大官御所正門より乾内門付近を経て果樹園に至

る歩道沿いに,木片や石の上,木の幹や枝,乗上等,昆虫の病死個体を探索した (June.9.1997).揺

集した標本は7点で,これらの標本を湿度を保ったまま研究室に持ち帰り,ラクトフェノールで封入

した.

解 剖 :ヤスデの腸壁に付着生活する菌類が知られている.吹上御苑内の吹上大宮御所正門より乾

内門付近を経て果樹園に至る歩道沿いに,枯れ草の下,腐植の下よりマクラギヤスデ,ヤケヤスデを

採集し (June.9.1997),解剖により後腸を摘出して菌類の観察を行った.

釣りだし法 :ほとんどの昆虫病原菌類は,経皮的に感染する事が知られている.土壌中の昆虫病原

菌の存在の有無を調査するために,御苑内の吹上大宮御所正門より乾内門付近を経て果樹園に至る歩

道沿いに,腐植を含んだ土壌25点を採取し,持ち帰り (June.9,1997),その中に健常なハチミツガ

の幼虫を1日埋め込んだ.その後,餌を与えて飼育し,昆虫病原菌類に感染して死亡した幼虫を湿室

において体表に胞子を形成させた.

送付標本 :横浜国立大学青木浮一教授より,皇居の土壌から得られた同定済みのササラダこの体表

に菌類が付着した標本の送付を受け,観察を行った.また,国立科学博物館土居祥允博士より同2種

のヤスデの捷供を受けた.

結 果

① Eryniasp.(Zygomycota接合菌門,Zygomycetes接合菌綱,Entomophthoralesハエカビ目,

Entomophthoraceaeハエカビ科)

林床の朽ち木上で死亡していた体長約 1mmほどの小型の双麹目成虫を採集した.この標本の双麹

目昆虫の死体から菌糸が伸長し,先端に作られた分生子を周りに飛散させていた事から,接合菌綱ハ

･ 〒305_8687茨城県稲敷郡茎崎町松の里1森林総合研究所 森林生物部

ForestBiologyDivision,ForestryandForestProductsResearchInstitute
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Figs.1-5.Eryniasp-1･形成中の分生子と離臥した分生子･2･離脱した分生子･N:核･アセトオルセイン染色. 3.発芽を開始し

た分生子.棋印:発芽開始部位.発芽管になるか,2次胞子を作るかは不明.4.発芽管.5.2次分生子 (検印)形
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エカビ目の昆虫疫病菌と呼ばれる仲間の菌の 1種と判断した.菌糸は太さ5.5｣;.8FLm,分生子柄は根

元が細く5.ト5.9FLmの範囲で,上方に向かい梶棒状に太くなり9.9-12.4FLmに達した.先端部付近は

一度細まり,その先に分生子が形成された (Fig.1).分生子は長卵形で,長径は14-23FLm,短径は8.

1-16,1/Jm(Figs.ト3).分生子柄から射出された分生子は,着地後細胞壁最外層が剥離することが観

察され,発芽管をのばす場合 (Fig.4)と,さらに長卵形の2次分生子を形成する場合があった (Fig.

5).分生子内の核はl個 (アセ トオルセイン染色による)(Fig.2).分生子の細胞壁最外層が剥離す

ること,および単核であることから,本属はErynia属と同定された (HumberandBen-Ze'ev,1981).

標本 :June9,1997,H.Sato(TNSTF-1042).

② Amphoromorpha sp.(Basidiobolus:Zygomycota 接 合 菌 門, Zygomycetes接 合 菌 綱 ,

Entomophthoralesハエカビ冒,Basidiobolaceaeバシデイオボルス科)

ササラダニ類の体表,体毛上に付着した菌体が,7菌体観察された (Fig.6).小形の菌体 (3菌体,

内 l菌体は変形)は長楕円形から長い紡錘形で (長さ29.541.lpm,幅 12.1112.4FLm)(Fig.7),大形

の菌体 (2菌体)はとっくり形をなし長さは40.2153.6FLm,幅6.6J4.3pm,先端部が細 く伸長して

いた (長さ9.3-10.Opm,幅4.5T5.4pm)(Fig.8).細胞壁だけを残 し,内部が空洞の状態で付着して

いる菌体が2菌体観察された (長さ40.2-51.8FLm,帽6.6-8.8pm)(fig.9).付着物質は褐色で不定形

であった (長さ8.9-15.8pm,幅5.9-7.5pm).今回得られた標本は小形であるが,上記の形態的特徴

はThaxter(1914)の規定したAmphoromorpha属の特徴によく一致していた.菌の付着していたササ

ラダこの種名は,マルコソデダニ (Peloribatesacutus),キュウジョウコバネダニ (Ceratozetes

imperatorius),ヒロヅツブダニ (Processoppiarestata),ツルギイレコダニ (Phthiracarusclemens)で

あった.

標本 :∫.Aoki(TNS-F-1043).

③ EnterobryusoxidiLichtwardt,Mycologia52:251.(1960).(Zygomycota接合菌門,Trichomycetes

トリコミケテス綱,Eccrinalesエクリナ目,Eccrinaceaeエクリナ科)

ヤケヤスデ,マクラギヤスデの後腸から出現した.大小2つのタイプの菌体が観察された.前者は

macrothalliと呼ばれ,後者はmicrothalliと呼ばれる.大形の菌体は 1本の糸状で,菌体の長さの中

間部付近の帽が最大 13.2-24.8jLmになった (Fig.10).先端付近の幅は6.7-10.Opmであった.先端側

から求基的に隔壁が多数入り,胞子が縦一列に形成された(4.7-ll.lx7.9-9.5/Jm)(Fig.ll).小型の

菌糸は,全体的に細い状態で根元から先端部に至る(Fig..12).菌体を横断する隔壁ができるのは共

通だが,形成される胞子は前者の菌糸で形成される胞子よりきわめて長かった(114.3-131.0×12.9-15

pm)(Fig.12).どちらの形の菌体も小型の円筒形の付着器 (holdfast)で腸壁に付着していた(Fig,13).

これらの特徴はLichtwardt(1960)のEnterobryusoxidiに一致した.

標本 '.ヤケヤスデ上,June9,1997,H.Sato(TNS-fL1044);マクラギヤスデ上,June9,1997,

H.Sato(TNS-F-1045).

@ Metarhiziumanisopliae(Metschnikoff)Sorokinvar.anisopliae,Plantparasitesofmanandanimals

ascausesofinfectiousdiseases2:268.(1883).(Mitosporicfungi不完全菌類)

釣り出し法により,感染死亡したハチミツガ幼虫は,体表を濃緑色の胞子で覆われた.円筒形のフイ

アライドから連続的に円筒形の胞子が形成されて鎖状をなし(Fig.14),さらに同調して形成された

胞子とも胞子の側部同士で付着する場合があり,たくさんの胞子が 1枚の膜状の固まりとなって剥が

れる場合が観察された.分生子は (Fig.15)長さ4.0-6.4FLm,幅 1.41.9pmであり,Tulloch(1976)

の記載 したMetarhiziumanisopliaevar.majus(Johnston)Tullochよりサイズが小型で,Metarhizium
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皇居吹上御苑の土壌から分離された
子嚢菌綱及び不完全菌類

堀 江 義 一*

YoshikazuHorie*.･SomeAsComycotaandDeuteromycetesIsolatedfromtheSoil

ortheFukiageGardensintheImperialPalace,Tokyo

は じ め に

皇居産菌類の調査研究は,皇居内の特に吹上御苑に生息する生物をできる限り明らかにして記録に

とどめることを目的とする共同研究の一環として 1997年度から1999年度にかけて行われた.

筆者は,皇居の吹上御所,吹上御苑内の庭園,林地内の土壌から,子嚢菌類,不完全菌類の分離培

養を試みた.また,検出頻度の高かった種については,生態学的ならびにかび毒生産性 ･真菌症原因

菌としての病原性 ･微生物工業での有用性など,ヒトとの関わりの上で重要と思われるので,その特

徴を記述した.

方 法

土壌の採集 :1998年3月20日に,皇居の吹上御苑内の,吹上大宮御所正門より観操亭前を通り,

果樹園に至る歩道沿いの庭園,および林地の表面土壌 108試料を採集した.

菌類の分離 :採取した土壌からの子嚢菌類,不完全菌類の分離は,千葉県立中央博物館の無菌操作

室でおこなった.土壌からの子嚢菌類.不完全菌類の分離は土壌平板法で行った.分離に用いた培地

はツアベック寒天培地,YpSs寒天培地,ジャガイモ ･ニンジン寒天培地で,培養温度はツアベック

寒天培地は37℃,YpSs寒天培地は30℃,ジャガイモ ･ニンジン寒天培地は25℃を用い,多種の菌

類の分離を試みた.寒天培地の培養は各々 10日間おこない,出現した集落を実体顕微鏡下で観察し,

斜面培地上に釣菌分離し,以後の研究に供した.なお,培養菌株の乾燥標本は,国立科学博物館植物

研究部の菌類標本庫に保存している.

結 果

今回の調査では,子嚢菌類8属,不完全菌類3属が分離され,同定された.これら菌類のなかで多

数検出された属はAspergillusで,そのテレオモルフ属であるEmericella,Neosartoryaを加え11種が

検出された.次いで Chaetomiumが4種認められた.以下に検出され,同定された菌類を示し,特に

多数検出された種についてはその培養菌株のコロニーの形態 ･有用性 ･有害性などの性質を記述した.

1)検出頻度の高かった種とその性質

子嚢菌類

Neosartoryajischeri(Wehmer)Malloch&Cain,Canad.J.Bot.50:2621(1973).

* 〒260-8682千葉市中央区青葉町955-2千乗県立中央博物館

NaturalHistoryMuseumandInstitute,Chiba
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本種はAspergillusjTumigatusの近縁菌であり,NeosartoryaはAspergillusのテレオモルフ属の一つ

である.A.fumigatus同様,ヒトの真菌症の原因菌として報告されている (Cole&Cox,1981;Turner

良Aldridge,1983).

不完全菌類

AspergillusjTumigatusFresen.,Beitr.Mykol.81:18(1863).

本種は灰線色の集落を形成するAspergillusで,世界各地の土壌より普通に分離される.我国では

森林などの土壌より農耕地土壌の方が出現率が高い傾向が認められる.本種はヒトの真菌症であるア

スペルギルス症の原因菌としても知られている (Hoog&Guarro,1995).また,痩撃性カビ毒フミト

レモルギンの生産性が報告されている (Cole&Cox,1981;Turner&Aldridge,1983).今回の調査で

は多数の土壌試料から最も普通に分離された.

AspergillusjlavusLink,Ges.Naturf.FreundeBerlinMag.NeuestenEntdeck.GesammtenNaturk.3:16

(1809).

本種は黄緑色の集落を形成するAspergillusで,我国で日本酒や味噌,醤油などの醸造に際し,麹

菌として利用されるAspergillusoryzaeと同種と考えられ,A.oryzaeの野性種とされている.また,

A.fumigatusに次いで多いアスペルギルス症の原因菌として知られている (Hoog&Guarro,1995).

発ガン性カビ毒アフラ トキシンの生産性菌 としても著名である (Cole良Co又,1981;Turner&

Aldridge,1983).

AspergillusnigerTiegh.,Ann.Sci･Nat.,Bot.,ser.5,8:240,(1867)I

本種は黒色の集落を形成するAspergillusで,黒麹菌として泡盛の醸造や有機酸,酵素の製造など

に広く利用されている.我国の微生物工業で使用される菌として極めて重要な菌である (Turner&

Aldridge,1983).まれにヒトの日和見感染症原因菌として報告されている (Hoog&Guarro,1995).

AspergillusterreusThom,Amer.J･Bot･5:85(1918)･

本種は明褐色の集落を形成するAspergillusで,農耕地や森林などの湿潤な環境から砂漠などの乾

燥地帯の土壌まで世界的に広 く分布する.本種はバツリン,シトリニンなどの肝障害を起こすカビ毒

の生産性が報告されている (Cole良Co又,1981;Turner&Aldridge,1983).外耳道真菌症の原因菌と

しても知られている (Hoog皮Guarro,1995).

2)比較的多数検出された種

子嚢菌類

Eupenicilliumjavanicum(J.F.H.Beyma)Stolk&D.B.Scott,Persoonia4:398(1967).

Talaromycesjlavus(Klocker)Stolk&Samson,Stud.Mycol.2:10(1972).

不完全菌類

Aspergillusustus(Bainier)Thom&Church,Aspergilli152(1926).

Aspergillusversicolor(Vuill.)Tirab.,Ann.Dot.7:9(1908)･

Thielaviaterricola(Gilman&Abbott)Emmons,Bull.TorreyBotan.Club.57:124(1930).

3)少数検出された菌類

子嚢菌類

ChaetomiumbostrychodesZopf,Sitz.Botan.Ver.Prov.Brandenb.,19:173(1877).

ChaetomiumcaprinumBainier,Bull.Soc.Mycol.France,25:223(1909).

ChaetomiumglobosumKunzeexFries,Syst.Mycol.3:255(1829).

ChaetomiumseminudumAmes.Mycologia,41:642(1949).
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Emericellanidulans(Eidam)Vuill.Compt.Rend.Hebd.SeancesAcad.Sci･184.･137(1927)･

EupenicilliumbrejTeldianum(B.0.Dodge)Stolk&D.B.Scott,Persoonia,4:400(1967),

Gelasinosporareticulospora(Greis&GreisIDengler)C.Moreau&M.Moreau,LaMycotheque,3:41

(1951)

Neosartoryaspinosa(Raper&Fennell)Kozak.,Mycol･Pap･161:58(1989)･

Talaromycesluteus(Zukal)C.R.Benj.Mycologia47:681(1955).

不完全菌類

Alternariaallernata(Fries)Keissler,Beih.Botan.Zentb1.,29.･434(1912).

AspergillusclavatusDesm.Ann.Sci.Nat.,Bot.,ser.2,2:71(1834)･

AspergillusjaponicusSaito,Bot.Mag.(Tokyo)20:61(1906).

なお,これらの種のほかに,子葉菌類のNeurosporasp.不完全菌類のTrichodermasp.,Fusariumsp.,

Penicilliumsp.が検出された.

考 察

今回の調査では,我国の新記録種となる菌類は認められなかったが,日本各地の土壌に広く分布す

る種で,ヒトの日和見感染症原因菌や,カビ毒生産菌としても知られているA.jlavus,A.fumigatus,

A.niger,A.terreusが大都市で自然が良好に残されている吹上御苑の中の庭園や林地でも高頻度で検

出されたことは, 都会の中の隔離された森林の菌類相の一面として興味深い.

Summary

TwelvespeciesofeightgeneraoftheAsComycotaandtenspeciesofthreegeneraofthe

DeuteromyceteswereisolatedfromthesoilsamplesoftheFukiageGardensintheImperialPalace,

Tokyo.TheyaremostlycommonspeciesassoilfungiinJapan. Fivespeciesofthemwereveryfre-

quentlyisolatedandtheirmycotoxinproductivity,humanpathogenisityandusefulnessfTormicrobialin-

dustrieswerenoted.

引 用 文 献

Hoog,G.S.&J.Guarro,1995.Atlasofclinicalfungi.720pp.CentraalbureauvoorSchimmelcultures,Baarn
andDelft,TheNetherlands.
Cole,R.J.&R.H.Co又,1981.Handbookofto託.icfungalmetabolites.937pp.AcademicPress,London･
Turner,W.B.&D.C.Aldridge,1983.FungalmetabolitesII.631pp.Academicpress,London･
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皇居吹上御苑産ウドンコカビ目 (子嚢菌門)

野 村 幸 彦*

YukihikoNomura*:Erysiphales(Ascomycota)attheFukiageGardensintheImperialPalace,Tokyo

本研究は,1995年から1999年にかけて,呈居内,特に吹上御苑内に生息する生物をできる限り明

らかにして記録にとどめることを目的とする共同研究の一環として行われた.

筆者は1997年9月19日,11月5日,1999年8月2日および11月5日の4回にわたって東京都千

代田区にある皇居内の吹上御苑の菌類調査に参加し,吹上御苑のウドンコカビ目の調査を行う機会を

得た.吹上御苑には古くからの植生が保存されていると思っていたが,実際には東京近辺の植生とは

異なり,植栽された常緑樹が多く,草本類の種数は少なく,ウドンコカビ日の種数は筆者が今までに

調査してきた東京周辺のウドンコカビ目の種数と比較して予想より少なかった.本研究に用いたウド

ンコカビ目の標本はすべて筆者の採集によるもので,国立科学博物館の植物研究部に保存されている.

皇居吹上御苑産ウドンコカビ目目録

ErysipheR.Hedw.exDC.,ウドンコカビ属

1.ErysiphecichoracearumDC.var.cichoracearum

タイアザミ上,Nov.5,1999(TNS-F-911).

ヒヨドリバナ上,Nov.5,1997(TNS-F-912);Åug.2,1999(TNS-F-913).

2.ErysipheglycinesTaiemend.Zhengvar.glycines Fig.I-1

ヤブマメ上,Nov.5,1997(TNS-fL914);Nov.5,1999(TNS-fL915).

ヌスビトハギ上,Nov.5,1997(TNS-fL916).

3.EryslbhegracilisZheng&Chenvar.gracilL'S

アラカシ上,sept.19,1997(TNS-fL917);Nov.5,1997(TNS-ト918).

4.ErysIPhegracilisZheng&Chenvar.longissimaNomura

アカガシ上,sept.19,1997(TNS-fL919);Nov.5,1997(TNS-F-920).

本菌がアカガシに寄生しているとする記録は,東京では今回が初めてである.

5.EryslbhemallotiZ.X.Chen& Gao

アカメガシワ上,Nov,5,1997(TNS-F-921).

6.EryslbhemayoriiU.Braunvar.japonicaU.Braun&Y.Nomura

タイアザミ上,Nov.5,1999(TNS-fL922)

7･ErysiphepileaeU.Braun

アオミズ上,Nov.5,1997(TNS-fL923).

MicrosphaeraLev.

8.MicrosphaeraalphitoidesGriff.&Maubl.

*千葉県相市 千葉県立相の葉公園 緑の相談所

Advisoryroomfわrhomegardening,KashinohaPark,KashiwaCity,ChibaPref･
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カラスウリ上,Nov.5,1999(TNSヰ～972)

今までにカラムシにはErysIPhesp.(野村 1992)が,またヤブガラシにはSphaerothecasp.2(高松

1978)が寄生することが報告されている.これらの種については完全時代の報告はない.なお,ヤブ

ガラシに寄生するSphaerothecasp.2は,従来は三重県からの記録があるだけである.東京都 (吹上

御苑)は本種の第二の産地となる.

37.AnamorphicstatesofErysiphaceaesp.1.

アオキ上,Nov.5,1997(TNS｣L973).

38･AnamorphicstatesofErysiphaceaesp･2･

クサノオウ上,Nov.5,1997(TNSIF-974).

考 察

皇居内吹上御苑の調査で,ウドンコカビ冒,ウドンコカビ科の8属 38種が採集できた.この内7

属27種は完全時代の判明している種で,ll種は不完全時代のみが採集できた種である.また,こめ

内フジバカマ,イヌホオズキおよびヤブガラシに寄生する種は,東京都では新記録である.

筆者は現在東京都内に発生するウドンコカビ目の菌類相を調査している (未発表).東京都23区内

ではウドンコカビ目の 11属 143種がすでに判明している.吹上御苑のウドンコカビ目の種数は,今

後の調査でさらに多くの種が見出されるとしても,非常に少ないことが判明した.

謝 辞

調査採集に際し,毎回案内して下さった宮内庁管理部庭園課の方々に厚くお礼申し上げます.

Summary

Thirty-eightspeciesofeightgenera,Erysiphe,Microsphaera,Phyllactinia,Podosphaera,Sawadaea,

Sphaerotheca,UncinulaandOidiumortheothermitosporicstatesoftheErysiphales,werefbundatthe

FukiageGardensintheImperialPalace,Tokyto,Japan.

引 用 文 献

Homma,Y.,1937.ErysiphaceaeofJapan,J.Fac･Agr.HokkaidoUniv.38:183-461･
本間善久,1981.四国のうどんこ病菌とその寄主植物 (3)四国植防,16:43-73.

野村幸彦,1992.日本産ウドンコ商科 (Erysiphaceae)の分類学的研究,東京農業大学博士論文477頁
野村幸彦,1997.日本産ウドンコ菌科 (Erysiphaceae)の分類学的研究,281頁,東京養賢堂.
佐藤幸生,1980.富山県のうどんこ病菌とその寄主植物の調査.富山県立技術短大研究報告13:107-116.
高松 進 ･久能 均 ･伊藤 修,1978.三重県のうどんこ病菌とその寄主植物,日本菌学会会報19:65-77.
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SixParasiticFunglOnWoodyPlantsattheFukiageGardens

intheImperialPalace,Tokyo

By

ShigeruKaneko☆

金子 繁*:皇居吹上御苑で採集された6種の樹木寄生菌類

Asapartofafauna,floraandmycobiotaresearchprojectconductedattheFukiageGardensinthe

ImperialPalaceinChiyodaku,Tokyo,Japan,makingalistofparasitichlnglOnwoodyplantshasbeen

carriedoutin1997.Sixparasiticfung10nleavesofwoodyplantswerefoundandidentified.Among

thosefungi,Phomatosporalithocarpi(Ascomycota)onleavesofLithocarpuswasdescribedasanewspe-

cies,andfivehithertoknownCercosporaandPseudocercosporaspecies(Imperfectfungi)werelistedwith

shortdescrlptionsandtaxonomicalannotations.

1.PhomatosporalithocarpiS･Kaneko,sp.nov･Figs･I-8.

Peritheciaepiphylla,solitarla,immersa,lati-ellipsoideavelsubglobosa,85-150pmlate,95-250FLm

alta,aplCeOStiolato,periphysata;parietemembranaceo,pseudoparechymatico,atro-brunneis,incrassato

adostiolum;paraphysesnonvisae;asciunitunicati,subclavativelcylindrici,breviterstlpltati,70-95×

8-llpm,cum annuloaplCali,noniniodocaerulescent;ascosporaeunicellulares,fusoideaevel

ellipsoideae,12.5-17.5×3.5-5〝m,hyalinae,laeves.

Leaflesionsangular,5-20mmdiam,connuenteachother,brown,withadarkmargin;Perithecia

epiphyllous,Solitarilyembeddedwithinmesophyll,broad-ellipsoidtosubspherical,85-150/JmWide,95-

250FLmhigh,ostiolesbreakingthroughepidermiswithoutnecks,periphysate;perithecialwallmembra-

nous,-pseudoparenchymatous,darkbrown,2-3-cellsthick,thickenedaroundostioles;paraphysesnot

seen;asciunitunicate,subclavatetocylindrical,shortstlPltate,8-spored,70195x8111FLm,withfineapICal

rlngS,negativeiniodinereaction;ascospores1-celld,fusoidtoellipsoid,12.5-17･5×3.5-5pm,hyaline,
smooth.

Holotype:OnleavesofLithocarpusedulis(Makino)Nakai(matebashil).TheFukiageGardensinthe

ImperialPalace,Tokyo,Japan,22July,1997,S.Kaneko,TNS-F-835lIsotype,TFM:FPH 7516

(MycologicalHerbarium,ForestryandForestProductsResearchInstitute).

Thisspeciesischaracterizedbyhavingperitheciawithathickenedwallaroundwideostioles(Figs･

2-I),well-developedperiphysis(Figs.4,5),cylindricalasciwithanapicalring(Figs.6,7),andfusoid

*ForestryandForestProductsResearchInstitute,Matsu-no-sato1,Kukizaki-cho,Inashiki-gun,Ibaraki
prer.,305-8687 森林総合研究所森林生物部
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ascosporeswithanon-stainablemiddlepart(Fig.8).

ThisspeciesresemblesPhomatosporaalbomaculansKobayashietSasaki,aspeciesoccursonthe

leavesofQuercusglauca(KobayashiandSasaki,1982),butitdiffersfromP･lithocarpiindistinctly

shorterasci(37-60×7-12.5pm)andascospores(9-13.5×3-5FLm).

FallahandShearer(1998)describedthecharacteristicsofthegenusbasedonthetypespecies,P･

berkeleyiSacc.Intheirconcept,thegenusPhomatosporahasimmersed,membranousascomata,ashort

periphysatebeakwhichisthickenedanddarkenedaroundtheostioles,Cylindricalasciwithasmall

chitinoidrefractiveapicalring,andascosporeswithbipolargelatinousappendages.Kobayashietal.

(1992),however,alsoincludedspecieswhichhaveascosporeswithoutappendagesinthegenus.Inthis

studyifTollowedKobayashietal.'S(1992)conceptofthegenus.

ThetaxonomicpositionofthegenusPhomatosporaalsolvariesamongauthors.Itwasplacedinthe

DiaporthaceaebyMullerandYonAr又(1973),andintheAmphisphaeriaceaebyBarr(1978).Kobayashi

(1970)consideredPhomatosporatobeanintermediateortransitionaltaxonbetweenthePolystigmataceae

andDiaporthaceae,thoughhetentativelyincludeditinhisconceptortheDiaporthaceae.Rappaz(1992)

refrainedfromplacingPhomatosporaintoanorderuntilfurtherstudy,thoughhesuggestedthatthe

genuscouldbeclassifiedeitherintheXylarialesortheSordariales.

2.Cercosporadepazeoides(Desm.)Sacc.,Nuov.Dior.Bot.Ital.8:187,1876.Figs.9-14.

Lesionscirculartoirregularinshape,5-20mmdiam.,grayishbrown;stromataamphigenous,dark

brown,erumpent,30-70pmdiam･;conidiophoresindensefascicles,notbranched,straight,mostlynon

septate,occasionallyI-2septate,palebrown,23-70×3-5FLm,SymPOdial,conidialscarsunthickened;

conidiaobclavateorcylindrical,slightlycurved,taperlngattheapex,paleolivaceous,1-8septate,50-120

×4.5-5/Jm.

Specimensexamined:OnleavesofSambucussieboldianaBlumeexGraebn.(niwatoko).TheFukiage

GardensintheImperialPalace,Tokyo,22July,1997,S.Kaneko,TNSIF-836,TFM:FPH7518.

ThisfunguscausesangularleafspotofSambucussieboldiana.

InJapan,C.depazeoideshasbeenrecordedonleavesofSambucuschinensis(sokuzu)byKatsuki

(1955,1965)andYamamoto&Maeda(1960),andontheleavesofS,sieboldianabyTakano(1994).

3.ccrcosporakakiEllisetEverhart,J･Mycol･3:17,1887.Figs.15.16,&22.

LeaflesionsatfirstangularbecomlngIrregularinshape,2-10mmdiam.,brown,withablackmar-

gin;-stromataepiphyllous,black,spherical,45-75pm diam.;conidiophoresindensefascicles,not

branched,straightorslightlycurved,nonseptate,olivaceousbrown,14-26x2.5--3.5FLm,COnidialscars

unthickened;conidiaobclavatetocylindrical,slightlycurved,taperlngattheapex,paleolivaceous,2-5

septate,35-68×3-4〟m.

Specimensexamined:OnleavesofDiospyroskakiL.(kaki).TheFukiageGardensintheimperial

Palace,Tokyo,5Nov.,1999,S.Kaneko,TNS-F-837,TFM:FPH7519.

Thisspeciesisthecausalfungusofangularleafspotofpersimmons,andhasbeenfoundinSouth

andNorthAmerica,India,andeasternAsiaincludingJapan.

4.Pseudocercosporacircumscissa(Sacc･)LieetGuo,Mycosystema2.･231,1989.Figs.17,18&23.

Learspotscircular,2-5mmdiam･,browntodarkbrown;stromataepiphyllous,black,spherical,35-

55FLmdiam,;conidiophoresindensefascicles,notbranched,straightorslightlycurved,0-1septate,pale
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cerasellaAderholdisproduced.

5.Pseudocercosporacomicola(TracyetEarle)GuoetLiu,Mycosystema2:232,1989.Figs.19&24.

Learspotscirculartoirregularinshape,5-10mmdiam.,darkbrown;stromataonupperleafsur-

face,black,spherical,15-4Opmdiam.;conidiophoresindensefascicles,notbranched,straightorslightly

curved,nonseptate,olivaceousbrown,12-23×2-3/Jm,COnidialscarsunthickened;conidiaobclavateto

cylindrical,slightlycurved,taperlngattheapex,paleolivaceous,2-7septate,22-55×2-3/Jm.

Specimensexamined.･OnleavesofCornuskousaBuergerexHanceO,amaboushi).TheFukiage

GardensintheImperialPalace,Tokyo,5Nov.,1999,S.Kaneko,TNS-F-839,TFM:FPH7521.

ThisfungusisthecauseofCercosporaleafspotofdogwood(Cornus),andhasbeenfoundinNorth

AmericaandeastemAsiaincludingJapan.

6.Pseudocercosporaeriobotryae(Enjoji)GohetHsieh,Trans.Mycol.Soc.R.0･C.2:135,1987･Figs.

20,21&25.

Lesionsangularorirregularinshape,5-15mmdiam.,palebrown,withadarkmargln;StrOmata

epiphyllous,black,erumpent,spherical,551130pmdiam.;conidiophoresindensefascicles,notbranched,

straightorslightlycurved,0-2septate,palebrown,10-20×2.5-3pm,conidialscarsunthickened;conidia

cylindrical,slightlycurved,taperlngattheapex,paleolivaceous,2-5septate,30-65×2.5-3JJm.

Specimensexamined:OnleavesofEriobotryajaponicaLindley(biwa).TheFukiageGardensinthe

ImperialPalace,Tokyo,5Nov.,1999,S.Kaneko,TNS-F-840,TFM:FPH7522.

Thisfungusisthecauseofangularleafspotofloquat(Eriobotrya),andhasbeenfoundineastern

AsiaincludingJapan.
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要 約

皇居吹上御所内吹上御苑で採集された樹木寄生菌類6種について分類学的検討を行った.マテバシ

イの葉に寄生するPhomatospora属菌の一種は,既知種と比較した結果新種と判断し,phomatospora

lithocarpiS.Kanekoとして記載した.本種は,形態的には子嚢殻壁がその広い孔口の周囲で子座状

に肥厚すること,子嚢の先端に明瞭な頂環があること,紡錘形ないし細い楕円形の子嚢胞子を有する

ことによって特徴づけられる.従来,ブナ科樹木では,アラカシに寄生する P.albomaculans

KobayashietSasakiが記載されているが,本新種は子嚢および子嚢胞子の形態においてP.

albomaculatnsと明瞭に異なる.

この他に,ニワトコの葉に寄生したcercosporadepazeoides(Desm.)Sacc.(斑点病菌),カキの葉に
寄生したcercosporakakiEllisetEverhart(角斑落葉病菌),イヌザクラの乗に寄生したpseudocercos-

poracircumscissa(Sacc.)LieetGuo,ヤマボウシの葉に寄生したpsqudocercosporacornicola(Tracyet

Earle)GuoetLiu(斑点病菌),ビワの乗に寄生したpseudocercosporaeriobolryae(Enjoji)GobetHsieh

を吹上御苑産の樹木寄生菌として報告した.



236 阿部恭久 ･土居祥覚

t



吹上御苑で採集された木材腐朽性子嚢菌類 (子嚢菌門,クロサイワイタケ冒) 237

Ⅹylariaceaeクロサイワイタケ科

BiscogniauxiaKuntzeクロイタタケ属 (新称)

Bi駆Ogniauxiacapnodes(Berk.)Y.-M.Ju&J.D.Rogers,クロイタタケ (新称)･Mycotaxon66:23,

1998.Fig.2

子座は樹皮上に薄く不定形に広がり,長さ5-50mm,幅5-30mm,厚さ0.6-0.8mm.極めて堅く,

表面は黒褐色～黒色,平滑,やや光沢があり,子嚢殻孔口は表面からわずかに突出する.子座の表層

部は薄く,子嚢殻の底部には子座は発達しない.子嚢殻は子座内に一列に多数形成され,縦長,0.小

0.7×0.07｣).12mm,数個の子嚢殻が 1つの孔口を共有する.子嚢胞子は1細胞,片側がやや扇平な

フットボール型,暗紫色～黒色,発芽スリットを有し,13.5-15×6.8-7.5/皿.

採集標本 :広葉樹枯枝上,Y.Abe,Nov.5,1997(TNS-F-704);広葉樹枯枝上,Y.Abe,Nov.5,1997

(TNS-F-705)

ノート:クロイタタケ属は,炭質の子座が材上に薄く平らに広がり,子嚢殻の底部に子座が発達し

ないこと,数個の子嚢殻が 1つの孔ロを共有すること,有機溶媒により子座から色素が摘出されない

こと,子嚢胞子は暗紫色～黒色で色が濃く,無色の胞子外壁を欠くことが特徴である.これまでに採

集された標本から本種はわが国に広く分布することが確認されている (阿部,未発表)が,報告とし

ては初めてとなる.

B.capnodesvar.rumpens(Cke.)Y1-M.Ju&J.D.Rogers,ナンゴクイタコブタケMycotaxon66:27,

1998.Fig.3

子座は樹皮上に薄く不定形に広がり,長さ20cm以上,幅 10cm以上に広がり,厚さ0.5｣).8mm,

極めて堅く,表面は黒褐色～黒色,平滑,やや光沢があり,子嚢殻孔口は表面からわずかに突出する.

子座の表層部は薄く,子嚢殻の底部には子座は発達しない.子嚢殻は子座内に一列に多数形成され,

縦長,0.4-0.7×0.07-0.12mm,数個の子嚢殻が 1つの孔口を共有する.子嚢胞子は1細胞,やや扇

平なフットボール型,暗紫色～黒色,発芽スリットを有し,14-17.5×7.5-10FLm.

採集標本 :広葉樹枯幹上,Y.Do主,July4,1997(TNS-F-706);広葉樹枯幹上,Y.Do主,July4,1997

(TNS-F-707);広葉樹枯幹上,Y.Abe,Nov.5,1997(TNS-fL708)

ノート:クロイタタケと同様に黒色で堅く薄い子座が材上に不定型に広がるが,子嚢胞子は前種よ

り大型である.本種はHino&Katumoto(1965)により琉球列島からHJPOXylonnummulariumBull.:

Fr.var.australe(Cke.)J.H.Millerとして報告されている.Miller(1961)はH.nummuraliumvar.

australeとH.nummulariumvar.rumpens(Cke.)J.H,Millerを主として産地の違いにより別の変種と

して扱ったが,Juetal.(1998)は両者を同一種としている.わが国の暖温帯～亜熱帯に広く分布する

(阿部,未発表).

CreosphaeriaTheiss.クレオスフアエリア属

creosphaeriasassafhs(Schw.:Fr.)Y.-M.Ju,SanMartin&J.D.Rogers,ヒイロミコブタケ (新称),

Mycotaxon47:223,1993.Fig.4

子座は樹皮あるいは材上に形成され,子嚢殻 1個からなる場合は類球形の小さな子座を形成し,そ

れらが縦横に連なると不定形に広がり,ト17×ト5mm,高さ0.8-1,5mm,表面は暗褐色で粗面,チ

嚢殻孔口はやや陥没し,孔ロの周囲は淡褐色で不明瞭な円盤状を里する.子座は肉質～材質,子嚢殻

周囲は鮮やかな燈色.子嚢殻は類球形,直径0.8-1.2mm.子嚢は細長い円筒状,8個の子嚢胞子を含

み,胞子内蔵部分は80--100×4JFLm,75-125pmの長い柄を有する.子嚢胞子は1細胞,赤褐色,

やや南平な長楕円形-紡錘形,発芽スリットを有し,8-13.5×3.5-4FLm.

採集標本 :広葉樹枯枝上,K.Miyazaki,July4,1997(TNS-F-709);広葉樹枯枝上,Y.Abe,Nov.5,

1997(TNS-fL710);広葉樹枯枝上,.Y.Abe,Nov.5,1997(TNS-F-711)
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ノー ト:本種は従来Hypoxylon(クロコブタケ属)の 1種として扱われてきたが,アナモルフが

Nodulisporium型ではないことから,Juetal.(1993)により本属に移された･しかし,テレオモルフ

に関してはクロコブタケ属菌類と顕著な違いがないため,その帰属については今後さらに検討が必要

である.東南アジアのシイ ･カシ林で普通にみられる種である (阿部,未発表)が,わが国からはこ

れまでに報告がない.

DaldiniaCes.&DeNot.チヤコブタケ属

I)aldiniaconceJltrica(Bolt.:Fr.)Ces.etDeNot.,チヤコブタケ,Comment･Soc･Crittog･Ital･1:197,

1863.Fig.5

採集標本 :広葉樹 (樹種は不明)枯枝上,Y.Abe,Nov.5,1997(TNS-F-712)

ノー ト:チヤコブタケ属菌類の特徴は子座内に同心円状の模様を有することである.本種は褐色,

半球形で比較的大型の子座を形成する.成熟すると子のう殻孔口から大量の子嚢胞子を放出するため,

子座の表面は黒くすすが積もったようになる.

HypoxylonBull.クロコブタケ属

Hypoxylonfuscum(Pers.:Fr.)Fr･,ハンノキコブタケ,SummaVeg･Scan･II,384,1849･Fig･6

採集標本 :広葉樹枯枝上,Y.Abe,Nov.5,1997(TNS-F-713)

ノート:紫色の小さな半球形～クッション状の子座を形成する.暖温帯に分布しカンパ類の枯れ枝

上に多く見られるが,他の広葉樹にも発生する.吹上御苑産の本種の発生した樹種の同定は困難であっ

た.

Hypoxylontruncatum(Schw.:Fr.)J･H.Miller,Trans･Br･Mycol･Soc･17:130,1932･

採集標本 :広葉樹枯枝上,Y.Abe,Nov.5,1997(TNS-ト714);広葉樹枯枝上,Abe,Nov･5,1997

(TNS-F-715).

ノー ト:広義のクロコブタケである.一方の標本 (TNS-ト714)は子座が分散 して形成され,他方

の標本 (TNS-F-715)は黒光りする子座が不定型に広がる･Miller(1961)は前者のタイプをH･bovei

speg.var.microsporaJ.H.Miller,後者のタイプをH.truncatumとした･Ju&Rogers(1996)は後者

をH.nitens(Ces.)Y.-M.Ju&J.D.Rogersに含めている･しかし,H･boveiは南半球のナンキョク

ブナの枝幹上に発生し,子座はより大型である (Miller,1961).また,H.nitensは広 く熱帯域に分布

し,子座は光沢を有しカタップタケのようにそれぞれが完全に分散する.両者ともわが国の暖温帯に

分布するクロコブタケとは明らかに形態的に異なる.クロコブタケについてはさらに分類学的検討を

行う必要があるが,ここではとりあえず両方の標本をH.truncatumとして扱う.

NemaniaGrayザラミコブタケ属 (新称)

NemaniacarbonaceaPouz.,CeskaMykol.39:22,1985.Fig.7

子座は樹皮上や材上に不定形に広がり,3-20×3-10mm程度,厚さ0.6-1.2mm,表面ははじめ白

色だが成熟すると黒褐色～黒色,子嚢殻の形成により表面は凹凸が顕著,子嚢殻孔口は鋭く突出する.

子座は子嚢殻の周囲にのみ存在し,内部は黒色,極めて堅い.子嚢殻は球形～卵形,幅0.3-0.7mm,

高さ0.3-0.8mm.子嚢胞子は暗褐色,一辺が扇平なフットボール型～紡錘形～舟形,ll-13.5×4.5-6

〝m,胞子の両端まで達する発芽スリットを有する･

採集標本 :広葉樹枯枝上,Y.Abe,Nov.5,1997(TNS-F-716)

ノート:ザラミコブタケ属は,材上に薄く広がる炭質の子座を形成し,有機溶媒により子座から色

素が抽出されないこと,子嚢先端部に逆シルクハット形のアミロイド反応を呈する構造物を有するこ

と,子嚢胞子は胞子外壁を持たないこと,アナモルフはGeniculosporium型であることが特徴である.
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Nemaniaは従来Hypoxylonの異名として扱われてきたが,Pouzar(1985a,b)により再評価され9種 l

変種が本属に移されるとともに,新たに1種が記載された.子座,子嚢胞子の形態などによりそれぞ

れの種に分けられているがその違いは微妙であり,種の範囲については今後さらに検討が必要である.

NemaniasubannuLata(P.Henn.etE.Nym.)Y.AbeetZ.IL.Liu,ワッキザラミコブタケ (新称),Bull,

Natn.Sci.Mus.,Tokyo,Ser.B,21(2):80,1995.Fig.8

採集標本 :広葉樹枯枝上,Y.Abe,Nov.5,1997(TNS-fL717)

ノート:本種は子嚢殻孔口の周囲に直径0.1J.3mm程度の小さな円盤状組織を有することが特徴

で,ザラミコブタケ属の他の種との区別は容易である.暖帯から亜熱帯にかけて広く分布する (阿部,

未発表).

RoselliniaDeNot.カタップタケ属

Roseuiniaaquila(Fr.:Fr.)DeNot.,カタップタケ,Giorn.Dot.Ital.1:334,1844.Fig.9

採集標本 :広葉樹枯枝上,Y.Abe,Nov.5,1997(TNS-F-718);広葉樹枯枝上,Y.Abe,Nov.5,1997

(TNS-F-719)

ノート:本種はナラ･カシ類の枯枝や枯幹にしばしば発生する.吹上御苑産の本種の発生した枯枝

の樹種の同定はできなかった.

RosellinianecatrixFrill.,Bull.Soc.mycol.France20:34,1904.Fig.10

採集標本 :広葉樹枯幹上,Y.Abe,Nov.5,1997(TNS-F-720)

ノート:外見上はカタップタケと区別がつかないが,カタップタケの子嚢胞子は18-30×7-10/̀m

であるのに対し,本種の子嚢胞子は29-40×5-7FLmとより細長いのが特徴である.本種は種々の作

物や樹木の立枯病を起こす自紋羽病菌として知られている (池上ほか,1996).自紋羽病雁病木には

白色の菌糸だけが認められることが多く,子座が形成されることはまれである.

Summary

Wood-decaylngaSCOmyCetOuSfungl,COllectedattheFukiageGardensintheImperialPalace,arere-

ported.DiatrypejlavovirenswasidentifiedintheDiatrypaceae.IntheXylariaceae,thefollowingspecies

wereidentified:BE'scogniauxiacapnodes,B.capnodesvar.rumpens,CreosphaerF'asassajTras,Daldinia

concentrica,Hypoxylonfuscum,H.truncatum,Nemaniacarbonacea,N.subannulata,Roselliniaaquilaand

R.necatrix.Thesespeciesoccurondeadtrunksordeadbranchesofbroad-leavedtrees,especiallyinthe

warm-temperate,evergreenbroad-leavedforestsofJapan.Amongthespecies,D･jlavovirens,B･capnodes

andC.sassafrasarenewtoJapan.

引 用 文 献
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Apotheciagregarioustoconfluent,superficial,individuallvturbinate,0.1｣).4mmindiameter,upto

0.2mmhigh,collapsedwhendried;discflattoconcave,smooth,greytopaleolivewhenfresh,cupulate,

coarsetoshaggy,greywhendry;marglnSlightlyexceedingthehymeniumwhenfresh,unchangedor

slightlyincurvlngWhendry;exudingyellowplgmentWhenmountedin3%aqueousKOHsolution;recep-

tacleconcolorouswiththedisc,becomlngdarkertowardthebase;apotheciaaccompaniedbythe

conidiophoresortheanamorph･Ectalexcipulumortexturaporrecta,verythintoscanty,composedora

fewlayersofelongatecellsof2.5-3.5pmwide,with0.5pmthickwall,parallellyarranged,endingupln

unbranched,somewhatenlargedterminalsatthemargln.Medullaryexcipdumcomposedofasmall

amountoftexturaintricata.Asci190-220XIO112.5pm,Cylindrical-clavate,8-spored,arlSlngfromcroz-

iers;apexMLZ-withorwithoutKOHpretreatment;upper70-90%ofthelengthoccupiedbythe

ascospores.Ascospores37-49×4-5(-6)〟m,cylindricaltocylindricaトclavatewithroundedapexandnaト

rowedbase,hyaline,3-7-septate,envelopedinagelatinoussheath,biseriateorinhelicalpositioninthe

asci;sheathhyaline,coarsetogranulate,aboutI-1.5FLmthick,dissolvedinKOH;ascosporessometimes

germinatlnginsideoroutsideoftheasci,fTormlnggermtubesorshorthyphalelongationendingln

phialidesproducingaseptate,globularphialoconidiaof2-2.5FLmindiameter.ParaphysesfilifTorm,simple

orbranchedatthebase,withobtuseapex,aseptate,2/JmWide,almostconstantinwidthbutslightlyen-

largedtowardtheapext03〃mwide.

Anamorph:Pseudospiropessp.

Specimensexamined:Ondecorticatedwoodorunknowntree,theFukiageGardensintheImperial

Palace,3-X-1997,T.HosoyaTNS-F-843(=TRL-211);Nanataki,Hachimantai,IwatePref.,25-IX-90;

T.HosoyaTRL-250;Mt.Tsukuba,Tsukuba-shi,IbarakiPref.,18-X190;T.HosoyaTRL-511;Mt.

Take-yama,KanagawaPref.,28-V-92,T.HosoyaTRL-512.

Notes.AbovedescrlPt10nisbasedonthespecimenTNSIF-843.ThegenusStrossmayeriahasbeen

longoverlookedinJapan.IturriagaandKorf(1990)firstdocumenteditsoccurrenceinJapanintheir

monograph.SlrossmayeriabakerianaresemblesS.basitricha(Sacc.)Dennisinmorphologyofboth

teleomorphandanamorph.Infact,theyoverlapwitheachotherinthedimensionoftheascosporesand

asci.However,S.bakerianadiffersftomS.basitrichagenerallylnlargerascospores.Theteleomorph-

anamorphrelationshipinStrossmayeriaandPseudospiropeswaspositivelyconfirmedbyIturrlaga&Korf

(1984),andstudiedindetail(IturriagaandIsrael,1984).TheanamorphofS.bakerianaisknowntobe

aspeciesofPseudospiropes,butitsdiscriminationatspecieslevelisnotclear.Iturriaga&Korf(1990)

citeditas"?Pseudospiropessimplex(Kunze)Ellis".ThemorphologyoftheanamorphofS.bakeriana

agreeswithdescriptionsofP.simplexgivenbyEllis(1971)tosomeextent.However,P.simplexiscon-

nectedwithS.basitricha(IturriagaandKorf,1990).Thesefactssuggestthecloserelationshipbetween
S.bakerianaandS.basitricha.,

ThepresenceofphialoconidiawasreportedbyIturriaga&Korf(1990),butnotdescribedmorphO-

logically.Thereisnoreportorthegeminationorthephialoconidia.Manydiscomycetes,particularly

membersortheSclerotiniaceae,havebeenreportedtohaveconidialstateswithsmall,aseptate,globular

conidia.Mostoftheseconidiaareproducedfromsmallphialideswithwell-developedcollar.Although

theseconidiaarethoughttobespermatia,itsprecisefunctioninthelifthistoryofStrossmayeriaisnot

yetknown.

AlthoughStrossmayeriaisascarcelyknownfungusinJapan,itiswidelydistributedinJapanas

showninFig.3.
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olllect

ed. 要
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に分布することが知られるが,本邦においても,広く分布することが今回の皇居吹上御苑の調査に関

連した一連の研究で明らかになっ
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吹上御苑産チャワンタケ綱 (子嚢菌門)

長 尾 英 幸*

HideyukiNagao*:D呈scomycetes(Ascomycota)oftheFukiageGardens

intheImperialPalace,Tokyo**

1997年から1999年にかけて,国立科学博物館による皇居,特に吹上御苑の生物調査が行われた.

吹上御苑は江戸城内の屋敷跡にあたり,植生は二次林であり,庭園,果樹園および園路などの適宜管

理された区画から構成されている.都市部の緑地では,ヒートアイランド現象による夜温の上昇や土

壌の乾燥化などの微気象の変化や人為の影響を大きく受けている.吹上御苑内は人為的な要因がほと

んどないので,大都市の環境が菌類の活動にどのように影響しているかを具体的に観察し考察するの

に好適の場所であろう.

本報告は,皇居吹上御苑の盤菌類 (チャワンタケ類)の調査および分類学的研究の結果の報告であ

る.

材料及び方法

採集 1997年 5月より1999年 11月までに吹上御苑内でチャワンタケ類を9回調査し,142点を採

集した.御苑内の採集地は,吹上大官御所正門から入り,御苑の境界の内側に沿って覆馬場跡の外側,

乾内門,果樹園に向かう歩道の周辺,および観捧亭周辺,地主山周辺の林内の倒木 ･枯枝 ･地面など

から生えるチャワンクケ類を観察 ･採集した.なお,採集標本の採集者は,特に記していない場合は

長尾英幸である.本研究に用いた標本類は国立科学博物館植物研究部の菌類標本庫 (TNS)に保存さ

れている.

観察 採集した子実体は外見的な特徴や大きさの計測を行った後に乾燥標本とした.同定のための

観察には,カミソリにより徒手切片を作成し,生物顕微鏡で菌組織,子嚢,子嚢胞子および側糸の観

察を行った.プレパラートの封入はシェア-溶液で行い,適宜30/o水酸化カリウム溶液あるいはラク

トフェノールコットンカ レー溶液を用いた.ヨウ素反応の観察にはメルツアー試薬を使用した.走査

型電子顕微鏡観察は,乾燥標本より子嚢胞子あるいは板状毛をかきとり,白金パラジウム蒸着により

試料を作成して行った.

結果及び考察

吹上御苑において,盤菌類は二次林内,庭園,果樹園および固路の各地点で採集された.御苑は大

都市内に位置するが,苑内は起伏のある地形で,植物の生育も旺盛であり,盤菌類は様々な基質に発

生した.このことは盤菌類の採集基質にも反映され,落葉,落枝,倒木などの植物遺体などを基質と

して発生したのは130点 16種で,土壌上に直接発生したのは12点8種であった.

採集されたチャワンタケ類標本は142点で,それらを分類学的に研究し,以下の 11科25種を同定
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した.

キンカクキン科Sclerotiniaceae

Ciboriapeckiana(Cooke)Korf 図版ⅠⅠIA

子嚢盤の大きさは直径 ト2mm,柄を有する,子嚢盤は皿形で,縁はなく,淡褐色から灰色.吹上
御苑内の倒木や落枝上に発生していた.

採集標本 :TNS-ト987(=Nagao97571)(1997年10月3日採集)

キンカクキン科の菌類は植物体の表面に,あるいは植物遺体中に菌核あるいは子座と呼ばれる耐久

組織を形成する.本菌の場合,子実体が発生している倒木の樹皮をはぎ取ると,内部に縞状の黒色菌

糸組織から作られる子座が観察される.本菌は倒木の幹や切り株などにしばしば発生し,亜熱帯から

熱帯地方に広く分布することが知られている (Korf,1971;Spooner,1987).

ciboriniacamelliaeKohnツバキキンカクチャワンタケ

白鳥堀から大本営跡間のツバキの樹下の菌核化したソバキの落花から発生した.早春に発生する.

採集標本 :TNS-fLIO47(1999年2月 17日土居祥究採集)

Dicephalosporarufocornea(Berk.etBr.)Spooner 図版Ll

子嚢盤の大きさは直径 1-2mm,柄を有する,子嚢盤は皿形で,縁はなく,濃赤色から桂赤色.

採集標本 :TNS-ト988(=Nagao97583),TNS-ト989(=Nagao97584),TNS-F-990(=Nagao

97585)(以上 1997年 6月9日採集),TNS-ト991(=Nagao97575),TNS-fL992(=Nagao97576)

(以上 1997年10月3日採集),TNS-ト993(=Nagao98643)(1998年6月3日採集),TNS-F-994(=

Nagao98685)(1998年8月20日採集).

本菌も前種と同様,子実体が発生している落枝の樹皮をはぎ取ると,落枝内に縞状の黒色菌糸組織

から作られる子座が観察される.本菌はアジアと南アメリカの亜熱帯から熱帯地方に広く分布するこ

とが知られ(Spooner,1987.;W礼ngandWu,1997),吹上御苑では夏によく発生した･

オルビリアキン科Orbiliaceae

orbiliaauricrolo(BloxamexBerketBr.)Sacc.図版 IA

子嚢盤の大きさは直径 ト2mm,柄を有しない,子嚢盤は皿形で,縁はなく,淡椅色から褐色,ほ

ぼ子嚢盤の裏面全面が基質に接着する.表皮などの分解が進んだ腐朽木上に群生する.

一採集標本 :TNS-F-995(=Nagao97565)(1997年 10月3日採集)

本菌は,湿度が高い環境において腐朽木の表面に発生する世界的な普遍種である(Spooner,1987).

本種の子嚢胞子は腎臓型,梶棒型,長紡錘形型,三日月型など多様である.吹上御苑では主に秋霜の

時期に採集された.

OrbiliainfLata(Karst.)Karst.

子嚢盤の大きさは直径 1-2mm,柄を有しない,子嚢盤は皿形で,縁はなく,淡褐色.表皮などの

分解が進んだ腐朽木上に群生する.

採集標本 :TNS-fL996(=Nagao98667),TNS-F-997(=Nagao98668)(1998年7月2日採集),

TNS-ト998(=Nagao98681),TNS-F-999(=Nagao98684),TNS-F-1000(=Nagao98686)(1998

年8月20日採集).

本菌には胞子の形態が短冊型から長紡錘形でやや屈曲するか括れる特徴がある.

orbiliasp.1 図 1,図版ト2

子嚢盤の大きさは直径 ト2mm,柄を有しない,子嚢盤は皿形で,縁はなく,淡褐色.表皮などの

分解が進んだ腐朽木上に群生する.子嚢は根棒状で頂部はメルツアー試薬で染まらない(J｣.子秦の

長さは 14-19×2pm.子嚢胞子は無色で,ソーセージ型から長紡錘形,両端に丸いキャップを有す
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本菌は子嚢胞子の形態の点で前出のOrbiliainjlataに類似しているが,その長径がより長い点が異

なる (図2).またオルビリアキン科の菌類は子実上皮を形成することが多い.Orbiliajlexispora

spoonerと同様に本菌はその性質を欠いているが,子葉胞子の長径がより長い点が異なる･

ハイイロチャワンタケ科Dermateaceae

Tapesiasp. 図3,図版Ⅰ-3

子嚢盤の大きさは直径 ト2.5mm,柄を有しない,子嚢盤は皿形で,縁が明瞭にあり,灰黒色.千

嚢盤の下部にはマット上に菌糸が生じて基質と接する.表皮などの分解が進んだ腐朽木上に群生する.

菌組織は托髄層がほぼ無色,托外皮層が暗褐色を呈する.子葉は梶棒状で頂部はメルツアー試薬によ

り点状に青く巣まる(J+).子嚢の長さは 56-70×3Apm.子嚢胞子は無色で,楕円型から紡錘形,

416×I-I.5pm.側糸は先端部がやや膨らみ,最大幅 1.513.5pm.
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採集標本 :TNS-F-1005(=Nagao97412)(1997年4月22日採集)

ハイイロチャワンタケ科の菌類には腐朽木の表面に発生するものと内部から植物の表皮を突き破っ

て発生する 2つのタイプがある.今回採集された標本は前者のタイプである.子嚢盤の外観は

Tapesiahydrophila(Karst.)Rehmに類似するが,子嚢と子嚢胞子の大きさ,側糸の形態など菌組織の
特徴が異なる.

ヒナノチャワンタケ科 Hyaloscyphaceae

Lachnumabnorme(Mont.)HainesetDumont 図4

子嚢盤の大きさは直径 1-2mm,柄を有する,子嚢盤は杯形で,褐色の毛で被われる,乳白色から

費白色.腐朽木上に群生する.

採集標本 :TNS-fL237866(=Nagao97446)(1997年5月8日採集)

ヒナノチャワンタケ科の菌類は子実体の大きさが 5mm以下で,子実体が毛で被われているのが特

徴である.落葉や腐朽木の表面に発生するものが多いが,針葉樹に痛臆病をおこすものもある.今回

採集されたL.abnormeは熱帯地方を中心に広範囲に分布することが報告されていて (Hainesand

Dumont,1984),わが国では伊豆半島の下田,三浦半島,小笠原諸島兄島 (Nagao,1996)から報告さ

れている.

ズキンタケ科 しeotiaceae

Hymenoscyphssp.図5,図版 I15

子嚢盤の大きさは直径 1-2mm,柄を有する,子嚢盤は皿形から杯形で,淡桂色から肌色.腐朽木
上に発生する.菌組織は托髄層がほぼ無色のからみあい薗組織,托外皮層は矩形菌組織で,最外部に

は細 くなった菌糸が部分的に伸長するため,けば立った外見を呈する.子嚢は梶棒状で頂郡はメルツ

アー試薬により点状または帯状に青 く染まる (∫+).子葉の長さは 85-94×7-10/∬n,子嚢胞子は無

色で,紡錘形から長紡錘形で隔壁を有する,14-23×3-5/Jm,頭部におよそ 1/Jmの突起を2本もち,

尾部に2FLm以下の突起を一本もつ.側糸は先端部がやや膨らみ,最大幅2.5-3FEm.

採集標本 :TNS-fL1006(=Nagao97604)(1997年11月5日採集)

HymenoscJ･Phusは子実体の大きさが5mm以下で,子嚢盤の下に長い柄をもつなどヒナノチャワン

タケ科に大変似ており,子実体の発生環境も落葉や腐朽木の表面に発生するなど類似 している.しか

し子実体が毛で被われていない点で,ヒナノチャワンタケ科と異なる.本菌は子嚢胞子の両端に突起

を有する点でHymenoscyphusscutula(Pers.exFr.)Phillipsに類似 しているが,頭部に突起を2本有す
る点が異なる.

リティズマキン科 Rhytismataceae

Coccomycessp.図版 ト6

子嚢盤の大きさは直径 0.5-1mm,柄を有 しない,子嚢盤はヤブツバキの落葉の裏面に付着するよ

うな形で形成され,はじめ4-6角形のascostrolnaと呼ばれる黒褐色の菌組織が発達 し,子実層が成

熟するとascostromaの中心からそれぞれの角を結ぶ線に沿って割れ目が生 じ,外側の辺に沿って開

裂する.開裂 した皿形の子実層は上部方向へせ りあがる.子実層は淡黄色から黄白色.ヤブツバキ落

葉上に散生する.子嚢は梶棒状で頂部はメルツアー試薬により染まらない (J-).子嚢の長さは 110-

144×5-6/Jm.子嚢胞子は無色で,糸状,隔壁をもたない,先端部に半円形のキャップをもつ,65-87

×lpm.側糸は先端部が膨大し,先端が透明なゼラチン状物質で被われる,最大幅2.5-3.5/Jm.

採集標本 :TNS-F-182191(1995年7月26日土居祥究採集),TNS-F-237867(=Nagao97415),

TNS-F-1007(=Nagao97416)(1997年4月 15日採集),TNS-F-237868(=Nagao97532),TNS-F-
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または2叉分岐,あるいは2叉分岐した片方が膨大する,先端に不定形物質を付着する場合もある.

最大幅2.5T3.5/上m.

採集標本 :TNS-F-1011(=Nagao97512)(1997年6月9日採集)

リティズマキン科の菌類は子実体を構成する菌組織がほとんど発達せず,植物の組織の上に直接子

実層が発達するという特異な性質がある.Lophodermium属にはマツの病原菌となるものもあるが,

本菌を採集したマツの生薬には病斑はなく,また黄変した落葉も観察されなかった.本菌は子嚢と子

嚢胞子の大きさおよびascostromaの菌組織がクテクラ下に発達 している点で,Lophodermium

kumaunicumMinteretM.P.Sharn1aに類似しているが,側糸が分岐する点が異なる.本属の分類学

的研究はインド亜大陸以外では,不十分なので現時点での種の同定は困難である (Cannonand

Minter,1986).

Lopbodermiumsp.2 図7

子嚢盤の大きさは直径1-2mm,柄を有しない,子嚢盤はマツの落葉の表面に埋没するような形で

形成され,はじめascostromaと呼ばれる黒褐色の菌組織が発達し,子実層が成熟するとascostroma

の中心線に沿って割れ目が生じ,皿形の子実層を開裂する.開裂した子実層は灰白色.マソ落葉上に
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散生する.子嚢は梶棒状で頂部はメルツアー試薬により染まらない(J｣.子嚢の長さは105-158×

10.3-13FLm.子嚢胞子は無色で,糸状,多数の隔壁を有する,ゼラチン様物質の鞘で覆われる.78-

108×I.5-2.5pm.側糸は先端部がわずかに膨らむ,最大幅 1.5-2pm.

採集標本 :TNS-ト1012(=Nagao97452)(1997年6月9日採集)

本菌 もLophodermium sp.1と同様,マツの病原菌 となる特徴は観察されなかった.本菌は

Lophodermiumsp.1と外観上の違いは見られなかったが,子葉は小型で,子嚢胞子には鞘と隔壁があ

り,側糸の先端には分岐が全 く見られなかった.本菌は子嚢と子嚢胞子の大きさの点および子嚢胞子

に隔壁を有する点で,Lophodermiumfourcroyae(Berk.etBr.)Masseeに類似しているが,側糸に鞘を

有しない点が異なる.本属の分類学的研究はインド亜大陸以外では,不十分なので現時点での種の同

定は困難である (CannonandMinter,1986).

クロチャワンタケ科Sarcosomataceae

Galiellacelebica(P.Henn.)Nannf.オオゴムタケ 図版ト8,IV-1

子嚢盤の大きさは直径30-50mm,高さ40-70mm,柄を有しない,子嚢盤はコマ型からチャワン

型で,茶褐色から暗褐色を帯び,子嚢盤の外側には毛を有する.かなり分解の進んだ腐朽木上に発生

する.

採集標本 '.TNS-F-182163(1996年10月 Il日土居祥先採集),TNS-F-182339(1997年7月4日

青木淳一採集),TNS-F-1013(1997年9月2日土居祥究採集),TNS-F-1014(=Nagao97447),T

NS-F-1015(=Nagao97450),TNS-ト1016(=Nagao97506)(1997年6月9日採集)

グロチャワンタケ科の菌類は多くの種類が,雪解け直後に現れるような寒冷地から報告されてきた.

オオゴムタケ属は例外的に熱帯から温帯にかけて分布している.わが国では南関東以南には普遍的に

分布する.この大型の子実体の内部はゼラチン状の組織からなり,ほとんど無味無臭である.

アミガサタケ科Morchellaceae

Morchellaesculenta(L.;Fr.)Pers.アミガサタケ

子実体は蜂の巣状に皿型の子嚢盤が集合した頭部と柄からなり,頭部の大きさは15-20mm,柄は

およそ20-30mm,頭部は黄土色から淡褐色.落葉層上あるいは土上に発生する.

採集標本 :TNS-F-176246(1995年5月2日土居祥先採集),TNS-F-238561(1998年4月20日土

居祥究採集)

なお, トガリアミガサタケMorchellaconicaPers.と同定された標本が 1934年4月に吹上御苑で採

集され,現在国立科学博物館筑波研究資料センターの昭和記念筑波研究資料館に保存されているが,

今回の調査では採集できなかった.

ノポリリュウタケ科 Helvellaceae

Helvellaephippium L.クラガタノポリリュウタケ 図版II-3

子嚢盤の大きさは直径 15-20mm,およそ20-30mmの柄を有する,子嚢盤は碗型から皿型で,灰

色から鉄錆色,子嚢盤裏面に拭毛を生じる.落葉層上あるいは土上に発生する.

採集標本 :TNS-F-1017(=Nagao97567)(1997年 10月3日採集),TNS-F-1018(=Nagao99906)

(1999年11月4日採集)

ノポリリュウタケ科は盤菌類の中では大型の菌類で,子実体の外観は同属の種によって特徴的であ

る.ほとんどの種が柄を有し,柄の縦断面の特徴によって節を分ける考え方もある.子嚢盤裏面の械

毛の長さや形態も種を識別に有効な特徴である.
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チャワンクケ科pezizaceae

peZ:izadomicilianaCookeナヤノシロチャワンタケ 図8,図版II-1,2,V-叫
子嚢盤の大きさは直径 30mm,柄を有 しない,子嚢盤は碗型から皿型で,鈍い黄色から茶褐色を

帯び,次第に褐色となる.腐朽木上に発生する.

採集標本 :TNS-ト237870(≡Nagao97420)(1997年4月15日採集),TNS-fL237871(=Nagao

97453),TNS-fL237864(=Nagao97454),TNS1-237863(=Nagao97455)(1997年5月8日採集),

TNS-F-1019(=Nagao97517,TNS-F-1020(=Nagao97519),TNS-F-1021(=Nagao97520(1997

年6月9日採集),TNS-F-1022(=Nagao97580)(1997年10月3日採集),TNS-F-1023(=Nagao

97589),TNS-F-1024(=Nagao97590)(1997年10月17日採集)

本菌は腐朽木上で見つかった.ナヤノシロチャワンタケは砂上や建築材に発生する菌類と言われて

いる (大谷,1988).採集地の腐朽木上では春から秋までかなり長い期間にわたってナヤノシロチャ

ワンタケの発生が見られた.本菌は外見上はオオチャワンタケpezizavesiculosaBull.に似ているが,

子嚢胞子の表面には微細な突起を有するという特徴により区別される.

ピロネマキン科pyronemataceae

AleuriaatLrantia(Fr.)Fuckelビイロチャワンタケ 図版 ⅠIA,IV-2

子葉盤の大きさは直径 5-10mm,柄を有 しない,子嚢盤は皿型で,明瞭な縁を有する,淡樺色か
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ら穫色で子嚢盤下面に白色の菌糸を有する,12.5-17.5×50-125pm .土上に発生する.

採集標本 :TNSIF185170,TNS-F182172(1996年 10月11日土居祥究採集),TNS-F-1025(=

Nagao97581)(1997年10月3日採集),TNS-F-1026(=Nagao97587)(1997年10月17日採集)

本菌はベニサラタケMelastiZachateriと同様裸地となったり,造成された地面に発生することが多

い.また本菌は今まではハイキングコースや林道沿いなどの山間部から観察が報告されてきた (大谷,

1988).本菌の子実体はベニサラタケに外見上は類似 しているが,子実体の色は檀色で,子嚢盤の顕

微鏡レベルでの観察からも,さらに子嚢胞子の大きさがベニサラタケのものより小さく,装飾紋が厚

壁構造である点に差異が見られる.

Melastizachateri(Smith)Boud.ベニサラタケ 図版 Ⅰト5,V-3

子嚢盤の大きさは直径 5-10mm,柄を有 しない,子嚢盤は皿型で赤褐色から海老茶色,明瞭な縁

を有する,また縁や子嚢盤側面にいぼ状の菌糸塊を,子嚢盤下面に褐色の菌糸を有する,50-75×

12.5-13.8FLm.土上に発生する･

採集標本 :TNS-F-1027(=Nagao97586)(1997年10月3日採集),TNS-F-1028(=Nagao98673)

(1998年7月2日採集)

本菌は前述のヒイロチャワンタケと同様に林地が裸地とされたり,造成された地面に発生すること

が多い.また本菌はヒイロチャワンタケと同様に今までは山間部で観察が報告されてきた (大谷,

1988).本菌の子実体はヒイロチャワンタケに外見上は類似しているが,子実体の色は赤色で,子嚢

盤の顕微鏡レベルでの観察からも,さらに子嚢胞子が大きい点や装飾紋が薄壁構造である点に差異が

見られる.

Aleurinasp.図9,図版ⅠⅠ-6

子葉盤の大きさは直径 5-10mm,柄を有しない,子嚢盤は皿型で,明瞭な縁を有する,また縁や

子嚢盤側面にいぼ状の菌糸塊を有する,赤褐色から海老茶色.腐朽木上に発生する.子嚢は梶棒状で,

メルツアー試薬により青くならない (J-),子嚢の成熟は一斉ではない,ト8胞子性,230-267.5×12

FLm.子嚢胞子は無色で,表面は平滑,楕円形から,1胞子あたり7-12個の油滴を含む,13-19×8-10

〝m.側糸はうすい褐色の色素を含み,ほぼ糸状,隔壁が多く見られる･

採集標本 :TNS-F-1029(=Nagao97534)(1997年7月4日採集)

本蘭はチャワンタケ科の子実体に外見上は非常に類似している.子嚢盤を顕微鏡で調べると,子葉

がメルツアー試薬により青変しないことから,ピロネマキン科であると判断された.わが国ではA.

imaii(Korf)ZhungetKorfの分布が知られているのみである (Korf,1960;Rifai,1968;Zhuangand

Korf,1986).本菌は子嚢盤の菌組織と側糸の形態の点でA.imaiiとは異なっている･本属の分類学的

研究は不十分なので,現時点での種の同定は困難である.

Caloscypha仙gems(Pers.)Boud.キチャワンタケ 図 10,図版 ⅠⅠ-7

子嚢盤の大きさは直径 20mm,柄を有する,子嚢盤は杯型で,鮮やかな黄桂色.子嚢盤は傷がつ

くと速やかに緑変する.土上に発生する.

採集標本 :TNS-ト237865(=Nagao97418)(1997年4月15日採集)

キチャワンタケは滑れていた作兵衛の滝の石の下のくぼみで見つかった.キチャワンタケは針葉樹

林に発生する菌類である.採集地の滝の上流にはカヤの高木があるので,落葉や落莫などがこのくぼ

みに堆積していた.キチャワンタケの鮮やかな黄桂色の子嚢盤は傷がつくと速やかに緑変するという

特徴がある.

scutellimiascutellata(L.:Fr.)Lamb.アラゲコベニチャワンタケ 図 11,図版 ⅠⅠ-8,ⅠⅤ｣

子嚢盤の大きさは直径5-8mm,柄をもたない,子嚢盤は皿型で緑に板状毛と呼ばれるガラス管状

の剛毛を多数有する,くすんだ桂色から赤茶色.主に土上に発生するが,水分を多く含むような腐朽

木表面にも発生する.
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Lamb･7ラゲコベニチャワンタケ,Nagao
97540A.Ascusandascospores･B･Paraphy
sis･C･Ascospores.D.Rootinghair.Scalebar
sindi-cate10FLmforC,25pmforAandB,and50

〟

mfbrD.く含むような腐朽木表面

にも発生する.採集標本 :TNS-F-1032(-Nagao97600)(1997年 11月5日採集),TNS-F-1033(=Nagao

97541)(1997年7月4日採集),TNS-ト1034(=Nagao98648)(1998年

6月3日採集)本菌はメルツアー試薬によるヨー ド反応陰性で,ガラス管状の根状毛をもち,子嚢

胞子は表面が突起で覆われるという特徴から,アラゲコベニチャワンタケ属と同定された.走査型電

子顕微鏡による観察で子嚢胞子表面の突起が丸みを帯び,隣接突起と癒合しない点に基づき,schmacher(1

990)に従って,S･umbrorum(Fr･)Lamb･と同定 した.本種とS.sculellataとは子嚢盤の色,側糸
の色素願粒,根状毛の長さ

などが異なる.Cheilymemiatheleboloides(Alb.etSchw.:Fr.)Boud.ヤマブキクチガネワンタケ (新称

) 図版 IlL2子嚢盤の大きさは直径 2-3mm,柄をもたない,子嚢盤ははじめ碗型でのちに皿型

,縁から周囲にかけて剛毛をまばらに有する,山吹色.枯草や落ち葉などの植物遺体

上に発生する.採集標本 :TNS-F-1035(=Nagao97560)(1997年1

0月3日採集)本種は子嚢盤の外面にやや褐色を帯びた剛毛を有し,子嚢のメルツアー試薬による

ヨー ド反応が陰性で･子嚢胞子が水酸化カリウム溶液中で煮沸すると薄膜を遊離するなどの特徴から,chei

lymenia属に位置付けられる･本種は広 く分布 し,枯草や落ち葉などの植物遺体上に発生する(Rifai,

1968).わが国での分布も報告されているが (otani,1973),和名がないので属名 cheilymenia(ch

eilos唇 +hymenium子実層)を生かして,クチガネワンタケ属 (新称)の ｢ヤマブキクチガネワ

ンタケ｣(新称
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Summary

Ahundredandfわrty-twospecimensortheDiscomyceteswerecollectedthroughthesurveysfわrthe

FukiageGardensintheImperialPalace,Tokyo,during1997to1999･Thefbllowlngtwenty-fivespecies

ofthe11familieswereidentified:Ciboriapeckiana,CiboriniacamelliaeandDicephalosporarufocorneain

Sclerotiniaceae,Orbiliaauricolor,Orbiliainjlatula,andOrbiliaspp.inOrbiliaceae,Tapesiasp.in

Dermateaceae,LachnumabnormeinHyaloscyphaceae,Hymenoscyphussp.inLeotiaceae,Coccomycessp.

andLophodermiumspp.inRhytismataceae,GaliellacelebicainSarcosomataceae,Morchellaesculefitain

Morchellaceae,HevellaephlbpluminHelvellaceae,PezizadomicilianainPezizaceae,Aleuriaauranlia,

Melastiza chateri,Aleurinasp･,Caloscyphafulgens,Scutelliniascutellata,Scutelliniaumbrorum,

CheilymenialheleboloidesandTrichophaeasp.inPyronemataceae.
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国立科博専報,(34),2000年 12月25日
Men.Natn.S°i.Mus.,Tokyo,(34),December25,2000

皇居のさび菌類およびくろば菌類 (担子菌門)

柿蔦 最*･小野義隆**･福田達男***･佐藤昭二****

MakotoKakishima*,YoshitakaOno**,TasuoFukuda***andShojiSato****:Rust

andSmutFungi(Basidiomycota)CollectedintheimperialPalace,Tokyo*****

皇居の菌類の調査研究は,皇居内の特に吹上御苑に生息する生物をできる限り明らかにして記録に

とどめることを目的とする共同研究の一環として,1995年度の予備調査から始まり,1997年度から

1999年度にかけて行われた.

今回の報告は,平成9年 (1997年)から平成 11年 (1999年)にかけて行った,主に吹上御苑を中

心とした皇居内の調査に妄り採集された標本をもとに作製したものである.

さび菌類 (rustfungi)および くろば菌類 (smutfungi)は, いずれも植物寄生性の担子菌類

(basidiomycetousfungi)で,それぞれ特徴的な形態の胞子を形成するとともに,独特の生活環を有す

る菌類のグループである.従来両グループは,それぞれサビキン冒Uredinalesおよびクロボキン目

Ustilaginalesに所属していたが,これらのグループの分類体系は大きく変更されつつある.

さび菌類は,シダ植物や種子植物に寄生する絶対寄生菌で,世界で約 160属7000種,日本で約60

属 900種が知られている (CumminsandHiratsuka,1983;Hiratsukaetal.,1992;Hawksworthetal.,

1995).また,さび菌類は植物と共に進化 (共進化)してきたとされ,宿主特異性を有する.その生

活環は大変複雑で,形態的および機能的に異なる5種類の胞子を形成する.これらは精子,さび胞子,

夏胞子,冬胞子および担子胞子と呼ばれているが,それぞれ精子器,さび胞子堆,夏胞子堆,冬胞子

堆および担子器に形成される.また,それぞれの世代を精子世代,さび胞子世代,夏胞子世代,冬胞

子世代および担子胞子世代と呼んでいる.しかしながら,これらの世代をすべて形成するとはかぎら

ず,種によっていくつかの世代をもたないものもある.5種類すべての胞子を形成する生活環を完生

型あるいは長世代型,さび胞子世代をもたないものを短生型,夏胞子世代をもたないものを類生型あ

るいは類 (坐)世代型,さび胞子および夏胞子の両世代を持たないものは,休眠の有無あるいは形態

などにより,後生型,小生型,内生型などあるが,これらはまとめて短世代型という.さらに,さび

菌類には同一植物に寄生して生活環を全うする同種寄生性のものと,生活環を全うするには2種の異

なる植物に交互に寄生し宿主交代を行なわなければならない異種寄生性のものとがあり,生活環をよ

り複雑にしている.

冬胞子は,発芽し担子器を生じ,単相 1核の担子胞子を形成する.担子胞子が植物に感染すると精

子器が形成されるが,この精子器は受精して2核化 (墓相)するための器官となる.すなわち,精子

静内に形成された精子は,交配型の異なる精子券から生じている受精毛に付着し,接合して2核化が

*〒305-8572つくば市天王台トト1筑波大学 農林学系

InstituteorAgricultureandForestry,UniversityorTsukuba
**茨城大学 教育学部 FacultyorEducation,IbarakiUniversity
***東京都薬用植物園 TokyoMetoropolitanMedicinalPlantGarden
**… 元筑波大学 農林学系 InstituteorAgricultureandForestry,UniversityorTsukuba,一et.
*****筑波大学農林学系植物寄生蘭学研究室業績第156号
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起こるとされているが,これには不明な点が多い.なお,精子は蜜滴とともに精子器より分泌されて

いるため,この受精には昆虫などが大きな役割を果たしているいわれている.受精後は,次の胞子世

代であるさび胞子堆が形成され,2核を有するさび胞子が形成されるが,これは一回限りの胞子であ

り,この胞子の感染により再び同じ胞子が形成されることはない.さび胞子の植物への感巣により次

の夏胞子世代に移行するが,夏胞子唯に形成される2核を有する夏胞子は条件がよければ何回でも級

り返し形成される.そして,ふつう生育条件が悪化してくると冬胞子が形成される.冬胞子は成熟後

直ぐ発芽するものと発芽には休眠を必要とするものが知られている.なお,さび菌類の菌糸体は,主

に宿主植物の細胞間隙に存在し,宿主細胞内に吸器を形成し,養分を吸収する.さび菌類は,このよ

うに,多くの世代を有するが,主に形態的に極めて多様である冬胞子世代の特徴を用いて,分類され

ている.

一方,くろば菌類は,被子植物に寄生し,梶,茎,莱,花器などに胞子椎を発達させ,その内部に

黒穂胞子を形成する.菌糸体は,宿主植物の細胞間隙に存在し,宿主細胞内に吸器を形成するものも

ある.胞子堆は,宿主植物の一部に菌糸体が集合して発達し,そこで菌糸体は,厚膜化して黒穂胞子

を形成する.黒穂胞子は,発芽して担子器を生じ,単相 1核の担子胞子を形成する.担子胞子は,人

工培地上などで出芽増殖するものが多い.宿主植物への感染は,一般に担子胞子,または担子胞子が

発芽した菌糸などが接合して単相の2核 (重相)を有する菌糸 (二次菌糸)となることによりおこる.

宿主植物-の感染様式には,感染部位により,花器感染,子苗感染および局部感染があることが知ら

れている.胞子堆や胞子の形態などにより分類され,世界で約50属950種が,日本では,約20属

120種が分布することが知られている.(柿島,1983;Vanky,1987;Hawksworthetal.,1995).

以上のように,さび菌類やくろば菌類は複雑で多様な形態や生活環を有するが,これらの菌類の中

でも,生活環が十分に解明されている種は極めて少なく,多くの種のそれは未だ不明なままである.

このため,各地域におけるこれら菌類の調査 (フロラの調査)は,その形態 ･分類,宿主範囲,生活

環,地理的分布などを解明するための基礎的な調査として不可欠なものとなっている.また,これら

菌類は,農作物や樹木の病原菌となっているものが多いため,このような調査は,病害防除のための

基礎的研究としても極めて重要である.

日本各地におけるさび菌類やくろば菌類のフロラの調査結果は,主に伊藤 (1936,1938,1950),

Hiratsuka(1960),Hiratsukaetal.(1992)および柿島 (1982)によりまとめられ報告されている.し

かしながら,末だ未調査地域も多く,現在も調査が続けられている.吹上御苑のように都市環境によっ

て周囲から隔てられた場所の中で,どのようなさび菌類やくろば菌類が分布しているのか調査するこ

とは,これらの菌類の生態などを解明するために大変重要である.

今回の調査の結果,14属35種のさび菌類と1属 1種のくろば菌類の分布が明らかとなった.以下

は,採集された標本をもとに作成したこれらの目録である.目録は,種名,宿主植物種名 (和名),

胞子世代,採集日,標本番号の順に示した.なお,さび菌類の胞子世代は,0:精子世代,Ⅰ:さび

胞子世代,Ⅱ:夏胞子世代,Ⅲ:冬胞子世代で表した.なお,これらの標本は,国立科学博物館植物

研究部菌類標本庫 (TNS)および筑波大学農林学系菌類標本庫 (TSH)に保存されている.

1. さび菌類

Fam.Pucciniastraceae

1.Pucciniastrumboehmeriae班.etP.Sydow(図1,36,37)

宿主 :メヤブマオ(Ⅱ,Oct.17,1997,TSH-R4012=TNS一一fL107965,TSH-R4013=TNS-F-107966;

Ⅱ,Oct.26,1998,TSH-R4014=TNS-F-107967,TSH-R4015=TNS-F-107968,TSH-R4016
=TNS-F-107969;Ⅱ,Nov.5,1999,TSH-R4017=TNS-F-107970)

本菌はモミ上に精子器およびさび胞子堆を形成し,カラムシ属植物 (Boehmeria)およびベゴニア
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(BegoniahiemalisFotsch.)上に夏胞子堆および冬胞子堆を形成する異種寄生性のさび菌として知られ

るが,精子 ･さび胞子世代は吹上御苑では不明である.

2.PucciniastrumstyracinumHiratsuka (図38,39)

宿主 :エゴノキ(II,Oct.26,1998,TSH-R4018=TNS-F-107971)

:ハクウンボク(Ⅱ,Nov.5,1999,TSH-R4019=TNS一一F-107972)
本菌はアオトドマツ上に精子器およびさび胞子堆を形成し,エゴノキ属植物 (styrax)およびアサ

ガラ属植物 (pterostyrax)上に夏胞子堆および冬胞子堆を形成する異種寄生性のさび菌であるが,精

子 ･さび胞子世代は吹上御苑では不明である.

ram.Coleosporiaceae

3.Coleosporiumasterum(Dietel)H.etP.Sydow (図2,40)

宿主 :シロヨメナ (Ⅱ Ⅲ,Oct.17,1997,TSH-R4020=TNS-F-107973,TSH-R4021=TNS-fL
107974;ⅡⅢ,Oct.26,1998,TSH-R4022=TNS-ト107975,TSH-R4023=TNS-F-107976;ⅡⅢ,Nov.

5,1999,TSH-R4024=TNS-F-107977)
本菌はアカマツ上に精子器およびさび胞子堆を形成 し,キク科 (compositae)のシオン属植物

(Aster)ヨメナ属植物 (Kalimeris)上に夏胞子堆および冬胞子唯を形成する異種寄生性のさび菌である

が,精子 ･さび胞子世代は吹上御苑では不明である.

4.ColeosporiumclerodendoriDietel (図3,41,42)

宿主 '.クサギ (Ⅱ Ⅲ,Oct.17,1997.,TSH-R4025=TNS-F-107978;Ⅱ Ⅲ,Oct.26,1998,TSH-
R4026=TNS-F--107979,TSHIR4027=TNS-F-107980)
本菌はクサギ属植物 (clerodendron)のクサギ,ヤエザキクサギ,ショウロウクサギ,アマクサギ上

に夏胞子堆および冬胞子堆を形成するさび菌である.

5.ColeosporiumphellodendriKomarov (図4)

宿主 :キハダ(Ⅱ,Oct.17,1997,TSH-R4028=TNS-F-107981)
本菌はアカマツなどの二葉松上に精子器およびさび胞子堆を形成,キハダ属植物 (phellodendron)

上に夏胞子堆および冬胞子堆を形成する異種寄生性のさび菌であるが,吹上御苑では精子 ･さび胞子

世代は不明である.

6.ColeosporiumsolidaginisThum.exArthur

宿主 :セイタカアワダチソウ(Ⅱ,Oct.26,1998,TSH-R4029=TNS-ト107982,TSHIR4030=TNS-
F-107983)

本菌はアキノキリンソウ属植物 (solidago)のセイタカアワダチソウ,オオアワダチソウ,アキノキ

リンソウ上に夏胞子堆および冬胞子堆を形成するが,精子･さび胞子世代の不明なさび菌である.本

菌は北アメリカで初めて報告されたが,冬胞子が形態的に異なる"Westernfrom"と"Easternform"

があり,日本産種はこのどちらかに当たるのかは不明である.

7.ColeosporiumxanthoxyliDieteletP.Sydow (図5,43,44)

宿主 :カラスザンショウ(ⅡⅢ,Oct.17,1997,TSH-R4031=TNS-F-107984;ⅡⅢ,Oct.26,1998,
TSH-R4032=TNS-F-107985,TSH-R4033=TNS-F-107986;Ⅱ Ⅲ,Nov.5,1999,TSH-R4034=
TNS-F-107987)

本菌はクロマツなどの二葉桧類に精子器およびさび胞子堆を形成し,カラスザンショウ属植物

(xanthoxylum)上に夏胞子堆および冬胞子堆を形成する異種寄生性のさび菌であるが,吹上御苑では

精子 ･さび胞子世代は不明である.

Fam.Melampsoraeceae

8.MelampsoraidesiaeMiyabe (図6,45,46)
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宿主 :イイギリ (Ⅱ,Oct.26,1998,TSH-R4035=TNS-fLIO7988)
本菌はイイギリ上にのみ夏胞子および冬胞子世代を形成することが知られているが,生活環は不明

である.

9.Melampsorasp.

宿主 :ヤナギ属植物のl種 (Ⅱ,oct,17,1997,TSH-R4036=TNS-F-107989)

本菌は冬胞子世代が認められなかったため,種名は同定できなかった.

Fam.Phakopsoraceae

10.PhakopsoraartemisiaeHiratsuka,f. (図7,47)

宿主 :アワコガネギク(Ⅱ,Oct.26,1998,TSH-R4104=TNS-ト108057)

:キク属植物の1種 (Ⅱ,Nov.5,1999,TSH-R4064=TNS-fL108017)
本菌は多くのキク属植物に寄生し,夏胞子および冬胞子世代を形成するが,精子 ･さび胞子世代は

不明である.

ll.PhakopsorarLCi-electaeS.ItoetOtaniexS.ⅠtoetMurayama (図8,48)

宿主 :イヌビワ(Ⅱ,Oct.26,1998,TSH-R4037=TNS-fL107990,TSH-R4038=TNS-fL107991;
Ⅱ,Nov.5,1999,TSH-R4039=TNS-F-107992)
本菌はイチジク属植物 (Ficus)およびクワ属植物 (Morus)上に夏胞子堆および冬胞子堆を形成す

るが,精子 ･さび胞子世代は不明である.

12.PhakopsoramallotiCummins (図49,50)

宿主 :アカメガシワ (Ⅱ,Nov.5,1999,TSH-R4040=TNS-ト107993)
本菌はアカメガシワ上にのみ夏胞子堆および冬胞子堆を形成することが報告されている.精子 ･さ

び胞子世代は不明である.

13.PhakopsorapachyrhiziH.etP.Sydow (図9,51,52)

宿主 :クズ(Ⅱ,oct.17,1997,TSH-R4041=TNS-fL107994,TSH-R4042=TNS-fL107995;Ⅱ,Oct.

26,1998,TSH-R4043=TNS-F-107996,TSH-R4044=TNS-F-107997;Ⅱ,Nov.5,1999,TSH一一R4045

≡TNS-F-107998)

本菌はダイズの重要な病原菌である.ダイズのほかツルマメ,クズ,タイワンクズ上に夏胞子堆お

よび冬胞子堆を形成するが,精子 ･さび胞子世代は不明である.

14.Physopellaampelopsidis(DieteletP.Sydow)CumminsetRamachar

宿主 :アワブキ(0I,Nov.5,1999,TSH-R4046=TNS-fLIO7999)

:ノブドウ(ⅡⅢ,Oct.26,1998,TSH-R4047=TNS-fL108000)

:ツタ(ⅡⅢ,Oct.26,1998,TSH-R4048=TNS-F-108001)

:ブドウ(ⅡⅢ,Oct.26,1998,TSH-R4049=TNS-F-108002,TSH-R4050=TNS-fL108003)
本菌はアワブキ, ミヤマハハソ上に精子器およびさび胞子唯を形成 し, ノブ ドウ属植物

(Ampelopsis)のノブドウ,ウドカズラ,テリハノブドウ,ブドウ属植物 (vitis)のヤマブドウ,サン

カクゾル,ツタ属植物 (parthenocissus)のツタなどに夏胞子堆および冬胞子堆を形成する異種寄生性

のさび菌であるが,吹上御苑では精子 ･さび胞子世代は不明である.

Fam･Uropyxidaceae

15.Leucoteliumpruni-persicae(Hori)Tranzschel (図 10,53,54)

宿主 :ウメ(ⅡⅢ,Oct.17,1997,TSH-R4052=TNS-fL108005;ⅡⅢ,Oct.26,1998,TSH-R4053=

TNS-F-108006,TSH-R4054=TNS-F-108007;ⅡⅢ,Nov.5,1999,TSHIR4055=TNS-F-108008)
本菌はヒメウズに精子器およびさび胞子唯を形成し,ウメおよびモモに夏胞子堆および冬胞子堆を
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形成する異種寄生性のさび菌であるが,吹上御苑では精子 ･さび胞子世代は不明である.

16.Tranzscheliadiscolor(Fuckel)TranzscheletLitwinov (図11,21,55,56,57)

宿主 :モモ(Ⅱ,Oct.17,1997,TSH-R40526=TNS-F-108009)
本菌はモモおよびスモモに夏胞子堆および冬胞子唯を形成することが知られているが,精子 ･さび

胞子世代は不明である.

Fan.Pileolariaceae

17.Pileolariaklugkistiana(Dietel)Dietel (図22,59,60)

宿主 :ヌルデ(Ⅱ,Oct.26,1998,TSH-R4057=TNS-ト108010)
本菌はヌルデ上で全胞子世代を形成する同種完生型の生活環を有するさび菌である.

Fan.phragmidiaceae

18.Kuehneolajaponica(Dietel)Dietel

宿主 :ノイバラ (Ⅲ,July22,1997,TSH-R4058=TNS-fL108011,TSH-R4059=TNS-fL108012,
TSH-R4060=TNS-F-108013;Ⅲ,Oct.17,1997,TSH-R4061=TNS-F-108014;III,Oct.26,1998,
TSH-R4062=TNS-F-108015)

本菌はバラ属植物 (Rosa)上に冬胞子世代のみを形成するさび菌である.

19.phragmidiumrubi-thunbergiiKusano (図12,23,58)

宿主 :クサイチゴ(ⅡⅢ,Nov.5,1999,TSH-R4063=TNS-fL108016)
本菌はクサイチゴのみに夏胞子および冬胞子世代を形成するさび菌である.精子 ･さび胞子世代は

不明である.

Fam.Puccimiaceae

20.GymmosporangiumasiaticumMiyabeexYamada (図61,62)

宿主 :ナシ(0I,May9,1997,TSH-R4065=TNS-F-108018;0I,July22,1997,TSH-R4066=TNS-

F-108019)

本菌はナシやボケなどに精子およびさび胞子世代を形成し,ビャクシンなどに冬胞子世代を形成す

る類世代型の生活環を有するさび菌である.吹上御苑では,冬胞子世代を確認できなかった.

21.PucciniafagopyricolaJarstad (図13,24,63,64)

宿主 :シュッコンソバ (シヤクチリソバ)(Ⅱ Ⅲ,Oct.17,1997,TSH-R4067=TNS-fL108020,
TSH-R4068=TNS-F-108021;ⅡⅢ,Oct.26,1998,TSH-R4069=TNS-F-108022;ⅡⅢ,Nov.5,1999,

図版 vI.28.ヨシ上のPucciniaphragmitisの冬胞子.TeliosporesofPucciniaphragmitisonPhragmites
communis.(TSH-R4086,Scale:20FLm)29.ツルドクダミ上のPucciniapolygoni-amphibiivar.tovariae
の夏胞子.UrediniosporesofPucciniapolygoni-amphibiivar.tovariaeonPolygonum multlj7orum･
(TSH-R4077,Scale:10FLm) 30.イタドリ上のPucciniapolygoni-amphibiivar.tovariaeの冬胞子･
TeliosporesofPucciniapolygoni-amphibiivar.tovariaeonPolygonumcuspidatum.(TSH-R4071,Scale:
10/Jm) 31.アオイスミレ上のPucciniaviolaeの冬胞子.TeliosporesofPuccint'avt'olaeonViola
nlPponica.(TSH-R4088,Scale:10pm) 32.シバ上のPucciniaroy.u'aeの冬胞子.Teliosporesof
PucciniazoysiaeonZoysiajaponica.(TSH-R4103,Scale:10FLm) 33.エンジュ上の Uromyces
truncicolaの冬胞子.TeliosporesofUromycestruncicolaonSophorajaponica.(TSH-R4109,Scale:10
FLm) 34.ツエクサ上のUromycescommelinaeの夏胞子.UrediniosporesofUromycescommelinaeon
commelinacommunis.(TSH-R4105,Scale:10FEm) 35.チカラシバ上のSporisoriumpamparum くろ
ば胞子.UstilosporesofSporisoriumpamparumonPennisetumalopecuroides.(TSH-S1130,Scale:10
/Lm)
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TSH-R4070=TNS-F-108023)

本菌はソバおよびシュッ､コンソバに夏胞子および冬胞子世代を形成するさび菌である.精子 ･さび

胞子世代は不明である.

22.PuccinialantanaeW.G.Farlow (図14,26,65,66)

宿主 :キツネノマゴ(Ⅲ,July22,1997,TSH-R4094=TNS-ト108047;Ⅲ,Oct.17,1997,TSH-R4095
=TNS-F-108048,TSH-R4096=TNS-F-108049;Ⅲ,Oct.26,1998,TSH-R4097=TNS-F-108050,
TSH-R4098=TNS-F-108051,TSH-R4099=TNS-F-108052;Ⅲ,Nov.5,1999,TSH-R4100=TNS-
F-108053)

本菌はキツネノマゴ属植物 (Justicia)上に冬胞子世代のみを形成する短世代型の生活環を有するさ

び菌である.

23.PuccimiamiscanthiMiura (図25,67)

宿主 :ススキ (ⅡⅢ,July22,1997,TSH-R4079=TNS-F-108032;ⅡⅢ,Oct.17,1997,TSH-R4080
=TNS-F-108033;ⅡⅢ,Oct.26,1998,TSH-R408l=TNS-F-108034)
本菌はオオバコ属植物 (plantago)とオカトラノオ上に精子器およびさび胞子堆を形成し,ススキ,

ハチジョウススキ,オギなどのススキ属植物 (Mt'scanthus)とチガヤ属植物 (Impera(a)のチガヤ,ア

イアシ属植物 (phacelurus)のアイアシ上に夏胞子堆および冬胞子堆を形成する異種寄生性のさび菌で

あるが,吹上御苑では精子 ･さび胞子世代は不明である.

24.PuccimianishidanaHennings (図68)

宿主 :アザミ属植物の 1種 (Ⅱ,oct.26,1998,TSH-R4101=TNS-fLIO8054,TSH-R4102=TNS-
F-108055)

本菌はアザミ属植物 (cirsium)上に夏胞子堆および冬胞子堆を形成するさび菌である.精子 ･さび

胞子世代は不明である.

25.Pucciniaokudaimi Hiratsuka,f.etYoshinaga (図27,69,70,71)

宿主 :ツルボ(Ⅲ,May2,1996,TSH-R4111=TNS-fL182153)

本菌はツルポに冬胞子堆のみを形成する短世代型のさび菌である.

26.PucciniaoxalidisDieteletEllis (図15)

宿主 :ムラサキカタバミ(Ⅱ,July22,1997,TSH-R4092=TNS-F-108045;Ⅱ,Oct.17,1997,TSH-
R4093=TNS-F-108046)

本菌はカタバミ属植物 (oxa/is)上に夏胞子堆および冬胞子唯を形成するさび菌である.精子 ･さ

び胞子世代は不明である.

27.Pucciniaphragmitis(Schumacher)Koernicke (図 18,28,72)

宿主 :ヨシ(ⅡⅢ,July22,1997,TSH-R4082=TNS-F-108035;ⅡⅢ,Oct.17,1997,TSH-R4083=
TNS-F-108036;ⅡⅢ,Oct.26,1998,TSH-R4084=TNS-F-108037;ⅡⅢ,Åug.2,1999,TSH-R4085
=TNS-F-108038;[Ⅲ,Nov.5,1999,TSH-R4086=TNS-F-108039)

本菌はタデ属植物 (polygonum)のスイバ,ギシギシ,イタドリなどに,精子 ･さび胞子世代を形

成し,ヨシおよびツルヨシに夏胞子および冬胞子世代を形成する異種寄生性のさび菌であるが,吹上

御苑では精子 ･さび胞子世代は不明である.

28.PucciniaphyllostachydisKusano

宿主 :キンメイテク (Ⅱ,July22,1997,TSH-R4113=TNS-F-108066)

本菌はタケ類に夏胞子堆および冬胞子唯を形成することが知られているが,精子 ･さび胞子世代は

不明である.

29.Pucciniapolygomi-amphibiiPers.var.tovariaeArthur (図16,17,29,30,73,74,75,76)

宿主 :イタドリ(ⅡⅢ,Oct.26,1998,TSH-R4071=TNS-F-108024)
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:ミズヒキ (IIⅢ,Oct.26,1998,TSH-R4072=TNS-F-108025)
:ソル ドクダミ(Ⅱ,July22,1997,TSH-R4073=TNS-F-108026,TSH-R4074=TNS-F-

108027;IIⅢ,Oct.17,1997,TSH-R4075=TNS-F-108028;ⅡⅢ,Oct.26,1998,TSH-R4076=TNS-
F-108029,TSH-R4077=TNS-F-108030,TSH-R4078=TNS-F-108031)
本菌はタデ属植物 (polygonum)のイタドリ,メイゲツソウ, ミズヒキ,ミゾソバなどに夏胞子堆

および冬胞子堆を形成するさび菌である.精子 ･さび胞子世代は不明である.

30.PucciniaviolaedeCandolle (図 19,31,77,78)

宿主 '.アオイスミレ(IIⅢ,July22,1997,TSH-R4087=TNS-F-108040;ⅡⅢ,Oct･17,1997,TSH-

R4088=TNS-F-108041;ⅢⅢ,Aug･2,1999,TSH-R4089=TNS-fL108042;ⅡⅢ,Nov･5,1999,TSH-
R4090=TNS-F-108043)
本菌は多くのスミレ属植物 (viola)に精子器,さび胞子,夏胞子および冬胞子の全ての世代を形成

する同種寄生性のさび菌である

31.PucciniazoysiaeDietel (図23,79,80)

宿主 :シバ(ⅡⅢ,July22,1997,TSH-R4103=TNS-F-108056)
本菌はヤイトバナ属植物 (paederia)に,精子 ･さび胞子世代を形成 し,シバ属植物 (zoysia)に夏

胞子および冬胞子世代をを形成する異種寄生性のさび菌であるが,吹上御苑では精子 ･さび胞子世代

は不明である.

32.UromycescommelinaeCooke (図34,81,82,83)

宿主 :ツユクサ (Ⅱ.Oct.17,1997,TSH一一R4105=TNS-F-108058;Ⅱ,Oct.26,1998,TSH-R4106=
TNS-F-108059,TSH-R4107=TNS-F-108060)
本菌はホウライツユクサ,ツエクサ,シマツユクサ,ヤブミョウガ上に夏胞子堆および冬胞子唯を

形成するさび菌である.精子 ･さび胞子世代は不明である.

33.UromycestrumcicolaHenningsetShirai (図20,33,85,86,87,88)

宿主 :エンジュ(Ⅱ Ⅲ,Oct.17,1997,TSH-R4108=TNS-F-108061;Ⅱ Ⅲ,Oct･26,1998,TSH-
R4109=TNS-F-108062)
本菌はエンジュに夏胞子堆および冬胞子堆を形成するさび菌である.精子 ･さび胞子世代は不明で

ある.

34.UromyceserythroniiPasserini (図84)

宿主 :アマナ(0Ⅰ,Mar.20,1998,TSH-R4110=TNS-F-108063)
本菌はカタクリやアマナなどに精子器,さび胞子堆および冬胞子唯を形成する同種類生型の生活環

を有するさび菌である.

Form-genera

35.Uredocaricis-incisaeS.ItoexS.ItoetMurayama (図89,90)

宿主 :カワラスゲ (Ⅱ,Oct.17,1997,TSH-R4112=TNS-F-108064)
本菌はカワラスゲに夏胞子堆のみを形成することが知られているさび菌で,その生活環は不明であ

る.

2. くろば菌類

1.Sporisoriumpamparum(Spegazzini)Vanky (図35,91,92)

宿主 :チカラシバ(Nov.5,1999,TSH-Sl130=TNS-F-108065)
本菌はチカラシバの穂に胞子堆を形成するくろば菌である.
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285図版 xII.67.ススキ上のPucciniamiscant/u.の夏胞子および糸状体.Urediniosporesandparaphyses
ofPucciniamiscanthionMiscanthussinensis.(TSH-R4080,Scale:10pm) 68.アザ ミ属植

物上のPuccinianishidanaの夏胞子.UrediniosporesofPuccinianishidanaonCirsiumsp.(TSH-R4102,Sca

le:10FLm)69.ツルボ上のPucciniaokudairaiの冬胞子堆.TeliaofPucciniaokudairaionScillascilloid
es.(TSH-R4111,Scale:60FLm)70.ツルボ上のPucciniaokudairaiの冬胞子堆横断面.Averticalsect

ionofateliumofPucciniaokudairaionScillascE'lloides.(TSH-R4111,Scale:50urn) 71.ツル
ボ上のPucciniaokudairaiの冬胞子.TeliosporesofPucciniaokudairaionScillascilloides.(TSH-R41I

1,Scale:10FLm) 72.ヨシ上のPucciniaphragmitisの冬胞子.TeliosporesofPucciniaphragmitis
onPhragmitescommunis.(TSH-R4086,Scale:30F
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図版 XV.85.エンジュ上の Uromycestruncicolaの夏胞子堆.AnurediniumofUromycestruncicolaon

sopJl0rajaponica.(TSH-R4109,Scale:20pm)86.エンジュ上の Uromycestruncicolaの冬胞子堆･A

teliumofUromycestruncicolaonSophorajaponica.(TSHIR4109,Scale:50FLm) 87･エンジュ上の

Uromycestruncicolaの夏胞子および冬胞子･UrediniosporesandteliosporesofUromycestruncicola

onsophorajaponica.(TSH-R4109,Scale:10FLm) 88･エンジュ上の Uromycestruncicolaの冬胞子･

TeliosporesofUromycestruncicolaonSophorajaponica･(TSH-R4109,Scale:10FLm) 89･カワラス
ゲ上の Uredocaricis-incisaeの夏胞子堆.AnurediniumofUredocaricL'S-incisaeonCarexincisa.

(TSH-R4112,Scale:30pm) 90.カワラスゲ上の Uredocaricis-incisaeの夏胞子･Urediniosporesof
Uredocaricis-incisaeonCarexincisa.(TSH-R4112,Scale:5FLm)
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図版 xvI. 91,チカラシバ上の Sporisoriumpamparum くろば胞子.UstilosporesofSporisorium
pamparumonPennisetumalopecuroides.(TSHIS1130,Scale:5FLm)92.チカラシバ上のSporisorium

pamparum くろば胞子.UstilosporesofSporisoriumpamparumonPennisetumalopecuroides.(TSH-
Sl130,Scale:2〝m)
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Summary

Wereportedhere35speciesincluding14generaofrustfungi(2speciesofPucciniastrum,5species

ofColeosporium,2speciesofMelampsora,4speciesofPhakopsora,1speciesofPhysopella,1speciesof

Leucote/ium,1speciesofTranzschelia,lspeciesofPileolaria,lspeciesofKuehneola,ispeciesof

Phragmidium,lspeciesofGymnospot･angium,ilspeciesofPuccinia,3speciesofUromyces,lspeciesof

Uredo),and1speciesofsmutfungi(Sporisorium)basedonthespecimenscollectedintheImperialPalace,
Tokyo,from1997to1999.
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皇居吹上御苑産大型担子菌類 (担子菌門)

吹春俊光*･服部力**･小林孝人***･高橋春樹****･土居祥先*****

ToshimitsuFukiharu*,TsutomuHattori**,TakahitoKobayashi***,HarukiTakahashi*榊*

andYoshimichiDoi*****:Macro-basidiomycetes(Basidiomycota)attheFukiageGardens

ortheImperialPalace,Tokyo

皇居は,東京湾に近接する東京都千代田区に位置する.吹上御苑は,皇居の北部に位置し,内濠に

よって都市と隔てられた緑地である.海抜30m前後の低地にある比較的平坦な場所で,約300年ほ

ど前に開かれ,以来庭園として利用されてきたが,1940年頃から管理を中止し,武蔵野本来の植物

が生育してきたという (生物学御研究所編,1989).現在では東京都の中心にありながら,武蔵野の

林が見られる数少ない場所となっている.御苑の中には庭園木としてブナ科やマツ科の樹木も多く残

され,菌類にとっては多様な外生菌根菌類の存在が期待できる場所でもある.今回は皇居内の特に吹

上御苑に生息する生物をできる限り明らかにして記録にとどめることを目的とする共同研究の一環と

して､この都市の中の緑地における大型担子菌類について調査を行った.

材料および方法

現地での調査は,1998年に4回,3月20日に土居祥党と吹春俊光が,6月3日,10月14日に吹春

俊光が,7月2日に吹春俊光と山越沙織が,吹上御苑内の吹上大宮御所正門一夜馬場跡一観操亭一白

鳥堀一大本営跡一果樹園一地主山一吹上大宮御所正門までを巡る歩道にそって歩き,目視で確認でき

た種につ,V､て標本を採集する方法でおこなった･この調査採集による標本の他に･宮内庁管理部庭園
課の方々による採集品ならびに阿部恭久,前川二太郎らの菌類調査班参加者の採集品中の一部の大形

担子菌類標本も,本研究に利用させて頂いた.

筆者らが採集した標本のうち,研究のために千葉県立中央博物館に持ち帰った標本は,凍結乾燥後,

約60℃で熱処理を行い,研究後,標本として国立科学博物館植物研究部の菌類標本庫に収蔵した.

国立科学博物館に持ち帰った標本は,54-56℃で加熱乾燥を行い,同館の菌類標本庫に収蔵した.こ

れらの標本の研究および同定は,ヒダナシタケ目を服部力,キクラゲ目とハラタケ目を吹春俊光,ハ

ラタケ目のうちヒトヨタケ科ナヨタケ属psathyrellaを高橋春樹,フウセンタケ科アセタケ属血ocybe

を小林孝人が中心となって行った.本報告の上記同定者らから,他の研究者に同定を依頼した場合は,

リストされた種ごとにその同定著名を付した.

*〒260-8682千葉市中央区青葉町955-2千葉県立中央博物館 植物学研究科
DepartmentorPlantScience,NaturalHistoryMuseumandInstitute,Chiba
**森林総合研究所 腐朽病害研究室

Wooddecay&mycologylab.,ForestryandForestProductsResearchInstitute
***千葉大学 大学院自然科学研究科 物質多様性科学教室

Lab,ofBiodiversityScience,GraduateSchoolofScienceandTechnology,ChibaUniv.
****神奈川県大和市西鶴間ト21-2Nishitsuruma 1-2ト2,Yamato-ihi,Kanagawa
*****国立科学博物館 植物研究部 DepartmentorBotany,NationalScienceMuseum,Tokyo
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結 果 と 考 察

現地調査で121点の大型担子菌類の標本を収集し,これにその他の採集者による採集標本を加えて

分類学的研究を行った結果, 4日23科43属57種の大型担子菌が同定できた.この中には属まで同

定できた4種が含まれる.

目録での冒,科は,今関 ･本郷 (1987,1989)による自然分類の順に従い配列した.科内では,属

名 ･種小名のアルファベット順に配列した.それぞれの種の標本採集記録については,種名,和名,

採集年月日,標本番号,採集者番号の順に示した.目録のなかで特徴のある種についてはノートをつ

けた.

ヒダナシタケ目は11種同定された (リスト中の8-18).多くは広域に分布する種であった.ハラ

タケ巨歯は32種同定されたが,外生菌根菌はテングタケ属2種 (35,36),アセタケ属3種 (49-51),

アワタケ属 1種 (54),オこイグチ属2種 (55,56),ベニタケ属 1種 (57)が採集できた.いずれも

広域に分布する普通種であった.腐生性のハラタケ目菌も,広域に分布する普通種が多かった.

異型担子菌綱 HETEROBASIDIOMYCETES

シロキクラゲ目 TREMELLALES

ヒメキクラゲ科 Exidiaceae

l)Eichlerielladeglubens(Berk･&Br･)Lloyd

1997Ju1.9,N.Maekawa(TML20549,20550)(同定 :前川二太郎)

2)Exidiasp.

駐春閣跡付近倒木集積地,Jan.20,1998,Y.Doi(TNS-F-238450).

3)HelerochaetedelL'cata(Kl.exBerk.)Bres･ オロシタケ

1997Jul.9,N.Maekawa(TML20551)(同定 :前川二太郎)

シロキクラゲ科 Tremellaceae

4)TremellajuiaceaPers.:Fr.ハナビラニカワタケ

駐春閣跡付近倒木集積地,1997Sept.19,Y.Doi(TNS-F-238127)(同定 :土居祥先)

5)TremellamesentericaRetz.:Fr. コガネこカワタケ

駐春閣跡付近倒木集積地,19960ct.ll,Y.Doi(TNS-F-182162);1997May27,Y･Tobishima

(TNS-F-238439);駐春閣跡付近倒木集積地,1997June9,Y･Doi(TNS-F-182308)(同定 :土居

祥允)

キクラゲ目 AURICULARIALES

キクラゲ科 Auriculariaceae

6)Auriculariaauricula(Hook.)Underw. キクラゲ

1995May2,Y.Tobishima(TNS-F-176247);駐春閣跡付近,1997Sept･19,Y･Do主(TNS-F-

182152)(同定 :土居祥允).

7)Auriculariapolytricha(Mont.)Sacc. アラゲキクラゲ

1998Jun.3,TNS-F-857(=Fukiharu-16421);19980ct.14,TNS-F-1575(=Fukiharu-16958)･
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真正担子菌綱 EUBASIDIOMYCETES

ヒダナシタケ目 APHYLLOPHORALES

ラクノクラジウム科 Lachnocladiaceae

8)Scytinostromaportentosum(Berk.&Curt.)Donk ヤケイロコウヤクタケ

1997Jul.9,N.Maekawa(TML20548)(同定 :前川二太郎)

りロコタケ科 Stereaceae

9)Lophariamirabilis(Berk.&Br.)Pat. クシノハシワタケ

1997Jul.9,N.Maekawa(TM1-20553)(同定 :前川二太郎)

10)Xylobolusannosus(Berk.etBr.)Boidin オオカタウロコタケ

1998Jun.3,TNS-F-851(=Fukiharu-16414).

カンゾウタケ科 Fistulinaceae

ll)FistulinahepaticaSchaeff.:Fr. カンゾウタケ

1998Jun.3,TNS-F-862(=Fukiharu-16426)

日本ではスダジイ老立木樹幹によく発生する.吹上御苑でも同様であるが,欧州ではナラやク

リなどの落葉樹に発生する.なお,昭和記念筑波研究資料館に,19280ct.11の採集品が保存さ

れている.採集者は不明である.

サルノコシカケ科 (タコウキン科) polyporaceae

12)Coltriciaperennis(L.:Fr.)Murr. オツネンタケモ ドキ

1998Jul,2,TNS-F-890(=Fukiharu-16582).

13)Coriolopsissp. コガネカワラタケ

1998Jul.2,TNS-F-886(=Fukiharu-16570).

14)Loweporustephroporus(Mont,)Ryv. シイサルノコシカケ

1997Nov.5,Y.Abe,TNS-fL1040(同定 :阿部恭久)

15)PolyporusvariusPers.:Fr. キアシグロタケ

1998ユun.3,TNS-F-854(=Fukiharu-16418)

16)Trametesbrevis(Berk.)Pilat ニクウスバタケ

1997Jul.9,N.Maekawa(TML20552)(同定 :前川二太郎)

17)Xylobolusspectabilis(Klotz.)Boijin モミジウロコタケ

1997Nov.5,Y.Abe,TNS-fL1041(同定 :阿部恭久)

タバコウロコタケ科 Hymenochaetaceae

18)Hymenochaetesp.

1997Jul.9,N.Maekawa(TML20556)(同定 :前川二太郎)

ハラタケ目 AGARICALES

ヒラタケ科 pleurotaceae

19)PleurotuscycIE'diosus0.K.Miller オオヒラタケ

広葉樹倒木上,観操亭付近,1997Dec.19Y.Tsunetomi,TNS-fL237779(同定 :土居祥先)

20)Pleurotuspulmonarius(Fr.)Quel. ウスヒラタケ
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1998Jul.2,TNS-F-877(=Fukiharu-16565).

ヒラタケと子実体の外形は似ているが,子実層托実質の細胞が厚膜である点でヒラタケと区別

される.

21)LenEinulaedodes(Berk.)Pegler シイタケ

倒木上,覆馬場跡,1997Nov.5,Y.Doi,TNS-fL238325(同定 :土居祥究)

スエヒロタケ科 schizophyllaceae

22)SchizophyllumcommuneFr/.Fr･ スエヒロタケ

1998Mar.20,TNS-fL847;1998Jun.3,TNS-F-848(=Fukiharu-16410);19980ct･14,TNS-F-

1576(=Fukiharu-16950)･

キシメジ科 Trhicholomataceae

23)Armillariacf.mellea(Vahl.:Fr･)Karst･ ナラタケ

1996Nov.6,F.Iizuka,TNS-ト182260;19970ct.3,駐春閣跡付近,タシロラン群生地の内外

に大発生,Y.Do主,TNS-ト238348.

24)HohenbueheliarenljTormis(G.Meyer:Fr･)Sing･ ヒメムキタケ

1998Jun.3,TNS-F-856(=Fukiharu-16420)･

25)MarasmiusmaximusHongo オオホウライタケ

1998Jun.3,TNS-F-864(=Fukiharu-16429).

26)Micromphalesp.サカズキホウライタケ (今関 ･本郷,1987)

1998Jul.2,TNS-F-893(=Fukiharu-16589).

27)Mycenacrocata(Schrad.:Fr.)Kummer アカチシオタケ

1998Apr.20,Y.Do主,TNS-F-238569(同定 :土居祥允)

28)Mycenagalericulata(Scop.:Fr･)S.F･Gray･ クヌギタケ

19980ct.14,TNS-F-1577(=Fukiharu-16955)･

29)Mycenahaematopoda(Pers.:Fr.)Kummer チシオタケ

19980ct.14,TNS-F-1578(=Fukiharu-16954).

30)Mycenapura(Pers.:Fr.)Kummer サクラタケ

1998Jul.2,TNS-F-883(=Fukiharu-16572).

31)Oudemansiellapudens(Pers.)Pegler ビロードツユタケ

1998Jun.3,TNS-fL849(=Fukiharul16412);1998Jul･2,TNS-F-880(=Fukiharu-16569)･

32)Resupinatusapplicatus(Batsch:Fr.)S･F･Gray シジミタケ

19980ct.14,TNS-F-1579(=Fukiharu-16953)･

33)Strobilurusstephanocystis(Hora)Sing.マツカサキノコモドキ

クロマツの球果上,1998Jan.20,K.Nunomura,TNS-F-238455;1998Mar･20,T･FukiharuTNS-

F-844,TNS-F-845.

34)Tricholosporumporphyrophyllum(Imai)Guzman ウラムラサキシメジ

1998Jul.2,TNS-F-872(=Fukiharu-16559);19980ct.14,T.Fukiharu,TNS-F-1580(=Fukiharu-

16963).

キシメジ型の中型のきのこで,傘表面の色は幼時,紫を帯びた濃い褐色,のち黄色と紫色を帯

びた薄い褐色となる.柄は黄色を帯びたクリーム色.ひだの色は特徴的な強い紫色で,成熟後古

くなるにつれ紫がうすれる.またひだを傷をつけるとゆっくりと褐変する.胞子は大きなこぶを

もち,全体が十字型をしているという著しい特徴をもつ.Imai(1938)は北海道産の標本をもと
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に本種をTrt'cholomaporphyrophyllumlmaiと記載したが,Guzman(1975)は本棟の特徴のある

十字形の胞子などの形蛮により新属 Tricholosporumを設立 した.本属は,世界に3種が知られ

るのみであり,非常に珍しい菌である.しかし東京都内では自然教育園に,また千葉県では 10

月初旬から下旬にかけて雑木林や竹林などに発生 (吹春ほか,1995)する.また山田詳生 (私信)

によれば9月下旬に山口県秋吉台で,村上康明 (私信)によれば九州でもみられ,稀に発生する

菌であるが北海道から九州まで広く分布している.今関 ･本郷 (1987)は,川村 (1954)がイヌ

ムラサキシメヂ Clilocybecyanophaeaとしたものは本種の仲間ではないかと述べている.たしか

に川村が明治41年に東京,小石川植物園で採集し,措いた図 (川村,1954,図423)は本種に

酷似 し,胞子も ｢症状突起を有し｣と記述されており,本種と判断される余地が高い.本種はこ

れまで出版された多くの図鑑にはほとんど扱われておらず,また傘の色変異がかなり広いことも

あまり知られていなかった.

テンゲタケ科 Amanitaceae

35)Amanitacf.spreta(Peck)Sacc. ?ツルタケダマシ

.観涯亭付近,1997Åug.6,Y.Do主,TNS-F-238238.

36)AmaniEavaginata(Bull.:Fr.)Vitt. ツルタケ

19980ct.14,TNS-F-1581(=Fukiharu-16962).

ウラベ二ガサ科 Pluteaceae

37)Pluteusatricapillus(Batsch)Fayod ウラベニガサ

1998Jul･2,TNS-F-885(=Fukiharu-16575);19980ct.14,TNS-F-897(≡Fukiharu-16942).

ハラタケ科 Agaricaceae

38)LepiotacastaneaQu81. クリイロカラカサタケ

19980ct.14,TNS-F-1582(=Fukiharu-16960).

39)Phaeolepiotaaurea(Matt.:Fr.)Maire コガネタケ

1996Nov.8,F.Iizuka,TNS-F-182259(同定 :土居祥允).

ヒトヨタケ科 Coprinaceae

40)Coprinuscinereus(Schaeff.:Fr.)S.F.Gray ウシグソヒトヨタケ

本種はアンモニア菌 (sagara,1975)として知られている.今回採集した標本は,1998Mar.20

吹上御苑内で採集した土壌から室内培養により発生させたものである.

41)CoprinusphlyctidosporusRomagn.ザラミノヒトヨタケ

1998Jun.3,TNS-F-870(=Fukiharu-16451).

本種はアンモニア菌として知られている.今回採集した標本は,現地での尿素処理実験により

発生させたものである.

42)Coprinusplicatilis(Curt∴Fr.)Fr. ヒメヒガサヒトヨタケ

19980ct.14,TNS-F-1583(=Fukiharu-16947).

傘の表面は鱗片やシスチジアを欠き平滑.類縁種 C.leiocephalusに比 して,本種の胞子はより

大きく10.1Lm以上

43)Coprinusradians(Desm.:Fr.)Fr. コキララタケ

1998Jul.2,TNS-F-879(=Fukiharu-16567);19980ct.14,TNS-F-900(=Fukiharu-16946).
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44)Coprinussp･

本種はアンモニア菌として知られている.今回採集した標本 (TNS-F-1164)は,1998Mar･20

に採集した土壌から室内培養により発生させたものである･本種の傘被膜の構造からヒトヨタケ

属のSect.Cop,inus,subsect･Lanatuliに属 し,胞子は平滑･やや細長 く,また淡色である点で既

知種と区別できる.従来はブナ林で尿素処理実験により発生したことがある (吹春･未発表)･

45)PsathyrellacandollE'ana(Fr･:Fr･)Maire イタチタケ

1995Jun.8,Tobishima,TNS-ト176266;1997May8,Y･Doi,TNS-ト181939;1997Aug･6,Y･

Doi,TNS-ト238255(同定 :土居祥究)

46)PsathyrellacinerariaHar･Takahashiハイイロイタチタケ

1998Jun.3,TNS-F-869(=Fukiharu-16443);1998Jul･2,TNSIF-884(=Fukiharu-16573)･

最近関東地方産標本を基に記載された種 (Takahashi,2000)である･ナヨタケ属 Psathyrellaなが

ら,傘や柄が灰色を帯びる点に特徴がある･また傘表面はやや毛羽立ち,柄にはツバを欠く･胞

子紋は褐色を呈 し,胞子は10〟m以下で発芽孔はなく,小のう形 (utrifbrm)の縁シスチジアを有

し,側シスチジアは見られず,ヒダ実質は無色である･これまでの観察によればシラカシの腐朽

木に好んで発生する.本種はSinger(1986)によるMycophila亜属,Argillosporae節に所属する･

オキナタケ科 Bolbitiaceae

47)Agrocybeerebia(Fr･)Kuehn･ ツチナメコ

1996May30,F･lizuka,TNSIF-181975;1997Aug･6,Y･Doi&K･Miyazaki･TNS-F1238268
(同定 :土居祥先).

モエギタケ科 Strophariaceae

48)Naematolomaj:asciculare(Hudson:Fr･)Karst･ こガクリタケ

1998Jun.3,TNS-F-865(=Fukiharu-16434)･

フウセンタケ科 Cortinariaceae

49)InocybejTastigiata(Schaeff･)Quel･

観溝孝一大滝口間,1997Jul.22,Y.Doi&K.Miyazaki,TNS-F-237676･

50)InocybeglabrodiscaP.D･Orton ミナカタトマヤタケ

1998Jul.2,TNS-ト878(=Fukiharu-16566);1997Aug･6,Y･Doi,TNS-ト237677･

南方熊楠の菌類の標本は国立科学博物館に保存されており,この中にInocybeglabrodiscaPID･

ort｡nミナカタトマヤタケが含まれていた.子実体は原色図と記載文を書いた台紙に貼 り付けて

あり,顕微鏡観察ができる状態で保存されていた･この和歌山産の標本に基づき日本新産の記載

を行った (小机 1994).吹上御苑産の本菌の標本は,側シスチジアが厚壁で頚吾βが長 く伸び,胞

子は弱いこぶ状で,特徴は和歌山産の標本と同様であった･一方,I.glabrodiscaのタイプ標本は

ィギリスのキュー植物園に保存されてお り,筆者 (小林)が検討 した結果,日本産とイギリス産

の標本の特徴はよく一致 していた･I･glabrodiscaは柄シスチジアが基部まで下降し･Inocybe亜

属,Margintae節に所属する･日本では上umbrinaBres.アセタケモ ドキと混同されてきたが,I･

umb,inaは柄の頂部にしかメチュロイドの柄シスチジアが無 く,クモの巣膜を有し,Inocybe亜属,

Inocybel=Cortinatae]節に所属するもので･本種とは明らかに異なる･

51)InocybeumbrinellaBres･

観操亭付近,1997Sept.19,Y.Doi,TNS-ト237679･
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イッボンシメジ科 Entolomataceae

52)Entolomarhodopolium(Fr.)Kummer クサウラベニタケ

19970ct.3,Y.Doi,TNS-F-238379(同定 :土居祥究).

ヒダハタケ科 Paxillaceae

53)Paxilluspanuoides(Fr..･Fr.)Fr. イチョウタケ

1997Jun.9,Y.Doi,TNS-F-238342;1998Jul.2,TNS-F-888(=Fukihartl-16579).

イヴチ科 Boletaceae

54)XerocomusparvulusHongo ヒメアワタケ

1997Aug.6,Y.Doi&K.Miyazaki,TNS-F-238294(同定 :長沢栄史).

オ二イヴチ科 strobilomycetaceae

55)Strobilomyces?nigricansBerk.

1997Jul.4,Y.Do主,TNS-F-238339(同定 :長沢栄史)

56)Strobilomycesstrobilaceus(Scop..･Fr.)Berk. オニイグチ

1998Jul.2,TNS-F-889(=Fukiharu-16580).

ベニタケ科 Russulaceae

57)Russulasororia(Fr.)Romell キチャハツ

1998Jul.2,TNS-F-873(=Fukiharu-16560).

謝 辞

本報告を行うにあたり,皇居内の調査を許可頂いた宮内庁の方々,現地の調査に同行いただき,莱

内をいただいた宮内庁管理部庭園課の方々,ならびに菌類班の調査の折以外に菌類の採集をしてくだ

さいました同庭園課の方々に厚 く御礼申しあげます.また,同定をお願いした森林総合研究所の阿部

恭久,鳥取菌草研究所の長沢栄史,前川二太郎の各氏に深謝します.

Summary

Fifty-sevenspeciesofmacro-basidiomycetesfoundattheFukiageGardensintheImperialPalace,

Tokyowerelistedwithannotationsforsomespeciesofthem.Theyare:5speciesoftheTremellales,2

speciesoftheAuriculariales,1lspeciesoftheAphyllophorales,and39speciesoftheAgaricales･Mostly

theyarecommonspeciesinJapan.TaxonomicpositionofTrichosporumporphyrophyllum (Imai)

GuzmanandlnocybeglabrodiscaP.D.Ortonwereannotatedindetail.
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皇居吹上御苑のコウヤクタケ科 (担子菌門)*

前川二太郎**

NitaroMaekawa**:Corticiaceaesensulato(Basidiomycota)collectedfromtheFukiageGardens

orthe∫mperialPalace,Tokyo

担子菌亜門,同担子菌綱,ヒダナシタケ目に所属するコウヤクタケ科 (Corticiaceae)のほとんどの

種は基質上に綿毛状や膜状に張り付いた子実体を形成する.コウヤクタケ科は,ヒダナシタケ目の他

称と比較して子実体の構造が単純であるため,同日の中では原始的な分類群の一つとみなされ,また,

同担子菌綱の他の目あるいは異担子菌綱との類縁関係,さらにヒダナシタケ目内の系統進化を考察す

る上で "かぎ"となる科とされている (ObeⅣinkler,1982;Parmasto,1986).コウヤクタケ科菌類は

主に倒木,落枝,落葉上などの木質基質上にごく普通に見られる菌群であり,その多くはこれら基質

の主成分であるリグニン,セルロースを分解することができる.そのため,森林生態系における還元

者として重要な役割を演じていると考えられる.日本産の広義のコウヤクタケ科菌類として,著者は

現在までに67属230種 (Maekawa,1993,1994,1997,1998,1999)を報告した.

今回,日本産コウヤクタケ科の菌類相解明の一環として東京都千代田区に位置する皇居吹上御苑に

おいて 1997月6月9日に調査を行った.本調査研究は,1997年度から1999年度にかけて行われた,

皇居内の特に吹上御苑に生息する生物をできる限り明らかにして記録にとどめることを目的とする共

同研究の一環として行われた.採集によって得られた標本について分類学的研究を行った結果,以下

に示すコウヤクタケ科菌類の存在を認めた.これらの種について,属名および種名をアルファベット

順に配列し,亘れぞれの種について主要な形態学的特徴,分布等を付記した.また,従来和名のない

種については新たに和名を与えた･.採集標本は国立科学博物館植物研究部の標本庫 (TNS)および昭

和記念筑波研究資料館に保管されている.

コウヤクタケ科菌類目録

BrevicelhcitlmOlivascens(Bres.)Larsson&fljortst.(マルミノコツブコウヤクタケ,新称和名)

広葉樹枯枝上 (TNS-F-681).微細ないぼ状の子実体表面 (子実層面),実質に形成される亜球形か

ら球形のシスチジア,類円筒形の担子音 (ll.5-17×6-7FLm)およびいびつな亜球形の担子胞子 (5-5.5

×3.5-5pm)をもつことによってB.olivascensは特徴づけられる･本種は従来鳥取のみから報告され
ている.

Hyphodermamutatum(Peck)Donk(シラチャカワタケ)

広葉樹枯枝上 (TNS-F-682).メチュロイド型シスチジアとレプトシスチジアの2種類のシスチジ

アおよびやや屈曲した円筒形の担子胞子 (12.516×3.5-I.5fEm)をもつ点がH.mutatumの主要な特

徴である.本種は本州および九州地方に分布が認められている.

*菌輩研究所研究業績,第341号

** 〒689-1125鳥取市古郡家211(財)日本きのこセンター菌葦研究所

TheTottoriMycologicalInstitute
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挙げられる.これらの特徴によってPhanerochaete属の他種とは区別できる.本調査で得られた標本

に基づいて1997年に著者は本種を日本未報告種とした (Maekawa,1997).本種は従来ニュージーラ

ンドとアメリカ (ルイジアナ州)においてその存在が知られていた (Burdsall,1985).吹上御苑にお

ける本種の存在はアジア地域における最初の記録となる.

phanerochaetesordida(Karst.)J.Erikss.&Ryv.(ウスキイロカワタケ)

広葉樹枯枝上 CTNS-F｣595).本種のレプトシスチジアは紡錘形から円筒形で,しばしば子実層面

から突出し,その先端周辺に結晶を被る.担子胞子は楕円形から類円筒形で,大きさは5-7.5×2.5-

3.5/皿 である.本種は北海道から八重山諸島および小笠原諸島まで広く分布する･

phlebiaacerinaPeck(ミダレシワタケ,新称和名)

広葉樹腐朽幹上 (TNS-F-696,Fig.6,TNS-F-697).日本未報告種.子実体表面が白色から黄褐色

で,はじめ平滑であるが,後にいぼ状,不規則な迷路状あるいは浅い乳状になるのが本種の肉眼的特

徴である.顕微鏡的には実質に幅の広い梶棒状のシスチジアとやや屈曲した円筒形の担子胞子 (4.5-

6×2-2.5FLm)をもつ点が特徴である.本種に近縁であるP.ruj:aPers.(Fr.)M.P.Christ.(チヤシワウ

ロコタケ)とされていた標本のいくつかが本研究でP.acerinaと同定された.我が国における両種の

分布に関しては再検討が必要である.

schizoporaparadoxa(Schrader:Fr.)Donk(アナタケ)

広葉樹腐朽枝上 (TNS-fL698).子実体表面は歯牙状,′迷路状,孔状と変化に富む.本種は変異性

に富む上に,近似種が数種あるので,今回得られた標本も含め日本産の標本については再検討する必

要がある.

scopuloidesrimosa(Cooke)Jdl.(ツブニカワカワタケ,新称和名)

広葉樹腐朽材上 (TNS-F-699,Fig.7).子実体はややゼラチン質で,乾燥すると腸質になる･子実

体表面は微小な針状を呈する.顕微鏡的には菌糸隔壁にクランプを欠き,子実層面より突出した多数

のメチュロイド型シスチジアをもつ点が特徴である.本種は束北地方以南に広く分布する･

Trechisporafarinacea(Pers.:Fr.)Liberta(トゲミノコウヤクタケ,新称和名)

広葉樹腐朽材上 (TNS-F-700,701),広葉樹枯幹上 (TNS-fL702,Fig.8).本種は微細な針状突起の

ある広楕円形の担子胞子 (3.5-45×2.5-3.5FLm)をもっことにより,Trechispora属の他種と区別され

る.本種は東北地方以南に広く分布する.

今回の調査で得られたコウヤクタケ科菌類は上記の 10属 15種であり,これらの中でマルミノコツ

ブコウヤクタケBrevicelliciumolivascens,シラチャカワタケHyphodermamutatum,ハリナシミナミ

コメバタケH.praetermissum,シロコメバタケH.setigerum,シロカワタケHyphodontiasambuci,イ

ボコメバタケJacksonomycesfurfurellus, ウスキイロカワタケPhanerochaetesordida, アナタケ

schizoporaparadoxa, ツプニカワカワタケ Scopuloidesrimosaおよび トゲ ミノコウヤクタケ

Trechisporafarinaceaは汎世界的に分布し,国内においても,従来鳥取のみから報告されているB.

olivascensを除き,広範囲に分布が認められている種であった.しかし,日本未報告種としてフクロ

ナシマクカワタケPhanerochaetecorymbata(Maekawa,1997)およびミダレシワタケPhlebiaacerina

が認められるとともに,主に亜熱帯域に分布するミナミコメバタケHyphodermarudeおよび亜熱帯

に位置する小笠原諸島のみから報告されているオガサワラカミコウヤクタケHyphodontiaboninensis

が分布Lでいることも明らかとなった.これらの種の分布が認められたことは調査地域におけるコウ

ヤクタケ科菌類の種の多様性を示唆するものであるが,吹上御苑におけるコウヤクタケ科菌類相の全

容解明にはさらに詳細な調査研究が必要である.
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Summary

FifteenspeciesofCorticiaceaesensulato(Aphyllophorales,Basidiomycotina)belongingto10genera

arereportedfromtheFukiageGardensintheImperialPalaceGrounds,Tokyo.Amongthesespecies,

Phanerochaetecorymbata,whichhasbeenreportedpreviouslybyMaekawa(1997),andPhlebiaacerina

arenewrecordsfromJapan,andHyphodontiaboninensisisthefirstrecordoutsidethetypelocality.All

theotherspecies,exceptfわrBrevicelliciumolivascens,arewidespreadinJapan.
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Polypores(Basidiomycota,Aphyllophorales)
intheFukiageGardensortheImperialPalace,Tokyo

By

TsutomuHattori*andYoshimichiDoi**

服部 力*･土居祥允**:皇居吹上御苑産多孔菌類

Introductiom

Asapartofafauna,noraandmycobiotaresearchprojectconductedintheImperialPalace,espe-

ciallyattheFukiageGardensinTokyo,Japan,mycologicalstudieshavebeencarriedoutsince1995.

TheImperialPalaceissituatedincentralTokyoandcontainstheFukiageGardensintheImperial

Palace.Inadditiontoexotictrees,nativetreesbelongingtoCastanopsis,Quercus,Cinnamomum,etc.are

abundantintheGardens.

ThemajorOrlglnalcanopyspeciesorthewarmtemperateareasorJapanareevergreenoaksandlau-

relssuchasQuercusspp.,Castanopsisspp.,Cinnamomumspp･,etc･(Sasse,1998)･Thissuggeststhatthe

vegetationortheFukiageGardenscontainstheorlginalvegetationorthewarmtemperateareasorJapan.

Inthecollectionsofmacrof-ungiintheFukiageGardens,47speciesofpolyporeswerefound,listedand

theirdistributionpatternswerediscussed.

AllthespecimenscollectedintheFukiageGardensexaminedherehavebeendepositedinthe

HerbariumortheNationalScienceMuseum(TNS).

Listanddescriptions

Corticiaceae

Gloeoporusdichrous(Fr.)Bres.,Ann.Mycol.14:230(1916).

Specimensexamined:26Jul.1995,Y.Doi(TNS-F-180349).

Distribution:Widespreadinthetempera･teareasortheN.He血isphere.

Irpexhcteus(Fr.:Fr.)Fr･,Blench.Fung･,p･145(1828).

Specimensexamined:2May1996,M.Tsuda&Y.Do主(TNS-F-182154).

Distribution:WidespreadinthetemperateareasortheN･Hemisphere･

Schizoporanavipo.ra(Cooke)Ryvarden,Mycotaxon23:186(1985)I
Specimensexamined:2May1996,Y.Doi(TNS-ト182139);15Apr.1997,Y.Doi(TNS-F-

182241);15Apr.1997,Y.Do主(TNS-F-182250);5Nov･1997,Y.Abe(TNS-F-116);140ct.1998,T.

Hattori(TNS-F--47).

*ForestryandForestProductsResearchInstitute,MatsunosatoI,Kukizaki-cho,Inashiki-gun,Ibaraki
Pref.,305-8687Japan 森林総合研究所 森林生物部

**DepartmentorBotany,NationalScienceMuseum,Tokyo 国立科学博物館 植物研究部
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Distribution:WidespreadinthetemperateareasortheN.Hemisphere.

Schizoporaparadoxa(Fr.)Donk,Persoonia5..76(1967).

Specimensexamined:2Åug.1999,Y.Doi(TNS-F-60).

Distribution:WidespreadintheN.Hemisphere.

Polyporaceae

Antrodiamalicola(Berk.良M.A.Curtis)Donk,Persoonia4:340(1966).

Specimensexamined:140ct.1998,T.Hattori(TNS-F-36);140ct.1998,T.Hattori(TNS-F-55).

Distribution:WidespreadinthetemperateareasortheN.Hemisphere.

AntrodiellaalbocinnamomeaDai&Niemela,Mycotaxon64:70(1997).

Specimensexamined:2Aug.1999,Y.Doi(TNS1-63).

Distribution:KnownfromtemperateareasoftheE.Asia.

Antrodiellazonata(Berk.)Ryvarden,Bol.Soc.Argent.Bot.28:228(1992).

Specimensexamined:ll0ct.1996,Y.Doi(TNS-F-182167);15Apr.]997,Y.Doi(TNS-F-
182251);15Apr.1997,Y.Doi(TNS-F-182265);8May1997,Y.Do主(TNS-F-181907);5Nov.1997,Y.

Abe(TNS-F-407);2Aug.1999,Y.Doi(TNS-F-72);21Sep.1999,T.Oda&C.Tanaka(TNS-F-142).

Distribution:KnownfromthetemperateareasofAsiaandOceania.

Notes:ThisspeciesiswellknownasCoriolusconsors(Berk.)ImazekiinJapan.Forf-urthercom-

ments,seeRyvarden(1992)andHattori&Zang(1995).

Bjerkanderaadusta(Willd.:Fr.)Karst.,Medd.Soc.FaunaFl.Fenn.5:38(1897).

Specimensexamined:8May1997,Y.Doi(TNS-ト238421);5Nov.1997,Y,Abe(TNS-F-ヰlo);14

0ct.1998,T.Hattori(TNS-F-14).

Distribution:WidespreadinthetemperateareasortheN.Hemisphere.

Cerrenaunicolor(Bull.:Fr.)Murrill,J.Mycol.9:91(1903).

Specimensexamined:8May1997,Y.Doi(TNS-F-181899);8May1997,Y.Doi(TNS-F-238237);

2Sep.1997,Y.Doi(TNS-F-238384);9Jul.1997,Y.Doi(TNS-F-238403);27May1997,Y.Tobishima

(TNS-F-238408);3Jun.1998,T.Fukiharu(Fukiharu116424).

Distribution:WidespreadinthetemperateareasortheN.Hemisphere.

Coriolopsisstrumosa(Fr.)Ryvarden,KewBull.31:95(1976).

Specimensexamined:13Apr.1995,Y.Doi(TNS-F-176249);8Jun.1995,Y.Tobishima(TNS-F-

176264);5Jul.1995,M.Tsuda&Y.Doi(TNS-fL180246);5Jul.1995,M.Tsuda&Y.Doi(TNS-fL

180251);26Jul.1995,Y.Doi(TNS-F-182209);26Jul.1995,Y.Doi(TNS-F-182216);4Jul.1997,Y.

Doi&K.Miyazaki(TNS-F-182331);4Jul.1997,Y.Doi&K.Miyazaki(TNS-F-182332);4Jut.1997,

Y.Doi&K.Miyazaki(TNS1-182334);9Jun.1997,Y.Doi(TNS-F-238390);8May1997,Y.Doi

(TNS-F-238424);ll0ct.1996,H.Neda(TNS-F-238492);5Nov.1997,Y.Abe(TNS4-All);5Nov.

1997,Y.Abe(TNS-FJl12);3Jun.1998,T.Fukiharu(TNS-F-855=Fukiharu-16419);2Jul.1998,T.
Fukiharu(TNS-F-420);2Jul.1998,T.Fukiharu(TNS-F-123).

Distribution:WidespreadinthePaleotroplCS.

Daedaleopsistricolor(Pers.)Bondartsev&Singer,Ann.Mycol.39:64(1941).

Specimensexamined:8May1997,Y.Doi(TNS-ト181896).

Distribution:WidespreadinthetemperateareasortheN.Hemisphere.

Datroniamollis(Sommerf.:Fr.)Donk,Persoonia4:338(1966).

Specimensexamined:21Sep.1999,C.Tanaka(TNS-F-177).
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Distribution:WidespreadinthetemperateareasortheN.Hemisphere.

Datroniascuteuata(Schwein.)Gilb.良Ryvarden,Mycotaxon22:364(1985).

Specimensexamined.A140ct.1998,T.Hattori(TNS-F-54).

Distribution:WidespreadintheN.Hemisphere.

HeterobasidionitISulare(Murrill)Ryvarden,Norw.J.Bot.i9:237(1972).

Specimensexamined:2Sep･1997,Y.Do主(TNS-F-238386);20Mar.1998,T.Fukiharu(TNS-F-

846);2Jul.1998,T.Fukiharu(TNS-F-122),

Distribution:KnownfromthetemperateareasoftheE.Asia.

LaetiporusversisporuS(Lloyd)Imazeki,Bull.TokyoSci.Mus.6:88(1943).

Specimensexamined:27May1997,Y.Tobishima(TNS-F-238405);18Sep.1996,Y.Tobishima

(TNS-F-238406).

Distribution:KnownfromthetemperateareasoftheE.Asia.

Lenzitesbetulinus(Fr.)Fr.,Epicr.P.405(1838).

Specimensexamined:5Jul.1995,Y.Doi(TNS-F-180260);15APT.1997,Y.Doi(TNS-F-182245);

140ct･1998,T･Hattori(TNS-F-45),･2Aug.1999,Y.Doi(TNS-F-71).

Distribution:WidespreadinthetemperateareasortheN.Hemisphere.

MicroporusafrLnis(Blume&Nees:Fr.)Kuntze,Rev.gen.Pl.3:494(1898).

Specimensexamined:110ct.1996,Y.Doi(TNS-F-182166);3Jun.1998,T.Fukiharu(TNS-F-858

=Fukiharu-16442);2Jul.1998,T.Fukiharu(TNS-F-422);140ct.1998,T.Hattori(TNS-F-41);2Aug.

1999,Y.Doi(TNS-F164);2Aug.1999,Y.Doi(TNS-F一石7).

Distribution:PaleotroplCal.

MicroporuslonglSpOruSHattorl,mom.nOV.

=PolysticEusscopulosusLloyd,Mycol.Writ5,MycologicalNotes:843,1919.

=Microporussubaがnis(Lloyd)Imaz.,auct.nonLloyd:Imazeki,Bull.TokyoSci.Mus.6:96,1943.

DescrlPtion:BasidiocarpslaterallytocentrallystlPitate,Occasionallyalmostsessilewithacontracted

base,pileusrenifbrmtoflabelliformorcircular,upto10cmlong,pileussurfaceusuallyzonateor

subzonate,Sordidwhitetopalebrownorgrayish,glabrous,subshiny,usuallysmooth,marglnentire,

acute,poresurfacealmostwhitetocream,poresroundtoangular,315/mm,disseplmentSmoderateto

thin,entireorpartlydentate,tubesupto5mmdeep,contextcorkyandnon-nexible,upto1cmthick,

white,withathincrust,stlPeCylindrical,Surfaceconcolorouswithpileussurfaceoryellowish,glabrous,

usuallyarisefromdiscshapedbase.Contexthyphalsystemtrimitic,generativehyphaehyaline,1.5-3

pmwide,withclampconnections,skeletalhyphaehyaline,lnamyloidtodextrinoidinmass,2.5-7.5FLm

wide,umbranchedandalmoststraight,thickwalledwithanarrowlumen,bindinghyphaehyaline,con-

splCuOuSlybranched,upto5〃mwide,hyphalpegsabundant,cystidiaabsent,collaroidelementsscattered

toabundant,basidia10-16x4.5-5.5pmwide,4-Sterlgmate,Cylindrical,basidiosporeshyaline,lnamyloid,

6.5-9×2-3.2/Jm,(Fig.1).

Holotype,Japan,HitachiProv･,5Dec.1917,Y.Irie(BPI,USO315533!;holotypeofPolystictus

scopulosusLloyd).

Specimensexamined:5Jul.1995,M.Tsuda良Y.Do主(TNS-F-180254);14Jut.1995,Y.Tobishima

(TNS-F-180371);26Jul.1995,Y.Doi(TNS-F-182192);9Jun.1997,Y.Do主(TNS-F-182300);9Jun.

1997,Y.Doi(TNS-F-238392);3Jun.1998,T.Fukiharu(TNS-F-859=Fukiharu-16422).

Distribution:KnownonlyfromthewarmtemperateareasofJapan.

Notes:Imazeki(1943)appliedthenameM･subaj)Pnis(basionym:PolystictussubafPnisLloyd)for
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Skeletocutisniyea(Jungb.)Keller,Persoonia10:353(1979).

Specimensexamined:2Sep.1997,Y.Do主(TNS-F-238381);140ct.1998,T.Hattori(TNS-F-50).

Distribution:WidespreadinthetemperateareasortheN.Hemisphere.

Trameteselegans(Spreng･:Fr･)Fr･,Epicr.Syst.Mycol.P.492(1838).

Specimensexamined:30Sep.1996,Y.Tobishma(TNS-F-181965).
Distribution:Thisisapantropicalspecies.

Trameteshirsuta(Wulfbn:Fr･)Pilat,Atl.Champ.Europe3:265(1939).

Specimensexamined.･9Jun.1997,Y.Doi(TNS-F-238389);9Jun.1997,Y.Doi(TNS-F-238393).

Distribution:WidespreadinthetemperateareasortheN.Hemisphere.

Trametesversicolor(L.:Fr.)Pilat,Atl.Champ.Europe3:261(1936).

Specimensexamined:31May1995,Y.Tobishima(TNS-F-176262);8Jun.1995,Y.Tobishima

(TNS-F-176265);ll0ct.1996,Y.Doi(TNS-F-182168);26Jul.1995,Y.Doi(TNS-F-182194);9Jun.

1997,Y.Doi(TNSIF-238387);8May1997,.Y.Doi(TNS-F-238423).

Distribution:WidespreadinthetemperateareasortheN.Hemisphere.

Trametesvillosus(Fr.)Kreisel,CienciasBiol.Ser.4,no.16:84(1971).

Specimensexamined:8May1997,Y.Doi(TNS-F-181901).

Distribution:TemperateareasorAsiaandN.America.

Ganodermataceae

Gamodermaapplanatum(Pers.)Pat.,Soc.Mycol.FranceBull.5:67(1889).

Specimensexamined:8May1997,Y.Do主(TNS-F-238422).2Jul.1998,T.Fukiharu(TNS-fL419,

TNS-F-882=Fukiharu-16571);140ct.1998,T.Hattori(TNS-F-38).
Distribution:WidelydistributedintheN.Hemisphere.

Notes:ThesespecimensmaybeG.australe(Fr.)Pat.,atropicalcounterpartofG.alPlanaium.A

furtherstudyisneededforthefinaldeterminationofthesespecimens.

Hymenochaetaceae

Coltriciacinmamomea(Pers.)Murrill,Bull.Torr.Dot.Club31:343(1904)･

Specimensexamined:2Jul･1998,T･Fukiharu(TNS-FIA24)･

Distribution:WidespreadintheN.Hemisphere.

CyclomycesfuscusFr.,Linnaea5:512(1830)･

Specimensexamined:8May1997,Y.Do主(TNS-F-238420);2Jul･1998,T･Fukiharu(TNS-F-418,

TNS-F-875=Fukiharu-16563);140ct.1998,T･Hattori(TNS-F-53)･
Distribution:PaleotroplCal.

Inomotusmikadoi(Lloyd)T.Hattoricomb･nov･

(Basionym:PolyporusmikadoiLloyd,Mycol･Writ･4Lett･43:3,1912･)

Specimensexamined:20Apr.1998,Y･Doi(TNS-ト238550)･

Distribution:KnownfromtemperateareasoftheE.Asia.

Notes:ThisnamehasbeenusedasI.mikadoi(Lloyd)Bondartsev,butthiscombinationwasnotval-

idlypublishedbecauseBondartsev(1953)didnotindicatethebasionym (see,Int･CodeBotanical

Nomenclature(TokyoCode)Art.33.2.).

InormtusscauruS(Lloyd)Hattori,Bull.Natn･Sci･Mus･,Tokyo,Ser.B,21:103(1995)･

specimensexamined:9June1997,Y･Do主,(TNS-ト238451)I
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Distribution:KnownfromtemperateareasoftheE.Asia.

Phellinusgilvus(Schwein.)Pat.,Ess.Tax.Hym.P.97(1900).

Specimensexamined:ll0ct.1996,Y.Doi(TNS-F-182171);26Jul.1995,Y･Do上(TNS-F-

182202);15APT.1997,Y.Do主(TNS-F-182254);22Jul･1997,Y.Doi(TNS-F-238404)･

Distribution:PantroplCal,butalsowidelydistributedintemperateareasortheE.AsiaandtheN･

America.

Phellinuspunctatus(Fr.)Pilat,Atl.Champ.Europe3:530(1942).

Specimensexamined.･13Apr.1995,Y.Doi(TNS-F-176248);15Apr.1997,Y.Doi(TNS-F-

182226);140ct.1998,T.Hattori(TNS-F-43),140ct.1998,T.Hattori(TNS-F-49).

Distribution:WidelydistributedinthetemperateareasortheN･Hemisphere.

Pheuinussenex(Nees&Mont･)Imazeki,Bull.Gov.Forest.Exp.Sta.57(1952)･

Specimensexamined:140ct.1998,T.Hattori(TNS-F-52).

Distribution:PantroplCal.

Pheuinusse仙losus(Lloyd)Imazeki,Bull.TokyoS°i.Mus.6:104(1943).

Specimensexamined:21Sep.1999,Y.Do主(TNS-F-173).

Distribution:PantroplCal.

Phellinusumbrinellus(Bres.)Ryvarden,Prelim.PolyporeFl.EastAfrica,p.224(1980).

Specimensexamined:8May1997,Y.Do主(TNS-F-181906).

Distribution:Pantropical.

Pheuinuswahlbergii(Fr.)Reid,Contr.Bolus,Her.7:97(1975).

Specimensexamined:5Nov.1997,Y.Abe(TNS-F-415).

Distribution:Pantropical.

Bondarzewiaceae

Bondarzewiaberkeleyi(Fr.)Bondartsev&Singer,Ann.Mycol.39:47(1941).

Specimensexamined:31May1997,Y.Tobishima(TNS-F-176260).

Distribution:WidespreadinthetemperateareasortheN.Hemisphere･

Discussion

Forty-Sevenspeciesorpolyporesweredetermined.Severalcommonspeciesinwarmtemperateareas

ofJapansuchaslnonotusxeranticus(Berk.)Imaz.良Aoshima,MicroporusvernicIPes(Berk.)Kuntzeare

stillmisslngfromthelist,andfTewspeciesonconifertreesareincludedprobablybecausecollectionshave

beenmademainlyintheareaswithoaksandlaurels.Thissuggeststhatquiteanumberofpolyporeswill

beaddedtothelistaftermoreintensivecollections.Inaddition,therearestillsomeundeterminedspecies

ofpolyporesamongthecollectedspecimens,mayrepresentunreportedspeciesftomJapan.

SpeciescollectedintheFukiageGardensareclassifiedintosixgroupsaccordingtotheirdistribution

asbelow.

Widespl'eadspeciesintheN.Hemisphere.･Gloeoporusdichrous,Irpexlacteus,SchiZoporajTavipora,

S.paradoxa,Antrodiamalicola,Bjerkanderaadusta,Cerrenaunicolor,Daedaleopsistricolor,Datronia

mollis,D.scutellata,Lenzitesbetulinus,Oligoporuscaesius,PerennlPoriafraxinea,PIPtoporussoloniensis,

Polyporusarcularius,P.tuberaster,Pycnoporussanguineus,Skeletocutisnivea,Trameteshirsuta,T

versicolor,Ganodermaapplanatum,Coltriciacinnamomea,Phellinus.gilvus,P･punctatus,Bondarzewia

berkeleyl.
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Asian-AmericantemperatespecleS･.Trametesvillosa.

EastAsiantemperatespecies:Antrodiellazonata,A.albocinnbmomea,Heterobasidioninsulare,Laeti-

porusversisporus,MicroporuslonglSPOruS,Inonotusmikadoi,I･scaurus-･

Pantropicalspecies:Perennlboria,tephropora,Rigidoporuslineatus,R.vinctus,Trameteselegans,

Phellinussenex,P.setulosus,P.umbrinellus,P.wahlbergii.

Paleotropicalspecies:Coriolopsisstrumosa,MicroporusajjPnis,Perenniporiaochroleuca,Polyporus

hemicaponodes,CyclomycesjTuscus.

Asiantropicalspecies:Polyporusgrammocephalus.

Nearlyone-thirdofthelistedspeciesaretropicalspecies.ItalsoshouldbenotedthatC･strumosa,

apaleotropICalspecies,isoneofthemostcommonspeciesofmacrofungiinthegardens･TheFukiage

Gardensconsistoffhgmentedfわrestinthecenterofthecapital,butpolyporesinthisareaarerichinspe-

cies.ThegardensaresuggestedtobevaluableinrespectofthediversityofmacrofunglaSPOlypores･

Acknowledgememts

WewishtoexpressourthankstothecuratororHerbarium,U.S.NationalFungusCollections(BPI)

forloanoftheholotypeofP.subajfinisandP.scopulosus.

要 約

皇居吹上御苑内において採集された多孔菌類47種を報告した.その内25種は北半球の主に温帯域

に広 く分布する種であり,1種はアジアー北米温帯域に分布する種,7種は東アジア温帯域に分布す

る種であった.また8種は汎熱帯種,5種は旧熱帯種,1種はアジア熱帯種であった.これまで

Microporussubajfinis(ツヤウチワタケモドキ)とされてきた種について,新名Microporuslongisporus

を提唱した.また､新組合せInonotusmikadoiを提唱した.
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Agarics(Basidiomycota,Hymenomycetes)
intheFukiageGardensortheImperialPalace,Tokyo

By

HitoshiNeda*andYoshimichiDoi**

根田 仁*･土居 祥允**:皇居吹上御苑産ハラタケ型きのこ類 (担子菌門,菌華綱)

Introduction

Asapartofafauna,floraandmycobiotaresearchconductedintheImperialPalace,especiallyatthe

FukiageGardensinTokyo,Japan,mycologicalstudieshavebeencarriedoutsince1995.TheImperial

PalaceGroundslocatesinthecenterofTokyo.Hereisanevergreenfわrest(mainlyCastanopiscuspidata

Schottky,Quercusspp.,andllexintegraThunb.)intheFukiageGardens･Theageofthisforestismore

thanonehundredyearsandoneofthebest-preservedforestinTokyo.Butthereisnoreportonthe

mycobiotaofthisarea.Wehavecollected450specimensoffungifromthisplaceandidentifiedtwenty

onespeciesofAgarics(gilledfungioftheAgaricalesinSinger'sclassificationsystem,1986)･Gerronema

holochlorum(Berk.&Br.)PeglerwasanewrecordfromJapan.AnewcombinationnameHohenbuehelia

lividulus(Berk.&Curt.)Neda&Doiwasproposed.WemadesurethereisawhitefわrmofPleurotus

djamor(Fr.)BoedijnintheImperialPalace,especiallyattheFukiageGardensinTokyo,Japan.

MaterialSandMethods

Thecollectionsweredriedoutassoonaspossible.Allofthematerialsexaminedmicroscopicallyhas

beenmountedin5%potassiumhydroxidesolution.ThespecimenscollectedfromtheImperialPalaceare

depositedintheherbariumortheNationalScienceMuseum,Tokyo(TNS)･

ResⅦIts

1.AgaricuspraeclaresquamosusFreemaninMycotaxon8:90.1979･

Habitat:onsoil,theFukiageGardens.September19,1997,Y.Doi(TNS-F-238120)

Japanesename:Nakagur0-morino-kasa

2.Agrocybecyhndracea(DC.:Fr.)MaireinKonrad&Maublanc,Agaricales,I:160･
Habitat:ondecayedwood,theFukiageGardens.July,14,1995,T.Tobishima(TNS-F-180368);

September,1996,F.Iizuka(TNS-F-181968);OctoberIl,1996,H.Neda&Y.Doi(TNS-F-907,coll･no･

G677).

Japanesename:Yanagi-matsu-take

*KyushuResearchCenter,ForestryandForestProductsResearchInstitute,Kurokami4-ll-16,
KumamotoCity,860J862Japan 森林総合研究所 九州支所

**DepartmentofBotany,NationalScienceMuseum,Tokyo 国立科学博物館 植物研究部
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3.Coprinusdisseminatus(Pers.:Fr.)S.F.GrayinNat.Arr.Brit.Pl.l:634,1821.

Habitat:ondecayedwood,theFukiageGardens.October11,1996,H.Neda皮Y.Do主(TNS-F-905,

coil.no.G670);July2,1998,T.Fukiharu,(TNS-F-874=Fukiharu-16561)
Japanesename:Inu-senbon-take.

4.Crepidotussdphtqinuslmazeki&TokiinBull.Gov.For.Exp.St.67:38,1954.

Habitat:ondecayedwood,theFukiageGardens.July22,1997,Y.Doi&K.Miyazaki(TNS-F1

182382)

Japanesename:Fuji-chahira-take

5.Crepidotusuber(Berk.&Curt.)Sacc.inSyll.Fung.5:878,1887.
=AgaricusuberBerk.&Curt.inProc.Am.Acad.ArtsSci.4:117,1860.

Habitat:ondecayedwood,theFukiageGardens.September19,1997,Y,Doi(TNS-F-238117);the

BoninIslands.October31,1854,C.Wright(TypeofAgaricusuberBerk.&Curt.,inFH,Fig.3)･

Japanesename:Munin-hime-chahira-take

ThoughthisspecieswasreportedforthefirsttimefromtheBoninIslandsinJapan,itisalsodistri-

butedinNorthAmerica(HeslerandSmith1965).

6.Cyptqtramaasprata(Berk.)Redhead&GinnsinCan.J.Bot.58:731,1980･

Habitat:ondecayedwood(CastanopsiscuspidataSchottky),theFukiageGardens,October11,1996,

H.Neda&Y.Doi(TNS-F-903,coll.no.G643);June31998,T.Fukiharu,(TNSIF-867=Fukiharu-

16439);Jdy2,1998T.Fukiharu(TNS-F-891=Fukiharu-16548);July2,1998,T.Fukiharu(TNS-F-

891=Fukiharu-16548);Oct.14,1998,T.Fukiharu(TNS-F-891=Fukiharu116548).
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Japanesename:Daidai-gasa

7･Flammulinayelutipes(Curt･:Fr･)Sing･inLilloa22:307,1949･

Habitat:ondecayedwood,theFukiageGardens,October11,1996,班.Neda&Y･Doi(TNS-F-902,

coll.no.G664);October14,1998,T.Fukiharu(TNS-F-902=Fukiharu-16948)･

Japanesename:Enoki-take.

8_Gerronemaholochlorum (Berk.&Br.)PeglerinKewBull.Addit.Ser.6:85,1977.(Fig.I.a-d.)

Pileus5T25mm broad,atfirstconvexwithumbilicatecentre,expandingtoplanoICOnVeXWith

umbilicatecentre,finallyimf-undibuliform,withstraightmargln,hygrophanous,radialystriate,when

moistpalegreentogreenish-tingedivory,withslightlydarkercentre,ondryingorange.Lamellaedistant,

sometimesintervenose,yellowwithentire,concolorousedge.Stipe10-25×I.5-3.0mm,equalorex-

pandedabove,cylindric,fistulosetohollw,surfacegreenishyellow,withatomentosebase.Spores7.5-

9.0×4.5-5.0FLm,Withobtusebase.Basidia30-10×5.5-6pm,4-spored,Hymenophoraltrama岳ubregular,

F
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Fig･3･Upper;typeofAgaricuslividulusBerk･&Curt･inFHILower;type

ofAgaricusuberBerk･&Curt.inFH.hyaline･Clamp-connectionspresent･Pileocystidiaclav

ate22-36×7-9/-･Habitat:onwoodorbroad-leavedtree,theFukiageGardens･July5,1995,

M･Tsuda&Y･Doi(TNS-F-180240);Sept･19,1997,Y･Do主(TNS-ト238225);Octoberll,1996,H･Neda良



AgaricsintheImperialPalace,Tokyo 317

Doi(TFM-M-GIOO7);Shirogane,Minato-ku,TokyoMet.August6,1997,H･Neda(TFM-M-S600);

Satapeninsula,Sata,Kagoshimapref.July9,1997,H.Neda(TFM-M-S30);Ogawa,Nejime,

Kagoshimapref.July9,1997,H.Neda(TFM-M-S37);Kurokami,Kumamoto,Kumamotopref･June

15,1998,H.Neda(TFM-M-S645);July17,1998,H.Neda(TFM-M-S758);∫ambiForestEducation

Center(CampusSylvagama,UGM),MuaraTebo,∫ambi,Sumatra,Indonesia･December24,1999,H･

Neda&Suhardi(TFM-M-N156);March20,2000,H.Neda&Suhardi(TFM-M-N349);Bogor,Prop･

JawaBarat,Indonesia.December28,1999,H.Neda(TFM-M-N215);RobberResearchInstitute

Nigeria,Benincity,Edostate,Nigeria.May29,2000,H,Neda&0.S.Isikhuemhen(TFM-M-N590).

Japanesename:Mt'dori-sakazuki-take(namedhere)

ThissmallgreenlignicolousspecieshasbeenreportedfromtropicalAfricaandSouthAsia(Pegler

1977,1986,1997).Atemperatespecies,Gerronemagrossulum(Pers.)Sing.isclosetothisspecies,buthas

noclampconnectionsandgrowsonconiferwood.

9.Hohenbuehelialividdus(Berk.&Curt.)comb.nov/(Fig.l.e-j.,2-3.)

=AgaricuslividulusBerk.&Curt.inProc.Am.Acad.ArtsSci.4:115,1860.

=Pleurotuslividulus(Berk.&Curt.)Sacc.inSyll.Fung.5:376,1887.

Pileussessile,5-20mmbroad,flabelliform,subreniform orsubhemispherical,sometimeslobedatthe

margin;Surfacedry,draborbuffy-brown,whitewhendried,darkeratthemargln,Withwhiteminutevel-

vetydown,atlengthbecomlngSmoothfromthemargln;lamellaeadnexedorfree,subJoncolorous,

rathercrowded.Sporesellipsoidal,smooth,618×3-5FLm.Basidiaclavate,25×5-6/↓m,4-spored,

Metuloidnumerousonlamellaesurface,32-85×12-17J上m,fusoidventricose,verythick-wailed(J7FLm),

withanarrowlumen,yellow.

Habitatontwigandwood,theFukiageGardens.June9,1997,Y.Doi(TNS-F-182301);Mt.

Chibusa,Hahajima,theBoninIslands,November23,1984,H.Neda(TFM-MIB259);Mt.Kuwanoki,

Hahajima,theBoninIslands,November25,1984,T.Sato(TFM-M-D253).TheBoninIslands,

November1,1854,C.Wright(TypeofAgaricuslividulusBerk.&Curt.inFH).

Japanesename.'Ogasawara-hime-kataha.

ThisspeciesisclosetoHohenbueheliarenlformis(Meyer:Fr.)Sing.,buthasasmallerfruitbodyand

asessilepileus･Though ItoandImaicollectedthisspeciesintheBoninIslands,November9･1936(Ito

andlmai1939),Itoputthisspeciesasdoubtfulspecieslater(Ito,1959).Basedontheexaminationorthe

holotypespecimens,wefoundthisisnotadoubtfulspecies.ThespecimenfromtheFukiageGardensof

thisspeciesisthefirstrecordfromtheoutsideoftheBoninIslands.

10･@ymnopilusaeruginosus(Peck)Sing.inLilloa22:560,1949

Habitat:ondecayedwood,theFukiageGardens.Octoberll,1996,H.Neda&Y.Do主(TNS-F-

909,coll.no.G687);July2,1998,T.Fukiharu(TNS-F-892=Fukiharu-16585).

Japanesename:Midori-sugi-take

Il.Lentinellusursinus(Fr.)Kahn.inCont.l'etudeHymen.etspecial.desAgar.:99,1926.

Habitat:ondecayedwood,theFukiageGardens.May8,1997,Y.Doi(TNS-F-181940).

Japanesename:Itachi-namiha-take.

12.Lepiotaacutesquamosa(Weinm.:Fr.)Gill.inChamp.Fr.60,1874

Habitat:onsoil,theFukiageGardens.October11,1996,班.Neda皮Y.Doi(TNS-F-904,coll.no.

G659);July2,1998,T.Fukiharu(TNS-F-871=Fukiharu-16557).

Japanesename:Oni-take.
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13･Leucoagaricusrubrotinctus(Peck)Sing.inSydowia2:36,1948.

Habitat:onsoil,theFukiageGardens.September19,1997,Y.Do主(TNS-F-238107)

Japanesename:Aka-kitsune-gasa.

14･Naematolomafasciculare(Huds.:Fr.)Karst.inHattsv.1:496,1879.

Habitat:ondecayedwood,theFukiageGardens.October11,1996,班.Neda皮Y.Do主(TNS-F-908,

coll･no･G667);June3,1998,T.Fukiharu(TNS-F-865=Fukiharu-16434).
Japanesename:Niga-kuri-take.

15･Neolentinuslepideus(Fr.:Fr.)Redhead&GinnsinTrans.Mycol.Soc.Japan.26:357,1985.

Habitat:ondecayedpinewood,theFukiageGardens.May30,1996,Y.Tobishima(TNS-F-

181976).

Japanesename:Matsu-ouJl.

16.PaxiJluscrutisiiBerk.inBerk.&Curt.Ann.Mag.Nat.His.II,12:423.

Habitat:ondecayedwood,theFukiageGardens.April20,1998,Y.Doi(TNS-F-238562);May8,

1997,Y.Doi(TNS-F-181936).

Japanesename:Sakeba-take.

17.PIeurotusdJ'amor(Fr.)BoedijninWrr.,RumphusMemorialVolume:292,1959.

Habitatondecayedwood,theFukiageGardens.July12,1997,Y.Do主良K.Miyazaki(TNS-ド

182366);July22,1997,Y.Doi&K.Miyazaki(TNS-F-182378);August6,1997,Y.Doi&K.Miyazaki

CrNS-F-238298);June3,1998,T.Fukiharu(TNS-F-853=Fukiharu-16417);July2,1998,T.Fukiharu
(TNS-F-876=Fukiharu-16564);October14,1998,T.Fukiharu(TNS-F-898=Fukiharu-16943).
Japanesename:Tokiiro-hira-take

ThisspecieshasbeenknownasapinkPleurotusinJapan.Buttherearewhiteandpinkvarietiesof

fhitbodyinthisspeciesintropicalAsiaandSouthAmerica(Corner,1981).Thespecimen(TNS-F-

182366)hasawhiteftuitbodyandisthefirstrecordinatemperateareaofJapan.Itiseasilyconfused

whitePl,djamorwithPl.ostreatus.ButThisspecieshasadimitichyphalsystemwhilePl.ostreatushas

amonomitichyphalsystem.

18.Pleurotusostreatus(Jacq.:Fr.)KummerinFtihrerPilzkunde,105,1821.

Habitat:ondecayedwood,theFukiageGardens.September,1996,F.Iizuka(TNS-F-181971);

November5,1997,Y.Tsunetomi(TNS-fLIOl164);Octoberll,1996,H.Neda&Y.Doi(TNS-fL901,

coll.no.G685);July2,1998,T.Fukiharu(TNS-F-877=Fukiharu-16565).
Japanesename:Hira-take.

19.Psathyrellavelutina(Pers.)Sing.inLilloa22:466,1949

Habitat:onsoil,theFukiageGardens.October11,1996,班.Neda良Y.Do主(TNS-F-906,coll.no.

G631).

Japanesename:Mujina-take

20.PseudoclitocybecyathiformiS(Bull.:Fr.)Sing.inMycologia48:725,1956.

Habitat:onsoil,theFukiageGardens.September19,1997,Y.Doi(TNS-F-238121)

Japanesename:Kuro-sakazuki-shimeji.

21.Respimatustrichotis(Pers.)Sing.inPersoonia2:48,1961.

Habitat:ondecayedwood,theFukiageGardens.May8,1997,Y.Doi(TNSIF-181932)

Japanesename:Kuroge-shljimi-take.
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要 約

本研究は,平成7年から11年にかけて,呈居内,特に吹上御苑内に生息する生物をできるかぎり

明らかにして記録にとどめることを目的とする共同研究の一部として行われた.450点のきのこ類を

採集 し,その中から,AgaricuspraeclaresquamosusFreeman (ナカグロモリノカサ),Agrocybe

cylindracea(DC.:Fr.)Maire(ヤナギマツタケ),Coprinusdisseminatus(Pers.:Fr.)S.F.Gray(イヌセ

ンボンタケ),Crepidotussulphurinuslmazeki&Toki(フジチャヒラタケ),Crepidotusuber(Berk.&

Curt.)Sacc.(ムニンヒメチャ写ラタケ),Cyptotramaasprata(Berk.)Readhead&Ginns(ダイダイガ

サ),Elammulinavelutlies(Curt.:Fr.)sing.(エノキタケ),Gerronemaholochlorum(Berk.皮Br.)Pegler

(ミドリサカズキタケ,新称,日本新産),Gymnopilusaeruginosus(Peck)Sing.(ミドリスギタケ),

Hohenbuehelialividulus(Berk.&Curt.)Neda&Doi(オガサワラヒメカタハ,学名新組合せ),

Lentinellusursinus(Fr.)Kdhn.(イタチナミハタケ),Lepiotaacutesquamosa(Weinm.:Fr.)Gill.(オニ

タケ),Leucoagaricusrubrotinctus(Peck)Sing.(アカキツネガサ),NaematolomajTasciculare(Huds.:

Fr.)Karst.(ニガクリタケ),Neolentinuslepideus(Fr.:Fr.)Readhead&Ginns(マツオウジ),paxillus

cruEisiiBerk.(サケバタケ),Pleurotusdjamor(Fr.)Boedijn(トキイロヒラタケ)pleurotusostreatus

(Jacq.:Fr.)Kummer(ヒラタケ)psathyrellavelutina(Pers.)Sing.(ムジナタケ),Pseudoclitocybe

cyathljTormis(Bull..･Fr.)Sing.(クロサカズキシメジ),RespinatusErichotis(Pers.)Sing.(クロゲシジミ

タケ)の21種を報告した.

Gerronemaholochlorum(Berk.&Br.)Peglerは,熱帯に広 く分布する種である.HohenbuehelL'a
lividulus(Berk.&Curt.)Neda&Doiおよびcrepidotusuber(Berk.&Curt.)Sacc.は,これまで日本で

は,小笠原以外からは報告されていなかった.
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3.Scler｡dermasinmamarienseMo一t. コガネニセショウロ

子実体は,類球形で直径約2cm,表面は黄色,殆ど平滑,2% KOH溶液で赤変,エタノールでオ

リーブ褐色に変色する.基本体は暗褐色.偽弾糸は無色,帽4-9(10)〝m･担子胞子は球形で直径8-

10(13)〟m,胞子表面は約 1〟mの針状突起を有し･ときに不連続な網目隆起がある･日本では今ま

でに石川県および熊本県から報告がある.

標本:駐春閣跡一果樹園間の歩道沿い地上,Sept.30,1998,S･Yoshimi9978(TNS)･

コツブタケ科 pisolithaceae

コツブタケ属 pisolithusAlb.&Schw.

4.Pisolithustinctoriusf.pisocarpius(Fr.)Pilat タマコップ (新称和名)図1･A

子実体は類球形ないし扇庄球形で黒褐色,直径約3-5cm,基部に黄色菌糸がある･基部に偽要は

なく,子実体は黒褐色で,表面に斑点がある･成熟すると殻皮が不規則に崩落し,粉状 ･褐色の基本

体が露出する.若い子実体の内部は小粒の集合体で,透明ないし乳白色,薄膜の,小粒膜に覆われる

が,熟すると,小粒膜は崩壊消失し,粉状となり,黄褐色の液汁を出す･中心部 ･下部は小塊粒状に

残り,崩壊を繰り返し,飛散する.担子胞子は球形で,ゼラチン質をまとう･刺状突起～症状突起に

覆われ,褐色,7-8/孤.偽弾糸は無色,太さ7-9/-･

標本:地主山付近地上,Sept.30,1998,S.Yoshimi10016(TNS)･

ホコリタケ目 Lycoperdales

ヒメツチクリ科 Geastraceae

ヒメツチグリ属 GeastrumPers.

本属では,以下の4種が見出されたが,本調査以前の 1929年4月16日にコフキクロッテガキ

GeaslrumpectinatumPers･が採集されている･この標本は筑波地区の昭和記念研究資料館に保存され

ている.今回の調査では,本種の生息の確認はできなかった.

5.Geastrummirabile(Mont.)Fisch ヒナツチガキ

幼菌は林間の落葉層,腐朽木内に白色の菌糸塊をマット状に広げて発生する･多くは地表に出ない･

子実体は倒卵形や類球形,茶褐色で直径 3-5mm.表面外皮には褐色剛毛～綿毛が覆う･成熟すると,

外皮が5-7片に裂開して,内皮を包むように上半分のみ開き,外皮は外屈する･外皮が開いたときの

子実体の直径約2cm.内皮の頂部に細菌状にささくれた孔縁盤を開く･円座がある･担子胞子は疎

形で微細な症状突起があり,直径 3.5-I(4.5)〝m,弾糸は長糸状,厚壁,太さ3･5｣l〃m･

標本:落葉広葉樹下,Sept.21,1999S.Yoshimi10006(TNS)･

6.GeastrumsaccatumFr. フクロツナグリ

吹上御苑産の本種の子実体の外皮表面は平滑に近く,頂部は僅かに突出している･腐植土上に散生･

次種 トガリフクロツチガキとはよく似るが,本種の孔縁盤と円座の部分が大きい･

標本:果樹園一地主山間歩道沿い地上,Oct.14,1998,S.Yoshimi10018(TNS)･

7.GeastrumlagenifbrmeVitt. トガリフクロッテガキ

幼菌時の子実体は腐植層内に生じ,菌糸がマット状になることは少ない･子実体は群生し,疎形で

頂部は長く突出し,畷型になる.子実体の外皮表面は平滑で,茶褐色ないし黄褐色･成熟すると子実

体は地表に現れ,外皮は5-8片に裂開し星型に広がる.外皮の裂片は長く,先端は細くねじれる場合

と外に反転する場合がある.内皮は薄く,紙質で球形,無柄.孔縁盤は少し凹んで明瞭,繊維質で円

錐形,円座がある.担子胞子は球形,少数の大症状突起をもち,直径 3-4pm･弾糸は単一でわずか

に分枝,太さト8〝m.

標本:地主山付近地上,sept.2,1997,S.Yoshimi9756(TNS)･
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B.Geastrum tl･iplexエリマキツナグリ C.LanopilanipponE'caオニフスベ D.Ca/vatL'acranL',formisノウタケ E･N

L'dulanL'veotomentosaコチヤダイゴケ F.Hymenogaster

arenariusマメソブタケ8.Geastrumtriplex(Jungh.)Fisch.エリマキツナガキ,エリマ

キツナグリ 図 1･B子実体は腐植層内に生じ,成熟すると地表に露出し,外皮が裂開する.幼菌のときは球形,成熟すると頂部に塀型突起のある宝珠型となり,外皮は緑ががった黄土色でややさ
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ホコリタケ科 Lycoperdaceae

オニフスベ属 Lanopila(Batsch:Pers.)Fr.

9.Lanopilanipponica(Kawam.)Kobay. オニフスベ (俗名:オニノコブ,ヤブダマ,テンプクリン)

図1,C
標本:果樹園一地主山間歩道沿い地上,Nov.5,1997,S.Yoshimi9796(TNS);Aug.20,1998,S.

Yoshimi9980(TNS).

ノウタケ属 CalvatiaFr.emend.Morgan

10.CalvatiabominensisIto オオノウタケ

子実体は腐植土と落葉層の間に発生し,単生である.成熟した個体は無柄,独楽型で大きさは通常

7-15cm,薄茶色から黄褐色ないし赤茶色となり,頭部や下半部に脳状のしわを作る.成熟後基本体

が崩壊 し,脱水状態になり,殻皮は不規則に剥落して粉状基本体を裸出する.後には基部がスポンジ

状空室となって独楽型で残る.担子胞子は楕円形,4.5-5.5×31〟m,平滑か微小な症状突起がある.

弾糸は厚壁,黄褐色で隔壁がある.ノウタケとは担子胞子が球形である点で識別できる.

標本:Åug.20,1998,S.Yoshimi9976(TNS).

ll.Calvatiacramiifbrmis(Schw.)Fr. ノウタケ 図 1.D

ごく普通種で,吹上御苑でも秋には歩道上や林間地上によく生える.

標本:sept.2,1997,S.Yoshimi9754(TNS);Nov.5,1997,S.Yoshimi9798(TNS);Sept.30,1998,S･

Yoshimi10002(TNS);Oct.14,1998,S.Yoshimi10017(TNS)･

12.CalvatiacyathiformiS(Bosc.)Morg. スミレホコリタケ

子実体は頭部 10cm,柄部の幅 10cmに達し,成熟するにしたがって淡茶色から紫色を帯び,子実

体表面の網目模様が明確になる.乾燥するとスミレ色になる.成熟後頭部の外皮 ･内皮が不規則に破

れ剥離し,基本体が露出する.さらに古 くなると,子実体のスポンジ質 ･スミレ色のの基部だけが独

楽型で残る.担子胞子は球形,刺状突起があり直径 5-6JJm,無柄,ときに短柄をもつ.弾糸は分枝

し,隔壁が多 く,幅 3-AFLm,不明瞭な小孔がある.ノウタケ属中の希れな種である.

標本:果樹園-地主山間歩道沿い,Sept.30,1998,S.Yoshimi10004(TNS).

ホコリタケ属 LycoperdonTourn.:Pers.

13･LycoperdpnperlatumPers･:Pers･ ホコリタケ (キツネノチャブクロ)
子実体は逆洋梨型,高さ3-5cm,全体が白色から黄土色さらに褐色になる.頭部は球形ないし類

球形,頂部はわずかに中高で成熟すると孔口を開く.柄部は下に向かって細 くなる円筒状.外皮には

円錐形の刺があるが,成熟すると剥落して痕跡を残す.担子胞子は球形,淡褐色,直径 3.5-1(4.5)

〟m,表面に微小な刺がある.弾糸は厚壁,黄褐色,小孔がある.ときに隔壁がある･

標本:地主山付近の林内に群生.Sept.30,1998,S.Yoshimi10001(TNS).

14.LycoperdonpedicellatumPeck アラゲホコリタケモ ドキ

子実体は直径 2-1cm,無柄で類球形ないし扇庄球形,または短柄をもち短い洋梨型でいずれも基

部に根状菌糸束が伸びる.外皮は刺状突起に覆われる.刺状突起の多くは3-1本が頂部で結合した集

合刺であるが,幼菌時代から合併 したままの単一刺も残る.集合刺は子実体が老熟すると剥落し,網

目斑点を残す.内皮は淡紅色から暗オリーブ色,さらに褐色に変色する.担子胞子は類球形,4-6×

4-5pm,平滑か粗面,長柄は通常は一(10)16-20pm,ときに40pm.弾糸は幅4-6FLm,分枝 し,厚

壁,黄褐色.

標本:吹上大宮御所正門一地主山間歩道沿いの林内,草地などに群生または単生,Oct.14,1998,S.

Yoshimi10019,10020(TNS).
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15.I.ycoperdonspadiceumPers. キホコリタケ

子実体は類球形,基部は逆三角形状に細くなる,白色ないし光沢のある黄褐色,直径2-3cm.外

皮はぬか状あるいは粉状物が被う.

標本 :果樹園内地上,Åug.20,1998,S.Yoshimi9755(TNS).

ヒメホコリタケ属 VascellumSmarda

16.Vascellumpratense(Pers.)Kreisel ヒメホコリタケ

子実体は直径2-3cm,類球形ないし広卵形,若い時期は白色,次第に黄土色になり,ときに褐色

となる.外皮には粉状物や小形の刺状突起あるいは集合刺などがある.成熟すると外皮は剥落して光

沢のある内皮を露出する.内皮は紙質,茶褐色,頂孔を開く.頂孔は破れ,孔口は大きくなる.子実

体を縦に切断すると頭部の基本体と基部の無性基部との間に隔壁がある.担子胞子は球形,3-5.5pm,

平滑か微小な突起のある粗面で,短柄が付いていることがある.弾糸は幅3-8FLm,無色ないし淡草

色,薄壁で分枝は少ない.吹上御苑では芝生や通路に点在する.

標本 :果樹園内地上,Sept.21,1999,S.Yoshimi10290(TNS).

チャダイゴケ目 Nidulariales

チャダイゴケ科 Nidulariaceae

コチヤダイゴケ属 NidulaWhite

チャダイゴケ科の子実体は小鳥の巣とその中の卵に似ていることから,欧米ではbird'snestfungi

と呼ばれる.わが国では茶台 (コップ)に見立てた.

17.Nidulaniveotomentosa(P.Henn.)Lloyd コチヤダイゴケ 図1.E

子実体はコップ型,高さ5-8mm,頂部の直径約4mm,子実体の外側は白色,ビロード状の菌糸

束毛で覆われる.子実体の内側は平滑で褐色,光沢がある.小塊粒はレンズ型,茶褐色,直径 1mm

未満,ゼラチン質で覆われる.乾燥するとしわになる.小塊粒を割ると,内部は乳白色の子実層で担

子器が配列するが,不規則に配列することがある.担子胞子は広楕円形ないし類球形,無色,厚壁,

6-8×4-6pm.

標本:駐春閣跡付近の広葉樹枯枝上,Nov.5,1997,S.Yoshimi9797(TNS).

タマハジキタケ科 sphaerobolaceae

タマハジキタケ属 SphaerobolusTode

18.SphaerobolusstellatusTode:Pers. タマハジキタケ

子実体は類球形,白色ないし淡黄白色,直径 ト1.5mm.熟すと殻皮はト10片に裂開し,内側の粘

球体をはじき出す.粘球体の中に担子器と担子胞子を生じる.

標本 :広葉樹のよく朽ちた材上,Jul.5,1995,Y.Doi,(TNS-F-238247).

スッポンタケ目 Phallales

スッポンタケ科 phallaceae

キツネノロウソクタケ属 MuEinusFr.

19･Mutinus?aninus(Hudss･:Pers･)Fr･キツネノロウソク
子実体は幼時は卵形の殻皮に包まれ,白色,ときに淡灰色ないし淡黒色,2-2.5×1-1.5cm,基部

に白色の板状菌糸束がある.成熟すると卵形の殻皮の頂部が開裂し,殻皮はツボとなって基部に残り,

中から頭部と柄部が伸長する.頭部は先細型で,柄部との境目は明瞭,柄部よりやや太い.頚部の表
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面は担子胞子を含む黒褐色ないし暗緑色の粘質物に覆われ,悪臭を放つ･柄部は淡紅色ないし白色で

一層の組織からなり,中空である･担子胞子は長楕円形･平滑,3･5-4･5×1･5-2FLm･

標本 :Åug.20,1998,S･Yoshimi9981(TNS)･

ヒメノガステル目 Hymenogastrales

ヒメノガステル科 Hymenogastraceae

ヒメノガステル属 HymenogasEerVitt･

20.HymenogasterarenariusTul･ マメツブタケ

子実体は球形ないし類球形,直径約 1cm,地中3-14cmの深さに生じる･子実体の表面は平滑･白

色,肉眼で見える菌糸束は無い･乾燥すると褐変する･子実体の表皮はエタノールで汚黒色･KOH

液で淡紅色に変色する.子実体の基部に短小の柱軸がある･基本体は不規則な形の小室で･内部に子

実層があり,担子馴 唖 ぶ･担子器は4担子胞子をつけることが多いが･2担子胞子をつけることも

ぁる.担子胞子は楕円形ないしレモン形で,表面に胞子の長軸方向に並ぶ症状突起と,下端に短柄･

頂部に乳頭状突起があり,黄褐色ないし褐色,1ト20×8･5-11･5pm･一個の油球をもつ･

標本:果樹園内の植栽されたブナの根圏内の浅い地中,Nov･5,1997,S･Yoshimi9801,9802(TNS)･

21,Hymenogastersp･

子実体は球形,直径約517mm,表面は平滑で汚白色,基本体中に柱軸を欠く･腔室は小さく,拷

褐色,表皮は薄い.担子柄は15-20×8〝m,規則的に並ぶ･担子柄は4個またはさらに多くの担子

胞子を生じる.担子胞子は11-13×7-9pm,長軸方向に畝状の筋があり,所々に不規則な症状突起

がある.クヌギ林内地下3-5cmに生じる･

標本:クヌギ林内地中,Nov.5,1997,S･Yoshimi9803(TNS)･

Summary

Twenty-onespeciesofsevenfamiliesinnveordersoftheGastromycetes(Basidiomycota)Werefわund

attheFukiageGardensintheImperialPalace,Tokyo･Theyare:Sclerodermaverrucosum,S･reae,S･

sinnama,tense,Pitholilhustinctoriusf･pisocarpius,Geastrummirabile,G･saccatum,G･lagen'forme,G･tri-

plex,Lanopilanipponica,Calvatiaboninensis,C･cranilformis･C･cyaihlformis,Lycoperdonperlatum,i

pedicellatum,L･spadiceum,Vacsellumpratense,Nidulaniveotomentosa,Sphaerobolusstel/atus,Mutinus

caninus,Hymenogasterarenarius,andH･sp･
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皇居吹上御苑の昆虫寄生シンネマ形成不完全菌類

内山 茂*･宇田川俊一**

ShigeruUchiyama*andShun-ichiUdagawa**:SynnematousEntomogenousFungiCollected

fromtheFukiageGardensoftheImperialPalace,Tokyo

皇居産菌類の調査研究は,皇居内の特に吹上御苑に生息する生物をできる限り明らかにして記録に

とどめることを目的とする共同研究の一環として,1995年度の予備調査から始まり,1997年度から

1999年度にかけて行われた.

筆者らは1997から1999年に実施された皇居吹上御苑の菌類調査に参加し,肉眼で見つけられる昆

虫寄生菌の採集を試みた.当初期待していた子嚢菌類の冬虫夏草は確認できなかったが,シンネマを

形成する昆虫寄生不完全菌5種を採集することができた.これらは日本国内では比較的容易に採集で

きる菌類である.採集した標本はすべて国立科学博物館 (TNS)に保管されている.

1.Paecilomycescicadae(Miquel)Samson ツクックホウシタケ 図1,5,6

採集標本 :果樹園一地主山間の歩道沿い,Sept.2,1997,S.Uchiyama(TNS).

シンネマはセミ幼虫の頭部かち直立し途中で分岐する.地中部は白色,地上部は淡黄色～淡褐色.

先端部は梶棒状～楕円形,白色～淡黄色の分生子を多量に形成し粉状となる,長さ70-80mm.分生

子柄はシンネマ頭部の菌糸先端部に審生し,球形から亜球形,径 5-6JJm,先端に5-7個のフイアラ

イドを輪生する.フイアライドは丸みを帯びたトックリ状,4.44.8×3.64.4pm.頂孔は細く幅0.5-

0.8pm.分生子は円筒形～紡錘形,無色,滑面,5.6-8.8×2.4-3.2pm.

本種は我が国では住宅地の庭園,丘陵地などの地上にごく普通に発生する.宿主となるセミの種類

についてはヅクックホウシだけでなくアプラゼミ,ヒグラシなどにも発生すると言われている

(Kobayasi&Shimizu,1963)が,今回吹上御苑で得られたのはツクックホウシ上の個体のみであっ

た.日本における分布は東北地方南部から九州まで (清水,1994),日本以外ではメキシコ,中国,

ニュージーランド,グアテマラなど広く世界中に分布している (Samson,1974).なお,Cordyceps

sobollfera(Hill.)Sacc.(セミタケ)の日本での発生地では本種が混生することも多いが,本種のテレ
オモルフとしてはcsobolljTeraとは別種のC.sinclairiiY.Kobayasiが知られていて (Kobayasi,1941),

これまで神奈川,千葉,香川県などで稀に採集されている.また,現在市販されている菌類図鑑類で

は本棟の同種異名であるIsariasinclairii(Berk.)Lloydが用いられていることが多い.

2.TilachJidiopsisnigraYakushijietKumazawa オサムシタケ 図2,7,8,9

採集標本 :アオオサムシの幼虫上,果樹園一地主山間の歩道沿い,広葉樹林地上,sept.2,1997,S.

Uchiyama(TNS-ト1048);Sept.2,1997;June4,T.Fukiharu,Fukiharu-16450(=TNS-FI1049).

オサムシ科の幼虫,桶,成虫に生じ,主軸は虫体よりト数本生じ針金状黒色で堅く,不規則に屈

曲し,分岐することもある,長さ20-10mm,径0.5-1mm程度.主軸の所々に先端が類球形,径

* 〒300-2611つくば市大久保3,寓有製薬 (秩)つくば研究所

TsukubaResearchInstitute,BanyuPharmaceuticalCo.,Ltd.
**(財)日本食品分析センター多摩研究所 JapanFoodResearchLaboratories
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皇居産菌類雑記

土居祥究*･安藤勝彦**･椿 啓介***

YoshimichiDoi*,KatsuhikoAndo**&KeisukeTubaki***:MiscellaneousNotesontheFungl
ortheImperialPalace,Tokyo

菌類に関する本調査研究は,皇居内の特に吹上御苑に生息する生物をできる限り明らかにして記録

にとどめることを目的とする共同研究の一環として,1995年度の予備調査から始まり,1997年度か

ら1999年度にかけて行われた.吹上御苑以外では,水生菌類や濠畔の菌類の調査のために,中道潅

濠周辺で二度,また竹類の寄生菌類の調査のために花蔭亭周辺で一度の調査を行った.菌類,すなわ

ちキノコ･カビ･コウボのうち,特にキノコは,生え始めた後,昆虫などの餌となるか,あるいは腐

敗して短期間に消滅する.肉蜜のキノコの場合は,せいぜい1週間で消滅する.そのため,できる限

り調査採集の回数と参加者を増やす必要があった.

ところで,調査参加者のうちの3名,椿啓介,安藤勝彦および土居祥允は,本特集号に菌類目録の

報告を寄稿していないが,採集した菌類の分類学的研究を行い,それらの菌類を同定した.また,専

門以外の菌類を採集し,その種名をそれぞれの報告に加えなかった調査参加者もいるので,そのよう

な菌類の種名を,本稿にまとめて以下に目録として追加することにした.属名までしか分類できなかっ

た標本や培養菌株も本目録に加えた.

今回採集された菌類標本の中には,わが国ではほとんど分類学的研究が行われていない分類群もあ

り,それらは今後の研究に得たねばならない.また,分類群によっては,専攻研究者でなくては採集

の仕方がわからなかったり,分離培養法が特殊な場合がある.子嚢菌類の小房子嚢菌綱などはその例

で,今回の調査では日本に専攻研究者が事実上不在のため,ほとんど調査採集および分類学的研究は

行えなかった･わずかながら採集された小房子嚢菌綱の標本には,ここではそれらの属名にsp.を付

して以下の目録に加えた.なお,TNS-F-は国立科学博物館植物研究部の菌類標本庫,TRLは三共

(秩)の標本番号である.培養菌株以外の研究の終了した標本類は,国立科学博物館植物研究部の菌

類標本庫 (TNS)に保存されている.なお,下記の目録で吹上御苑内で採集した標本については,｢吹
上御苑｣を省略した.

1.今回の調査で採集された皇居産菌類の追加日韓

ツボカビ門 Chytridiomycota

古生ツボカビ冒 Myxochytriales

synchytriumminutum(Pat.)G凱Im. クズ赤渋病菌

クズ生葉上,観港亭付近,Jul.22,1997,Y.Doi,det.byY.Doi(TNS-fL1038).

子嚢菌門 Ascomycota

小房子嚢菌綱 Loculoascomycetes

*〒305-0005つくば市天久保小1-1,国立科学博物館 植物研究部
DepartmentorBotany,NationalScienceMuseum,Tokyo

**協和発酵工数 東京研究所 TokyoResearchLaboratories,KyowaHakkoKogyoCo.Ltd.
***東京農業大学総合研究所 TokyoUniversityorAgriculture,Tokyo
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ドチデア目 Dothideales

I.etendra･easp.

覆馬場跡,Jul.22,1997,Y.Do主det.byY.Doi(Dbi9480).I

ヒステリウム目 Hysterialek

Hysterographiumsp･

吹上大宮御所正門付近,May8,1997,Y.Doi,det.byY.Doi(TNS-fL181947,TNS-F-181948)

核菌綱 pyrenomycetes .

ボタンタケ目 Hypocreales

HypocreapseudostmmineaDoi

覆馬場跡,Sept.19,1997,Y.Doi,det.byY.Do主(Do主9620)J

Hypocreapachybas丘oidesDoi

駐春閣跡一果樹園間,･APT.20,1998,Y.Doi,det.byY.Do主(Doi9658).

HypocreaalbofulyaBerk.&Ilr.

広葉樹倒木上,覆馬場跡,ケug⊥6,1997,Y･Doi&-K･Miyazaki,det･byY･Doi(Doi9561)･
Hypocreaschweinitzii(Fr.)Sacc.

上道港濠付近,Jul.26,1995,YJDoi,det.byY.Do主(Do主9094).

標本は未熟品であったが,子座組織から分離培養してその分生子時代を調べた結果,本種であ

ることが確認された.

HypocreachrysofulvaDoi,prolempore

主としてマテバシイの倒木や枯枝上,Jul.̀4,1997,Y.Doi,ddt.byY.Doi(Doi9417)ほか多数.

本種は吹上御苑に多産し,自然教育園のスダジイの倒木上にやや普通に産する種であるが,現

在までにこの2か所以外からは発見されていない.吹上御苑では6-7月に主にやテバシイiの倒

木や枯枝に大量に発生する.伊豆諸島の御蔵島には∴御蔵島には多産するが他地域からはま毒だ見

つかっていない本属の別種が生息するが,都会の中で隔離された吹上御苑や自然教育園にも伺様

の分布例があるのかもしれない.本種は新種の可能性が極めて高い種であるが,さらに研究を要

するので,現在は仮の種名で扱っ ている.培養すると緑色のト))コデルマ (Trichoderma)時代が

生えてくるが,菌糸の生長速度や分生子の形成が近縁の他種に比べて遅い.本種がH.murbiana

groupやH.albofulvagroupと同じクラスダ一に属することは,分子系統学的研究により確認さ

れている (土居ら,1998).

Hypocrealutea(Tode)Fetch

Oct.3,1997,LY.Doi,det.byY.Doi(Do主9596);Jud.3,1998,Y.Doidet.byY,Doi(D9670).

本種は関東一帯ではごく普通種であるが,吹上御苑では比較的稀な種である.

Hypocreaberamica]Ellis&Evbrh.

広葉樹枯枝上,吹上大宮御所正門一覆馬場跡,Jul.26,1995,Y.Doi,ddt.byY.Eloi(Do主9426);

Jul.4,1997,Y.Doi&K.Miyazaki,det.byV.Doi(Dbi9099).

lElypocreahigricans(Imai)Do]' カラスノボタンタケ

広葉樹枯枝Nti,吹上大宮御所正門一覆馬場跡,Aug.t20,1998,Y.Doi,det.byY.Doi(Doi9938).

HypomycestrichothecoidekTubaki

カワラタケ上,観藻亭付近,Jul.26,1995,Y.Doi,det.byY.Doi(Doi9095).

Bionectrialochroleuca(Schw.)Schroers-i

広葉樹枯枝上,覆馬場跡,Jul.2之,1997,Y.Doi&K.Miyazaki,det.byN.Doi(Ⅰ)oi9471).
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NectriapseudotrichiaBerk.&Curt.

広葉樹枯枝上,駐春閣跡一大本営跡間の倒木集積地,Åug.6,1997,Y.Do主,det.byY.Doi(Do主

lO571).

バッカクキン冒 Clavicipitales

AciculosporiumtakeMiyake 竹類てんぐ巣病菌

ギンメイテクに寄生,吹上御苑内クリ林付近,May2,1996,M.Tsuda,det.byM.Tsuda

(TNS-F一一100072).

本標本に基づいて,本種がギンメイチタPhyllostachysbambusoidesvar.Castilloni-inversaにも

寄生することが確認された.(Tsuda,M.,etalJ997).

盤菌綱 Discomycete-S

ズキンタケ目 しeotiales

HyaLoscyphasp.

広葉樹枯枝上,覆馬場跡,Oct.3,1997,T.Hosoya,det.byT.Hosoya(TRL1516).

Hvmenoscyphussp.

広葉樹枯枝上,覆馬場跡,Oct.3,1997,T.Hosoya,det.byT.Hosoya(TRL1517).

Micropodiacr.M.chrysostigmaBoud.

広葉樹倒木上,駐春閤跡一大本営跡間の倒木集積地,Oct.3,1997,T.Hosoya,det.byT.

Hosoya(TRL1514).

Mollisiasp.

広葉樹倒木上,覆馬場跡,Oct.3,1997,T.Hosoya,det.byT.Hosoya(TRL1510).

糸状不完全菌類 Hyphomycetes(Mitosporicfungi)

Amblyosporiumsp.

シイ落葉上,覆馬場跡,Apr.14,1997,K.Tubaki,det.byK.Tubaki(TNS).

Arthriniumphaeospermtlm(Corda)M.B.Ellis

シノダケ落幹上,覆馬場跡,Apr.14,1997,K.Tubaki,det.byK.Tubaki(TNS).

BeltraniarhombicaPenzlg

シイ落葉上,Apr.14,1997,堤.Tubaki,det.byK.Tubaki(TNS).

BeltraniellaodinaeSubramanian

カシ落葉上,APT.14,1997,K.Tubaki,det.byK.Tubaki(TNS).

ChlorodiumchlamydosporiS(V.Beyma)Hughes

シイ落葉上,覆馬場跡,Apr.14,1997,K.Tubaki,det.byK.Tubaki(TNS).

Corynesporafoveolata(Petch)Hughes

モウソウテク古幹,覆馬場跡,Apr.14,1997,K.Tubaki,det.byK.Tubaki(TNS).

Corynesporasp.

シイ腐朽木上,覆馬場跡,APT.14,1997,K.Tubaki,det.byK..Tubaki(TNS).

Dactylariasp.

マテバシイ落葉より分離培養,乾内門周辺,Apr.14,1997,Y.Ogawa&K.Tubaki,det.byY.

Ogawa(TNS).

Doratomycesnanus(Ehrenb.exLink)Morton&G.Sm.

土壌より分離,中道港濠付近,Apr.14,1997,K.Ando,det.byK.Ando(TNS,Withaphoto･
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graph).

Geomycespannorum(Link)Sigler皮Camichaelvar.asperulatus(Sigler皮Carmichael)vanOorschot

土壌より分離,中道港濠付近,Apr.14,1997,K.Ando,det.ByK.Ando(TNS,withaphot0-

graph).

Gonytrichummacrocladum(Sacc.)Hughes

土壌より分離,中道港濠付近,Apr.14,1997,K Ando,det.byK.Ando(TNS,withaphot0-

graph).

HallSfbrdiacr.班.oyalisporaHughes

シイ腐朽木上,覆馬場跡,Apr.14,1997,K.Tubaki,det.byK,Tubaki(TNS).

Oidiodendroncerealis(Th也m.)Barron

土壌より分離,中道港濠付近,Apr.14,1997,K.Ando,det.byK.Ando,(TNS,withaphot0-

graph).

OidiodendronechinulatumBarron

土壌より分離,中道潅濠付近,Apr.14,1997,K.Ando,det.byK.Ando(TNS,withaphot0-

graph).

Paecilomycesfarinosus(HolmexGray)A.H.S.Brown&G.Sm.

土壌より分離,中道港濠付近,Apr.14,1997,K.Ando,det.byK.Ando(TNS,withaphot0-

graph).

PhialophorataiwanensisMatsushima

土壌より分離,中道港濠付近,Apr.14,1997,K.Ando,det.byK..Ando(TNS,withaphot0 -

graph).

Pseudobotrytissp.

マテバシイ落葉より分離,乾内門周辺,Apr.14,1997,Y.Ogawa,det.byY.Ogawa(TNS)

Thysanophorapenicillioides(Roum.)Kendrick

土壌より分離,中道港濠付近,Ap√.14,1997,良.Ando,det.byK.Ando(TNS,withaphot0-

graph).

TrichodermaaureovirideRifai,aggr.

1995年に,日本大学農獣医学部応用生物科学科植物細胞学研究室の学生小石美由紀によって,

土居祥党の指導のもとに卒業論文 ｢皇居 ･吹上御苑の土壌から分離したTrichoderma菌群の分類

学的研究｣が行われた.この研究によって土壌から分離培養され,小石 ･土居によって同定され

たTrichoderma属の集合種は,本集合種 (speciesaggregate)を含め,以下のTrichoderma属5集

合種とGliocladiumvirensである.吹上御苑の土壌資料は,今回の調査のための1995年度の予備

調査時 1995年4月13日に土居祥允が採取した.これらの Trichodermaのうち,T.longibra-

chiatum,aggr.以外はHypocrea時代の未知の菌株である.これらの培養菌株の乾燥標本は国立科

学博物館植物研究部の菌類標本庫 (TNS)に保存されている.

Trichodermahamatum(Bon.)Bain.,aggr.

TrichodermaharzianumRifai,aggr.

TrichodermakomingiiOud.,aggr.

TrichodermalongibrachiatumRifai,aggr.=Hypocreaschweinitzii(Fr.)Sacc.
TricllOdermaviri血ePers.ExS.F.Gray,aggr.

Gliocladiumvirens∫.H.Miller,Giddens&Foster

Verticiuiumalho-atrumReinke&Berthold

土壌より分離,中道港濠付近,Apr.14,1997,K.Ando,det.byK.Ando(TNS,withaphoto-
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graph).

分生子果不完全菌類 Coelomycetes(Mitosporicfungi)

Pyrenochaetasp.

土壌より分離,中道港濠付近,Apr.14,1997,K.Ando,det.byK.Ando(TNS,withaphot0 -

graph).

2.今回の調査以前に吹上御苑で採集された菌類の種について

皇居の菌類の学術的報告は今までになく,宮内庁蔵版 ･吉岡専造撮影 (1980)に吹上御苑内のコフ

キサルノコシカケと,同園内駐春閣跡のアラゲキクラゲの写真が紹介されている程度である.

ところで,現在国立科学博物館の昭和記念筑波研究資料館に保存されている菌類標本の中には,かっ

ては皇居の生物学御研究所に保管されていた菌類標本が含まれる.その中に皇居吹上御苑で採集され

た菌類標本が少なくとも以下に挙げた.12点含まれている.これらの標本のラベルには,採集著名が

書かれていない.

CalvatiacraniljTormis(Schw.)Fr.

Fistulinahepatica(Huds.)Fr.

FIammulinavelutipes(Curt.:Fr.)Sing.

Ganodermaapplanatum(Pers.)Pat.

GeastrumpectinatumPers.

Neolentinuslepideus(Fr.:Fr.)Redhead&Ginns

.?MorchellaconicaPers.

Pholiotasquarrosa(Fr.)Qu丘1.var.verruculosa

Pleurotusostreatus(Jacq.:Fr･)Kummer

Pluteusatricapillus(Batsch)Fayod

PolyporusarculariusBatsch:Fr.

TilachlidiopsisnigraYakushiji&Kumazawa

ノウタケ

カンゾウタケ

エノキタケ

コフキサルノコシカケ

コフキクロッテガキ

マツオウジ

?トガリアミガサダケ

?スギタケ

ヒラタケ

ウラベニガサ

アミスギタケ

オサムシタケ

1971Mar.24

19280ct.ll

1947Jam.8

1972Nov.8

1929Apr.16

1967Jun.20

1934APT.29

1957May9

1946Nov.21

1973May10

1957May9

1930Jul.5

この中で,コフキクロッテガキ,?トガリアミガサタケ及び?スギタケは今回の調査で存在が確認

できなかった種である.

Summary

OnespeciesoftheMyxochytriales,elevenspeciesoftheHypocreales,onespeciesofthe

ClavICIPltales,Dothideales,andHysterialesrespectively,fTourspeciesoftheLeotiales,sixteenspeciesof

soil-bornmitosporicfunglandninespeciesofwood-inhabitingsaprobicmitosporicfungiwerefound

fromtheFukiageGardensanditsvicinitiesintheImperialPalace,Tokyo.Thespecimensoftwelvespe-

ciescollectedbefわre1995attheFukiageGardensarepreservedintheShow且MemorialInstitute,

NationalScienceMuseum,Tokyo,inTsukuba.Threespeciesorthemwerenotfわundinourrecentre-

searches.
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昭和初期の皇居産変形菌

山本幸憲*･萩原博光**

YukinoriYamamoto*andHiromitsuHagiwara**:MyxomycetesCollected

atthelmperialPalace,Tokyo,EarlyintheShow且Era

昭和天皇が皇太子時代から生物学に興味を持っておられ,昭和初期には変形菌に特にご造詣が探かっ

たことは広く知られている.この時代は日本で最も変形菌の採集と研究が活発になされた時期でもあ

る.皇居内でもこの時期に変形菌が多数採集されているが,現在までリス トは公表されていない.こ

れらの変形菌の採集はおもに昭和 3年 (1928年)から昭和5年にかけて行われており,当時のデー

タとして貴重な意味を持つものと思われる.

本報告をまとめるにあたり,国立科学博物館昭和記念筑波研究資料館の資料の閲覧や借用に際して

当資料館の並河洋博士に大変お世話をいただいた.ここに厚 くお礼を申し上げる.

昭和天皇の変形菌に関する業績

大正 14年,英国のGulielmaListerは,父ArthurListerの成書を増補改訂 し,世界の変形菌をま

とめたモノグラフを発表した (Lister,1925).このモノグラフは,日本における変形菌分類学研究の

基礎となった.翌昭和元年,小畔四郎は,南方熊楠らと共に作成した標本90種を東宮御所で昭和天

皇に献上した.昭和2年,南方は,それまでに日本で採集された変形菌のリス トを発表した (南方,

1927).皇居での昭和天皇またはその側近による変形菌の採集は,その翌年から始まっている.昭和4

午,昭和天皇の和歌山県行幸のおり,南方は変形菌などについてご進講し,110種の標本を献上した.

同年,小畔は神戸にてご進講し,南方らと共に作成した標本 150種を献上した.その後も標本の献上

は続き,昭和天皇ご自身と側近の採集された標本を合計すると,その所蔵標本数は3000点以上に適

した.その成果の一部は,日本新産種などを含み,服部 (1928,1928-1934,1935)によって発表さ

れた.また,新分類群は,G.Listerと江本義数によって昭和4年から昭和8年にかけて発表された.

それら新分類群の発表を年代順に追ってみると次のようになる.

昭和4年,Listerは,服部によって送付された赤坂離宮内苑での採集品を,新種オオギミヌカホコ

リ (Hemitrichiaimperialis)として発表 した.同年,江本は,神奈川県逗子付近の神武寺での2採集

品を,新変種アミクビナガホコリ (Clastodermadebaryanumvar.imperaEorium)と新種 ミカドホネホ

コリ (Didermaimperiale)として発表した.昭和6年,Listerは,皇居産の l種を新種コウキョカタ

ホコリ (Didymium ochroideum),栃木県那須産の l採集品を新種ス ミレヒモホコリ (Perichaena

tessellata)として発表した.この中のコウキョカタホコリは,現在までに記載された唯一の皇居産変

形菌である.同じく昭和 6年,江本は,那須産の-変形菌を新種ナスフクロホコリ (physarum

nasuense)として報告した.昭和 8年,Listerは,服部によって送付された那須産の2標本を検討 し,

2新変種,オオミマルウツボホコリ (Arcyriapomlformisvar.heterospora)とハイキラボシカタホコリ

(Didymiumleoninumvar.ejfusum)を記載した.

昭和 10年以降には皇居産や昭和天皇の採集標本に関する論文などは公表されていないが,昭和 39

* 〒781-5102 高知市大津甲1010-530htsu-kolOI0-53,Kochi-shi,781-5102Japap
**国立科学博物館 植物研究部 DepartmentorBotany,NationalScienceMuseum,Tokyo
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年に生物学御研究所編として服部 (1935)の成書の増補改訂版が出版された際,若干の那須産変形菌

が追加された.

東京都に産する変形菌について

小笠原諸島を除いた東京都に産する変形菌の報告は,東京植物園などで採集された8種の報告が最

初と思われる (草野,1899a).その後,そのうち2種は図記されている (草野 1899b)･また,Lister

& List｡r(1904)は,草野らが東京で採集した標本に基づいて日本産の変形菌について論文を発表し

た.その後,草野 (1904),落合 (1926),Emoto (1928),服部 (1928),Lister(1929,1931)らの

報告が続き,江本 (1942)によってそれらの報告が一冊の本にまとめられた･しかし,産地が国名で

書かれていて,東京都のばあいは ｢武蔵｣に含まれるが,これには現在の埼玉県も含まれているので,

現在では東京都と埼玉県のどちらにあたるのか不明である.またEmoto(1977)は戦後になって日

本で報告された全ての種をまとめたが,種内の下位分類群は記載されていない･近年では小野 ･萩原

(1986)や山本 (1998),山本 ･田中 (1999.)などの報告がある.それらをまとめると,南方諸島 (小

笠原諸島や硫黄島)を除いた東京都産の変形菌は151種ほどが報告されていることになる･

標 本 目 録

引用標本はすべて国立科学博物館 (TNS)に保管されている.その標本の採集者および同走者は昭

和天皇ご自身またはその側近の方と思われるが,標本には記入されていない.確認された64種類の

うち,Fuligolicentiは日本新産である･これを含む8種類は,小笠原諸島や硫黄島を除く東京都から

初めて報告される変形菌であり,以下の目録において学名の前にアステリスク (*)を付けて示され

ている.また,確認された64種類のうち,20種類の変形菌は,各々の概念を明確にするため,図示

されている.

以下の目録は,日ごとに分け,冒内は学名のアルファベット順に配列した.和名は,山本 (1998)

に準拠した.発生基物は下記のように省略記号で表してある.

D:腐木.BL:生木樹皮.T:落枝.L:落葉などのリタ一.

Ceratiomyxales ツノホコリ目

1.Ceratiomyxafruticulosa(Muell.)Macbr･ ツノホコリ

TNS-M-氏:391(D,1929.5.17);TNS-M-良:3100(D,1930･6･8)

2.Ceratiomyxafruticulosavar･flexuosaLister ナミウチッノホコリ

NS-M-R:451(D,1929.6.25)

Liceales コホコリ目

3.Cribrariacancellata(Batsch)Nann.-Bremek. クモノスホコリ

NSIMIR:971(D,1929.9.20,asDictydiumcancellatum)

4･CribrariaiptricataSchrad･ フシアミホコリ

NS-M-良:741(D,1929.6.25)

5.Cribrariaintricatavar.dictydioides(Cooke&Balf.)Lister サラナシアミホコリ

NS-M-良:764(D,1929.9.20);TNS-M-良:768&771(D,1938･7･6)
6.CribrariatenellaSchrad. アミホコリ (Fig.1)

NS-MIR:824(D,1930.6.28,asC.pyrljTormisvar･notabilis)
引用標本は,マルナシアミホコリ(C.pyrljTormisvar.notabilis)と異なり,顕著な杯状体を持ち,

壁小粒がより小さい.
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343Fig.5･Calomyxametallica(TNS-M-R:1797)A:Aplasmodiocarpandasporocarp.B:Perid

iumandcapillitium.C:Partorperidium,capillitiumandaspo

re.Fig.6. Trichiabotrytis(TNS-M-R:2810) A.IThreesporocarps.B:Stalk･C:Threecapillit

iumthreads(elaters)andperidium.D:Tiporanelaterandaspo
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14･Arcyriademudata(L.)Wettst. ウツボホコリ

NS-M-良:37(D,1929.10.15)

15･ArcyriainsignisKalchbr･&Cooke コウツボホコリ (Fig.4)

NS-MIR･'232(D,192917･9);TNS-MIR:216(Deadvineof,Hederarhombea,1929.9.25,asA.

incarnata);TNS-M-R:217(DeadvineofH･rhombea,1929.10.1,asA.incarnata);TNSIM-R:218

(DeadvineofH･rhombea,1929･10.9,asA.incarnata)

本種はモモイロウツボホコリ(A.incarnata)と比較して,子葉体がより小さく,綿毛体の網目

がより小さく,綿毛体系が透過光で無色に近く,その紋がより密である.

16.Arcyriaohvelata(Oeder)On;berg 中り /ii',i;3.)

NS-MIR:255(D,1928.9.28,asA.nutans)

17･Calomyxametallica(Berk･)Nieuwl･ コガネホコリ (Fig.5)

NS-M-R:1793&1794(BL?,1928･9･19,asMargaritametallica);TNS-M-R:1795(BL,1928.9.21,as

M･metallica);TNSIMIR:1796(BL,1929･9･28,asM.metallica);TNSIM-R:1797(BLofQuercus

dentata,1929･10･1,asM.metallica);TNS-M-R:1798(BL,1929.10.9,asM.metallica);TNS-M-

R:1799(BL,1929･10130,asM.metallica)

引用標本はすべて生木樹皮上で採集されたものと思われる.子実体はおもに単子嚢体型である

が,中には屈曲子嚢体型も混在している.

18.Hemitrichiaserpula(Scopoli)Rost. ヘビヌカホコリ

NS-M-良:1549(D,1928.9.28)

19.Perichaenachrysosperma(Currey)Lister トゲヒモホコリ

NS-M-良:1838(D,1928.9.19)

20.PerichaenadepressaLibert ヨリソイヒモホコリ

NS-M-R:1875(D,1929.10.16)

21.Trichiatmtrytis(J.F.Gmel.)Pers. >*=リ (Fig16)

TNS-M-良:2810(D,1928.9.19)

引用標本には典型的な長い弾糸にわずかであるが非常に短い星状の弾糸が混在している.弾糸

の多様性を解析する上で興味深い標本である.
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22.Trichiadecipiens(Pers.)Macbr. エツキケホコリ (Fig.7)

NS-M-氏:2842(D,1929.4.8)

引用標本にはふつうにはあまり見られない掌状子嚢体型の子実体が混在 している.

23*.Trichiadecipiensvar.hemitrichioidesBrandza ホソエツキケホコリ (Fig.8)

NS-MIR:2843(DofPinusdensljlora,1929.4.10,asT.decipiens)
本変種は子実体の大きさの違いによって基準変種から区別されている.この形質が遺伝的なも

のかどうか検討する必要がある.

24.Trichiafavogineavar.persimi1is(Karsten)Y.Yamam. トゲケホコリ

TNSIM-R:2776(D,1928･9.28,asT.ajfinis);TNS-MIR:2777(D,1928.II.1,asT.aflnis);TNS-M-

R:2779(D,1929.4,3,asT.ajjPnis);TNS-M-R:2780(D,1929･6.13,asT.ajfinis);TNS-M-R:2889(D,

1929･7･3,asT･persimilis);TNS-M-R:3141(D,1930･9･10,asT･aninis)

ヒョウタンケホコリ(T.jTavoginea),キケホコリ(T.ajjPnis), トゲケホコリ(T.persimilis)の3

著聞には中間型が多く,これらは種内変異として扱われている (Martin&Alexopoulos,1969).

山本 (1998)は,ヒョウタンケホコリと他の2者との間に生態的相違を認め,後者を変種として

扱い,和名として トゲケホコリを採用した.本報告は,山本の見解に従っている.

25.TrichiascabraRost. キンチャケホコリ

NS-M-良:2898(D,1929.10.15);TNS･M-氏:2899(D,1929.10.22);TNS-M-氏:3582(D,1929.7.3)

Physarales モジホコリ冒

26.BadhamiaaffimisRostaf. シロフウセンホコリ

NS-M-R..322(D,1929.7.I1,asB.aninisvar.orbiculata);TNS-M-R:323(D,1929.9.24,asB.ajjPnis

var.orbiculata);TNSIMIR:324(DofAcersp.,1929.9.30,asB.aj)Pnisvar.orbiculata)

引用標本は従来,ヘソフウセンホコリ(B.ajjPnisvar.orbiculata)と呼ばれてきた型である.こ

の型はシロフウセンホコリとの間にしばしば中間型が見られる.したがって,両型は分類群とし
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ては区別できない.

27*.Badhamiagracilis(Macbr.)Macbr. イトミフウセンホコリ

NS-M-R:3392(D,1930.5.15,asBadhamiasp.)

引用標本は掌状子嚢体を形成している点でソラマメモジホコリ(Physarumrenlforme)に似てい

るが,胞子が隆起線とより密なとげ状紋とを持つことより区別できる.本種は希産種である.

F
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28･Crateriumaureum(Schum.)Rost. キサカズキホコリ

NS-M-R:654(L,1930.7.5)

29.CrateriumconcinnumRex コサカズキホコリ

TNS-M-氏:663(T,1929.6.17)

本種は希産種である.米国東部ではふつうクリのいがなどに発生するとされている (Martin&

Alexopoulos,1969)が,日本ではクリのいがなどの上でもほとんど見られない.引用標本がクリ

の落枝上に発生したものかどうかは確認できていない.本標本は,山本 (1998)に図示されてい

る.

30.Crateriumminutum(Leers)Fr.サカズキホコリ

NS-M-良:694(L,1929.6.13)

31.DiachealetlCOPOdia(Bull.)Rostaf. ジクホコリ

NS-MIR:889(L,1928.12.2,asD.leucopoda)

32.DidermaemlStlm(Schw.)Morgan ホネホコリ

NS-MIR:1058(L,1929.5.15);TNSIMIR:3379(L,1930.4.24)

33.Didermahemisphaericum(Bull.)Hornem.ナバホネホコリ

NS-M-氏:1083(L,1929.10･6);TNS-M-良:1084(L,1929.10.9);TNS-M-良:3381(L,1929.10.6)

34.Didymiumminus(Lister)Morgan コカタホコリ

NS-M-R:1219(L,1929.5.15,asD.melanospermum);TNS-MIR:3374(1930.9.?,mixedwithD.

squamulosum)

本種は,おもに夏,落葉などに発生する普通種である.

35.Didymiumnigripes(Link)Fr. ヒメカタホコリ (Fig,9)

NS-M-氏:1247(L,1929.5.15);TNS-M-良:1248&1249(L?,1929.7.9)

TNS-M-R:1249にはサクラ腐木樹皮上と記入されていて,樹皮のリタ-か倒木かなどの区別は不

明である.

36.DidymiumoehroideumG.Lister コウキョカタホコリ (Fig.10)

NS-M-良:1289良1290(L,1930.7.2,isotype)

引用標本は,Lister(1931)が新種記載した際の標本と同所で同日に採集され,原記載ともよ

く一致するので,アイソタイプと考えられる.欧州,北米,南米,インドなど広く世界中で採集

されているが,非常にまれな種である.

37,Didymiumsquamulosum(Alb.&Schw.)Fr. シロエノカタホコリ

NS-M-R:1218(L,1928.9.24,asD.melanospermum);TNS-MIR.'1308(L,1928.9.23),･TNS-M-

R:1309(L,1928.9.28);TNS-M-R:1310(L,1929.5.15);TNS-MIR:3374p.p.(1930.9.?,mixedwithD.

minus)

本種は,おもに夏, リタ-上に発生する世界的広布種である.近似種のカタホコリ (D.

melanospermum)とは,子嚢がより白色で,柄が白色で石灰質,軸柱が白色,胞子がより淡色で

小さくて細かいいぼ型であることなどで区別できる.

38.Fuligoaurea(Penzig)Y.Yamam. ムシホコリ

NS-M-R:1366(D,1929.9.20,asErionemaaureum);TNS-M-R:1370(D,1942.9.9,asE.aureum)

39.FuligocandidaPers. シロススホコリ

NS-MIR:･1450(D,1930.5･13,asF.Septicavar.candida)

40*.FuligolicentiBuchet,Bull.Soc.Myc.Fr.55:222.1935. オオクマススホコリ (新称) (Fig.ll)

Fructificationpseudoaethalioidofmassedplasmodiocarps,yellow,withoutcortex.Plasmo-

diocarpsterete,slender,nexuous,upto0.4mmindiam.Hypothallusmembranous,whitetosilvery.
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Fig･11･ Fuligolicenti(TNS-M-R:1412) A:Anaethalium.B:Capillitium andperidium･C:Cap

illitiumandtwospores. 0.5mmI...- 1.1.....･...

_..____■.ll■Fig･12･Physarumaurisca/plum(TNS-MIR:1938)A:Stalkedandsessilesporocarps.B:Peri

diumandcapillitium.C:Capillitiumandaspore.Peridiumnearlycolorlessandtransparent

withgranulardepositsoryellowlime･Dehiscenceirregu-lar.Columellanone･Capillitium rather

dense,somewhatelastic;theconnectlngthreadsnearlycoloreless,branchedandfusedtofわrmanet,

Sometimeswithsmalllimelessexpansions;thelimenodesscanty,small,yellow,mainlyfusiform･Spore

sglobose,ellipsoidorovoid,darkbrowninmass,brownish一graybytransmittedlight,denselyverruculose,Withclustersordar

kerandlargerwartlets,9･3-10･8/∠m(mean=10･0,sd=0･42,m=20)indiam.whenglobose,ca.8-10×11-12/∠mwh

enelongated.Plasmodiumnotobserved.Spec
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皇居産の標本は屈曲子嚢体がゆるく累積して,原記載にあるようにススホコリ(F.seplica)とム

シホコリ(F.aurea)との中蘭的な形態である.しかし,本種は,ススホコリとはより混色で大き

い胞子を作る点で,またムシホコリとは非伸長性の細毛体を持ち,より大きい胞子を作る点でそ

れぞれ区別できる.

41.PhysarumauriscalpiumCooke ツレゴフクロホコリ (Fig･12)

NS-M-R:1938&1939(D,1929.9.17);TNS-M-R.･3214(D,1930.7.8,asTrichiasp.)

Fig･13･Physarumcompressum(TNS-MIR:2013)A:Threesporocarps.B:Stalk.C:Pe,idiumand

capillitium･D:Partorcapillitiumandaspore･Fig･14.Physar
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引用標本はLister(1925)の記載文や図にほぼ一致している.Farr(1961)による本種の定義は

あまりに広義に過ぎるので検討する必要がある.

42.PhysarumbivalvePers. ガマグテフクロホコリ

NS-M-R:2347&2348(L,1929.6.17,asP.sinuosum);TNS-MIR:2349(L,1929･8.3,asP･sinuo-

∫〃川)

43.Physarumcinereum(Batsch)Pers.ハイイロフクロホコリ

NS-M-氏:1969(L,1928.9.28);TNS-M-良:1970&1971(L,1928.10.2)

44.PhysarumcompressumAlb.&Schw.ユガミモジホコリ (Fig.13)

NS-M-氏:2013(L,1929.7.10);TNS-M-良:2014(L,1929.8.23);TNS-M-良:2016(L,1929･9･17)

引用標本は子嚢が扇形であり,原記載によく一致する.

45.PhysarumcrateriformePetch キノウエモジホコリ

TNS-M-氏:2056(BL,1929.9.14)

46.PhysarumnavicomumBerk.キカミモジホコリ

TNSIM-R:3073(キノコ上,1930.9.23,asPhysarum sp.);TNS-M-R:3387(D,1930.9.19,as

Physarumsp.)

47*.PhysarumlakhanpaliiNann.-Bremek.&Y.Yamam. ラカンパルフクロホコリ (Fig･14)

TNS-M-R:2313(D,1931.7.8,B,asP.serpula)

本種は最近記載された種で,ヘビフタロホコリ(P.serpula)とは着合胞子を形成する点で容易

に区別できる.引用標本は腐木の樹皮に発生したものであるが,ふつうは生木の樹皮上に発生す

る.

48.Physarummeueum(Berk.皮Br.)Massee シロジクキモジホコリ

TNS一叶R:2132(L,1928.ll.28);TNS-M-良:2134(L,1929･6･14);TNS-M-良:2133(L,1929･9･24);

TNS-M-良:3315(L,1930.10.5)

49.PhysarummutansPers. シロモジホコリ

TNS-M-良:2193(L,1929.10.22)

50.PhysarumoblatumMacbr. ワラベキモジホコリ (Fig.15)

TNS-MIR:2166(D,1930.6.18,asP.maydis);TNS-MIR:3072(D,1930･7･9,asPhysarumsp･);

TNSIM-R:3122(D,1930･6.18,asPhysarumsp.)

本種の報告は日本ではあまり多くない.その理由の一つとして大形の石灰節を持ち,子嚢の基

部が杯状体として残存するなどの点でキサカズキホコリ(Crateriumaureum)と誤同定されてい

ることが考えられる.後者とは杯状体があまり発達しないことや,柄が暗色で残留物を多く含む

ことなどで区別できる.

51.Physarumpusillum(Berk.&Curt.)G.Lister コシアカモジホコリ

TNS-M-良:2265(D,1929.7.9);TNS-M-良:2266良 2267(D,1929.7.ll);TNS-M-良:2268(D,

1929.8.23)

52.Physarumrigidum(G.Lister)G.Lister イタモジホコリ

TNS-MIR:2370(D,1928.ll.1,asPhysarumsp.)

引用標本には次のような但し書が添付されている.｢5/X/1928,宮城吹上御苑に於て革質菌を

侵蝕せるplasmodiumの小片を採集,数種の菌華を与えて培養試験を施す.plasmodiumの色,

卵黄黄色,稽半透明.3/ⅩⅣ1928,plasmodiumの一部結実｣.この但し書きにあるように,本種

はキノコナカセフクロホコリ(Badhamiautricularis)と同じく,キノコを食害する変形菌として

知られている.
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･-_ゝ川=D軍 司Fig･20･ Stemonitopsistyphinavar･similis(TNS-M-R:2677) A:Threestalkeds

porocarps.B:Stalk･C:Columellaandcapillitium･D:∫ncompletesuぬcenet･E:Tiporcapillitiumand

aSpOre･63.StemomitissplendensRost

. オオムラサキホコリNS-M-氏:2703(D,

1928.9.19)64.Stemonitopsistyphina(Wiggers)Nann.-Bremek.var.similis(G.Lister)Nann.-Bremek.&

Y.Yamam.ハダカコムラサキホ

コリ (Fig.20)NSIM-R:2677(D,1938.7.10,asStemonili

spallida)本変種は,おもに夏,腐木上に発生し,世界的に広く分布する.基準変

種とは,胞子に暗色のいぼの集合部があり,銀色の亜残存性の被膜が見られない点で異なる.ま

た,イリマメムラサキホコリ(Stemonitispallida)とは表面網や胞子の模様などで区別される.

SummaryBasedonthespecimenscollectedattheImperialPalace,Tokyo,in1928-1930and1938,

sixty-fourtaxaofMyxomycetesarereported.Amongthem,FuligolicentiisanewrecordforJapan,and

eighttaxaarenewtoTokyoPref.exceptforBonin&VolcanoIslands;Enteridium lycoperdonvar.

americana,Tublferacf.dimorpholheca,TrichiadecIPiensvar.hemitrichioides,Badhamiagracilis,Fulig

olicenti,Physarumlakhanpalii,ComatrichatenerrimaandStemonariaclausljila.Twentytaxaareillustrate

dtoclar-ifytheconceptofeachtaxon.

引 用 文 献Emoto,Y.,1928.DieMyxomycetengesammelt1924-1927indemBotanischenGartenzuTokyo.

Bot.Mag.Tokyo,42

:1961203.江本義数,1929.新しき変形菌に就て.植雑,43

:169-173.江本義数,1931.二三の変形菌に就て.植雑,45
:551-555.江本義数,1942.変形菌類.(中井猛之進 ･本田正次編)大日本植物誌第

8巻.三省堂,東京.Emoto,Y.,1977.TheMyxomycetesorJapan.SangyoToshoPub.

Co.Tokyo.Farr,M･L･,1961･BadhamiadeciplenSreinstatedinPhysarum.Brittonia,13
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皇居産変形菌

山本幸憲*･萩原博光**･出川洋介***･川上新一****･
松本 淳*****･高橋和成******

YukinoriYamamoto*,HiromitsuHagiwara**,YosukeDegawa***,Shin-ichiK.awakami****,
JunMatsumoto*****and冗.azunariTakahashi******:

MyxomycetesCollectedattheImperialPalace,Tokyo

皇居産変形菌に関する報告は,Lister(1931)がコウキョカタホコリ (Didymiumochroideum)を新

種記載したのが最初のものである.その後半世紀以上の空白期材が過ぎ,最近皇居産変形菌の一部が

図記され (山本,1998), 3新変種が皇居をタイプ産地として記載された (Yamamoto,2000).さら

に,山本 ･萩原 (2000)は昭和初期に採集された皇居産変形菌標本を検討して24属64種類の目録を

発表した.これらの報告以外には皇居産変形菌に関する報告はないと思われる.

1996年より始まった国立科学博物館主催 ｢皇居の生物相の調査研究｣の一環とし,前年度の予備

調査を含めて1995年から1998年までに計4回皇居内において変形菌を調査する機会を得た.本報告

は,これらの調査で確認された変形菌の目録である.引用標本は,乾燥標本またはスライド標本とし

て国立科学博物館 (TNS)に保管されている.

本報告をまとめるにあたり,調査にご協力をいただいた宮内庁庭園課の職員各氏に厚くお礼を申し

上げる.

調 査 方 法

調査は,フィールドワークとGilbert&Martin(1933)にほぼ準じた湿室培養法によって行われた.

フィールドワークの日付,調査者,および標本番号の接頭記号は,次の通りである.

1995年7月26,27日 (調査者 :萩原,松本,山本)95TK.-

1996年7月19日 (調査者 :萩原,松本,山本)96TK-

1997年7月28日 (調査者 :川上,萩原,山本)97TK-

1998年 11月19日 (調査者 :川上,高橋,出川,萩原,松本,山本)98TK-

1998年 11月19日に採取した生木樹皮などの試料を翌 1999年5月10日-6月7日に湿室培養 (調

査者 :山本)を行って得た種類は,かなり多量であるので,別の記号 "99TK-" を付けた.

結 果 と 考 察

今回の皇居内における変形菌調査では98種類の変形菌が確認された.山本 ･萩原 (2000)によれ

ば,昭和初期に皇居内において64種類の変形菌が採集されている.これら64種類のうち19種類は,

*〒78lT5102 高知市大津甲1010-53 0htsu-ko1010-53,Kochi-shi,78115102Japan
**国立科学博物館 植物研究部 DepartmentorBotany,NationalScienceMuseum,Tokyo
***神奈川県立生命の星 ･地球博物館 KanagawaPrefecturalMuseumofNaturalHistory
'***筑波大学 生物科学系 InstituteofBiologicalSciences,UniversityofTsukuba

*****広島大学 生物科学科 DepartmentorBiologicalScience,HiroshimaUniversity

現所属 :慶鷹義塾大学生物学教室 PresentAddress:DepartmentorBiology,KeioUniversity
******〒703-8256 岡山市浜454-14 Hama454-14,Okayama-shi,703-8256Japan
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今回の調査で確認することが出来なかった.それらは,Amaurochaeteatra(Alb･&Schw･)Rost･クロ

スミホコリ,Calomyxametallica(Berk.)Nieuwl.コガネホコリ,Crateriumaureum(Schum･)Rost･キ

サカズキホコリ,C,ateriumconcinnumRexコサカズキホコリ,Crateriumminutum(Leers)Fr･サカズ

キホコリ,Didymiumnigr'bes(Link)Fr.ヒメカタホコリ,DidymiumochroideumG･Listerコウキョ

カタホコリ,FuligolicentiBuchetオオタマススホコリ･LycogalaconicumPers･イクビマメホコリ･

physarumauriscalpiumCookeツレゴフクロホコリ,PhysarumcompressumAlb･&Schw･ユガミモジ

ホコリ,PhysarumoblatumMacbr.ワラベキモジホコリ,Physarumpusillum(Berk･皮Curt･)G･Lister

コシアカモジホコリ,Physarumrigidum(G.Lister)G.Listerイクモジホコリ,PhysarumroseumBerk.

&Br.アカモジホコリ,Stemonitisaxlfera(Bull.)Macbr.サビムラサキホコリ,Trichiabotrytis(J･F･

Gmel.)Pers.ケホコリ,Trichiadecl'piens(Pers･)Macbr･エツキケホコリ,TrichiadecIPiensvar･

hemit,ichioidesBrandzaホソエツキケホコリである.したがって,昭和初期と今回の調査で共通に見

られた変形菌は45種類となり,今回の調査で採集された98種類のうち53種類は昭和初期には採集

されていない変形菌である.また,今回の調査の結果,皇居からは 117種類,南方諸島を除いた東京

都からは 176種類ほどが記録されたことになる.

昭和初期に採集された変形菌のうち19種類は,今回の調査において採集できなかった･そのおも

な理由は,今回の調査時期とこれらの変形菌の発生時期が合致しなかったためと思われる･また,こ

れら 19種類の中にコウキョカタホコリ (Didymiumochroideum)やコサカズキホコリ (Craierium

concinnum)などのまれな種が含まれていることより,昭和初期に熱心な採集がなされたことが推測

される.

今回の調査により皇居産変形菌は53種類追加された.そのおもな理由は,調査者数が多かったこ

とと生木樹皮などの湿窒培養を取 り入れたためと思われる.今後,春に調査するなど採集時期を変え

たり,生木樹皮以外に腐木や落葉などの湿室培養を行なうなどすれば,さらに種類数が増加するもの

と思われる.

今回の調査で確認された98種類は,以下の目録において日ごとに学名のアルファベット順に記さ

れている.アステリスク (*)は皇居における新産を,ダブル ･アステリスク (**)は南方諸島を除

いた東京都における新産を,プラス記号 (+)は同一標本に異種の変形菌が混生していることをそれ

ぞれ示 している.湿室培養によって得られた標本とスライド標本は,それぞれ ｢MC｣,｢slide｣と表

記されている.和名は,山本 (1998)に準拠した.確認された98種類のうち49種類の変形菌は,各々

の概念を明確にするために図示されている.また,発生基物は下記のように省略記号で表されている･

W :腐木の材.B:腐木の樹皮.L:落葉.BL:生木樹皮.T:落枝･

ceratiomyxales ツノホコリ目

l.Ceratiomyxahticulosa(Muell.)T.Macbr･ ツノホコリ

95TK-I&3(W);97TK-1I(W,+Hemitrichiaclavatavar･Calyculata)

本種は,世界的広布種で,日本ではおもに夏に腐木上にふつうに見られる･

2*.Ceratiomyxafruticulosavar･descendensEmoto ユダナシツノホコリ

96TK-7,8(W);97TK-12(W)

本変種は,おもに暖地に多く見られる.基準変種ツノホコリの未熟な柱形の型に似ているが,

変形膜状の台座が多角形に分割され,乾燥すると担子体が台座に沈み込むことで区別される･

3.Ceratiomyxafruticulosavar･fLexuosaLister ナミウチッノホコリ

95TK-2(W)

本変種は,おもに暖地にややまれに見られる.基準変種ツノホコリとは,分岐の多い,より大

形の担子体を形成することで区別される.
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Echinostelium minutum(TNS-99TK-13)A.'

Threestalkedsporocarps.
B:Stalkwit hre

fusematter.C:Partofstalkfurtherenlarged.D&E:Sporocarpaftersporesar

eshedandaspore.Fig･2･Echinostelium vanderpoelii(TNSl95TK176
) A:Twostalkedsporocarps.B:Stalk.C:Columellaandspores.D:Spore-likecolumellaandaspore. 359

Echinosteliales ハリホコリ目4*.ClastodermadebaryanumBlytt クビナガホコリ99TK.-11(BI.,MC)本種は,世界的に広く分布する.日本ではおもに夏に生木や腐木の樹皮

などに発生する.子実体が微小なために湿室培養でなければ発見が困難な場合が多く,日本での
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認が難しく,日本での報告例は少ない.引用標本の細毛体は,単純な糸状のものからほとんど網

状のものまであり,かなり変異が大きかった.

6*･EchinosteliumyanderpoeliiNann･-Bremek･,Mitchell,Lakhanpal良Chopra タマハリホコリ(Fig.

2)

95TKl76(BLofPasaniaedulis,5X 1995,MC);99TK-20(BLofPinusdensljlora,MC,+

Paradiacheopsisfimbriata)
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本種は,世界的に広く分布するが,ややまれな種である.

Liceales コホコリ目

71Cribrariacancellata(Batsch)Nann.-Bremek. クモノスホコリ

95TK-10(W);96TK-17&18(W)

本棟は,世界的広布種で,日本でも各地でおもに夏に針葉樹の腐木上にふつうに見られる.

8**.CribrariaconfusaNann.-Brem.&Y.Yamam. コビトアミホコリ(Fig.3)

99TK-7(BL,MC,+Echinosteliumminutum),･99TK-8&9(BL,MC);99TK-10(BL,MC,+

Echinosteliumvanderpoelii);99TK-12(BL,MC)

本種は,小さいためにフィールドワークでの採集が難しい.しかし,生木樹皮の湿室培養では

ふつうに出現する.引用標本は,生木樹皮の湿室培養で確認されたものである.

9.CribrariaintricataSchrad.･フシアミホコリ

96TK-19,20&21(W);97TK-16(W,+Stemonitisaxlferavar.smithii);97TK-17(W,+Stemonitis

fusca),.97TK-18(W)

本種は,おもに暖地の世界的広布種で,日本ではおもに夏に針葉樹の腐木上にふつうに見られ

る.

10.Cribrariaintricatavar.dictydioides(Cooke&Balf.)Lister サラナシアミホコリ

95TK-12(W)

本変種は,おもに夏に暖地で針葉樹の腐木上にふつうに発生する.基準変種フシアミホコリと

は,子嚢基部の杯状体が発達せずに肋となることで区別される.

11*.Cribrariamicrocarpa(Schrad.)Pers. アシナガアミホコリ

95TK-ll(W)

本種は,世界的広布種で,おもに夏に針葉樹や広葉樹の腐木や生木樹皮の上に見られる.

12.CribrariateneuaSchrad. アミホコリ

95TK-14(W)

本種は,世界的に広く分布する普通種であり,日本ではおもに夏に腐木上でふつうに見られる.

本種には杯状体のある型とない型とがあり,杯状体のない型はサラナシアミホコリ (C.intricata

var.dictydioides)に似ているが,壁網の節がより丸みをおび,連結糸の遊離端がより少ないこと

などで区別される.

13*.CribrariaviOlaceaRex スミレアミホコリ(Fig.4)

95TK-13(W);99TKl3(BL,MC)

本種は,微小なためにフィールドワークでの採集例が少ない.しかし,生木樹皮の湿重培養で

はしばしば出現する普通種である.

14*.Dictydiaethaliumplumbeum(Schum.)Rostaf.ハシラホコリ(Fig.5)
98TK-4(ち)

本種は,西日本ではアカハシラホコリ (D.plumbeumf.cinnabarinum)より多く発生すること

が報告されているが,皇居内ではアカハシラホコリより少なかった.

15.Dictydiaethaliumplumbeumf,cinnabarinum(Berk.良Br.)Y.Yamam. アカハシラホコリ

95TK-4(W);96TK.-29(T);97TK-19(W);98TK_-5(ち)

本品種は,皇居において夏にも秋にもかなり多量に腐木の樹皮や材に発生した.

16.Enteridiumlycoperdon(Bull.)Farrvar.americanumNann.-Bremek.exY.Yamam. アメリカマン

ジュウドロホコリ

96TK-43(W);97TK.-23(W)



362
山本幸憲 ･萩原博光 ･出川洋介 ･川上新一 ･松本 淳 ･高橋和成

≡:I

iI:--..･lttt･‥､.. 寸 -IIJ ∴㌔

.A E +;.ノ･-1ー.ー
〟カ̀〟打-111日llllJ〝 l
-H

n13=

■､-1rlI1t~一1-
ヽ

l

一

C

u
71ooT

､1
11-し1-
㌔

Fig.
5
.
Dictydiaethaliu mplumbeum(TNS-98TK-4)A:Apseudoaethalium.
B:Peridialcaps･
C:Twoperidialcaps withpsuedocapillitiumthreads.

D:Apseudo capillitiu･m
thread･

E:Pseudocap illit

iumthreadandaspore.%1.,;:準 軍 甑 ･,I-ゝ㌔～B三 二 It:_:㍗ :--; LT㌻{･,-:.i-A.～.･-.へ言二てこ,-モL･:LP･

hlJィ,.o■■_→q:早

.:!.I.a.q_C ∴ 1Fig.6.Liceabljbris(TNS-99TK-

25)A:Foursessilesporocarps･B:Peridium.C:Partofperidiumandtwosp

ores･本変種は,

基準変種のマンジュウドロホコリとは,胞子が着合せずに遊離することで区別される.17*.Enteridiumsplendens(Morgan)T.Macbr.var.juranumHaerkoenen ジュラドロホコリ

95TK.-5(W)本変種は,世界的に広 く分布し,日本ではおもに夏に腐木上で採集されている.基準変種のドロホコリとは,擬細毛体の上部が糸状であることなどで区別される

.18*.LiceabiforisMorgan モモワレコホコリ(Fig.6)
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標本のように生木樹皮からの採集例が多いが,落葉などの上にも見られる.

19*.Liceabiforisvar.sinuosa(Nann.-Bremek.)Y.Yamam. クネリコホコリ

96TK-90(BLofPinusthunbergii,7X1996,MC)

本変種は,基準変種のモモワレコホコリとは,子嚢体がより長く延び,より暗色であることな

どで区別される.

20*.LiceacapitatoidesNann.-Bremek.&Y.Yamam.var.fujiokanaY.Yamam.

99TK114,17,26&29(BLofAcerbuergerianum,MC)

本変種は,皇居産の標本に基づいて記載された (Yamamoto,2000).基準変種のこセボウシコ

ホコリとは,より胞子が暗色で大きいことで区別される.引用標本は,トウカエデの生木樹皮の

湿室培養で発生したものである.

21**.LiceakelleriiNann.-Brem.&Y.Yamam. ケラーコホコリ(Fig.7)

99TK-30(BLofAcerbuergerianum,MC)

本種は,生木樹皮上にまれに見られる.タイプ産地の高知県以外からの報告は,今回が最初で

ある.

0.2mm■
▲

一
望生む
C

B
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22*.I.iceaparasitica(Zukal)Martin へソコホコリ(Fig.8)

99TK128(BLofAcerbuergerianum,MC,+Liceacapilatoidesvar.fujiokana)

本種は,世界的広布種で,おもに生木樹皮の湿室培養で得られている.

23*.LiceaparvicapitataY･Yamam･(Fig･9)

99TK-2(BL,MC)

本種は,生木樹皮の湿室培養で得られた標本に基づいて記載された種で,茨城県･千葉県,東

京都から報告されていた (Yamamoto,2000).コホコリ属において有柄の種の中では最も胞子が

小さい.有柄で,胞子の大きさがほぼ同じであるニセボウシコホコリ (L･capitatoides)とは,

胞子がほとんど無色であることなどで区別される･
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Trichiales ケホコリ目

30.Arcyriacinerea(Bull.)Pers. シロウツボホコリ

95TK-16(W);96TK-I(W);97TK-1(W);98TKll(B)

本種は,世界に広く分布する普通種で,日本ではおもに夏に腐木や生木にふつうに見られる.

3l.Arcyriadenudata(L.)Wettst. ウツボホコリ

96TK-3&4(W);97TK-2,3,5,6,7&8(W)

本種は,世界的な普通種で,日本でも各地に見られる.形態的変異の幅が大きい.

32.Arcyriainsignis氏.alchbr.良Cooke コウツボホコリ

95TK-18(T)

本種は,世界的に広く分布するが,普通種ではない.日本ではおもに夏に落枝や大形草本の腐っ

た茎や生木樹皮上などの上に見られる.

33*.Arcyriacf.major(G.Lister)Ing ナガホウツボホコリの近似種 (Fig.12)

95TK-20,21,22,23,24&25(W);96TK-2&5(W);97TK-9(W)

本種は,外見がアカオオウツボホコリ (A.magnaf.rosea)に似ているが,綿毛体のとげがよ

り小さく,杯状体に綿毛体の一部が付着して残存することなどで区別される.

34**.ArcyriamimutaBuchet ウスベこウツボホコリ

97TK-4(W)

本種は,ややまれな種で,日本からの報告ではおもに夏に腐木上で採集されている.ウツボホ

コリ (A･denudata)の桃色を帯びた型に似ているが,子嚢体がより小形で,純毛体糸にかなづち

状の紋が多いことなどで区別される.

35･Arcyriaobvelata(Oeder)Onsberg キウツボホコリ

95TK･-19(W);96TK-6(W);97TK-10(W)

本種は,世界的広布種で,日本でも各地でおもに夏に腐木上にふつうに見られる.外見がよく

似たミドリウツボホコリ (A.virescens)とは,柄がより短く,杯状体が幅広いろうと形で,細毛

体の紋がほぼ規則的に配列することなどで区別できる.
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36*.ArcyriapomiformiS(Leers)Rostaf. マルウツボホコリ

95TK-17(BLofPinusdenstjlora)

本種は,腐木にも生木樹皮にも見られるが,とくに生木樹皮の湿室培養では頻繁に出現する.

生木樹皮に発生した場合,子嚢が丸く,壁網の網目が大きくなる傾向が見られる.

37*.DianemaharveyiRexvar.yerruculatumY.Yamam.

99TK-I(BL,MC)

本変種は,皇居内の生木樹皮を湿室培養して得られた標本に基づいて記載された (Yamamoto,

2000).基準変種のハ-ベイイトホコリとは,子嚢壁と細毛体にいぼ状突起があることなどで区

別できる.

38*.DianemamongolicumNovoz.var.macrosporumY.Yamam.

99TK-32(BLofAcerbuergerianum,MC)

本変種は,皇居内の トウカエデの生木樹皮を湿室培養して得られた標本に基づいて記載され,

岡山県でも確認されている (Yam卑mOtO,2000).基準変種とは,胞子がより大きいことで区別さ

れる.

39*.Hemitrichiaclavata(Pers.)Rostaf.var.calyculata(Speg.)Y.Yamam.ホソエノヌカホコリ

95TK-27(W);96TK-47(W);97TK-27&28(W)

本変種は,暖地の世界的広布種で,日本でも各地でおもに夏に腐木上にふつうに見られる.塞

準変種のヌカホコリとは,細長い柄が急に子嚢に移行することで容易に区別できる.

40.Hemitrichiaserpula(Scopoli)Rost. ヘビヌカホコリ

95TK128(W);97TK-29&30(W);98TK-7(W)

本種は,世界的に広 く分布していて,日本では春から秋にかけて腐木上に見られる.

4l.Perichaenachrysosperma(Currey)Lister トゲヒモホコリ(Fig.13)

99TKl4(BL,MC);99TK-19(BLofZelkovaserrata?,MC)

本種は,生木や腐木の樹皮によく発生するが,小さいために見逃されやすく,日本での報告例

が少ない.しかし,生木樹皮の湿室培養ではしばしば出現する.

42.PerichaenadepressaLibert ヨリソイヒモホコリ(Fig.14)

95TK-26(W);98TK-9(B);98TK-10(B);98TK-ll(L)
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で区別される･日本では基準変種よりもツツサカズキホコリの方がはるかに多く見られる.

48･Diachealeucopodia(Bull･)Rostaf･ ジクホコリ(Fig.20)

95TK-31&32(L);96TK-22,23,24,25,26,27&28(L)

本種は,落葉などの上に発生する世界的広布種で,日本ではおもに夏にふつうに見られる.

49*･Didermachondrioderma(deBary&Rostaf･)G.Lister キノウエホネホコリ(Fig.21)

95TK-35(BLofPinusdensljlora);99TK-5(BL,MC,+Comatrichatenerrima);99TK-16,21,22,

23&31(BLofAcerbuergerianum,MC)

本種は,生木樹皮上に発生する変形菌の代表種で,日本各地にふつうに見られる.かなり形態

的変異の幅が大きい.

,

?5年些｣Fig.20.Diachealeucopodia(TNS-95TK-31)A:Twostalkedsporocarps.B:Stal

kwithlimein-side.C:Partorperidiumand
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55**.DidymitlmCf.marineriMoreno,Illana&Heykoop ニセコカタホコリの近似種 (Fig.25)
98TK16(L)

本種は,柄が暗色で,軸柱が白色,子嚢壁にまだら模様がなく,コカタホコリ(D.minus)とシ

ロエノカタホコリ (D.squamulosum)との中間的な形態を持っている.高知県以外からの報告は,

今回が最初である.

56.Didymiumminus(Lister)Morgan コカタホコリ(Fig.26)

95TK.-38良39(L);96TK.-38,39良40(L)

本種は,世界的広布種で,日本ではおもに夏に落葉などの上にふつうに発生する.

Fig･
26
･
Didymiumminus(TNSl95TK-38)A:Twostalkedsporocarps.
B:Stalk.
C:Parto f
capillitiumandaspore･
D:Partorperidiumwithstellatelimecrystalsandcapillitium.

Fig･
27
･
DidymiumperjTo
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57*.DidymiumperforatumYamashiro アナアキカタホコリ(Fig.27)

96TKl41(LofPasaniaedulis)

本種は,鹿児島県がタイプ産地である.日本では南部によく見られ,広葉樹の落葉などに発生

する.

58.Didymiumsquamulosum(Alb.&Schw.)Fr. シロエノカタホコリ(Fig.28)

95TK-40(L);96TKl42(L)

本種は,世界に広く分布する普通種で,日本では落葉などの上にふつうに見られる.形態的変

異の幅が大きい.96TK-42は,子嚢壁が砕片状に裂開する型であるが (Fig.28),不規則に裂開

する型との間に他の形態的な差異がほとんどなかった.

Fig.28. Didymium squamulosum (TNS-96TK142) A..Thr

eestalkedsporocarps･B･'Stalk･C:Capillitium,D:Peridiumwi

thcapillitium,alimecrystalandaspore･A⊆二二二=:.Yi

l...一一･..I..J～_.ノーー伽C 噂 √ 一
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Fig.
32
.
Physarumjlavicomum(TNS-96TK-65)A:Threestalkedsporocarps.
B:Stalk･
C:Peridiumandcapillitium.
D:Peridiumandaspore.

B

Fig･
33
･

Physarumjlorigerum(TNS-98TK-14)A:Twostalkedsp orocarps.
B:Stalk.
C:Peridium
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I.,.:..,.
IH
'"
(H

Figl39･ Physarumviridef･incanum(TNSl98TK-12) A:Threestalkedsporocarps.B:Stalk.
C:Partorperidiumandcapillitium･D:PartoFperidiumandaspore･
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』

引
｢

Fig.
43
.
Stemonariaclauslfila(TNS-98TK-24)A:Twosporocarps･
B
.I
Stalk･
C:Columellaand

capillitium･
D:Partorcapillitium･
E:Partorcapillitiumandaspore･

ミヽ＼

Fig.
44
.
Stemonariag racE'lis(TNS-9 9TK-6)A:Fivestalkedsporocarps･
B:Basalpartofstalk･
C:Capiu itiumarisingfr omthecolumella･

D:Peripheralnetofcapillitium･
E:Tipofcapillitium

andaspore.

84
.
Stem.nariaclausifilaNann.-
Bremek.
&Y
.
Yamam.
ムレミダレホコリ(Fig･
43)

98TK
.-
24(W)
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Fig.47.Stemonitismussooriense(TNS-98TK-18)A･･FivesporocarpsIB･･Stalk･C.･Columellaand

capillitium･D:Su血cenet･E:Partorsu血cenetandaspore･Fig.48.Stemonitissplendens(TNS-95

TK164)A:Aclusterofsporocarps･B:Stalk.C:Apicalpartofcapitulum.D:Columel

laandcapillitium.E:Surfacenet.F:Partofsurfacenetandasporel87*.Stemonitisaxifera(Bull.)T･Macbr･var･smithii(T･Macbr･)Hagelst
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88.Stemonitis爪ayogenitaJahn サラノセムラサキホコリ

95TK-69(W);97TK-55(W)

本種は,子嚢が褐色がかり,軸柱の先端が円盤形から杯形に拡大するのが特徴である.

89.StemonitisfuscaRoth ムラサキホコリ(Fig.45)

95TK-62&71(W);96TK-77,80,8工83&84(W);97TK-47,48,54,57,58&60(W);98TK-16,

20,22&23(B)

97TK-58と98TKl16は,子嚢が癒着して表面網が欠けていた.

90*.Stemonitisfuscavar.rdescensLister ホソミムラサキホコリ(Fig.46)

98TK.-19(ち)

本変種は,基準変種のムラサキホコリとは胞子が小さいことばかりでなく,子嚢がより赤色を

帯び,柄がより長く,胞子のいぼ状紋が大きくなることなどで区別される.

91**.StemomitismussooriensisG.W.Martin,Thin°&Sohi カタゲムラサキホコリ(Fig.47)

98TK-18(B)

本種は,希産種である.日本では高知県における夏の採集例以外の報告は,今回が最初である.

92*.StemonitispauidaWingate イリマメムラサキホコリ

95TK-67&70(W);96TK-9,13&82(W)

本種は,世界的広布種で,日本ではおもに夏に腐木上にややふつうに見られる.

93.StemonitissplendensRost. オオムラサキホコリ(Fig.48)

95TK.-64&65(W);96TK.-78(W);97TK-52(W);98TK.-15(ち)

本種は,世界的に広く分布する普通種で,日本では梅雨明け頃にあまり腐朽が進んでいない腐

木上にふつうに見られる∴

94*.Stemonitissplendensvar.webberi(Rex)Lister スカシムラサギホコリ

95TK.-66(W);97TK-49,50,51&59(W)

本変種は,基準変種のオオムラサキホコリとは子重体がより小さく,表面網がより粗大である

ことなどで区別される.

95*.StemonitiSvirginiensisRex バージニアムラサキホコリ

95TK.-63(W)
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表 1. 皇居の吹上御苑における土壌試料採取地と植生

TableL CollectionsitesandtheirvegetationintheFukiageGardensortheImperialPalace

試料採取地名 試 料 採 取 地 と 植 生

正門北土塁 吹上大宮御所正門を入って右に折れる歩道に沿った北側の土塁.常緑樹を混交した

雑木林.土壌は,小石などを多く含み,やや堅い.

正門南土塁 上記歩道に沿った南側の土塁.常緑樹を混交した雑木林.土壌は,腐植質が多く,

柔らかい.

南東の隅 上記歩道沿いの南東の隅に位置する土塁.篠竹の薮.常緑の潅木が混在する.

東塀沿い 乾門通り側の塀に沿った土塁.篠竹の薮.土塁上部に常緑樹の高木が散在する.

東塀シイ並木 乾門通り側の塀に沿った土塁.植栽されたマテバシイの並木.土塁上部に常緑樹の

高木が散在する.

松材捨て場 乾門通り側の塀に沿った歩道の傍らに設けられたマツ腐朽木の集積場.周囲は常緑

樹を混交した雑木林で,林床をササが覆う.

北塀沿い 吹上北通り側の塀に沿った土塁.ー常緑樹を主とした雑木林.シュロ,アオキが多く

混在する.

大本営跡付近 大本営跡付近の歩道に沿った左右の斜面.常緑樹を主とした雑木林.

果樹園 果樹園.ところどころ土壌が露出した平地に果樹が散在する.

観湊亭付近 観爆亭付近の平地.下草が刈り込まれ,針 ･広葉樹の高木が散在する.

のうち86株は既知の-11種に同定され,60株は便宜的に2種群 (complex)と同定された.残 りの35

株は5未同定種に属 し,それぞれ類似種と形態を比較検討された.これらの分類群は,以下の通りで

ある.

本報告では,胞子の両端付近に頼粒 (polargranules=PG)が認められる場合を ｢pGプラス｣,認
められない場合を ｢pGマイナス｣と表した.また,子実体の大きさについてはHagiwara(1989)の

類型化に従い,通常2mm以下の場合を ｢小形｣,2-3m の場合を ｢中形｣,3-6mmを ｢大形｣,6

m 以上を ｢超大形｣とした.

1･Acytosteliumleptosomum#(complex)

本報告では,A.leptosomumRaperやA.subglobosumCavenderと同様に類球形の胞子を形成

するが既知種か否かを現在検討中である4株を,便宜的にA.leptosomum群として扱った.

2･Dictyosteliumaureo-stljleSCavender,RaperetNorbergvar.aureoIStlbes,Amer.J.Bot.66:209,
1979.

3･Diclyosteliumbrejudianum群 (complex)

本報告では,D.brejudianumHagiwaraと同様に白色の子実体を作 り,一PGマイナスの胞子を

生じるが既知種か否かを現在検討中である56株を,便宜的にD.brefeldianum群として扱った.

これらは,形態的に4グループに分けられた.グループAは,超大形種で,ほぼ楕円形の胞子を

生 じ,しばしば柄をいちじるく這いまわす.グループBは,大形種で,典型的な長楕円形 (ob-

long)の胞子を生じ,時々マクロシス トを作る.グループCは,大形種で,典型的な楕円形の胞
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子を生じ,多数のマクロシストを作るために子実体形成が悪い.グループDは,超大形種で,輿

型的な楕円形の胞子を生じ,グループAと違って柄を這いまわすことがほとんどない.

4.Dictyosieliumbrefeldianumvariant

白色の子実体を作り,PGマイナスの胞子を生じる点から上記のD.brejTeldianum群に属する.

しかし,子実体が中形であり,胞子が強い粘着性を持つために水中でも塊状のままで分散するこ

とがなく,これらの特徴により大形種のD.brejTeldianumから容易に区別することが出来る.莱

記載種と考えられ,本報告ではD.brejTeldianum群とは別個に扱った.

5.Dictyosteliumdelicalumvariant

粘菌アメーバの集合パターン,柄の先端の形,および明瞭なPGを持つ点でD.delicatum

Hagiwaraに類似するが,暗培養の時,子実体形成が良好で,柄が淡い黄色を帯びる点でこれと

異なる.

6.DictyosteliumgiganteumSingh,J･Gen･Microbiol･,l:17,1947･

7.DictyosteliumlavandulumRaperetFennell,Amer･J･Bot･,54:519,1967･

8.DictyosteliummacrocephalumHagiwara,YehetChien,Bull.Natn.Sci･Mus･Tokyo,Ser･B,ll:104,

1985.

9.DictyosteliumminutumRaper,Mycologia,33:634,1941･

10.Dictyosteliumminutumvariant

子実体の形と大きさの点で小形種のD.minutumに類似するが,胞子が楕円形で明瞭なPGを

持ち,そのPGを構成する頼粒が散在する点で明らかにこれと異なる.

ll.D.monochasioidesHagiwara,Bull.Natn.Sci.Mus･Tokyo,16:494,1973･

本種は,熱帯および亜熱帯に分布し(Hagiwaraetal.,1992),日本では与那国島,西表島,石

垣島において存在が確認されていた(Hagiwara,1989).Cavender&Kawabe(1989)は,本棟が

日本の暖温帯に分布することを報告したが,採集地名を明記していない.したがって,今回の報

告が本種の日本における北限の地名を示す最初の報告である.

12.Dictyosteliummonochasioidesvariant

子実体がしばしば単軸分枝を持つ点で中形種のD.monochasioidesに類似するが,やや小形の

子実体を作り,pGが認められない点でこれと異なる.

13.DictyosteliumpolycephalumRaper,J.Gen.Microbiol.,14:717,1956.

14.DictyosteliumpurpureumOlive,Proc.Amer.Acad.Arts&Sci.,37:340,1901.

15.PolysphondyliumcandidumHagiwara,Rept.ToltoriMycol.Inst.(Japan),10:59l,1973.

16.PolysphondyliumpallidumOlive,Proc.Amer.AcadArts&Sci.,37:341,1901.

I7･Polysphondyliumpallidumvariant

白色の子実体を作り,柄の先端が著しく伸びることがない点でP.pallidumに類似するが,p.

pallidumの交配テスト株であるCK-8,CK-9と交配せず,子実体の外形および胞子の形と大き

さの点でP.pallidumと明らかに異なる.

18.PolysphondyliumviolaceumBrefTeld,Unters.Gesammtgeb.Mykol.,6:I,1884.

ⅠⅠ. 分離種数と総頻度

吹上御苑の調査地 10ヶ所における細胞性粘菌の種構成と総頻度は,第1図に示されている.上記

のAcytosteliumlepEosomum群を1種,Dl'ctyosteliumbrefeldianum群の4つのグループをそれぞれ l

種と見なすと,全分離種数は21種となる.10ヶ所のうち,最47.は観港亭付近と北塀沿いの5種であ

り,最多は松材捨て場の14種であった.また,調査地 10ヶ所の総頻度は,362であった.そのうち

最低は北塀沿いの260であり,最高は松材捨て場の480であった.



萩原博光･川上新一

図1. 皇居の吹上御苑10ヶ所における細胞性粘菌の種構成および総頻度.Fig･l･Speciesandtotalfrequenciesofdictyostelidsat10collecti
onsitesintheFukiageGardensoftheImperialPalace･A･sp:theA･leptosomumcomplex.a-S:D.aure
o-stli'esvar.aureo-stlj'es.breA:GroupAoftheD･brefeldianumcomplex･breB:GroupBo

ftheD･brefeldianumcomplex.breC:GroupCoftheD･brefeldianumcompl
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Summary

ThedictyostelidflOrawasinvestigatedintheFukiageGardensoftheImperialPalacelocatedat

about35040'Nand139045'Einanorthernmostpartorthewarm-temperatezone･Eighteentax礼wereob-

tained,ofwhich11wereidentifiedwithknownspecies;Dictyosteliumaureo-stlPesvar.aureoISllPes,D.

giganteum,D.lavandulum,D.macrocephalum,D.minutum,D.monochasioides,D.polycephalum,D.

purpureum,Polysphondyliumcandidum,P･pallidum,andP.violaceum･Anothertwowerespeciescom-

plex;theAcytosteliumleptosomumcomplexandtheDictyosteliumbrefeldianumcomplex,thelatterof

whichwascomposedoffoursubgroups.Theotherfivehavenotbeenidentifiedyetandweretentatively

named "Dictyostelium brefeldianum variant","D.delicatum variant","D.minutum variant",
"D.monochasioidesvariant",and"Polysphondyliumpallidumvariant",respectively.

Fromtheresultsofthisinvestigation,thesumtotalofspeciesfrequenciesofdictyostelidswas362,

whichwasalittlelowvaluebycomparisonwiththoseoranothernorthernmostpartsorthewam-

temperatezoneinJapan.
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皇居の植物目録☆

ListorPlantsintheImperialPalace,Tokyo*

この度の調査研究で確認された仝植物の目録である.植物群の配列は維管束植物,コケ類,藻類,

地衣帝,菌類,細胞性粘菌類,変形菌類の順序で並べた.属と種の配列はabc順に配列 した.

維管束植物 vascularPlants

シダ植物門 pteridophyta
イワヒバ科 Selaginellaceae

SelaginellaremottfoliaSpring クラマゴケ

ハナヤスリ科 Ophioglossaceae

Botrychiumternatum(Thunb.)Sw.
フユノハナワラビ

トクサ科 Equisetaceae

EquisetumarvenseL. トクサ
ゼンマイ科 Osmundaceae

OsmundajaponicaThunb.ゼンマイ
コバノイシカグマ科 Dennstaedtiaceae

Hypolepispunctata(Thunb.)Mett.exKuhn
イワヒメワラビ

ホウライシダ科 parkeriaceae

Coniogrammejaponica(Thunb.)Diels
イワガネソウ

イノモ トソウ科 Pteridaceae

PteridL-um aquilinum (L.)Kuhnvar.latiusculum
(Desv.)Und. ワラビ
PteriscreticaL. オオバノイノモ トソウ

PterismultljidaPoir, イノモ トソウ

オシダ科 Dryopteridaceae

Cyrtomiumfalcatum(Lf.)Presl
オニヤブソテツ

CyrtomiumfortuneiJ.Sm.var.fortunei
ヤブソテツ

CyrtomiumfortuneiJ.Sm.var.clivicola(Makino)
Tagawa ヤマヤブソテツ

Dryopteriserythrosora(Eaton)0.Kuntze.
ベニシダ

DryopterishondoensisKoidz. オオペニシダ

Dryopterisunlformis(Makino)Makino
オクマワラビ

Polystt'chumjibrillosopaleaceum(Kodama)Tagawa
アスカイノデ

PolystichumlonglfronsSa.Kurata
アイアスカイノデ

Polystichumtrlbteron(Kunze)Presl

ジュウモンジシダ

ヒメシダ科 Thelypteridaceae

Thelypterisacuminata(Houtt.)Morton ホシダ

Thelypterispalustris(Salisb.)Schott ヒメシダ

Thelypterisvl'ridlfronsTagawa
ミドリヒメワラビ

Stegnogrammepozoi(Lagasca)K.Iwats.subsp.
mollissima(Fisch.exKunze)K.Iwats. ミゾシダ
Woodsiaceae イワデンダ科

Athyriumniponicum(Mett.)Hance イヌワラビ

Depariaconilii(Franch.&Sav.)M.Kato
ホソバシケシダ

Depariajaponica(Thunb.)M.Kato シケシダ

Matteucciasrtuthiopteris(L.)Todaro
クサソテツ

OnocleasensibilisL.var.interruptaMaxim.
コウヤワラビ

ウラボシ科

Lepisorusthunbergianus(Kaulf.)Ching
ノキシノブ

種子植物門 Spermatophyta

裸子植物綱 Gymnospermae

イチョウ科 Ginkgoaceae

GinkgobilobaL. イチョウ
マツ科 pinaceae

AbiesfirmaSiebold&Zucc.モミ
CedrusdeodaraLoud. ヒマラヤスギ

Pinusdenslj70raSiebold&Zucc. アカマツ

PinusthunbergiiParl. クロマッ
スギ科 Taxodiaceae

CryptomeriajaponicaD.Don スギ

ヒノキ科 Cupressaceae

Chamaecyparisobtusa(Siebold&Zucc.)Endl.
ヒノキ

Chamaecyparispislfera(Siebold&Zucc.)Endl.
サワラ

マキ科 podocarpaceae

PodocarpusmacrophyllusLam. イヌマキ
イチイ科 Taxaceae

*国立科学博物館植物研究部 (編)305-0005つくば市天久保∠LLl
CompiledbytheDepartmentorBotany,NationalScienceMuseum,Tokyo Amakubo4-1｣,
Tsukuba,305-0005Japan
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Torreyanuclfera(L.)Siebold&Zucc. カヤ

被子植物亜門 Angiospermae

双子葉植物綱 Dicotyledoneae

離弁花亜綱 Archichlamydeae

クルミ科 Juglandaceae

Juglansmandshurica Maxim.subsp.siebodiana
(Maxim.)Kitam. オニグルミ

PlatycarpastrobilaceaSiebold&Zucc. ノグルミ
ヤナギ科 salicaceae
SalixchaenomeloidesKimura

アカメヤナギ (マルバヤナギ)

SalixgracilistylaMiq. ネコヤナギ

SalixintegraThunb. イヌコリヤナギ

SalixjaponicaThunb. シバヤナギ (イシャナギ)
カバノキ科 Betulaceae
AlnushirstutaTurcz. ケヤマハンノキ

Alnusjaponica(Thunb.)Steud.ハンノキ
AlnustraveculosaHand.lMazz.

サクラバハンノキ

CarpinusjaponicaBlume クマシデ

CarpinuslaxljZora(Siebold&Zucc.)Blume
アカシデ

CarpinustschonoskiiMaxim. イヌシデ
ブナ科 Fagaceae
CastaneacrenataSiebold&Zucc. 91)

CastanopsIS Sieboldii (Makino) Hatus. ex
T.Yamaz.&Mashiba スダジイ

Cyclobalanopsisacuta(Thunb.)Oersted
アカガシ

Cyclobalanopsisglauca(Thunb･)Oersted
アラカシ

Cyclobalanopsismyrsintfolia(Blume)Oerst.
シラカシ

FaguscrenataBlume ブナ

Lithocarpusedulis(Makino)Nakai マテバシイ
QuercusacutaMurray アカガシ

QuercusacutissimaCarr. クヌギ

QuercusalienaBlume ナラガシワ

QuercusdentataThunb. カシワ

QuercusmongolicaFisch.exLedeb.var.crispula

(Blume)H.Ohashi ミズナラ
QuercusphillyraeoidesA.Gray ウバメガシ

QuercusserrataMurray =+9
ニレ科 Ulmaceae

Aphanantheaspera(Thunb.)Planch. ムクノキ
CeltissinensisPers.Lj+

Zelkovaserrata(Thunb.)Makino ケヤキ
クワ科 Moraceae
BroussonetiakazinokiSiebold ヒメコウゾ

Broussonetiapapyrlfera(L.)L'Her.exVent.
カジノキ

FicuserectaThunb. イヌビワ

HumulusjaponicusSiebold&Zucc. カナムグラ

MorusbombycisKoidz.ヤマグワ
イラクサ科 Urticaceae

BoehmerialongispicaSteud.ヤブマオ

BoehmerianlPononiveaKoidz. カラムシ

BoehmeriaplatamfoliaFranch.&Sav.
メヤブマオ

ElatostemaumbellatumBlumesubsp.umbellatum
ヒメウワバミソウ

ElatostemaumbellatumBlumevar.majusMakino
ウワバミソウ

pileahamaoiMakino ミズ

pileamongolicaWedd. アオミズ

UrticathunbergianaSiebold&Zucc. イラクサ
ヤ ドリギ科 Loranthaceae
Viscunalbum L.var.rubroauranticum Makinof.

lutescens(Makino)H.Hara ヤ ドリギ
タデ科 polygonaceae

Antenoronjilllforme(Thumb.)Roberty&Vautier
ミズヒキ

Antenoronneofillforme(Nakai)H.Hara
シンミズヒキ

Fagopyrumdibotrys(D.Don)H.Hara
シヤクチリソバ (シュッコンソバ)

Persicariajaponica(Meisn.)H.Gross
シロバナサクラタデ

Persicarialongiseta(DeBruyn)Kitag. イヌタデ

Persicarianlbponensis(Makino)H.Gross
ヤノネグサ

Periscariasieboldii(Meisn.)Ohki
アキノウナギツ カミ

Persicariathunbergii(Siebold&Zucc.)H.Gross
ミゾソバ

Persicariayokusaiana(Makino)Nakaiハナタデ

Pleuropterusmultljlorus(Thunb.)Turcz.
ソル ドクダミ

ReynoutriajaponicaHoutt. イタドリ
RumexasetosaL. スイバ

Rumex･obtuslfoliusL. エゾノギシギシ

ャマゴボウ科 phytolaccaceae

PhytolaccaamericanaL. ヨウシュヤマゴボウ
ヒエ科 Amaranthaceae

AchyranihesbidentataBlumevar.japonicaMiq.
イノコズチ

ナデシコ科 Caryophyllaceae

CerastiumglomeratumThuill.
オランダミミナグサ

Myosotonaquaticum(L.)Moench ウシハコベ

SaginajaponicaWeihe ツメクサ
StellarianeglectaWeihe ミドリハコベ

モクレン科 Magnoliaceae

MagnoliakobusDC. コブシ

MagnoliaobovataThunb. ,i;T))+
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マップサ科 schisandraceae

Kadmrajaponica(Thunb.)Dunal サネカズラ
クスノキ科 しauraceae

CinnamomumcamphoraSiebold クスノキ

CinnamomumjaponicumSiebold ヤブニッケイ

Linderaglauca(Siebold&Zucc.)Blume
ヤマコウバシ

LinderaobtusilobaBlume ダンコウバイ

Linderapraecox(Siebold&Zucc.)Blume
アブラチャン

LinderaumbellataThunb. クロモジ

MachilusthunbergiiSiebold&Zucc. タブノキ

Neolitseasericea(Blume)Koidz. シロダモ

フサザクラ科 Eupteleaceae
EupteleapolyandraSiebold&Zucc. フサザタラ

カツラ科 Cercidipbyllaceae

CercidlPhyllumjaponicumSiebold&Zucc.
カツラ

Cercidiphyllum japonicum Siebold & Zucc.f.

pendula(Miyoshi)Ohwi シダレカツラ
キンポウゲ科 Ranunculaceae

AdonisamurensisRegel&Radde フグジュソウ

Anemonej7accidaF.Schmidt ニリンソウ

CimicljTugasimplex(DC.)Turcz.
サラシナショウマ

DelphiniumanthrisclfoliumHance
セリバヒエンソウ

RanunculusternatusThunb. ヒキノカサ

Semiaquilegiaadoxoides(DC.)Makino ヒメウズ
メギ科 Berberidaceae

Mahouiajaponica(Thunb.)DC.
ヒイラギナンテン

アケビ科 しardizabalaceae

Akebiaquinata(Thunb.)Decne. アケビ

スイレン科 Nymphaeaceae

Nupharsubintegerrimum(Caspary)Makino
ヒメコウホネ

ドグダミ科 saururaceae

HouttuyniacordataThunb. ドクダミ

Saururuschinensis(Lour.)Baill.ハンゲショウ
センリョウ科 Cbloranthaceae

Chloranthusserratus(Thunb.)Roem.&Schult.
フダリシズカ

ウマノスズクサ科 Aristolochiaceae

Heterotropablumei(Duchart.)F.Maek.
ランヨウアオイ

Heterotropanipponica(F･Maek.)F･Maek･
カンアオイ

ツバキ科 Teaceae

CamelliajaponicaL. ヤブツバキ

CamelliasasanquaThunb.サザンカ

Camelliasinensis(L.)0.Kuntze チャノキ

CleyerajaponicaThunb.サカキ
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EuryajaponicaThunb. ヒサカキ

Ternstroemiagymnanthera(Wight&Arn.)Sprangue
モツコク

オトギリソウ科 Guttiferae

HypericumerectumThunb.オ トギリソウ
ーSarothralaxa(Blume)Y.Kimura コケオトギリ

ケシ科 papaveraceae

ChelidoniumjaponicumThunb.ヤマブキソウ
Chelidonium majusL.var.asiaticum (H.Hara)
Ohwi クサノオウ

Corydalisdecumbens(Thunb.)Pers･
ジロボウエンゴサク

Corydalisincisa(Thunb.)Pers. ムラサキケマン

Macleayacordata(Willd.)R.Br. タケニグサ
アブラナ科 Cruciferae

CardaminejlexuosaWith. タネツケバナ

NasturtiumonicinaleR.Br.
オランダガラシ (クレソン)

Orychophragmusviolaceus0.E.Schultz
オオアラセイトウ (ニオイアラセイトウ,シヨ

カツサイ)

RaphanussativusL.var.hortensisBacker
ダイコン

Rorippaindica(L.)Hiern イヌガラシ

Wasabiajaponica(Miq.)Matsum. ワサビ
スズカケノキ科 plantanaceae

PlantanusxhispanicaMdnchh.
モミジバスズカケ

マンサク科 Hamamelidaceae

DistyliumracemosumSiebold&Zucc. イスノキ

LiguidambarformosanaHance フウ
ベンケイソウ科 Crassulaceae

SedumbulblferumMakino コモチモンネングサ
ユキノシタ科 Saxifragaceae

AstilbemicrophyllaKnoll チダケサシ

Chrysospleniumjaponicum(Maxim.)Makino
ヤマネコノメソウ

DeutziacrenataSiebold&Zucc. ウツギ

HydrangeainvolucrataSiebold タマアジサイ

Hydrangeamacrophylla(Thunb.)Ser.f.macro-

phylla アジサイ

Hydrangeamacrophylla(Thunb.)Ser.f.normalis

(E.H.Wilson)H.Hara ガクアジサイ

Hydrangeascandens(Lf.)Ser. ガクウツギ

Hydrangeaserrata(Thunb.)Ser. ヤマアジサイ

Hydrangeaserrata(Thunb.)Ser.var.megacarpa

(Ohwi)班.Ohba エゾアジサイ

トベラ科 pittosporaceae

Pittosporumtobira(Thunb.)Aiton トベラ
バラ科 Rosaceae

AgrimoniapilosaLedeb.var.japonica(Miq.)Nakai
キンミズヒキ

Duchesneachrysantha(Zoll.&Mor.)Miq.
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ヘビイチゴ

Duchesneaindica(Andr.)Focke ヤブヘビイチゴ

Eriobotryajaponica(Thunb.)Lindl. ビワ

GeumjaponicumThumb. ダイコンソウ

Kerriajaponica(Thunb.)DC.ヤマブキ

MalustoringoSiebold ズミ

PhotiniaglabraMaxim. カナメモチ

ミカン科 Rutaceae

Fagaraailanthoides(Siebold&Zucc.)Engl.
カラスザンショウ

OrixajaponicaThunb. コクサギ

PhellodendronamurenseRupr. キハダ

Zanthoxylumplj)eritum(L･)A.P.DC･
サンショウ

Pourthiaea villosa(Thunb.)Decne.var.laevis ニガキ科 Simaroubaceae

(Thumb.)Stapr カマツカ
prunusarmeniacaL. アンズ

PrunusbuergerianaMiq. イヌザタラ

prunusgrayanaMaxim. ウワミズザクラ

PrunusjamasakuraSieboldexKoidz.ヤマザクラ
PrunusmumeSiebold&Zucc. ウメ

PrunuspendulaMaxim.f.pendula エ ドヒガン

PrunuspersicaBatsch モモ

PrunuspseudocerasusLindl. シナミザクラ
PrunussalicinaLindl.スモモ

Prunusverecunda(Koidz.)Koehne
カスミザクラ

Prunus̀Autumnalis' ジュウガツザクラ

prunus̀Longipes' シラタキザクラ (近似)

Prunus'Sekiyama'サ トザクラ (カンザン)

Pyracanthacrenulata(D.Don)Roem.
カザンデマリ

Pyruspyrljuia(Burm.f.)Nakai ナシ

RosajasminoidesKoidz.モリイバラ

RosamultEjloraThunb. ノイバラ
RubushirsutusThunb. クサイチゴ

Stephandraincisa(Thunb.)Zabel コゴメウツギ

マメ科 Leguminosae

AmphicarpaeaedgeworthiiBenth.var.japonicaOliv.
ヤブヤ メ

DesmodiumoldhamiiOliv. フジカンゾウ

Desmodium podocarpum DCISubsp.oxyphyllum

(DC.)H.Ohashivar.mandshuricumMaxim.
ヤブハギ

Desmodiumracemosum(Thunb.)DC.
ヌスビトハギ

Lespedeza Ǹipponica' ニシキハギ

puerarialobata(Willd.)Ohwi クズ

SophoraJaPOnicaL. エンジュ

TrlfoliumrepensL. シロツメクサ

ViciaangustlfoliaL.
ヤハズェンドゥ (カラスノエンドウ)

カタバミ科 Oxalidaceae

OxaliscorniculataL. カタバミ

OxalisstrictaL. オッタチカタバミ

トウダイグサ科 Euphorbiaceae

Mallotusjaponicus(Thunb.)Muell･-Arg･
アカメガシワ

ユズリハ科 Daphniphyllaceae

DaphniphyllummacropodumMiq･ユズリハ

AilanthusaltissimaSwingle シンジュ

Picrasmaquassioides(D.Don)Bennet ニガキ
ウルシ科 Anacardiaceae

RhusjavanicaL.var.roxburghii(DC.)Rehder
ヌルデ

RhussuccedaneaL ハゼノキ

カエデ科 Aceraceae

AceramoenumCarr. オオモミジ

Acerbuergerl-anumMiq. トウカエデ

AcercarpinljToliumSiebold&Zucc.チ ドリノキ

AcermonoMaxim.var.ambiguum(Pax)Rehder
オニイタヤ

Acermono Maxim.var.connivens (Nichols.)
H.Hara ウラゲエンコウカエデ

AcerpalmatumThunb. イロハモミジ

AcerpycnanthumK.Koch ハナノキ

ムクロジ科 sapindaceae

SapindusmukurossiGaertn. ムクロジ

トチノキ科 Hippocastanaceae
AesculusturbinataBlume トチノキ

ツリフネソウ科 Balsaminaceae

LmpatienstextoriiMiq. ツリフネソウ

モチノキ科 Aquifbliaceae
llexcrenataThunb. イヌツゲ

IlexintegraThunb.i+/*

IlexpedunculosaMiq･ ソヨゴ
llexrotundaThunb. クロガネモチ

LlexserrataThunb. ウメモ ドキ

ニシキギ科 celastraceae

EuonymusoxyphyllusMiq. ツリバナ

EuonymussieboldianusBlume マユ ミ

ミソバウツギ科 Staphyleaceae

Euscaphisjaponica(Thunb.)Kanitz ゴンズイ

StaphyleabumaldaDC. ミツバウツギ
ツゲ科 Buxaceae

PachysandraterminalE'sSiebold&Zucc.
フツキソウ

クロウメモ ドキ科 Rhamnaceae
BerchemiaracemosaSiebold&Zucc.

クマヤナギ

HoveniadulcisThunb. ケンポナシ

Hoveniatomentella(Makino)Nakai
ケケンポナシ

ブドウ科 Vitaceae

Ampelopsis brevlbedunculata (Maxim.)Trautv.
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var.heterophylla(Thunb.)H.Hara /アドhr)

Cayratiajaponica(Thunb.)Gagn.ヤブカラシ

Parthenocissus tricuspidata (Siebold & Zucc.)
Planch. ツタ

シナノキ科 Tiliaceae

Corchoropsistomentosa(Thunb.)Makino
カラスノゴマ

アオイ科 Malvaceae
HibiscusmutabilisL. フヨウ

アオギリ科 Sterculiaceae

FirmianaplatanlfoliaSchott&Endl.f.tomentosa
H.Hara アオギリ

ジンチョウゲ科 Thymelaeaceae

DaphnepseudomezeleumA.Gray *=h iリ
グミ科 Elaeagnaceae

ElaeagnusmultljloraThumb. ナツグミ

Elaeagnus umbellata Thunb.var.rotundlfolia
Makino アキグミ

イイギリ科 しacourtiaceae

ldesiapolycarpaMaxim. イイギリ
スミレ科 violaceae

ViolagrypocerasA.Gray タチッボスミレ
ViolahondoensisW.Becker&H.Boissieu

アオイスミレ

ViolakeiskeiMiq.f.okuboi(Makino)F.Maek.
ケマルバスミレ

Vl'olaverecundaA.Gray ツボスミレ

キブシ科 Stachyuraceae

StachyuruspraecoxSiebold&Zucc. キブシ
ウリ科 Cucurbitaceae

Gynostemmapentaphylla(Thunb.)Makino
アマチャズル

Trichosanthes cucumeroides (Ser.) Maxim.ex
Franch.&Sav. カラスウリ

TrichosantheskirilowiiMaxim.var.japonica(Miq.)
Kitam. キカラスウリ

ミソハギ科 しythraceae

Lythrumanceps(Koehne)Makino ミソハギ

アカバナ科 Onagraceae
circaeamollisSIebold&Zucc. ミズタマソウ

LudwigiaepiloboidesMakino チョウジタデ

LudwigiastlPulacea(Ohwi)Ohwi ミズキンバイ
OenotherabiennisL. メマツヨイグサ

ウリノキ科 ALangiaceae

MarleaplatantfoliaSiebold& Zucc.var.triloba

Miq. ウリノキ
ミズキ科 cornaceae

AucubajaponicaThunb. 7**

Benthamidiajaponica(Siebold&Zucc.)H.Hara
ヤマボウシ

cornuscontroversaHemsl. ミズキ

CornusmacrophyllaWall. クマノミズキ
Helwingiajaponica(Thunb.)F.G.Dietr.
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ハナイカダ

ウコギ科 Araliaceae

Acanthopanaxspinosus(Lf.)Miq. ウコギ

Fatsiajapotu-ca(Thunb.)Decne.&Planch.
ヤツデ

Hederarhombea(Miq.)Bean キヅタ

Kalopanaxpictus(Thunb.)C.K.Schneid.
ハリギリ

セリ科 Umbelliferae

Centellaasiatica(L.)Urban ツボクサ

Chamaeledecumbens(Thunb.)Makino
セントウソウ

HeracleumnipponicumKitag.ハナウド

HydrocotylemaritimaHonda ノチ ドメ

OenanthejavanicaDC. セリ

Osmorhizaaristata(Thunb.)Makino&Yabe
ヤブニンジン

合弁花亜綱 Metachlamydeae
ツツジ科 Ericaceae

Enklanthusperulatus(Miq.)C.K.Schneid.
ドウダンツツジ

PierisjaponEca(Thunb.)D.Don アセビ

RhododendrondilatatumMiq. ミツバツツジ

Rhododendronindicum(L.)Sweet サツキ

RhododendronkaempferiPlanch.ヤマツツジ

Rhododendronmucronatum(Blume)G.Don
シロリュウキュウ

Rhododendronobtusum(Lindl.)Planch.'Yaegiri'
ヤエギリ

ヤブコウジ科 Myrsinaceae

Bladhiacrenata(Sims)H.Hara マンリヨウ

BladhiajaponicaThunb.ヤブコウジ
サクラソウ科 primulaceae

LysimachiaclethroidesDuby オカトラノオ

Lysimachiajapofu'caThunb. コナスビ
PrimulasieboldiiE.Morr.サクラソウ
カキノキ科 Ebenaceae

DiospyroskakiThumb. A*

DiospyroslotusL. マメガキ

エゴノキ科 Styracaceae

StyraxjaponicaSiebold&Zucc.L37 *
StyraxobassiaSiebold&Zucc.ハクウンボク
モクセイ科 oleaceae

LigustrumjaponicumThunb. ネズミモチ

LigustrumlucidumAiton トウネズミモチ

LigustrumobtuslfoliumSiebold&Zucc.
イボタノキ

LigustrumovallfoliumSiebold&Zucc.
オオバイボタ

Osmanthusheterophyllus(G.Don)P.S.Green
ヒイラギ

クマツヅラ科 Verbenaceae

CallicarpajaponicaThunb. ムラサキシキブ
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Gomphonemaglacilevar.auritum (Braun)Van
Heurck

GomphonemaintricatumKtitzing

Gomphonemaparvulum(Ktitzing)Kdtzing
Gomphonemasp.

GomphonemasphaerophorumEhrenberg

GomphonematruncatumEhrenberg

Gyrosigmakiitzingii(Grunow)Cleve
Gyrosigmascalproides(Rabenhorst)Cleve

Hantzschiaamphioxys(Ehrenberg)Grunowvar.
amphioxys

NaviculabicontractaOestrup

Navicula capitata Ehrenberg var. hungarica
(Grunow)凪oss
NaviculacarminataHustedt

NavE'culaclementisGrunow

NaviculacontentaGrunow

NaviculacryptocephalaKBtzing
Naviculacuspidata(Kdtzing)K瓜tzing

NaviculadecussisOestrup
Navicula dicephala Ehrenberg var.elginensis
(Gregory)Cleve

NaviculaexilisKdtzing

Naviculagoeppertiana(Bleisch)H.L.Smith

NaviculaglobosaMeister

NaviculahastaPantocsekvar.gracilisSkvortzow

NaviculaignotaKrasskevar.lgnOta
Naviculaignotavar.anglicaLund
NaviculalaterostrataHustedt

NaviculaminimaGrunow

NaviculanothaWallace

Navicula peregrina (Ehrenberg) Kdtzing var.

kefvingensisEhrenberg
NaviculapseudolanceolataLange-Bertalot

NaviculapseudoventralisHustedt
NavicularadiosaKBtzingvar.tenella(Kntzing)
Grunow

NaviculasemenoidesHustedt

NaviculasoehrensisKrasskevar.muscicola(Peter-
sen)Krasske

NaviculatribialisLange-Bertalot
NaviculatrlPunctata(0.F.Mtiller)Bory
Navicula viridula (Katzing) Ehrenberg var.

rostellata(Kdtzing)C1eve
Neidium ajjPne(Ehrenberg)Pfitzervar.longiceps
(Grgory)Cleve

Neidiumbisulcatum(Lagerstedt)Cleve
NeidiumherrmanniiHustedt

Nitzschiapalea(Kdtzing)W.Smith
NitzschiapaleaceaGrunow
Nit=schiasigmoidea(Nitzsch)W.Smith

Nit=schiasinuata(Thwaites)Grunowvar.delognei
Lange-Bertalot
NitzschiasubacicularisHustedt

PinnulariaacrosphaeriaRabenhorst
PinnulariaborealisEhrenberg

Pinnulariabraunii(Grunow)Cleve
Pinnularia brevicostata Cleve var.sumatrana
Hustedt

Pinnularia dactylus Ehrenberg var.sumatrana
Hustedt

PinnulariadivergensW.Smithvar.divergens
Pinnulariadivergensvar.undulata(Peragallo&

Heribaud)Hustedt

PinnulariagibbaEhrenbergvar.gibba
Pinnulariagibbavar.dissimilisKobayasi

Pinnulariagibbavar.sancta(Grunow)Cleve

Pinnularialuculenta(Schmitt)Cleve

Pinnulariaminor(Kntzing)Rabenhorst

Pinnulariasp.

Pinnulariaviridis(Nitzsch)Ehrenberg

Plagiotropislepidoptera(Gregory)Kuntzevar.
proboscidea(Cleve)Reimer
PunctastrlatalinearisWilliams&Round

Rhopalodiagibba(Ehrenberg)0.Mtiller

Rhopalodiagibberula(Ehrenberg)0.Mtiller

Sellaphorabacillum(Ehrenberg)D.G.Mann

Sellaphoralaevissima(KBtzing)D.G.Mann

Sellaphorapupula(KBtzing)Mereschkowsky

Sellaphoraseminulum(Grunow)D.G.Mann

StauroneisancepsEhrenberg
StauroneiskriegeriiPatrick

StauroneislauenburgianaHustedt
StauroneisnobilisSchumann

Stauroneisphoenicenteron(Nitzsch)Ehrenbergf.

phoenicenteron

Stauroneisphoenicenteronf.gracilis(Ehrenberg)
Hustedt

StauroneissmithiiGrunow

StaurosiraconstruensEhrenbergvar.construens
Staurosiraconstruensvar.binodisP.B.Hamil

Staurosiraelliptica(Schumann)Williams&Round
Staurosirapinnata(Ehrenberg)Williams&Round
SurirellaangustaKdtzing

Surirellapantocksekii(Pantocsek)Meister
SynedraacusKdtzing
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ハブト植物門(プリムネシウム植物門) Haptophyta

パブロバ藻綱 pavlovophyceae
パブロバ目 Pavlovales

Pavlovasp.

プリムネシウム藻綱 Prymnesiophyceae

プリムネシウム目 Prymnesiales

ChrysochromulinaparvaLackey

ユーグレナ植物門(ミドリムシ植物門) Euglenophyta

ユーグレナ藻綱 Euglenophyceae

ユーグレナ目 Euglenales

EuglenaacusEhrenberg

EuglenaspirogyraEhrenberg

Euglenaspp･

LepocinclismassoniiLemmermann

Lepocinclisovum(Ehrenberg)Lemmermann

Phacuslongicaudd(Ehrenberg)Dujardin
PhacusorbicularisHubner

Phacuspomlformis(Conrad)Pochmann

PhacuspseudonordstedtiiPochmann

Trachelomonasarmata(Ehrenberg)Stein

Trachelomonashispida(Perty)Stein

TrachelomonasvolvocinaEhrenberg

緑色植物門 Chlorophyta

ブラシノ藻綱 Pracinophyceae
プセウドスコールフィールデイア目

Pseudoscourfieldiales

NephroselmzlsviridisStein
クロロデンドロン目 Chlorodendrales

Tetraselmiscordlformis(Carter)Stein

メソスティグマ藻綱 Mesostigmatophyceae

メソスティグマ目 Mesostigmales

MesostigmavirideLauterbourn

緑藻綱 Chlorophyceae
クラミドモナス目 Chlamydomonadales

Chlamydomonasspp.

Carteriaspp.

L,Obomonassp.

SphaerelopsissphaerelloidesPascher
ボルボックス目 volvocales

Basichlamyssaccullfera(Scherffel)Skuja

EudorinaelegansEhrenberg

GoniumpectoraleMdller

Pandorinamorum(0.F.MBller)Bory

Tetrabaenasociale(Dujardin)Nozaki&Itoh

ヨツメモ冒 Tetrasporales

ApiocystisbraunianaNageli
タロロコックム目 Chlorococcales

Ankistrodesmusbibraianus(Reinsch)Korsikov

AnkistrodesmusfuslformisCorda

Ankistrodesmusgracilis(Reinsch)Korsikov

Ankistrodesmusspiralis(Turner)Lemmermann
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Botryococcussp･

CoelastrumpseudomicroporumKorsikov

Crucigeniamucronata(G.M.Smith)Komarek

Crucigeniatetrapedia(Kirchner)W.&G.S.West

Crucigeniellaapiculata(Lmmermann)Komarek

DictyosphaeriumpuchellumWood

DimorphococcuslunatusA･Braun
Hydrodictyonreticulatum(Linnaeus)Lagerheim

Kirchneriellalunaris(Kirchner)Moebius

Kirchneriellaobesa(W.West)Schmidle

MicractiniumpusillumFresenius

Monoraphidiumarcuatum(Korsikov)Hindak

Monoraphidium contortum (ThuretinBribisson)

Komarkova-Legnerova

MonoraphidiumgrLj卵thiiKomarkova-Legnerova

Pediastrumangulosum(Ehrenberg)Meneghini

Pediastrumboryanum(Turpin)Meneghini

PediastrumduplexMeyen

PediastrumslmPlexMeyen

PediastrumslmPlexvar.echinulatumWittrock

Pediastrumtetras(Ehrenberg)Ralfs

Scenedesmusacuminatus(Lagerheim)Chodat

ScenedesmusacutusMeyen
ScenedesmusbernardiiG.M.Smith

ScenedesmusbrasiliensisBohlin

ScenedesmusdenticulatusLagerheim

Scenedesmusdisclformis(Chodat)Fott&Komarek
ScenedesmusheLveticusChodat

ScenedesmusintermediusChodat

Scenedesmuslunatus(W.&G.S.West)Chodat

ScenedesmusopoliensisP･Richter
ScenedesmusovalternusChodat

ScenedesmusperforatusLemmermann

Scenedesmusquadricaudb(Turpin)Bribisson

ScenedesmussmithiiTeiling

ScenedesmusspinosusChodat
ScenedesmusverrucosusRoll

TetradesmuslunatusKorsikov

Tetraedroncaudatum(Corda)Hansgirg

TetraedronincusI(Teiling)G.M.Smith
Tetraedronminimum(A.Braun)Hansgirg

Tetrastrumheteracanthum(Nordstedt)Chodat

Tetrastrumstaurogeniaeforme(Schr6der)Lemmer-
nlann

Westellabotryoides(W.West)DeWildeman
ヒビミドロ目 Ulotrichales
GloeotilacontortaChodat

Klebsormidiumjlaccidum(A.Braun)Silva,Mattox
&Blackwell

StichococcusbacillarisNageli

カエ トフォラ目 Chaetophorales

AphanochaeterepensA.Braun
Coleochaetesp.
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Pseudendocloniumsp.?

Psedopleurococcussp.?

スミ.レモ目 Trentepohliales

Trentepohliasp.

シオグサ日 Cladophorales

Cladophorafracta(MdllerexVahl)Kdtzing

Cladophoraglomerata(Linnaeus)Ktitzing

Cladophorasp.

PithophoracleveanaWittrock

Rhizocloniumsp.

ホシミドロ冒 Zygnematales

Closteriumacerosum(Schrank)EhrenbergexRalfs

ClosteriumehrenbergiiMeneghiniexRalfs

Closteriummonillferum(Bory)EhrenbprgexRalfs
Cosmarium botrytis (Meneghini) Ralfs.var.
subtumidumWittrock

Cosmarium hornavanensisGutwinskivar.dubo-

vianum(Ltltkemiuler)Ruzicka

Cosmariumhumile(Gay)Nordstedt
CosmariumvariolatumLundell

Cosmariumsp.

Pleurotaeniumtrabecula(Ehrenberg)Nageli

Staurastrumchaetoceras(Schr6der)G.M.Smith

Staurastrum disputatum W.& G.S.Westvar.
sinense(Ltitkemdller)W.&G.S.West
SiaurastrumtetraceumRalfs

車軸藻綱 charophyceae
シャジクモ目 Charales
C血arabrauniiGmelin

地衣類 Lichems

ホシゴケ目 Arthoniales

ワタゴケ科 Chrysotrichaceae

Chrysothrixj7avovirensTonsberg

0pegraphaceae

Opegraphasp.1
0pegraphasp.2

0pegraphasp.3
ビンゴケ目 Caliciales

Mycocaliceae

ChaenothecopsisnigraTibell
ドチデア冒 Dothideales
Lichenotheliaceae

Lichenotheliasp.1

Lichenotheliasp.2
サラゴケ目 Gyalectales

サラゴケ科 Gyalectaceae

Dimerellaepiphylla(Mtill.Arg.)Malme
ウスチャサラゴケ

DimerellakawanaeHarada&Vezda

RamonialuteolaV芭zda

チヤシブゴケ目 Lecanorales

ホウネンゴケ科 Acarosporaceae

Acarosporasp.
Biatoraceae

Bacidiasp.1

Bacidiasp.2

Lecaniaerysibe(Ach.)Mudd モエギレカニア
ハナゴケ科 Cladoniaceae

Cladoniacaespiticia(Pers.)F16rke ドテハナゴケ

CladoniahLLmilis(With.)J.R.Laundon
ヒメジョウゴゴケ

チャシブゴケ科 しecanoraceae

LecanoraJaponicaMtill.Arg.
LecanorapulverlilentaMtill.Arg. コナイボゴケ

Lecanorasp.

Lecidellasp.

Scoliciosporumumbrinum(Ach.)Arnold
シオゴケ

ヘリトリゴケ科 しecideaceae

Lecideasp.
ハナビラゴケ科 pannariaceae

Leprolomavouauxii(Hue)J.R.Laundon

ムカデゴケ科 Physciaceae

Amandineasp.

Buelliasp.

Phaeophysciarubropulchra(Degel.)Moberg
コナアカハラムカデゴケ

Physciellamelanchra(Hue)Essl.

Pilocarpaceae

Felhanerasp.
Porpidiaceae

porpidia albocaerulescens (WLulfen) He,tel &

Knoph ヘリトリゴケ
テロスキステス科 Theloschistaceae

Caloplacacitrina(Hoffh.)Th.Fr.

Caloplacasp.

Trapeliaceae

Placynthiellaicmalea(Ach.)Coppins&P.James
Trapeliacoarctata(Sm.)M.Choisy

TrapeliaplacodioidesCoppins&P.James
リキナ目 Lichinales

リキナ科 しichinaceae

LichinellajaponicaHarada&Henssen

PyrenopsISSP.

キゴウケゴケ冒 Opegraphales
キゴウゴケ科 Opegraphaceae

Enterographaanguinella(Nyl.)Redinger
クチナワゴケ

サネゴケ目 Pyrenulales
Trichotheliaceae

Porinasp.I

Porinasp.2
アナイボゴケ目 Verrucariales

アナイボゴケ科 Vermcariaceae

Agonimiapacljica(Harada)Diederich マエゴケ



皇居の植物目録

EndocarponJaPOnicumHarada

EndocarponneopallidulumHarada

EndocarponsuperpositumHarada

Polyblastiasp･

Verrucariasp･I

Verrucariasp.2

不完全地衣類 (Imperfectlichen)

Botryoleprarialesdainii(Hue)Canals,Hernandez-

Marine,G6mez-Bolea&Llimona

LeprarialobljicansNyl･

Leprariasp･1

Leprariasp･2

Leprariasp･3
Leprariasp･4

Leprariasp.5

Nopreciseposition

Lichensp.1

Lichensp.2

Lichensp.3
Lichensp.4

菌頬及び偽菌類 FungiandPseudofungi

卵菌門 (偽菌頬) oomycota

卵菌綱 Oomycetes

フクロカビモドキ冒 01pidiopsidales

OIpL'diopsissp.

フハイカビ目 Pythiales

Pythiumsp.

ミズカビ目 Saprolegniales

Achlyacf.A.conspicuaCoker

Achlyaj7agellataCoker

Achlyasp.

AchlyastellatadeBary

Aphanomycessp.

DictyuchusstirileCoker

Saprolegniasp･

SaprolegniaterrestrisCooksonexSeymour

mraustothecaclavata(deBary)Humphrey

ツボカビ門 (以下菌類) chytridiomycota

古生ツポカビ冒 Myxochytridiales

Synchytriumminutum(Pat･)Gaum･
クズ赤渋病菌

接合菌門 Zygomycota
エクリナ目 Eccrinales

EnterobryusoxidiLichtwardt

ハエカビ冒 Ent叩10phthorales

Amphoromorphasp.

Eryniasp.
キクセラ目 Kickxellales

CoemansiaacL'cullferaLinder
CoemansiaerectaBainier
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子嚢菌門 Ascomycota

不整子嚢菌綱 Plectomycetes
コウジカビ目 Eurotiales

Emericellanidulans(Eidam)Vuill.

EupenicilliumbrejTeldianum(B.0･Dodge)Stolk&
D.B.Scott

Eupenicilliumjavanicum(JIF.H.Beyma)Stolk&
D.B.Scott

Neosartoryajisheri(Wehmer)Malloch&Cain

NeosartoryaSPE.nOSa(Raper&Fennell)Kozak

Talaromycesluteus(Zukal)C.R.Benj.
ウドンコカビ目 Erysiphales

(Erysiphaceae)sp.1 (不完全時代)
(Erysiphaceae)sp.2 (不完全時代)

Erysl'phecichoracearumvar.cichoracearumDC.
Eryslbheglycinesvar.glycinesTaiemend.Zheng

Erysl'phegracilisvar.gracilisZheng&Chen

Erysiphegracilisvar.longlSSimaNomura

EryslbhemallotiZ.X.Chen&Gao
Erysl'phemayoriivar.JaponicaU.Braun&Nomura

Erysl'phepileaeU.Braun

Erysl'phesp.1(不完全時代)

Erysl-phesp.2(不完全時代)
Erysiphesp.3(不完全時代)

Eryslbhesp,4(不完全時代)
MicrosphaeraalphitoidesGriff.&Maubl.

MicrosphaeraberberidicoidesTai

Microsphaeramagnlj7caU.Braun

Microsphaerapulchravar.japonica(P.Henn.)
U.Braun

Microsphaerasp.

Microsphaeravanbruntianavar.sambuci-racemosae
U.Braun

Oidiumsp.

Phyllactiniaai/anthi(Golov.&Bunkiana)Yu

Phyllactiniamoricola(P.Henn.)Momma

Phyllactiniaroboris(Gachet)Blumer

PhyllactiniasalmoniiBlumer

Podosphaeratridactyla(Wallr.)deBary
Sawadaeapo研 davar.japonicaU.Braun&Tanda

Sawadaeasp.1(不完全時代)

Sphaerothecaaphanis(Wallr.)U･Braun

Sphaerothecaferrugineavar.ferruginea(Schl.:Fr.)
Junell

Sphaerothecafusca(Fr.)Blumeremend.UIBraun

SphaerothecaintermediaU･Braun
Sphaerothecasp.

Sphaerothecasp.I(不完全時代)
Sphaerothecasp.2(不完全時代)
Sphaerothecasp.3(不完全時代)
Uncinulakusanoivar.kusanoiSyd.
Uncinulakusanoivar.zelkowaeU.Braun

UncinulasengokuiSalm.
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核菌綱 Pyrenomycetes

シトネタケ目 Diatrypales

Diatrypejlavovirens(Pers.:Fr.)Fr.

クロサイワイタケ冒 Xylariales

Biscogniauxia capnodes (Berk.) var.capnodes

Y.M.Yu&J.D.Rogers
クロイタタケ属クロイタタケ (属名種名ともに新称)

Lophodermiumsp.I

Lophodermiumsp.2
ズキンタケ目 しeotiales

Ciboriapeckiana(Cooke)Korf
CiboriniacamelliaeKohn

ツバキキンカクチャワンタケ

Biscogniauxiacapnodesvar.rumpens(Cke.)Y.M.
Yu&J.D.Rogers ナンゴクイタコブタケ

CreosphaeriasassajTras(Schw.:Fr.)Y.M.Yu&

∫.D.Rogers ヒイロミコブタケ (新称)

Daldiniaconcentrica(Bolt.:Fr.)Ces.&deNot.
チヤコブタケ

Hypoxylonfuscum(Pers.:Fr.)Fr.
ハンノキコブタケ

Hypoxylontruncaium (Schw.:Fr.)J.H.Miller
s.lato クロコブタケ

NemaniacarbonaceaPouz.

ザラミコブタケ属 (新称属名)

Nemaniasubannulata(P.Henn.&E.Nym.)Y.Abe +
&Z.-LLiu ワッキザラミコブタケ (新称)

Roselliniaaquila(Fr.:Fr.)deNot. カタップタケ
RosellinianecatrixPrill.

ソルダリア目 Sordariales

ChaetomiumbostrychodesZopf

ChaetomiumcaprlnumBainier

ChaetomiumglobosumKunzeexFr.
ChaetomiumseminudumAmes.

Gelasinosporareticulospora(Greis&GreisIDengler)
C.Moreau&M.Moreau

Neurosporasp.

ジアポルテ冒 Diaporthales

PhomatosporalithocarpiS.Kaneko(新種)

ボタンタケ目 Hypocreales

Bionectriaochroleuca(Schw.)Schroers

HypocreaalbofulvaBerk.&Br.

HypocreaceramicaEll.&Ev.

HypocreachrysofulvaDoi (暫定名)

Hypocrealutea(Tode)Petch

Hypocreanigricans(Imai)Doi
カラスノボタンタケ

HypocreapachybasioidesDoi

HypocreapseudostramineaDoi

Hypocreaschweinitzii(Fr.)Sacc.
クロボタンタケ

HypocreopsISSP.

HypomycestrichothecoidesTubaki

NectriapseudotrichiaBerk.&Curt.

バッカクキン目 Clavicipitales

AciculosporiumtakeMiyake 竹類天狗巣病菌

盤菌綱 (チャワンタケ綱) Discomycetes

リチスマ目 Rhytismatales

Coccomycessp.

Dicephalosporarufocornea(Berk.&Br.)Spooner

Hyaloscyphasp.

Hymenoscyphussp.1

Hymenoscyphussp.2

Lachnumabnorme(Mont.)Haines&Dumont

Orbiliaauricrolo(BloxamexBerk.&Br.)Sacc.

OrbilE'ainj7ata(Karst.)Karst.

Orbiliasp.I

0rbiliasp.2

Strossmayeriabakeriana(P.Henn.)Iturriaga

Tapesiasp.

Micropodiacf.chrysostigma

Mollisiasp.
ヤワンタケ目 Pezizales

Aleuriaaurantia(Fr.)Fuckel
ヒイロチャワンタケ

Aleurinasp.

CaloscyphajTulgens(Pers.)Boud.
キチャワンタケ

Cheilymenia theleboloides(Alb.& Schw.:Fr.)
Boud. ヤマブキクチガネワンタケ

Galiellacerebica(P.Henn.)Nannf.
オオゴムタケ

HelvellaephliplumL.
クラガタノポリリュウタケ

Melastizachateri(Smith)Boud. ベニサラタケ

Morchellaesculenta(L.:Fr.)Pers. アミガサタケ
PezizadomicilianaCooke

ナヤノシロチャワンタケ

Scutelliniascutellata(L.･.Fr.)Lamb.
アラゲコベニチャワンタケ

Scutelliniaumbrorum(Fr.)Lamb.

Trichophaeasp.

小房子嚢菌綱 Loculoascomycetes

ヒステリウム冒 Hysteriales

Hysterographiumsp.
ドチデア目 Dothideales

Letendraeasp.

担子菌門 Basidiomycota

サビキン綱 Teliomycetes
サビキン目 Uredinales

Coleosporiumasterum(Dietel)H.&P.Sydow

ColeosporiumclerodendriDietel

ColeosporiumphellodendriKomarov

ColeosporiumsolidaginisThtim.exArthur

ColeosporiumxanthoxyliDietel&P.Sydow
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GymnosporangiumasiaticumMiyabeexYamada

Kuehneolajaponica(Dietel)Dietel

Leucoteliumpruni-persicae(Hori)Tranzschel

MelampsoraidesiaeMiyabe

Melampsorasp.

PhakopsoraartemisiaeHiratsuka,f.
Phakopsorajici-electaeS.Ito&OtaniexS･Ito&
Murayama

PhakopsoramallotiCummins

PhakopsorapachyrhiziH.&P.Sydow

Phragmidiumrubi-thunbergiiKusano

Physopella ampelopsidis (Dietel& P･Sydow)
Cummins良Ramachar

Pileolariaklugkistiana(Dietel)Dietel
PucciniajTagopyricolaJorstad
PuccinialantanaeW.G.Farlow

Puccifu'amiscanthiMiura

PuccinianishidanaP.Henn.

PucciniaokudairaiHiratsuka,f.&Yoshinaga
PucciniaoxalidisDietel&Ellis

Puccim'aphragmitis(Schumacher)Koernicke

PucciniaphyllostachydisKusano

Puccl.niapolygoni-amphibiivar.tovariaeArthur
PucciniaviolaeDC.

Puccifu'azoysiaeDietel

Puccinl'astrumboehmeriaeH.&P.Sydow

PucciniastrumstyracinumHiratsuka

Tranzschelia discolor (Fuckel) Tranzschel &
Litwinov

Uredocaricis-incisaeS.ItoexS.Ito&Murayama

UromycescommelinaeCooke

UromyceserythroniiPasserini

UromycestruncicolaP.Henn.&Shirai

クロボキン綱 Ustomycetes

クロボキン目 Ustilaginales

Sporisoriumpamparum(Speg.)Vanky

異型担子菌綱 Heterobasidiomycetes
キクラゲ目 Auriculariales

Auriculariaauricula(Hook.)Underw. キクラゲ

Auriculariapolytricha(Mont.)Sacc･
アラゲキクラゲ

シロキクラゲ冒 Tremellales

Eichlerielladeglubens(Berk.&Br.)Lloyd

Heterochaetedelicata(Kl.exBerk.)Bres.
オロシタケ

TremellafoliaceaPers.:Fr. ハナビラニカワタケ
TremellamesentericaRetz.:Fr.

コガネニカワタケ

真正担子菌綱 Eubasidiomycetes

帽菌亜綱 Hymenomycetidae

ヒダナシタケ目 Aphyllophorales

Antrodiamalicola(Berk.&Curt.)Donk
AntrodiellaalbocinnamomeaDai&Niemela
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Antrodiellazonata(Berk.)Ryvarden

Ejerkanderaadusta(Willd.:Fr.)Karst.

Bondarzewiaberkeleyii(Fr.)Bondartsev&Sing.

Brevicelliciumolivascens(Bres.)Larson&Hjorst.
マルミノコツブコウヤクタケ

Cerrenaunicolor(Bull.:Fr.)Murrill
ミダレアミタケ

Coltriciacinnamomea(Pers.)Murrill

Coltriciaperennis(L.:Fr)Murrill
オツネンタケモ ドキ

Coriolopsissp, コガネカワラタケ

Coriolopsisstrumosa(Fr.)Ryvarden
センベイタケ

CyclomycesjTuscusFr. ワヒダタケ

Daedaleopsistricolor(Pers.)Bondartsev&Sing.

Datroniamollis(Sommerf.:Fr.)Donk

Datroniascutellata(Schw.)Gilb.&Ryvarden

FistulinahepaticaSchaeff.:Fr. カンゾウタケ

Ganodermaapplanatum(Pers.)Pat.
コフキサルノコシカケ

Gloeoporusdichrous(Fr.)Bres.

HeterobasL'dioninsulare(Murrill)Ryvarden
レンガタケ

Hymenochaetesp.

Hyphodermamutatum(Peck)Donk
シラチャカワタケ

Hyphodermapraetermissum(Karst.)J.Erikss.
ハリナシミナミコメバタケ

Hyphodermarude(Bres.)Hjortstam
ミナミコメバタケ

Hyphodermasetigerum(Fr･)Donk
シロコメバタケ

Hyphodontiaboninensis(S.Ito&Imai)Maekawa
オガサワラカミコウヤクタケ

Hyphodontiasambuci(Pers･)J.Erikss.
シロカワタケ

Inonotusmikadoi(Lloyd)T.Hattori

lnonotusscaurus(Lloyd)T.Hattori

lrpexlacteus(Fr..'Fr.)Fr.

JacksonomycesjTurfurellus(Bres.)S.H.Wu&
Z.C.Chen イボコメバタケ

LaetlPorusversisporus(Lloyd)Imazeki

Lenzitesbetulinus(Fr.)Fr.

Lophariamirabilis(Berk.&Br.)Pat.
クシノハシワタケ

Loweporusthephroporus(Mont.)Ryvarden
シイサルノコシカケ

Microporus(好言nis(Blume&Nees.･Fr.)Kuntze
ウチワタケ

MicroporuslonglSPOruSHattori
ツヤウチワタケモ ドキ

Oligoporuscaesius(Schrad.:Fr.)Gilb.&Ryvarden

Peniop/wramanchuricaParm. コミノカワタケ
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Perennlboriafraxinea(Bull.:Fr.)Ryvarden

Perennlboriaochroleuca(Berk.)Ryvarden

Perenniporiatephropora(Mont･)Ryvarden
Phanerochaetecorymbata(G･H.Cunningham)
Burds. フタロナシマクカワタケ

Phanerochaetesordida(Karst.)J.Erikss.&Ryv.
ウスキイロカワタケ

Phellinusgilvus(Schw.)Pat.

Phellinuspunctatus(Fr.)Pilat

Phellinussenex(Nees&Mont.)Imazeki

Phellinussetulosus(Lloyd)Imazeki

Phellinusumbrinellus(Bres.)Ryvarden

Phellinuswahlbergii(Fr.)Reid
PhlebiaacerinaPeck ミダレシワタケ

Plbtoporussoloniensis(Dub.:Fr.)Pilat
シロカイメンタケ

PolyporusarculariusBastch:Fr. アミスギタケ

PolyporusgrammocephalusBerk.S.lato
スジウチワタケ

PolyporushemicapnodesBerk.&Broome

PolyporustuberaslerJacq.:Fr.

PolyporusvariusPers.:Fr. キアシグロタケ

Pycnoporussanguineus(L.:Fr.)Murrill

Rigidoporuslineatus(Pers.)Ryvarden

Rigidoporusvinctus(Pers.)Ryvarden

Schizoporaj7avlbora(Cooke)Ryvarden
Schizoporaparadoxa(Schrader:Fr.)Donk
アナタケ

Scopuloidesrimosa(Cooke)Juel.
ツブニカワカワタケ

Scytinostromaportentosum(Berk.&Curt.)Donk
ヤケイロコウヤクタケ

Skeletocutisnivea(Jungh.)Keller

Trametesbrevis(Berk.)Pilat ニクウスバタケ

Trameteselegans(Spreng.:Fr.)Fr.

TrameEeshirsuta(Wulfen:Fr.)Pilat

Trametesversicolor(L.:Fr.)Pilat

Trametesvillosus(Fr.)Kreisel

Trechisporafarinacea(Pers.:Fr.)Liberta
トゲノミコウヤクタケ

Xylobolusannosus(Berk.&Br.)Boidin
オオカタウロコタケ

Xylobolusspectabilis(Klotz.)Boidin
モミジウロコタケ

ハラタケ目 Agaricales

AgaricuspraeclaresquamosusFreeman
ナカグロモリノカサ

Agrocybecylindracea(DC.:Fr.)Maire
ヤナギマツタケ

Agrocybeerebia(Fr.)Ktihn. ツチナメコ

Amanita?spreta(Peck)Sacc.?ツルタケダマシ

Amanitavaginata(Bull.:Fr.)Vitt. ツルタケ
Armillariacf.mellea(Vahl.:Fr.)Karst.

?ナラタケ

Coprinuscinereus(Schaeff.:Fr.)S.F.Gray
ウシグソヒトヨタケ

Coprinusdisseminatus(Pers.:Fr.)S.F.Gray
イヌセンボンタケ

CoprlnuSPhlyctidosporusRomagn.
ザラミノヒトヨタケ

Coprinusplicatilis(Curt.:Fr･)Fr･
ヒメヒガサヒトヨタケ

Coprinusradians(Desm/.Fr.)Fr. コキララタケ

Coprinussp.

CrepidotussulphurinusImazeki&Toki
フジチャヒラタケ

Crepidotusuber(Berk･&Curt･)Sacc･
ムニンヒメチャヒラタケ

Cystotramaasprata(Berk.)Redhead&Ginns
ダイダイガサ

Flammulinavelutlbes(Curt.:Fr.)Sing.
エノキタケ

Gerronemaholochlorum(Berk.&Br.)Pegler
ミドリサカズキタケ

Gymnopilusaeruginosus(Peck)Sing.
ミドリスギタケ

Hohenbuehelialividulus(Berk.& Curt.)Neda&
Do主,comb.nov. オガサワラヒメカタハ

Hohenbueheliarenlformis(G.Meyer:Fr.)Sing.
ヒメムキタケ

Lnocybefastigiata(Schaeff.)Qua

lnocybeglabrodiscaP.D.Orton
ミナカタトマヤタケ

LnocybeumbrinellaBres.

Lentinellusursinus(Fr.)K也hn.
イタチナミハタケ

Lentinulaedodes(Berk.)Pegler シイタケ

Lepiotaacutesquamosa(Weinm.:Fr.)Gill.,S.lato
オニタケ

LepiotacastaneaQu6l. クリイロカラカサタケ

Leucoagaricusrubrotinctus(Peck)Sing.
アカキツネガサ

MarasmiusmaximusHongo オオホウライタケ

Micromphalesp.サカズキホウライタケ

Mycenacrocata(Schrad.:Fr.)Kummer
アカナシオタケ

Mycenagalericulata(Scop.:Fr.)S.F.Gray
クヌギタケ

Mycenahaematopoda(Pers.:Fr.)Kummer
チシオタケ

Mycenapura(Pers.:Fr.)Kummer サクラタケ
Naematolomafasciculare(Huds.:Fr.)Karst.
ニガクリタケ

Neolentinuslepideus(Fr.:Fr.)Redhead&Ginns
マツオウジ

Oudemansiellapudens(Pers.)Pegler
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ビロー ドツエタケ

PaxilluscrutisiiBerk.サケバタケ

Paxilluspanuoides(Fr.:Fr.)Fr. イチョウタケ

Phaeolepiotaaurea(Matt..･Fr.)Maire
コガネタケ

Pleurotuscystidiosus0.K.Miller オオヒラタケ

Pleurotusdjamor(Fr.)Boedijn
トキイロヒラタケ

Pleurotusostreatus(Jacq.:Fr.)Kummer
ヒラタケ

Pleurotuspulmonarius(Fr.)Quel. ウスヒラタケ

Pluteusatricapillus(Batsch)FチyOd
ウラベニガ､サ

Psathyrellacandolliana(Fr.:Fr.)Maire
イタチタケ

PsathyrellacinerariaHar.Takahashi
ハイイロイタチタケ

Tricholosporumporphyrophyllum(Imai)Guzman
ウラムラサキシメジ

XerocomusparvulusHongo ヒメアワタケ

腹菌亜綱 Gasteromycetidae
ニセショウロ目 Sclerodermatales

Pt'solithustinctoriusf.pisocarpius(Fr.)Pilat
タマコップ (新称)

SclerodermareaeGuzman コニセショウロ

SclerodermasinnamarienseMort.
コガネニセショウロ

SclerodermaverrucosumPers. ショウロダマシ

ホコリタケ目 しycoperdales
Calvatiaboninensislto オオノウタケ

Calvatiacranilformis(Schw.)Fr. ノウタケ

Calvatiacyathlformis(Bosc.)Morg.
スミレホコリタケ

GeastrumlagenlformeVitt.
トガリフクロツチガや

Geastrummirabile(Mont.)Fisch. ヒナツチガキ
GeastrumpectinatumPers. コフキタロツチガキ
GeastrumsaccatumFr. フクロツチグリ

Geastrumtrli)lex(Jungh.)Fisch.
エリマキツチガキ

Lanopilanl'pponica(Kawam.)Kobay.
オニフスベ

LycoperdonpedicellatumPeck
アラゲホコリタケモ ドキ

LycoperdonperlatumPers.:Pers. ホコ1)タケ

LycoperdonspadiceumPers. キホコリタケ

Vasce/lumpratense(Pers.)Kreisel
ヒメホコリタケ

ヒメノガステル目 Hymenogastrales

HymenogasterarenariusTul. マメツブタケ

Hymenogastersp.
スッポンタケ目 phallales

Mutinuscaninus(Huds.:Pers.)Fr.
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キツネノロウソク

チャダイゴケ冒 Nidulariales

Nidulaniveotomentosa(P.Henn.)Lloyd
コチヤダイゴケ

SphaerobolusstellatusTode:Pers.
タマハジキタケ

不完全菌類 Mitosporicfungi

分生子果不完全菌類 coelomycetes

Pyrenochaetasp.

糸状不完全菌類 Hyphomycetes

Alternariaalternata(Fr.)Keissler

Amblyosporiumsp.

Arthriniumphaeospermum(Corda)M.B.Ellis

AspergillusclavatusDesm.

AspergillusjlavusLink

AspergillusfumigatusFresen.

AspergillusjaponicusSaito

AspergillusnigerTiegh.

AspergillusterreusThom

Aspergillusustus(Bainier)Thom&Church

Aspergillusversicolor(Vuill.)Tirab.

BeltraniarhombL.CaPenzig
BeltraniellaodinaeSubramanian

Cercosporadepazeoides(Desm.)Sacc.

CercosporakakiEll.&Ev.

Chloridiumchlamydosporis(V.Beyma)Hughes

Corynesporafoveolata(Petch)Hughes

Corynesporasp.

Dactylariasp.

Doratomycesnanus(Ehrenb.exLink)Morton&
G.Sm.

Fusariumsp.

Geomycespannorum var.asperlatus(Sigler&

Carmichael)vanOorsschot

GliocladiumvirensMiller,Giddens&Foster

Gonytrichummacrocladum(Sacc.)Hughes

Hansfordiasp.

Metarhiziumanisopliaef.anisopliae(MetschnikoLT)
Sorokin

Nomuraeaatypicola(Yasuda)Samson クモタケ

Oidiodendroncerealis(Th也n.)Barron
OidiodendronechinulatumBarron

Paecilomycescicadae(Miquel)Samson
ツクックホウシタケ

Paecilomycesfarinosus(Holm.exGray)A.H.S.
Brown皮G.Sm.

Paecilomycestenulbes(Peek)Samson
ハナサナギタケ

Penicilliumsp.

PhialophorataiwanensisMatsushima

PolycephalomycesformosusY.Kobayasi
マユダマタケ
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Pseudobotrytissp. Echinostelium vanderpoelii Nann.-Bremek.,

Pseudocercosporacircuscissa(Sacc.)Lie&Guo Mitchell,Lakhanpal&Chopra タマハリホコリ

Pseudocercosporacornicola(Tracy&Earle)Guo& コホコリ冒 Liceales
Liu

Pseudocercospora eriobotryae (Enjoji)Goh &
Hsieh.

Thielaviaterricola(Gilman&Abbott)Emmons

Thysanophorapenicillioides(Roum.)Kendrick

TilachlidiopsISnigraYakyshiji&Kumazawa
オサムシタケ

TrichodermaaureovirideRifai,aggr.

Trichodermahamatum(Bon.)Bain.,aggr.

TrichodermaharZianumRifai,aggr.

TrichodermakoningiiOud.,aggr.

TrichodermaviridePers.exS.F.Gray,aggr.
Veriicilliumalbo-atrumReinke&Berthold

細胞性粘菌門 Dictyosteliomycota

細胞性粘菌綱 Dictyosteliomycetes

細胞性粘菌目 Dictyosteliales

Acytosteliumleptosomum# (complex)

Dictyostelium aureoIStlbesCavender,Raper&
Norbergvar.aureo-stlbes

Dictyosteliumbrefeldianum# (complex)

Dictyosteliumbrefeldianumvariant

Dictyosteliumdelicatumvariant

DictyosteliumgiganteumSingh

DictyosteliumlavandulumRaper&Fennell

Dictyostelium macrocephalum Hagiwara,Yeh&
Chien

DictyosteliumminutumRaper

Dictyosteliumminutumvariant

DictyosteliummonochasioidesHagiwara

Dictyosteliummonochasioidesvariant

DictyosteliumpolycephalumRaper

DictyosteliumpurpureumOlive

PolysphondyliumcandidumHagiwara

PolysphondyliumpallidumOlive

Polysphondyliumpallidumvariant
PolysphondyliumviolaceumBrefeld

変形菌門 Myxomycota

変形菌綱 Myxomycetes

ツノホコリ目 Ceratiomyxales

Ceratiomyxafruticulosa(Muell.)T.Macbr.
ツノホコリ

Ceratiomyxafruticulosavar.descendensEmoto
ユダナシツノホコリ

Ceratiomyxafruticulosavar.j7exuosaLister
ナミウチッノホコリ

ハリホコリ目 Echinosteliales

ClastodermadebaryanumBlytt クビナガホコリ
EchinosteliumminutumdeBary ハリホコリ

Cribrariacancellata(Batsch)Nann.-Bremek.
クモノスホコリ

CribrariaconjTusaNann.-Brem.&Y.Yamam.
コビトアミホコリ

CribrariaintricataSchrad. フシアミホコリ

Cribrariaintricatavar.dictydioides(Cooke&Ball.)
Lister サラナシアミホコリ

CribrariamF'crocarpa(Schrad.)Pers.
アシナガアミホコリ

CribrariatenellaSchrad. 7i,i=37)

CribrariaviolaceaRex スミレアミホコリ

Dictydiaethaliumplumbeum(Schum.)Rostaf.
ハシラホコリ

Dictydiaethaliumplumbeumf.cinnabarinum(Berk.

&Br.)Y.Yamam. アカハシラホコリ

Enteridiumlycoperdon(Bull.)Farrvar.americanum
Nann.-Bremek.exY.Yamam.

アメリカマンジュウドロホコリ

Enieridium splendens(Morgan)T･Macbr.var.
juranumHaerkoenen ジュラドロホコリ

LiceablforisMorgan モモワレコホコリ

Licea blforis var. sinuosa (Nann.lBremek.)
Y.Yamam. クネリコホコリ

LiceacapitatoidesNann.lBremek.&Y.Yamam.
var.jTujiokanaY.Yamam.
LiceakelleriiNann.lBrem.&Y.Yamam.

ケラーコホコリ

Liceaparasitica(Zukal)Martin へソコホコリ

LiceaparvicapitataY.Yamam.
LindbladiatubulinaFr. 7>/iT37)

Lycogalaepidendrum(L.)Fr. マメホコリ
Lycogala epidendrum var.tessellatum (Lister)
G.Lister モザイクマメホコリ

LycogalaexiguumMorgan コマメホコリ

Lycogalaj7avofuscum(Ehrenb.)Rostaf.
チチマメホコリ

TublferadimorphothecaNann.-Bremek.&Loerak.
コモチクダホコリ

ケホコリ目 Trichiales

Arcyriacinerea(Bull.)Pers. シロウツボホコリ

Arcyriadenudata(L.)Wettst. ウツボホコリ

ArcyriainslgnisKalchbr.&Cooke
コウツボホコリ

Arcyriacf.major(G.Lister)Ing
ナガホウツボホコリの近似種

ArcyriaminutaBuchet ウスベニウツボホコリ

Arcyriaobvelata(Oeder)Onsberg
キウツボホコリ

Arcyriapomlformis(Leers)Rostaf.
マルウツボホコリ
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DianemaharveyiRexvar.verruculatumY.Yamam.

Dianemamongolicum Novoz.var.macrosporum
Y.Yamam.

Hemitrichiaclavata(Pers.)Rostaf.var.Calyculala

(Speg.)Y.Yamam.ホソエノヌカホコリ

Hemitric/u'aserpula(Scopoli)Rost･
ヘビヌカホコリ

Perichaenachrysosperma(Currey)Lister
トゲヒモホコリ

PerichaenadepressaLibert ヨリソイヒモホコリ

Trichiafavoginea(Batsch)Pers.var.persimilis
(Karst.)Y.Yamam. トゲケホコリ
TrichiascabraRost. キンチャケホコリ

モジホコリ目 physarales

BadhamiaajiPnisRostaf. シロフウセンホコリ

Badhamiagracilis(T.Macbr.)T.Macbr.
イトミフウセンホコリ

Craterium leucocephalum (Pers.)Ditmar var.

cylindricum(Massee)G.Lister
ツツサカズキホコリ

Diachealeucopodia(Bull.)Rostaf. ジグホコリ
Diderma chondrioderma (de Bary & Rostaf.)
G.Lister キノウエホネホコリ

Didermaejfusum(Schw.)Morgan ホネホコ1)

Didermahemisphaericum(Bull.)Hornem.
ナバホネホコリ

Diderma platycarpum Nann.lBremek. var.
berkeleyanumNann.-Bremek.
バークレイホネホコリ

DidymiumjlexuosumYamashiro
クネリカタホコリ

Didymiumleom-numBerk.&Br.
キラボシカタホコリ

Didymiumcf.marineriMoreno,Illana&Heykoop
ニセコカタホコリの近似種

Didymiumminus(Lister)Morgan コカタホコリ

DidymiumperjToratumYamashiro
アナアキカタホコリ

Didymiumsquamulosum(Alb.&Schw.)Fr.
シロエノカタホコリ

Fuligoaurea(Penzig)Y.Yamam. ムシホコリ

FuligocandidaPers. シロススホコ1)

Fuligoseptica(L.)Wiggers ススホコリ

Fuligosepticaf.jlava(Pers･)Y･Yamam.
キフシススホコリ

Physarellaoblonga(Berk.&Curt.)Morgan
チョウチンホコリ

PhysarumbivalvePers. ガマグナフタロホコリ

PhysarumbogorienseRacib.
ボゴールフクロホコリ

Physarumcinereum(Batsch)Pers.
ハイイロフクロホコリ

PhysarumcraterlformePetch
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キノウエモジホコリ

Physarumj7avicomumBerk.キカミモジホコリ
Physarumjlorigerum(Meylan)Y.Yamam.
ハナタマモチモジホコリ

Physarumglobullferum(Bull.)Pers･
シロジクモジホコリ

PhysarumlakhanpaliiNann.-Brem･&Y･Yamam･
ラカンパルフクロホコリ

Physarummelleum(Berk.&Br.)Massee
シロジグキモジホコリ

PhysarumnucleatumRex タマモチモジホコリ

PhysarumnutansPers. シロモジホコリ

PhysarumsuperbumHagelst.
キミミズフタロホコリ

physarumtenerumRex アシナガモジホコリ

Physarumviride(Bull.)Pers.アオモジホコリ
Physarumviridef.incanum(Lister)Y.Yamam.
シラガアオモジホコリ

ムラサキホコリ目 Stemonitales

Collariaarcyrionema(Rost.)Nann.-Bremek.
ツヤエリホコリ

Collariaelegans(Racib.)Dhillon&Nann.-Bremek.
クロエリホコリ

ComatrE'chapulchella(C.Bab.)Rostaf.var･fusca
Lister アミモチカミノケホコリ

Comatrichatenerrima(M.A.Curtis)G.Lister
ツムギカミノケホコリ

Paradiacheopsisjimbriata(G.Lister& Cran)
Hertel イトユダホコリ

StemonariaclausljilaNann.-Bremek.&Y.Yamam.
ムレミダレホコリ

StemonariagracilisNann.-Brem.&Y.Yamam.
ホソミダレホコリ

Stemonarialonga(Peck)Nalln.lBremek.,Sharma
&Y.Yamam.ヤリミダレホコリ

Stemonitisaxlfera(Bull.)T･Macbr･var.smithii(T･
Macbr.)Hagelst. スミスムラサキホコリ

StemonitisjlavogenitaJahn
サラノセムラサキホコリ

StemonitisfuscaRoth ムラサキホコリ
StemonitisjTuscavar.rufescensLister
ホソミムラサキホコリ

StemonitismussooriensisG.W.Martin,Thind&
Sohi カタゲムラサキホコリ

StemonitlspallidaWingate
イリマメムラサキホコリ

StemonitissplendensRost. オオムラサキホコリ

StemonitE.SSPlendensvar.webberi(Rex)Lister
スカシムラサキホコリ

StemonitisvirginiensisRex
バージニアムラサキホコリ

Stemonitopsishyperopta(Meylan)Nann.-Bremek.
コムラサキホコリ
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Stemonitopsissubcaespitosa(Peck)Nann.-Bremek･
ムレコムラサキホコリ

Stemonitopsistyphina(Wiggers)Nann･-Bremek･
var.similis(G.Lister)Nann.-Bremek.
ハダカコムラサキホコリ


